
令和 7 年度 事業計画・事業実績評価報告 

 
１．令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 
①子どもの願い、職員の願いが展開できる保育環境づくりを実践する。保育室内はもとより、園庭改造は「子ど

もと相談する保育」を充実させ、自ら係ることで達成感を味わい自己肯定感が高められるようにしていく。 
②法人や園にとって、有用な資格取得を目指す職員をバックアップし、園全体の保育の質の向上を目指す。 

 
2．施設の概要と職員体制  

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 中澤 ゆう子 ■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長 鈴木 民世 □会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長  □会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士 大城 茜 □会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士  □会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 西  茜 □会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 日浦陽子 □会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者 杉山 亜祐美 □会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者 宮城 裕子 □会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

嘱託医（園医） 星合 美奈子 住所 国立市中１－６－２５  電話  ０４２－５７７－８９５３ 

 

職員  正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 

施設名 国立保育園 施設住所 国立市北２－３０－１ 

開設年月日 昭和 32 年 4 月 1 日 運営形態 □公設民営認可・■民設民営認可・□小規模保育所 
土 地 建 物 所 有

権 
■土地 ■建物 土地建物賃借料 土地     円/年 建物     円/年 

敷地面積 991.73 ㎡ 建物延床面積 688.38 ㎡ 

開園日 

月から土曜日とする。但し祝日および国民

の休日と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休園

とする。 
開園時間 

午前 7 時 15 分から午後 19 時 15 分と

する。午後 18 時 15 分から 19 時 15 分ま

では延長保育時間とし、詳細は別に定める。 
保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内しょ
うがい
児 

内アレ
ルギー
児 

内アナ
フィラ
キシー
児 

 一時 病後児 

定員 0 10 12 15 15 15 67     10  

入所  5 
12 12 13 

14 
12 
15 15 57 

68 
1 
3 

3 
2 0    

保育室面積  45.75 40.40 40.40 45.75 47.28 266.96     47.38  
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保育職 13 名   
1 名 

2 名 

6 名 

3 名 

看護職 1 名     

給食職 2 名   1 名 1 名 

用務職     3 名 

事務職     1 名 

苦情解決第三者委員 坪坂聖子 齋藤裕子   

今年度変更事項   
令和 7 年度において、きたひだまり保育園から日浦陽子副主任が異動、西国分寺保育園から黒谷菜美子保
育士が常勤保育士として異動、9 月 1 日付で榊桃香保育士が入職する。 
嘱託医が淺倉禮治先生から星合美奈子先生に変更となる。 
国立保育園で実施している一時預かり事業を令和 7 年 12 月末日をもって廃止する。 

 

3. 保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 

計画対実績の評価と差が
生じた 

場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ場」という保

育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々に保育理念

の理解が進むよう取り組む。 
■保育園の全ての業務は保育理念から展開さ

れていることを踏まえ、各種手順書、各種マ
ニュアル、各種計画等は保育理念に基づき策
定するよう取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り組みとして、
以下の事を実践する。 

・法人の保育理念に基づきながら「子ども
の自主性を引き出す保育」の実践に積極
的に取り組む。 

・様々なことに興味関心を持ち、自ら試し
てみよう、考えてみようと物事に積極的
に取組もうとする子ども像を目指し、職
員が共通理解をもって保育の実践をし
ていく。 

 
②保育目標は全園共通で以下と定めている。 

1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 

① について 
4 月 1 日に実施した職員会議
にて、資料を基に法人の理
念、事業計画の特に令和 7 年
度に実現したい保育園のある
べき姿について、記載内容を
共有した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②について 
子どもたちが十分に遊び込め
るように、幼児クラスを中心
として異年齢で過ごすことを
大切にした。 
「なぜだろう、どうしてだろ
う」は、特に園庭での活動を

評価 5 4 3 2 1 

理由 
① 評価 4 
年度当初に当該年度の方針を
示し、概ね職員は理解できた
が会議に参加できなかった職
員への周知が十分ではなかっ
たと感じる。示された方針に
ついては理解できているもの
の、具体的な実践に難しさを
感じる職員もいた。 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5 
特に幼児クラスで異年齢を中
心とした保育の実践では、子
どものつぶやきから様々な遊
びが展開できるような環境構
成を考えることで、保育者同
士の連携を深めることができ
た。保育者同士の連携が図れ
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■児童、保護者、職員、地域の方々に保育目標
に基づく保育をおこなっていることの理解
が進むよう取り組む。 

■保育内容の全ては保育目標から展開されて
いることを踏まえ、保育課程、各種指導計画
等は保育目標に基づき策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り組みとして、
以下の事を実践する。 

・保育所保育指針に基づき、子どもの発達、
育ちの理解を深め、保育実践の共有、振
り返りに取り組んでいく。 

・子どもたちが十分に遊び込み「なぜだろ
う」「どうしてだろう」を試していける環
境の構成をしていく。 

・十分に満足するまで遊びこむ経験をした
うえで、園生活のまとめとして年長児が
「かがくタイム」に取り組む。 

・国立北地域 4 園の日常的な交流を図る。 

 

③年間の園内会議日程は以下のとおり。 
月 日 時間 会議名 
4 1 13：45 職員会議 

4 25 13：45 職員会議 
5 16 13：45 職員会議 
6 20 13：45 職員会議 
7 18 13：45 職員会議 
8 30 13：45 職員会議 
9 19 13：45 職員会議 

10 17 13：45 職員会議 
11 21 13：45 職員会議 
12 19 13：45 職員会議 
1 23 13：45 職員会議 
2 20 13：45 職員会議 
3 27 13：45 職員会議 

随時 
月 1 回 
随時 
 
随時 
月 1 回 

随時 

 
13：45 
13：30 
 
13：45 
13：45 
13：45 

幹部会議 
リーダー会議 
フロアー会議 
（乳児・幼児） 
園内研修 
食育会議 
改善検討会議 

※職員会議は毎月概ね中旬あたりに予定。 
※その他、必要な会議は随時行う。 

中心として、虫や植物に興味
を持ち、調べてみよう、育て
てみようとする姿が見られ
た。 
主に年長児クラスにおいて、
小学校への接続を踏まえて国
立北地域 4 園での交流（ドッ
ジボールや公園での交流）を
行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③について 
職員会議日程及び内容につい
ては、概ね予定通り実施する
ことができた。必要に応じて
改善検討会議を実施し、少人
数で課題解決のための話し合
いができた。雇用形態にかか
わらず発意する場面が見られ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

たことが、結果として子ども
の遊びの充実にもつながった
のではないかと思う。 
ドッジボールでは、2 園ずつの
交流ではあったが、気軽に交
流できる環境を構築できた。
通常の交流についても、4 園の
クラス運営が落ち着いた段階
で開始できると良いと感じ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③評価 5 
常勤職員、非常勤職員が課題
解決のために、自分の意見を
表明し改善策を話し合う機会
を持つことができ、有用な少
人数での話し合いの場となっ
た。 
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④年間園内行事日程は以下のとおりとする。 

月 日 時間 行事名 

4 

1 9：30 第 67 回入園・は
じめましての会 

1 クラスごと 進級のお話 

5 
未 定 9：00 4,5 歳児春の遠

足 

6 
2 未定 前期保護者懇談会 
7 16：00 引き渡し訓練 

7 
4 クラスごと 七夕 

11 10：00 青組わくわくデー 

8 24 16：00 ふれ愛まつり 

9 

個 別 随時 5 歳児個人面談 
28 9：00 3,4,5 歳児ふれあい

運動会 
10 未 定 9：00 3,4,5 歳児秋の遠足 
11 9 9：00 1,2 歳児ふれあいデー 

未 定  秋の交通安全指導 
 

12 
 

7 
9：00 

3,4,5 歳児おたのし
み会 

23 クラスごと クリスマス会 
25 10：00 もちつき 

1 8 クラスごと 新年あそびの会 
個 別 随時 5 歳児個人面談 

2 3 クラスごと 豆まき 
15 午前 後期保護者懇談会 

下旬 随時 新入園児個別面接 
3 3 クラスごと ひなまつり 

11 10：00 青組を送る会 

15 10：00 第 67 回卒園式 

未 定  青組お別れ遠足 

毎月の行事 
避難訓練（火災・地震）消火訓練 
身体測定、個別誕生日会 

通年 
 保護者の保育体験（保育士ごっこ） 
随時 
 保護者個人面談、職員個人面談 

体育指導 毎週金曜日 
 食育活動、保健指導 
 地域交流 
不審者侵入避難訓練 年 2 回 
交通安全教室 年 1 回 
全園児健診 年 2 回 
歯科検診   年 1 回 
歯科講話  年 1 回 
口腔衛生指導 年 3 回 
 

④について 
行事予定について、年間行事
予定通り実施することができ
た。行事後アンケートについ
て、Google フォームの利用
を試行した。 
保護者の保育体験及び保育参
観については、通年で実施し
たため、保護者が自由に日程
を選べる環境とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④評価 5 
行事については、年間行事予
定に基づき滞りなく実施する
ことができた。 
交通安全教室は、立川警察署
にご協力いただき年 2 回実施
することができた。また、立
川消防署のご協力の下、勤労
感謝の行事対応ができた。 
Google フォームを利用しアン
ケートを試行した結果、すぐ
にアンケートに回答してくだ
さる保護者も多く、保育士の
業務を見直す機会にもなっ
た。 
保護者の保育体験及び保育参
観では、ご両親で別日に参加
し子どもの様子を確認する姿
も見られた。 
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⑤年間の園内研修、モデル園としての取組（法
人研修を除く）等は以下のとおりとする。 
月 日 参加者 研修名 

4 1 全職員 

法人理念・方針・保
育について・人権・
虐待・ハラスメン
ト・個人情報につい
て 

4 中旬 全職員 実習生等受入れにつ
いての考え方 

6  全職員 救命救急講習 
適宜 全職員 嘔吐処理 

随時 全職員 参加した外部研修の
内容周知（園内研

修） 
※その他、外部研修の参加者による園内研修を
随時開催予定 
 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニュアルを整

備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置を講ずる。 
■園内においてすべての児童、職員を対象とし

た不審者対策訓練を定期的に実施する。 
災害対策 
■園舎内において災害時対応マニュアル、防災

マニュアルを整備、運用する。 
■園内において、すべての児童、職員を対象と

した避難訓練、消火訓練をおこなう。 
□地域において、児童、職員を対象とした訓練

を実施する。 
■発災時を想定し、児童、職員が最低 3 日間園

舎内に滞在できるような飲料水、食料、資材
等を準備する。 

■園独自の安全管理対策に関する取り組みと
して、以下の事を実践する。 

◎安全計画、業務継続計画に基づいた訓練
等の実施 

・広域避難場所までの避難経路確認と周知
徹底 

・救命講習への参加と救命技能認定を受け
ることを推進 

・3,4,5 歳児園児を対象に交通安全指導を
開催する。 

・災害時備蓄用品チェックリスト 
を作成し点検を行う。 

・毎月、園内の安全点検を行い職員間で共
有する。 

 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、運用する。 
■プライバシーポリシーを公表する。 
■個人情報保護について定期的に職員研修を

おこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する取り組みと

して、以下の事を実践する。 

⑤について 
キャリアアップ研修及びその
他の外部研修は、未受講の内
容について、積極的に受講す
ることができた。 
「法人や園にとって、有用な
資格取得を目指す職員をバッ
クアップし、園全体の保育の
質の向上を目指す。」に関
し、職員 2 名が児童発達支援
管理責任者の資格取得に向け
長期間にわたり研修を受講し
たことで、他職員の学びへの
意欲にもつながった。 
 
⑥について 
安全計画に基づき、訓練につ
いては年間計画通り行うこと
ができた。不審者対応につい
ては、マニュアル確認から振
り返りを行った。 
災害対策として、広域避難場
所までの避難経路確認を 3 名
から 4 名のグループに分かれ
行った。 
業務継続計画に基づき、非常
食の保管場所の見直しと全体
周知をはかった。また、業務
継続に際し災害時の保育につ
いて確認を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
⑦について 
個人情報保護については、職
員向けにワークシートに記載
することで理解を深められる
ようにした。職員の認識の違
いも見られるため、具体的な

⑤評価 5 
職員の発意で行った園内研修
において、日頃の保育の中で
場面設定をし、ロールプレイ
を通して職員の気づきを得ら
れたこと、子どもの発達につ
いて園内研修を夕刻に設定し
たところ、非常勤保育士が積
極的に参加し発言することが
できた点は特に評価できる。 
 
 
 
 
 
⑥評価 4 
机上での打合せや確認につい
ては、理解することができる
が、主体的に関わることに課
題がある。定期的に避難経路
確認や災害時の保育について
の対応が定着するようにして
いきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦評価 4 
机上での確認やワークシート
では、概ね理解はしているこ
とが確認できるが、保護者対
応において、職員によっては
配慮が必要になる場面があ
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・園長が園内研修を行い、定期的に面談内
で理解度をはかる。 

・年度当初に資料を配布し、周知をはかる。 
・保護者との個人情報の取り交わしについ

ては説明を十分に行い、承諾書をいただ
く。 

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワーハラスメン

ト防止マニュアルを整備、運用する。 
■セクシャルハラスメント、パワーハラスメン

ト防止のために定期的に職員研修をおこな
う。 

■園独自のハラスメント防止措置に関する取
り組みとして、以下の事を実践する。 

・外部研修、法人研修への参加及びその後
の周知をはかる。 

・ハラスメント防止マニュアルの活用と内
部通報の制度を周知する。 

・職員面談を行い、早期発見に繋げる。 
・新入職員には、メンター制度を活用して

早期発見に努める。 
 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用する。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 

・キャリアパスから自己評価、他者評価を
行うことで自身のステップアップの道
筋を明確にしていく。 

・自己申告書、OJT 目標・成果シート、職
員個人面談を活用して職員育成を図る。 

■メンター制度を導入 
■個別参加研修計画を策定し、積極的に参加さ

せる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に職員を積極

的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関する取り組み

として、以下の事を実践する。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用する。 
■業務開始前および業務終了後の園舎内の安

全確認チェックを実施する。 

・外部研修参加者による園内研修を実施し、
園全体で共有化を図る。 

・職員が目指したいキャリアを明確にでき
るよう職員面談で確認し、スキルアップ
を図れるようにしていく。 

・自治体主催の研修に職員を積極的に参加
させる。 

・保育士等キャリアアップ研修に参加させ、
専門性を高め、役割を担う能力を身につ
けられるよう、必要な知識及び技能を習
得できるようにする。 

・OJT を実施することで、指導職の能力向
上に努める。 

・次期主任候補、副主任候補の育成に努め
る。 

事例について確認できるよう
努めた。 
保護者に対しては、入園前面
接の際に重要事項説明をする
中で説明を行った。 
 
⑧について 
ハラスメント研修動画の視聴
及び資料を提供しての園内研
修、内部通報制度の再確認
等、防止対策に努めた。併せ
て公益通報の窓口について、
事務室内に掲示し周知した。 
 
 
 
 
⑨について 
面談時に自己目標や進捗状
況、今後の方向性等を確認
し、園長が個別に当該職員の
良い所や期待するところを伝
えた。 
研修は、当該職員が参加した
い研修、園長・指導職が参加
してほしい研修に参加しスキ
ルアップを図れるようにし
た。キャリアアップ研修は副
主任以下、常勤職員が未受講
の内容について受講を進め
た。職員面談で当該職員の意
向を聞きながら、自身の役割
を主体的に担えるように努め
た。 
 
 
 
 
 
 
⑩について 
施設保全のための整備や什器
備品の入れ替えについては、

る。 
 
 
 
 
 
⑧評価 4 
具体例を挙げて説明をしてお
り、個人差はあるが職員は概
ね理解をしている。職員同士
の何気ない会話の中からハラ
スメントにつながる内容があ
ることを継続的に伝えてい
く。 
 
 
 
⑨評価 4 
職員が自己目標を立て、方向
性を定められるように面談を
進めることができた。自分が
やってみたいことや取得して
みたい資格などが面談の中で
話されていることは評価でき
る。 
自己申告書における職員満足
度は、6.23 ポイントとなり昨
年度より 0.14 ポイント低下し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩評価 3 
老朽化が進む中で衛生面を考
慮し、株式会社ブライトンパ
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■施設保全に関して、以下の補修、修繕、交換
を実施する。 

時期 内容 概算金額 
未定 LED 交換工事 9,500,000 円 
未定 エ ア コ ン 取 り

換え工事 
未定 給 湯 器 取 り 換

え 
未定 太 陽 光 パ ネ ル

設 置 工 事 及 び
屋上防水工事 

24,310,000 円 
 
4,300,000 円 

※建物、設備の老朽化への対応を行っていく。 
 

■什器備品類に関して、以下の補修、修繕、交

換、リース契約更新、新規購入を実施する。 

時期 内容 概算金額 
毎月 保育業務支援シ

ステム利用料 570,000 円 
毎月 廃棄物収集処理 468,000 円 
4 月 リコージャパン 200,000 円 
設 置
後 毎
月 

自家用電気工作
物法定点検 

99,000 円 
4 月 園児用食器、調

理器具など 100,000 円 
年 1
回 

建築設備定期検
査 60,500 円 

年 4 回 
 
年 1 回 

グリストラップ
清掃、 
厨房清掃 

150,000 円
350,000 円 

4 月 わんぱくランチ
年間保守契約料 32,000 円 

毎月 園庭等整備維持
管理作業 
（サブスク） 660,000 円 

毎月 機密書類溶解処
分月額サービス 46,200 円 

 
⑪利用者意向把握 
■外部評価機関による福祉サービス第三者評

価を実施する。 
■外部評価機関による利用者アンケートを実

施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要望を申し出

る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法として、以下

園全体の老朽化から必要では
あったが、予算を執行するこ
とが難しい状況があり、予定
していた内容について見送っ
た。 
点検作業や清掃等の業務委託
については予定通り実施し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪について 
予定通り外部評価機関による
東京都福祉サービス第三者評
価を受審した。利用者アンケ
ートにおいて、大変満足・満
足が 87.5％ではあるものの、

ートナーズに 6 月から定期巡
回業務及び契約範囲内の清掃
（用務員への清掃指導含む）
を業務委託することとした。
（1 か月の費用 60,500 円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価 4 
利用者アンケートの内容につ
いては、好意的なご意見がほ
とんどではあったが、回答割
合が低いため結果の割合に影
響が生じている。回答割合を
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の事を実践する。 
・行事後に Google フォームで保護者アンケ

ートを実施する。 
・年齢別懇談会前にアンケートを実施し、懇

談会にて対応。 
・保護者面談前にアンケートを実施する。 

 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、運用する。 
■利用者から苦情を受けないような取り組み

を実施する。 
■地域から苦情を受けないような取り組 

みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する取り組 

みとして、以下の事を実践する。 
・入園説明時や園だより等に第三者委員の

方の利用方法を説明し、周知を図る。 
・苦情内容について原因、解決方法 

を検討し、『苦情対応』用紙に記録して周
知すると共に再発防止に取り組む。 

・玄関にアンケートボックスを設置し頂い
た保護者の意見には早期解決を図ってい
く。 

・玄関に苦情受付から解決までの流れを掲
示する。 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マニュアルを

整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童相談所と連

携を図る。 
・虐待防止、不適切保育防止については園内
外の研修を前期、後期で実施し職員全体で周
知に努める。 
・安全見守りカメラを活用し、虐待及び不適
切保育の抑止となるようにする。 

 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との連携を図

る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、耳鼻咽喉

科、皮膚科、歯科等の医療機関との連携を図
る。特に保育実施時間内に受診可能な医療機
関を 1 つ以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等との連携を
図る。 

■地域内の施設との連携を図る。 
・園長、主任、年長児担任が積極的に近隣小

学校に訪問し、相互理解を深める。 
・国立第四小学校等の展覧会、発表会の見

学、年長児の 1 年生との交流を実施し、学
校と密に連絡を取る。 

・北学童保育所を訪問する。 
・国立第四小学校の体育館を借りてふれあ

い運動会を実施する。 
 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職員採用業務、

労務管理業務を本部事務局に委託する。 
■法人内の他園との交流、連携を図る。 

不満・大変不満は 0 であっ
た。回答割合が 53.3％と低い
状況があった。 
保護者のご意向の確認のため
行事後に Google フォームで
アンケートを実施した。 
⑫について 
予定通り、入園式において、
苦情解決第三者委員 1 名にお
越しいただきご挨拶をいただ
いた。また、園だよりにて保
護者にお伝えをした。 
当該年度において、ご意見、
ご要望、苦情をいただくこと
はなかった。 
 
 
 
⑬について 
虐待防止、不適切保育防止に
ついて、ガイドラインに沿っ
て園内研修を予定通り実施
し、安全見守りカメラも活用
した。国立市子ども家庭支援
センターと連絡会を行い、連
携を図った。 
 
⑭について 
幼・保・小連携において、連
携先である国立第四小学校に
訪問し、1 年生の授業の参観
をさせていただく、教諭にお
越しいただき年長児を見てい
ただく、学校行事を園児と一
緒に観覧させていただくこと
ができた。体育館をお借りす
るなど連絡を密にし、連携を
図った。 
 
 
⑮について 
国立市内 4 園でドッジボール
大会を行ったり、園を訪問し

上げることに課題を残した。 
職員のアンケート結果の確認
方法について、改善の余地を
残した。 
 
 
⑫評価 5 
ご意見、ご要望、苦情はいた
だいていないが、いただいた
際の対応の仕方を周知した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬評価 5 
こども家庭庁のガイドライン
から、事例検討、共通認識を
図ることに努め、関係機関と
の連携も円滑に行うことがで
きた。 
 
 
 
⑭評価 5 
隣接する国立第四小学校、北
学童とは、日頃からの関係性
の構築に努めており、良好な
関係性を保っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮評価 5 
国立北地域 4 園においては年
長児のドッジボール大会を継
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・北保育園、きたひだまり保育園、国立ひ

まわり保育園と日常的に子ども、職員の

交流がはかれるよう努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一緒に遊んだりする機会を設
け、交流を図った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

続して行っている。安全面を
確保する観点から 4 園が同時
に集まってドッジボール大会
は難しいが、それぞれの園と
は行うことができた。4 園同時
に北第一公園に集まり交流す
ることができた。 
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4．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 

計画対実績の評価と差が
生じた 

場合の理由 
①保育課程について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指し策定す

る。 
■保育課程の見直しをおこなう。 

 
②年間指導計画、月間指導計画は以下の年次

および預かり形態の別で策定する。 
□0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
■アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
   
③個別指導計画は月単位で以下の年次および

預かり形態の別で策定する。 
□0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は以下の年

次および預かり形態の別で策定する。 
□0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、以下の保育関連

の計画を策定する。 
・子どものエピソードを職員全体で周知

し、子どもの姿を理解できるようにす
る。 

・必要に応じて、園内研修にてグループワ
ークを実施する。 

・専任講師による体育指導の実施 
・専任講師による「かがくタイム」の実施 
・北保育園・きたひだまり保育園国立ひま

わり保育園との交流を進め、子どもや職
員との交流を深めていく。 

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手順 

書やマニュアルを用いておこなう。 
・安全計画 
・業務継続計画（BCP） 
・消防計画 
・年齢別保育マニュアル 
・鍵開け当番マニュアル 

①について 
滞りなく策定し、保育の実践
に努めた。 
 
②について 
滞りなく策定し、保育の実践
に努めた。 
 
 
 
③について 
滞りなく策定し、保育の展開
に努めた。 
 
 
④について 
滞りなく策定し、保育の展開
に努めた。 
 
 
 
⑤について 
グループワークは職員発意の
下、保育の事例検討をしたり 
園の現状に則した内容で実施
することができた。 
専任講師による体育指導及び
かがくタイムは予定通り実施
した。 
 
 
 
⑥について 
マニュアルに沿って実務を遂
行した。対応不明な場合は、リ
ーダー会議や改善検討会議等
で話し合いを行いマニュアル
の修正を行いながら対応し
た。 

評価 5 4 3 2 1 

理由 
①②③④評価 5 
滞りなく指導計画を策定し、
子どもの状況や状態に応じて
保育を進めることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤評価 5 
職員発意の事例検討のグルー
プワークについては、ロール
プレイ方式としたため、職員
の気づきが多い研修となっ
た。 
専任講師による指導は、子ど
もが楽しみにしており、日頃
の遊びの中で再現する姿も見
られた。 
 
⑥評価 5 
定期的に見直しを行い、変更
内容が生じた場合は修正し、
全体への周知に努めた。 
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・特早・早番マニュアル 
・遅番マニュアル 
・鍵閉めマニュアル 
・防災マニュアル 
・不審者対応マニュアル 
・火災・地震対応マニュアル 
・午睡マニュアル 
・園外保育マニュアル 
・土曜保育マニュアル 
・プール遊びマニュアル 
・プール掃除マニュアル 
・虐待防止マニュアル 
・危機管理マニュアル 
・感染症予防マニュアル 
・事故、怪我対応マニュアル 
・除去食対応マニュアル 
・誤食マニュアル 
・オムツ交換マニュアル 
・おやつマニュアル 
・掃除マニュアル 
・乳児マニュアル 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
■定期的な体育指導を実施する。 
□定期的なリトミック指導を実施する。 

・年長児クラスに学研「かがくタイム」を
導入し、「かがく」の実験あそびを体験で
きるようにする。 
・子どもたちが十分に遊び込める環境の構
成をするために、担当を決め職員が自ら話
し合いを進められる環境を整える。 
・子どもと相談する保育の象徴のひとつと
して、子どもと相談する園庭改造に概ね 5
年かけ実施する。 
・職員に事業計画の周知をはかり、他園見
学を実施する中で、保育を学べるようにし
ていく。 
・地域子育て交流について、内容把握と具
体的実践ができるようにする。 

 
⑧通常日の保育時程は以下のとおりとする。 

  1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

7：15 保育
時間 

保育
時間 

保育
時間 

保育
時間 

保育
時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦について 
年長児で行っているかがくタ
イムは、60 分 1 コマを集中し
て取り組んでおり、通常の遊
びの中でも「なぜだろう、どう
してだろう」を子どもと保育
者が環境を考えながら生かす
ことができた。 
子どもたちが遊びたい園庭づ
くりでは、園庭での「静」と
「動」を考えながら木製ハウ
スを設置し、築山と併せ園庭
遊びが充実した。 
 
 
 
 
⑧について 
概ね保育時程の通り過ごす
が、子どもたちの様子に合わ
せて保育を実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦評価５ 
子どものつぶやきや姿から、
子どもたちの求めている遊び
を考察し、環境構成を整えて
いくことにより遊びを充実さ
せることができた。幼児クラ
スの担任同士の連携から、年
長児のサークルタイムの内容
を異年齢保育に展開すること
ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
⑧評価５ 
子どもたちの状態・状況に合
わせ快適に過ごせる環境を整
えることを心がけた。 
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8 自由
あそ
び 

自由
あそ
び 

自由
あそ
び 

自由
あそ
び 

自由
あそ
び 

9 おや
つ 

おや
つ 

遊び 遊び 遊び 

10 遊び 遊び 
11 食事 食事 食事 食事 食事 
12 午睡     
13  午睡 午睡 午睡 午睡 
14  
15 おや

つ 
おや
つ 

おや
つ 

おや
つ 

おや
つ 

16 自由遊び・順次降園 
17  
18：
15 

延長保育 

19：
15 

保育終了 

 
⑨保護者との情報交換 
日々の情報や緊急ではない情報 
■全年齢において連絡帳を交換している。 
□0 歳、1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交換してい

る。 
■クラス全般の保育内容についてクラス掲示

板に掲示している。 
■ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園だよりに

掲示している。 
・1,2 歳児は保育支援システムの連絡帳機
能を活用していく。 
・3,4,5 歳児は連絡ノートを使用し個別に
対応していく。 

 
個別緊急時の情報 
■個別メール送信システムを活用している。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用している。 
■必要に応じてホームページに掲示してい

る。 
□電話を活用している。 
■園独自の取り組みとして、保護者との情報

交換において以下の事を実践する。 
・保護者懇談会 
・保育参観及び保育参加（保育士ごっこ）

通年実施 
・個人面談通年実施 
・毎月緊急メールテスト配信の実施 
・緊急時の伝言 Web の活用 

 
⑩保育サービス推進事業について以下の保育

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨について 
概ね予定通り実施することが
できた。3,4,5 歳児クラスでも 
ご家庭の状況に合わせ、キッ
ズレポの連絡帳機能を使用し
た。また、保育参加についても
ご要望にお応えし実施するこ
とができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価４ 
情報発信に努めたが、クラス
において発信内容や発信量に
ついて課題が残ったが、ご家
庭の状況に合わせた対応につ
いては配慮することができ
た。 
また、連絡なしに欠席となっ
た場合は、園から安否確認の
連絡をさせていただいた。 
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サービス推進事業を実施する。 
□産休明け保育 
□0 歳児の延長保育 
□2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
■4 時間未満一時預かり事業 
■4 時間以上一時預かり事業 
□しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
□外国人児童受入れ 
□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任会議に参加する。 
□副園長会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事項につい

て、園内において実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予定通り実施した。 
一時預かり事業については、
令和 8 年 4 月開設予定であっ
た児童発達支援事業開設準備
のため 12 月末日をもって廃
止、法人内他園にて 1 月 1 日
から事業開始とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩評価５ 
予定通り実施した。 

国立保育園

5．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生

じた場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のことをおこな
う。 
■給食担当者の日々の健康管理をおこなう。 
■保育実施日は原則として給食を実施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
□離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施する。 
■献立は法人共通献立を使用する。 
■食材の調達は法人共通仕入れ先から調達す

る。 
■調理方法について、手順書や調理マニュアル、

衛生管理マニュアルに従っておこなう。 
■調理方法について、他園の担当者間で情報交

換をおこなう。 
■児童の喫食状況に応じて、調理方法を工夫す

る。 
■保育職担当者や看護職担当者との意見交換を

おこなう。 
■園独自の取り組みとして、給食業務において

以下の事を実践する。 
・日常保育の中での食育活動を実施する。 
・月 1～2 回程度の地場産野菜を使用したオ
リジナル献立を検討していく。 
・法人統一献立、レシピを使用し給食業務を
実施する。 
・栄養士による食事観察を定期的に実施す
る。 
・野菜栽培活動で収穫した食材を調理提供す
る。 

 
②給食業務実施にあたり、以下の手順書やマニ

ュアルを用いておこなう。 
＜法人統一＞ 
・危機管理マニュアル（火災） 
・アレルギーマニュアル  
・栄養士業務マニュアル 
・衛生管理マニュアル 
・行事食マニュアル 
・補食準備マニュアル 
・調理室作業工程マニュアル 
・保護者への配布物、展示物マニュアル 

 
③食育業務実施にあたり、以下のことをおこな

う。 
■年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業務において

以下の事を実践する。 

①について 
予定通り実施した。 
月 1 回、地元野菜を導入し、
調理前に、全クラスの子ども
が新鮮な野菜に触れ、食事後
と併せ栄養士が年長児にア
ンケートを実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②について 
マニュアルや手順書を用い
て、給食業務を行うことがで
きた。 
アレルギー児の提供クラス
マニュアルにおいては、クラ
ス担任と連携を図ることが
できた。 
 
 
 
③について 
予定通り実施した。子どもの
状態に応じた内容をクラス
担任と考え、実行することが

評価 5 4 3 2 1 

理由 
① 評価 5 
各クラスへの定期的な食事観察

に難しさはあったものの、食育

活動時は必ず調理員が同席し子

どもの状態を観察し、保育士と

共有する中で次の活動に活かす

ことができた。 

地元野菜の導入は、子どもが野

菜に興味関心を持つきっかけと

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 評価５ 

手順書やマニュアルについて、

専門性を活かし、アレルギー児

の対応や食事提供等について、

保育士への助言・指導を行う機

会も設け看護師とも連携し対応

することができた。 

 

 

 

③評価５ 

子どもの発達や興味・関心に則

した内容で食育の活動を実施す

ることができた。 
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・食育活動 
 各クラスの発達や興味に合った内容を

担任と決め食育活動を実施する。 
・地元野菜の導入から実際に新鮮な野菜に

触れたり、食後に栄養士がヒアリングし
たりすることで、野菜本来の味を感じる
ことができるような経験をする。 

 
 

できた。 
 

野菜の栽培、収穫においては子

どもの質問に対応することがで

きた。 
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6．保健 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生

じた場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のことをおこな

う。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応するため、マ

ニュアルを整備し、運用する。 
■保護者からの在園児の成長、発達、健康に関

する相談を受け、適宜助言をおこなう。 
■園独自の取り組みとして、保健業務において

以下の事を実践する。 
・月 1 回の保健だよりの発行 
・感染症対策の実施と周知。感染症発症時の

掲示、職員教育、保護者への周知及び感染
症拡大防止に努める。 

・実験あそびの延長から、園児に向けて石鹸
づくりを実施する。 

 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理する。 
■園独自の取り組みとして、園内事故防止にお

いて以下の事を実践する。 
・全クラス午睡時のブレスチェックを実施す

る。 
・園内事故簿を回覧し、危険個所の周知を図

る。 
・以下の職員研修の実施 
 救命救急講習 
 水遊び時の注意事項研修 
 感染症予防研修 
 エピペン園内研修（園児状況による） 
 嘔吐、下痢処理研修 
・安全配慮表を毎月チェックし項目の見直し

を図る。 
・事故報告書の活用と周知 

 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職員の健康

管理をおこなう。 
■事業所内健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 

・健康診断結果をもとに園長や看護師は職員
との心身共に健康相談等の時間を設ける。 
・職員の休憩時間の確保と健康状況を確認し

① について 
予定通り実施した。 
石鹸づくりについては、実施
しなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② について 
概ね予定通り実施したが、エ
ピペンの園内研修は、お預か
りがなかったため実施はし
なかった。 
1 歳児から 5 歳児まで午睡時
の確認を行った。 
安全配慮表について、項目の
見直しを図るとともに職員
に周知した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ について 
予定通り実施した。 

評価 5 4 3 2 1 

理由 

① 評価５ 
保健業務については、専門職と
して保護者への対応を行うこと
ができた。園児への保健指導で
は保健教材を用いて、年齢に合
わせたプライベートゾーンの話
をすることができた。また、そ
の他の保健指導についても滞り
なく実施することができた。 
感染症の時期には、適宜保護者
に告知する等、感染症予防及び
まん延防止に努めることができ
た。石鹸づくりは、日程調整が
難しく実施できなかった。 
 
② 評価５ 
実践的な園内研修は概ね予定通
り実施できた。 
熱中症予防については、早い時
期から職員周知に努めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 評価５ 
日頃から職員の状態について、
園長と看護師との間で情報共有
に努めた。また、看護師は専門
職の立場として相談を受け対応
することができた。 
休暇、休憩確保等、安全に業務
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て、健康な状態での業務従事、安全の保持
に努める。 

 

を遂行できるよう努めている。 

 

国立保育園

令和 7 年度 国立保育園一時預かり事業 

事業報告書 
 
［事業の目的］ 
家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳児又は幼児について、主とし

て月曜日から金曜日の昼間において、一時的に預かり、必要な保護を行う。 

国立保育園一時預かり事業について、令和7年12月末日をもって廃止する。 

 

［施設事業の運営］ 
１１．．  入所児童定員数 1 日 10 名  

児童の定数を 10 名とし、国立市内、市外の児童の受け入れを以下の通りに実施した。 

＜令和 7年 4月～令 7年 12 月の利用数＞ 

・国立市内 1日利用   計 589 名      ・市外 1日利用  計 20 名 

・国立市内半日利用   計 135 名      ・市外半日利用  計 22 名 

 

２２．．  開園日     月曜日から金曜日、但し土、日、祝日と 12 月 29 日から 

1 月 3 日は休園   

・予定通り受け入れを実施した。保育日数については以下の通り。 

 4 月 21 日間、 5 月 20 日間、 6 月 21 日間、 7 月 22 日間、8月 20 日間、 

 9 月 20 日間、 10 月 22 日間、 11 月 18 日間、 12 月 20 日間、合計 184 日間 

 

                                    

３３．．  保育時間    午前 8時 30 分から午後 5時 00 分  

・予定通り保育を実施した。 

 

４４．．  受け入れ年齢  満 1 歳以上の未就学児 

・予定通り満 1歳児以上の未就学児童を受け入れ保育を実施した。 

 

５５．．  料金 

  国立市民    0 歳児   4 時間以内 午前 2,440 円  1 日 4,540 円 

          1 歳児   4 時間以内 午前 1,940 円  1 日 3,540 円 

          2 歳児以上 4 時間以内 午前 1,440 円  1 日 2,540 円 

＊おやつ・食事代 340 円を含む 

 

国立市外    0 歳児   4 時間以内 午前 4,600 円  1 日 8,860 円 

          1 歳児   4 時間以内 午前 4,100 円  1 日 7,860 円 

          2 歳児以上 4 時間以内 午前 3,600 円  1 日 6,860 円 

＊おやつ・食事代 340 円を含む 

国立保育園一時預かり



・予定通り上記料金にて保育を実施した。 

 

６６．．  利用前面接   面接は電話予約で日時を決め、利用前に面接を行う。 

必要に応じ、看護師及び栄養士による面接を行う場合もある。 

・予定通り上記料金にて保育を実施した。 

 

７７．．  予約方法    ID とパスワードを用いて予約システムを利用する。 

          キャンセル時も同様とする。また、利用者の利便性を考慮し 

電話対応も行なう。 

・予定通り実施した。 

 

８８．．  職員 

専任常勤保育士 1 名(有資格者)、専任非常勤保育士 1 名(有資格者)、通常保

育との兼任保育士 16 名が、最低基準第 33 条第 2 項に基づき、受け入れ人数に

応じて対応する。 

・専任常勤保育士 1名、専任非常勤保育士 1名が対応した。専任保育士が不在の場合、

または受け入れ人数に応じて、通常保育との兼任保育士で対応した。 

 

９９．．  虐待・不適切保育などへの対応 

担当の保育士は、常時、保護者との信頼関係を保つよう努力する。これにより

保護者は小さなことでも保育士に相談し、虐待予防につながると同時に虐待の

疑いがある場合も話し合いの場が作れることがある。虐待の疑いのある子ども

の早期発見に努め、子どもやその家庭などに対する適切な対応を行う。虐待の疑

いのある子どもを発見した場合は、一時預かり事業担当職員のみならず、園全体

で情報を共有すると共に、必要に応じ関係機関（国立市役所、国立市子ども家庭

支援センター、国立市保健センター、立川児童相談所等）との連携を図り対応す

る。 

園内において疑わしい行動がある場合も関係機関との連携のもと、再発防止

に努める。 

・関係機関と連携を図り対応する案件はなかった。 

 

１１００．．  食事・栄養管理 

乳幼児期の食事は、その生命を保持し発育を保証する栄養源であるばかりで

なく、その人間の一生の食生活のあり方にも大きな影響を与えるため、栄養管理

を充実させる。衛生管理については多摩立川保健所の指導に基づき徹底を図る。

また、新鮮で安全な食材を基本とした食事を提供するとともに、アレルギー食に

ついても極力対応する。 

・アレルギー児に対しては、個々の状態に応じたアレルギー食の提供を実施した。 
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１１１１．．  安全管理対策 

担当保育士は、乳幼児の生命を危険から守ることを第一の目的とする。そのた

め、玄関の施錠状況などを保護者に知らせ、理解を求める。保育室内においては、

転倒の可能性のある什器備品等については、転倒防止措置を講ずる。また、併設

園（国立保育園）のスケジュールに準じて、防災訓練、防犯訓練等も実施する。

なお、いっとき避難場所は国立市立国立第四小学校とする。 

・予定通り実施した。 

 

１１２２．．  職員研修 

一時預かり事業に携わる可能性のある保育士には、必要な能力を身につけさ

せるための研修を実施する。在園児クラス職員同様の研修を受講し、質の向上に

努める。 

・園内研修に専任常勤保育士と専任非常勤保育士が参加した。また、キャリアアップ研

修に専任常勤保育士が参加した。 

 

１１３３．．  保護者との連携 

連絡ノートを用い、保育時間中の様子やひとりひとりの健康状態等を保護者に 

知らせるとともに、一時預かり事業であっても、子どもを中心にした保護者との

コミュニケーションが積極的に図れるよう努める。 

・予定通り実施した。また、連絡ノートのみでなく登降園時に児童の様子を伝え、コミ

ュニケーションが図れるよう努めた。 

 

１１４４．．  要望・苦情・トラブル対応 

併設園と同様に対応する。苦情受付担当者は主任、苦情解決責任者は園長、苦

情解決第三者委員を設置する。 

・予定通り実施した。 

 

１１５５．．  個人情報保護 

個人情報保護法および当法人の個人情報管理規程に基づき取り扱う。 

・個人情報管理規程通り取り扱いをした。 

 

１１６６．．  第三者評価 

併設園が東京都福祉サービス第三者評価を受審した場合、その結果を分析し保

育の質の向上に努める。 

・併設園の東京都福祉サービス第三者評価受審日程は事業廃止後であった。 

 

[施設事業管理] 

１１７７．．  事務関係 

現金出納事務については、法人の経理規程に基づき出納職員がおこなう。会

計事務、管理事務については、日常最低限の業務以外は法人事業部に移管する。 
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予約については、インターネットを利用しオンライン予約を主とするが、併

せて電話での対応も行う。キャンセルについても同様とする。 

日々の保育状況については業務日誌を用い、園長が業務の確認を行う。 

・出納事務について、法人の規程通りに実施した。 

 

１１８８．．  設備・備品関係 

園児の処遇で安全上・保育上必要と認められる設備・備品は予算と合わせて

検討し、設置または購入する。 

・必要に応じて備品等を購入し環境を整えた。 

 

１１９９．．  財政運営 

財政運営は予算に基づき、効率的かつ健全な運営に努める。毎年 4月 1日か

ら 3月 31 日を会計年度と定める。 

・事業廃止の 12 月末日まで、財政運営は予算に基づき効率的かつ健全な運営に努め

た。 

 

 

以上 

 

 

国立保育園一時預かり

 

 

 

令和 7年度 事業計画・事業実績評価報告 

１． 令和 7年度に実現したい保育園のあるべき姿 
子どもの自主性を育む保育をしていきます。 

保育の質を向上するため、園内研修・外部研修に積極的に参加していきます。 

子どもが快適に過ごせるように、改修工事をしながら環境を整えていきます。 

２． 施設の概要と職員体制 

施設名 北保育園 施設住所 東京都国立市北 3-1-1 

開設年月日 平成 10年 4月 1日 運営形態 
□公設民営認可・■民設民営認可・□小規模保育

所 

土地建物所有権 □土地 □建物 土地建物賃借料 土地・建物 11,575,965 円/年 

敷地面積 2144.64 ㎡ 建物延床面積 732.15 ㎡ 

開園日 

月から土曜日とする。但し祝日および国

民の休日と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休

園とする。 

開園時間 

午前 7 時 15 分から午後 7 時 15 分とす

る。但し保育標準時間認定の場合は午後

６時 15 分から午後 7 時 15 分まで、保育

短時間認定の場合は午前 7 時 15 分から 8

時 30 分までと午後 4 時 30 分から午後 7

時 15 分までを延長保育時間とし、詳細は

延長規程にて定める。 

保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内しょ
うがい
児 

内アレ
ルギー
児 

内アナ
フィラ
キシー
児 

 一時 病後児 

定員 6 15 16 17 18 18 90       

入所 
6 

8 

14 

16 
16 

17 

15 

13 

12 

14 

15 

80 

82 

6 

5 
3 0    

保育室面積 45.88 53.78 36.63 45.19 123.85 305.33       

担
当
職
務
と
職
員
名 

施 設 長 山本 菜穂子 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長 川畑 孝久 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士 石母田 瞳 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 相良 紫野 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者 清水 鏡 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者 椎名 幸子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

嘱託医（園医） 淺倉禮治 住所 国立市中 1-16-25 くにたち南口診療所  電話 042-577-8953 

職
員
数 

 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 

保育職 13   1（育休） 2  2 6   2（無資格） 

看護職 １     

給食職 2 1   1 2 

用務職     4 

北保育園



 

 

事務職     １ 

苦情解決第三者委員 坪坂聖子 近藤ひろ子 

今年度変更事項   

 

 

3．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生

じた場合の理由 

①「かけがえのない命をはぐくむ場」という
保育理念について 

■児童、保護者、職員、地域の方々に保育理
念の理解が進むよう取り組む。 

■保育園の全ての業務は保育理念から展開
されていることを踏まえ、各種手順書、各
種マニュアル、各種計画等は保育理念に基
づき策定するよう取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り組みとし
て、以下の事を実践する。 

地域の人材を活用し、地域において保育
園内外での交流をとおして様々な経験を
していく。 

 

②保育目標は全園共通で以下と定めている。 

1.心身ともに健康な子ども 

(健康) 

2.誰とでも仲良くできる子ども 

(人間関係、人権) 

3.自分で考え行動できる子ども 

(自主性) 

■児童、保護者、職員、地域の方々に保育目
標に基づく保育をおこなっていることの
理解が進むよう取り組む。 

■保育内容の全ては保育目標から展開され
ていることを踏まえ、保育課程、各種指導
計画等は保育目標に基づき策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り組みとし
て、以下の事を実践する。 

①  

・地域交流「北第二公園の
花植え（年 2 回）「5 歳
児のマイ箸づくり」「5

歳児さくらの木卒園記
念パネル」は、地域のみ
どり会、国立さくら会の
方と一緒に行った。 

・地域の方々には、保育所
体験・園庭開放を毎週行
い、交流を図った。 

 

 

 

②  

・井上さく子先生による
研修を実施し、各クラス
今年度の取り組みにつ
いて評価とアドバイス
をいただく。 

・山下洋子先生の巡回相
談では、子どもの発達の
捉え方や保育の助言を
具体的にいただき、実践
することができた。 

・山下洋子先生の巡回相
談でご助言を受け、デイ
リーマニュアルの見直
しを行った。 

・日常の保育の中で、子ど
もたちがどのような経
験をしているのか、ドキ
ュメンテーションや園
だよりクラスだより、保
護者会では、プロジェク
ターで映像を見せなが
ら発信することができ
た。 

・幼保小の連携を取り組
むことができた。 

・国立 4園の交流も充実で
きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 5 4 3 2 1 

理由 
① 評価 5 

・今年度の方向性や重点的に取

り組むことを職員全体で共

有し、目指す保育を取り組む

姿があった。 

 

 

 

 

 

 

② 評価 5 

・「子どもの自主性を引き出す

保育」として、子どもに相談

する保育の実践に取り組め

た。 

・課題を共有し、グループワー

クを定期的に行うことで職

員間のコミュニケーション

を図ることができた。 

・デイリーマニュアルを見直

し、各プロジェクトチームを

通して、同僚性を高めること

ができた。 

・「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい 10 の姿」は、Ａ5 サ

イズのカードにし、個人持ち

にした。いつでも見直せるよ

うにしたことで、職員の意識

が高まった。 

・幼保小の連携は、市・小学校・

幼稚園と定期的に意見交流

をすることで充実できた。 

・国立 4 園の交流では、年長児

が小学校の進学前に交流を

持てたことで、進学先の子ど

もたち同士で交流ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北保育園

 

 

・「指示語・否定語・禁止語・命令語を使
わない保育」「子どもに相談する保育」
の実践に取り組み、「子どもの自主性を
引き出す保育」を目指していく。 

 子ども自身が考え、感じ、行動し、生き
る力につながる保育をしていく。 

・定期的にグループワークを行い、物的
環境・人的環境の充実を図る。 

・行事への取り組みや、日常の保育にお
いて、ドキュメンテーション化し、保
護者と共有していく。 

・養護と教育を一体的に行う場として
「幼児期の終わりまでに育ってほしい
10 の姿」を子どもの発達と照らし合わ
せ、日々の保育を実践していく。 

・幼保小連携事業として、国立市立第八
小学校、きたひだまり保育園、ふたば
幼稚園、小百合幼稚園と連携を図る。 

・国立北地域４園の日常的な交流を図
る。 

・専任講師による専科指導を実施する。 

・探究活動（とうきょうすくわくプログ
ラム）を実施する。 

 

 

③年間の園内会議日程は以下のとおりとす
る。  

月 日 時 会議名 

4 1 13 時 30 分 職員会議 

4 24 13 時 30 分 職員会議 

5 22 13 時 30 分 職員会議 

6 19 13 時 30 分 職員会議 

7 24 13 時 30 分 職員会議 

8 21 13 時 30 分 職員会議 

9 18 13 時 30 分 職員会議 

10 23 13 時 30 分 職員会議 

11 20 13 時 30 分 職員会議 

12 18 13 時 30 分 職員会議 

1 22 13 時 30 分 職員会議 

2 19 13 時 30 分 職員会議 

3 17 13 時 30 分 職員会議 

＊毎月ケース会議を開き、配慮児担当職員で
話し合いを行う。 

＊毎月リーダー会議、フロアー会議、食育会
議を行う。 

＊必要に応じて、グループワークを実施す
る。 

 

④年間の園内行事日程は以下のとおりとす
る。  

月 日 時 行事名 

4 1 9 時 30 分～ 入園のお祝い会 

5 10 AM 保護者会 

クラス懇談会 

6 未定 未定 5 歳児 

夏のイベント 

 AM 保育参観月間 

9 5 16 時～ 災害時引き渡し訓練 

9 6 AM 2 歳児親子イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

・毎月職員会議後に、園内
研修又は、グループワー
クを実施した。 

・指導職を中心に、リーダ
ー会議、フロアー会議を
行い意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

・子どもの発達にあった 

行事を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 評価 5 

・職員会議では、研修に参加し

た職員が研修での学びを他

職員と共有することができ

た。グループワークを実施

し、保育の困りごとを共有し

意見交換をした。同僚性が高

まるきっかけとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  評価 5 

・子どもの発達にあった行事を

行い普段の姿をみせること

で、保護者にも保育の取り組

みを知っていただくと同時

に成長の喜びを共感するこ

とができた。 
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10 25 AM ふ れ あ い デ ー 

12 

 

6 AM お楽しみ会 

16 AM もちつき会 

24 AM クリスマス会 

１ 8 AM 子ども新年会 

2 3 AM 豆まき 

14 AM 保護者会 

クラス懇談会 

3 

 

3 AM ひなまつり 

13 AM ひまわり組を
送る会 

21 AM 卒園のお祝い会 

＊毎月行事 

避難訓練・身体測定・0 歳児健診 

 誕生会：個々の誕生日に実施 

保育参観・参加  

＊専任講師による指導行事 

幼児体育指導（週１回） 

 

＊不定期：食育活動、調理保育、衛生指導、 

地域・世代間交流 

 

＊遠足 5 月（4 歳児・5 歳児） 

10 月又は 11 月（4 歳児・5 歳児） 

  ※3 歳児は遠足ごっこ 

＊防犯訓練（年 2 回） 

＊交通安全教室：秋 

＊全園児健康診断 4 月、10 月 

＊個人面談  

  5 歳児 9 月 

  1 歳児 9 月 

   0 歳児 9 月 

   2 歳児 9 月から 10 月 

   3 歳児 10 月 

  4 歳児 10 月 

＊5 歳児 おたのしみ遠足 2 月又は 3 月 

 

⑤年間の園内研修、モデル園としての取組
（法人研修を除く）等は以下のとおりとす
る。 

月 日 参加者 研修名 

4 

 

未定 全職員 

 

保健・衛生 

・母乳取り扱いに

ついて 

・SIDS 予防 

・嘔吐物処理おむ

つ交換指導 

・エピペン使用研

修 

・配慮の必要な園

児への対応周知 

・虐待対応 

・個人情報保護 

6 未定 全職員 応急救命講習（災

害医療センター・

立川消防署） 

全職員 ﾌﾟｰﾙ衛生管理指導 

年２回 全職員 消火訓練 

（千代田防災） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

・配慮の必要な園児の情
報は会議等で周知した。 

・外部研修に積極的に参
加した。 

・キャリアアップ研修に
積極的に参加した。 

・外部研修に参加した職
員の学びを園内研修に
て共有することができ
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  評価 5 

・キャリアアップ研修、法人研

修に積極的に参加すること

ができた。研修後に園内研修

で発表することで学びを共

有でき、個々の学びが深まっ

た。 
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年 2 回 全職員 虐待研修 

不適切保育研修 

随時 

 

全職員 

 

参加した外部研修

の内容周知（園内

研修） 

キャリアアップ研

修 

 

⑥安全管理対策 

不審者対策 

■園舎内における不審者対応マニュアルを
整備、運用する。 

■園舎内への不審者侵入防止措置を講ずる。 

■園内においてすべての児童、職員を対象と
した不審者対策訓練を定期的に実施する。 

災害対策 

■園舎内において災害時対応マニュアル、防
災マニュアルを整備、運用する。 

■園内において、すべての児童、職員を対象
とした避難訓練、消火訓練をおこなう。 

■地域において、児童、職員を対象とした訓
練を実施する。 

 

■発災時を想定し、児童、職員が最低 3 日間
園舎内に滞在できるような飲料水、食料、
資材等を準備する。 

■事業継続計画を整備運用する。 

■園独自の安全管理対策に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

・災害時対応マニュアルの周知 

・訓練時における園児への具体的な指導
をする。 

・年 2 回防犯訓練及び通報訓練を実施      

・毎月 無線通信訓練の実施（市役所） 

・危険箇所の周知（５月） 

 

⑦個人情報管理 

■個人情報保護マニュアルを整備、運用す
る。 

■プライバシーポリシーを公表する。 

■個人情報保護について定期的に職員研修
をおこなう。 

■園独自の個人情報管理に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

・園の細則の周知 

・職員会議で個人情報の取り扱いについ
て研修を行い周知していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ハラスメント防止措置 

■セクシャルハラスメント、パワーハラスメ
ント防止マニュアルを整備、運用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

・避難訓練、防犯訓練終了
後、評価・反省を行い次
回につなげていくこと
ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 

・個人情報保護規程を掲
示するとともに、個人情
報管理規程に基づき個
人情報を取り扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 

・法人のハラスメント研
修に参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥  評価 5 

・避難訓練は年間計画に基づい

て実施することができた。消

火訓練も、水消火器を使って

消火活動を行い、一人ひとり

の消火訓練への意識を高め

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 評価 5 

・個人情報の管理は、全職員に

周知し、注意して取り扱うよ

うにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 評価 5 

・職員面談を行い、職員の話を

聞く機会を持つようにした。 

北保育園



 

 

■セクシャルハラスメント、パワーハラスメ
ント防止のために定期的に職員研修をお
こなう。 

■園独自のハラスメント防止措置に関する
取り組みとして、以下の事を実践する。 

・職員心得の配布 

・指導職、園長との面談をとおして、相
談できる環境を作る。 

・管理職、指導職、リーダー層のハラス
メント防止研修への参加 

 

⑨職員育成 

■職員の個人目標管理制度を活用する。 

■職員の自己申告制度を活用する。 

■メンター制度を導入。 

■個別参加研修計画を策定し、積極的に参加
する。 

■法人主催研修に職員を積極的に参加する。 

■園独自の職員能力向上策に関する取り組
みとして、以下の事を実践する。 

・保育書類の記載について、随時全体及
び個別に指導をしていく。 

・定期的に、指導職による面談を実施す
る。 

・法人主催の研修をはじめ、経験年数や
担当クラスに応じたキャリアアップ研
修に積極的に参加する。 

・ドキュメンテーションに取り組み、お
互いに気づき学び合う。 

・「障がい児保育」について、非常勤保育
士も積極的に研修に参加し、理解を深
めていく。 

・保育支援システムを使用し、日常の業
務削減に取り組む。 

⑩施設保全・什器備品整備 

■施設点検マニュアルを整備、運用する。 

■業務開始前および業務終了後の園舎内の
安全確認チェックを実施する。 

■什器備品類に関して、以下の補修、修繕、
交換、リース契約更新、新規購入を実施する。 

時期 内容 概算金額 

4 月 ｱﾏﾉ、サーバーﾘｰｽ契約更新 553,764 

4 月 わんぱくランチ更新契約 32,000 

4 月 給食室吸排気設備清掃 108000 

4 月 アルソック更新契約 120,000 

4 月 千代田防災更新契約 93,960 

9 月 通信機器更新契約 130,000 

未定 扇風機 420,000 

未定 エアコン清掃 400,000 

未定 LED 電気設置 2,000,000 

未定 乳児テラス工事 1,000,000 

未定 パソコン 5 台購入 600,000 

4 月 0 歳児オムツエプロンサブスク 249,480 

4 月 0 歳児 1 歳児寝具洗濯サブスク 240,000 

未定 保育室カメラ増設 500,000 

未定 英語で劇あそび 480,000 

未定 冷蔵庫 50,000 

未定 洗濯機 100,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 

・キャリアアップ研修に
積極的に参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 

・園舎内の安全点検は定
期的に行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 評価 5 

・キャリアアップ研修に参加し

た。また、外部研修に参加し

た職員が、園内研修を行い職

員で周知した。 

・加配児支援として、指導職と

担当する保育士でケース会

議を行い、子どもの理解と保

育の質の向上に努めた。 

・ドキュメンテーションを通し

て、保護者への保育理解を深

めた。日誌と共有すること

で、業務の削減につながっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 評価 4 

・乳児のテラス工事は、令和 8

年度に行う乳児保育室・トイ

レ改修工事の時に行うこと

とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北保育園

 

 

⑪利用者意向把握 

□外部評価機関による福祉サービス第三者
評価を実施する。 

■評価機関による利用者アンケートを実施
する。 

■利用者が園に対し容易に意見要望を申し
出る環境を整える。 

■園独自の利用者意向把握の方法として、以
下の事を実践する。 

 

・玄関に意見箱を設置し、利用者の意見
は随時受け付け、その都度対応してい
く。 

・行事後は、保護者へのアンケートを実
施し意見を聴く機会を設ける。 

 

 

⑫苦情解決制度 

■苦情解決対応マニュアルを整備、運用す
る。 

■利用者から苦情を受けないような取り組
みを実施する。 

■地域から苦情を受けないような取り組み
を実施する。 

■園独自の苦情解決制度に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

・新入児面接時及び、進級時に苦情受付
の仕組みを書面にて保護者に配布し周
知していく。 

・保護者参加の行事に苦情受付第三者委
員の方にご参加いただき紹介する。 

・玄関に、苦情受付から解決までの流れ
を掲示する。 

 

⑬虐待防止・早期発見 

■虐待防止・早期発見および対応マニュアル
を整備し、運用する。 

■子ども家庭支援センターや児童相談所と
連携を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭外部機関との連携 

■地域内の病児、病後児保育室との連携を図
る。 

■地域内の小児科、整形外科、眼科、耳鼻咽
喉科、皮膚科、歯科等の医療機関との連携
を図る。特に保育実施時間内に受診可能な
医療機関を 1 つ以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等との連携
を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連携を図る。 

 

 

 

⑪ 

・福祉サービス第三者評
価を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 

・苦情受付の仕組み、苦情
受付第三者委員につい
て、新入園児面接時、保
護者会を通じて全体に
伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 

・虐待研修に参加した職
員が、園内研修を行い全
職員で周知した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭ 

・地域内の小学校の見学、
おたより交換、交流、意
見交換等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪評価 5 

・利用者アンケートでは、

96.3％の満足度を得ること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫評価 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬評価 5 

・子ども家庭支援センターとこ

まめに連携を取りながら、家

庭支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 5 

・国立市立国立第８小学校と

は、見学や教員の保育園研

修、近隣幼稚園を含めた意見

交換などを行うことができ

た。 

  

 

 

 

 

 

 

・虐待防止マニュアルを使用して、園内

研修を行う。 

・育児支援の必要な家庭に関して、子ど

も家庭支援センターと定期的に連絡を

取って支援にあたる。 

 

北保育園



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮法人内施設との連携 

■会計業務、給与計算支払業務、職員採用業
務、労務管理業務を本部事務局に委託す
る。 

■法人内の他園との交流、連携を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 

・不定期ではあったが、国
立地域 4 園の園長、栄養
士、看護師がそれぞれ情報
交換を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 評価 5 

・園長、主任、栄養士、看護師

は法人内の会議に参加し、情

報交換を図ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・北地域 4 園で情報交換を行い園運営

に努めていく。 

・園児、保育士が北地域４園との日常

的な交流をはかる。 

・看護師、栄養士も情報交換を図りな

がら情報誌の作成に取り組む。 

 

・感染症の情報は、園医及び保健所と情

報交換をしていく。 

・国立市立国立第 8 小学校と定期的な職

員交流を実施し連携を図る。 

・公開行事等を保育士が観覧し、卒園後

の子どもの様子の把握に努める。 

・北学童保育所、西学童保育所訪問及び、

情報交換を図る。 

北保育園

 

 

4．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 

①給食業務実施にあたり、以下のこと
をおこなう。 

■給食担当者の日々の健康管理をお
こなう。 

■保育実施日は原則として給食を実
施する。 

■給食内容は完全給食とする。 

■離乳食を実施する。 

■アレルギー食を実施する。 

■延長保育に応じた給食を実施する。 

■献立は法人共通献立を使用する。 

■食材の調達は法人共通仕入れ先か
ら調達する。 

■調理方法について、手順書や調理マ
ニュアル、衛生管理マニュアルに従
っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者間
で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方法
を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業務
において以下の事を実践する。 

 

・サンプル展示の掲示 

・ホームページを積極的活用する。 

・「食育だより」は北地域 4 園で月
ごとに担当制で作成していく。 

・保護者からのリクエストに応じ
て、給食レシピを作成し配布し
ている。 

・調理及び調乳担当者は、必要な時
期にノロウイルス検査を受検 

 

②給食業務実施にあたり、以下の手順
書やマニュアルを用いておこなう。 

 

・法人統一衛生管理マニュアルを
使用する。 

・法人統一献立、レシピを使用し
給食業務を実施する。 

 

③食育業務実施にあたり、以下のこと
をおこなう。 

■年間食育計画を策定する。 

■園独自の取り組みとして、食育業務
において以下の事を実践する。 

 

 

 

 

・野菜を栽培し、収穫したもので
調理保育を行う。 

 

① 

・計画通りに実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

・計画通りに実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

③  

・計画通り実施した。 

評価 5 4 3 2 1 

理由 
① 評価 5 

・離乳食、アレルギー児へは、看護
師保育士、栄養士が連携しながら
個別に対応していった。 

・食育会議に担当者が出席し、意見
交換を行っていった。 

・子どもに人気のメニューのレシ
ピを、保護者へ発信していった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  評価 5 

・法人統一マニュアル、統一献立を
活用した。 

 

 

 

 

 

 

③  評価 5 

・発達に合った食育活動を行った。 

行事食を楽しむことができた。 

 

 

 

北保育園



 

 

6．保健 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 

①保健業務実施にあたり、以下のこと
をおこなう。 

■年間保健計画を策定する。 

■在園児の成長を記録する 

■在園児に保健指導をおこなう。 

■在園児の健康管理をおこなう。 

■在園児のケガや急な疾病に対応す
るため、マニュアルを整備し、運用
する。 

■保護者からの在園児の成長、発達、
健康に関する相談を受け、適宜助言
をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業務
において以下の事を実践する。 

 

・応急救命講習を実施する。 

・嘔吐処理研修等の園内研修を実
施する。 

・感染症予防の園内研修を実施す
る。 

・エピペン使用の研修を実施す
る。 

・年齢に応じた、衛生指導を実施
する。 

 

②園内事故防止に取り組む。 

■SIDS 予防を図る。 

■園全体のヒヤリハットを管理する。 

■園独自の取り組みとして、園内事故
防止において以下の事を実践する。 

 

・園内外の危険箇所確認およびハ
ザードマップを作成し、活用を
する。 

・事故報告書の活用をする。 

・SIDS 予防に向けて、午睡チェッ
クだけでなく、乳幼児体動モニ
ターも使用する。 

・毎月「安全確認チェック表」を用
いて、遊具及び園舎内の安全点
検を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③職員の健康管理 

■保健担当者が衛生推進者として職
員の健康管理をおこなう。 

■事業所内健康診断を実施する。 

■職員検便を実施する。 

 

① 

・予定通り実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

・すべての学年の午睡チェックを
行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  

健康診断、細菌検査は予定通り実
施した。 

調理員、0 歳児クラス担当保育士、
看護師はノロ検査を実施した。 

 

評価 5 4 3 2 1 

理由 
①  評価 5 

・看護師を中心に、保健活動に取り
組んだ。 

・応急救命講習、嘔吐処理研修に全
保育士が参加した。 

・年齢に応じた保健指導を行った
後は、保護者へも内容を発信し定
着につなげていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  評価 4 

・午睡チェックの園内研修を行っ
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 評価 5 

・休憩時間を確保できた。 
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・感染症予防に努め、体調確認を

実施する。 

・業務削減に取り組み、ノンコン

タクトタイムの充実に努め、休

憩時間の確保を図る。 

・季節性インフルエンザワクチン

接種を園医に来ていただき自園

で実施 

・看護師が、健康診断の結果によ

る相談に応じていく。 

・職員面談をこまめに行う。 

 

北保育園



令和 7 年度 事業計画・事業実績評価報告 

 
１．令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 

・引き続き子どもの自主性を育む保育に取り組みます。井上さく子先生、山下洋子先生の研修から職員ひ

とりひとり、さらには保育園のバリューアップを図ります。 
・子どもが遊びを選択して日々を楽しめるように、園内、園庭の見直しを行います。 
・令和 7 年度も引き続き収支部分で黒字にて着地できるように園運営を行います。 

 
2．施設の概要と職員体制 

施設名 きたひだまり保育園 施設住所 東京都国立市北 3-42-1 

開設年月日 平成 28 年 4 月 1 日 運営形態 
□公設民営認可・■民設民営認可・□小規模保育

所 
土地建物所有権 □土地 □建物 土地建物賃借料 土地・建物 22,080,000 円/年 
敷地面積 1,178 ㎡ 建物延床面積 599.32 ㎡ 

開園日 

月から土曜日とする。但し祝日および国民

の休日と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休園

とする。 
開園時間 

午前 7 時 15 分から午後 7 時 15 分とす

る。但し保育標準時間認定の場合は午後 6
時 15 分から 7 時 30 分まで、保育短時間

認定の場合は午前 7 時 15 分から 8 時 30
分までと午後 4 時 30 分から 7 時 15 分ま

でを延長保育時間とし、詳細は別に定め

る。 
保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 内しょう
がい児 

内アレル
ギー児 

内アナフ
ィラキシ
ー児  一時 病後児 

定員 6 10 11  11 11 11 60     7  

入所 5 10 11 9 7 10 52 2 7 0    

保育室面積 51.18 34.58 34.48 35.77 51.18 44.23 251.42     24.0  

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 大石雅一 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士 小田亜紀 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 高木てるみ 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者 高倉文 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者 本谷友里 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

嘱託医 
（園医） 淺倉礼治 

住所 国立市中 1-16-25 くにたち南口診療所    

電話 042-577-8953 

職員
 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 
保育職 11 2   7（無資格 1） 

きたひだまり保育園

看護職 1     

給食職 2    2 

用務職     2 

事務職     1 

苦情解決第三者委員 坪坂聖子 近藤ひろ子    

今年度変更事項 

令和 5 年度に初の 5 歳児クラス卒園児に続き、令和 6 年度についても順調に幼保小連携のもと卒園児を無

事小学校へ送りだすことができました。前年度受け入れを行った医療ケア児 1 名は転園となり、加配対象

職員も 2 名減となり収入面ではマイナスとするところではありますが、補助基準の職員配置のため引き続

き保育士 13 名にて運営を行っていきます。前年度 2 歳から 3 歳へ上がる際に幼稚園へ転園する子どもが

例年より多くそのまま前年度 3 歳児の途中入園がなかったため、今年度 4 歳児が 7 名スタートということ

になっています。 
令和 7 年 3 月 31 日を以て園舎の定期建物賃貸借契約の期間が満了となるため、改めて再契約実施予定。 
副主任保育士の日浦陽子さんが国立保育園へ異動となりました。 
令和 8 年 1 月 1 日より一時保育預かり事業を、現実施園の国立保育園よりきたひだまり保育園へ実施園の

変更を行う。 
 

 

3．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ

場」という保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々

に保育理念の理解が進むよう取
り組む。 

■保育園の全ての業務は保育理念
から展開されていることを踏ま
え、各種手順書、各種マニュアル、
各種計画等は保育理念に基づき
策定するよう取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り
組みとして、以下の事を実践す
る。 
・「子どもの自主性を引き出す保
育」「子どもと相談する保育」の
実践に積極的に取り組む。 
全職員で周知し取り組んでい
く。 

 
②保育目標は全園共通で以下と定

めている。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 

■児童、保護者、職員、地域の方々
に保育目標に基づく保育をおこ
なっていることの理解が進むよ
う取り組む。 

■保育内容の全ては保育目標から
展開されていることを踏まえ、全
体的計画、各種指導計画等は保育

 
 
 
① について、園だよりやホーム

ページにて保育理念につい
て保護者に発信し理解して
頂く場を設け、職員には日々
の保育活動や行事、職員会議
等で理解を深め共有した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② について、日々の保育の中で

指示語、命令語、禁止語、否
定語を使わない保育を展開
し、子どもに相談する保育、
子どもの自主性を尊重した
保育を実践することができ
た。 
国立４園での交流でドッジ
ボール大会も行い、小学校へ
の連携も行った。 

 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
 
理由 
① 評価 5 
実績を振り返り、職員や保護者へ
の発信ができていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5 
職員の意識は常に、実績に基づく

行動が見られていた。 
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目標に基づき策定する。 
■園独自の保育目標に関する取り

組みとして、以下の事を実践す
る。 
・「子どもの自主性を引き出す保
育」「子どもと相談する保育」を
踏まえ、子どもの発達に沿った
保育を積極的に実践する。 
・新保育所保育指針に沿った保
育の実践では、幼児期に向けた
「10 の姿」にどのような保育で
つなげていくのかを、グループ
ワークをしていく。 
・園の取り組みが、保護者にも理
解され浸透していくように努め
る。 
・日々の保育が、新保育所保育指
針に沿った保育内容であるか、
グループワークでの確認をす
る。 
・定期的にグループワークを行
ない、人的環境・物的環境を整え
る。 
・国立 4 園にて、日常的に交流す
る。 

 
 
③年間の園内会議日程は以下のと
おりとする。 
月 日 時 会議名 
4 1  13：30 職員会議（定例） 

運営方針確認 
4 24 13：30 職員会議（定例） 
5 22 13：30 職員会議（定例） 
6 26 13：30 職員会議（定例） 
7 24 13：30 職員会議（定例） 
8 21 13：30 職員会議（定例） 
9 25 13：30 職員会議（定例） 
10 23 13：30 職員会議（定例） 
11 20 13：30 職員会議（定例） 
12 25 13：30 職員会議（定例） 
 1 22 13：30 職員会議（定例） 
 2 19 13：30 職員会議（定例） 
 3 19 13：30 職員会議（定例） 
職員会議は、毎月 1 回月末予定 
※毎月配慮の必要な児童について、

担当職員、担任、指導職、看護師、

園長でカンファレンスを行う。 

※毎月、リーダーミーティング、食

育会議、乳児ミーティング、幼児ミ

ーティングを行う。 

※離乳食会議は、対象児童がいる場

合は毎月 2 回行う。 

※行事後はふりかえりを行う。 

※その他必要に応じて会議、ミーテ

ィングを行う。 
 
④年間の園内行事日程は以下のと

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 会議等は計画通り実施できた。 
・リーダーミーティングや臨時ミ
ーティングは必要に応じて行った。
話し合いたいタイミングで行うこ
とができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 評価 5 
忙しい中でも職員の参加は比較的

できており、各クラスからの報告

や相談について発言できていた。 
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おりとする。 
月 日 時 行事名 
4 1 9：30 入園お祝い会  
5 未定 未定 保護者会 

クラス懇談会 
6 1～30 保育参観 
8 未 16 ふれ愛夏まつり 
9 1 16 災害時園児引渡

し訓練 
9 2～8 0 歳児個人面談 
9 9～16 1 歳児個人面談 
9 17～24 3 歳児個人面談 
10 4 未 ふれあいデー 

幼児クラス 
10 31 未 秋の遠足 

幼児クラス 
11 5～11 3 歳児個人面談 
11 12～18 4 歳児個人面談 
11 19～26 5 歳児個人面談 
11 11 8 わくわくデー 

0 歳児 1 歳児 2 歳

児 
12 6 未 おたのしみ会 

幼児クラス 
12 24 10 クリスマス会 
2 3 10 節分 
2 7 未 保護者会 

クラス懇談会 
3 3 10 ひなまつり 
3 6 未 おわかれ会 
3 14 未 卒園お祝い会 
毎月の行事 
・身体測定…月の中旬 
・避難訓練…月の下旬 
・0 歳児健診…月の下旬 
随時行う行事 
お誕生会・保育参加・保育参観 
国立保育園、北保育園、国立ひまわり

保育園との交流については、日々の

交流を主に実施する。 
※主な行事以外は適宜実施する。 
※感染症拡大予防に配慮して行う。 

 
⑤年間の園内研修、モデル園として

の取組（法人研修を除く）等は以
下のとおりとする。 
月 日 参加者 研修名 
4 初

旬 
全職員 法人の理念・

方針・保育の

あり方・人

権・虐待・ハ

ラスメント 
4 上

旬 
新入 
職員 

・嘔吐処理研修 
・手洗い研修 
・ヒヤリハット

研修 
・午睡チェック

方法研修 
・防災研修 

4 中 全職員 食物アレルギ

 
④ 感染症防止の観点から、保護

者参加行事は入場制限をか
けるなどして感染予防を徹
底して対応した。各行事の際
には保護者からは感謝のお
言葉をいただけた。 
また、初めて国立市立第 8 小
学校の体育館を借りてふれ
あいデーを実施し、成功を収
めることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ について 
「子どもの自主性を引き出す保

育」を実践するため、職員会議後

に毎回、テーマを決めて職員グ

ループワークを実施し職員間で

意見を出し合い、グループ毎に

発表し職員間で共有し共通理解

を深め、一人一人のスキルアッ

プに繋げた。 
 

 
④ 評価 5 
引き続き感染対策は行いつつ、概

ね開催することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 評価 ４ 
職員会議同様、職員の参加があり、

職員同士のディスカッションがで

きていて、スキルアップや保育に

必要な基本的知識や対応方法を学

ぶ機会となった。 
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旬 ー対応につい

ての研修 
4 中 全職員 急変対応シュ

ミレーション

研修、AED 
7 未

定 
全職員 与薬に関する

研修 
8 未

定 
全職員 関係機関によ

る消火訓練指

導 
9 未

定 
全職員 窒息事故シミ

ュレーション

研修 
2 未

定 
全職員 関係機関によ

る消火訓練指

導 
適宜 新入 

職員 
嘔吐処理研修 

適宜 全職員 外部研修に参

加後、内容によ

り園内研修を

実施 
2 回/年 全職員 不適切保育に

ついての研修 
2 回/年 全職員 虐待について

の研修 
 
 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニ

ュアルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置

を講ずる。 
■園内においてすべての児童、職員

を対象とした不審者対策訓練を
定期的に実施する。 

 
災害対策 
■園舎内において災害時対応マニ

ュアル、防災マニュアルを整備、
運用する。 

■園内において、すべての児童、職
員を対象とした避難訓練、消火訓
練をおこなう。 

■地域において、児童、職員を対象
とした訓練を実施する。 

■発災時を想定し、児童、職員が最
低 3 日間園舎内に滞在できるよ
うな飲料水、食料、資材等を準備
する。 

■園独自の安全管理対策に関する
取り組みとして、以下の事を実践
する。 
・広域避難場所までの避難経路

確認と周知徹底 
・国立市役所による無線訓練の
実施 
・危険箇所の周知 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ について 
月に１回災害対策として、地震
や火事を想定した避難訓練を行
い、子ども達や職員と共に災害
対策について意識付けを図り、
概ね計画通りに実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 評価 4 
訓練自体は全て実施できたが、日
程の調整を余儀なくすることがあ
った。 
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・救命講習に参加し救命技能認
定を受けることを推進 

 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、

運用する。 
■プライバシーポリシーを公表す

る。 
■個人情報保護について定期的に

職員研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 
・園の細則の周知 
・職員会議で個人情報の取り扱

いについて周知 
 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワー

ハラスメント防止マニュアルを
整備、運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワー
ハラスメント防止のために定期
的に職員研修をおこなう。 

■園独自のハラスメント防止措置
に関する取り組みとして、以下の
事を実践する。 
・資料によるハラスメント防止

マニュアルチェック 
・会議において意識向上のため

の確認 
・管理職、指導職、リーダー層の

ハラスメント防止研修への参
加 

 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用

する。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極

的に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に

職員を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関す

る取り組みとして、以下の事を実
践する。 
・園長、指導職との個人面談にて

自己目標達成への進捗状況の
確認を実施する。 

・法人研修、外部研修に積極的に
参加できる環境を作る。 

・園内研修や得意分野での発表
と指導を行う。 

・処遇改善Ⅱに伴い保育士等キ
ャリアアップ研修に積極的に
参加させ、計画的に職員のス
キルアップを図れるようにす
る。 

 
 
⑦ について園児及び保護者の個

人情報の管理については、取
り扱いについて職員への周知
徹底に努めた。個人情報が含
まれるデータ等、メールのや
り取りの際には全てパスワ
ード付きにて送信した。 

 
 
 
 
 
 
⑧ について、職員会議で園長よ

り、働きやすい環境について
職員へ発信。また職員側の困
りごと等を聞き、共通理解を
深めていくことができた 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ について、保育士や調理員等

キャリアアップ研修に参加し

個々のスキルアップに繋げ、

研修内容については研修に参

加した職員が講師になり職員

に発信し園内研修を実施し職

員間で共通理解を深めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
⑦ 評価 5 
個人情報が漏洩されることのない

よう、実績通り行った。 
 
 
 
 
 
 
⑧ 評価 5 
個人面談を随時行い、職員の考え

を聞くなど行い、ハラスメントも

特に無く過ごす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ 評価 4 
研修後の報告書を確認、職員がし

っかりと内容を理解できていた。 
保育体制の問題で欠席しなくては

いけない場面もあった。 
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・メンター制度にて新入職員の
サポートを実施する。 

・各部署で、日常業務の見直しを
し、業務削減をおこなう。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用

する。 
■業務開始前および業務終了後の

園舎内の安全確認チェックを実
施する。 

■施設保全に関して、以下の補修、
修繕、交換を実施する。 
時期 内容 概算金額 

未定 園庭危険箇所

修繕 
500,000 

 
■什器備品類に関して、以下の補

修、修繕、交換、リース契約更新、
新規購入を実施する。 
時
期 

内容 概算金額 

適宜 パソコン交換 400,000 
適宜 保育材料費 2,500,000 
未定 エアコン掃除 400,000 
未定 防災・防犯用品 200,000 
適宜 食器補充 200,000 
未定 調理室清掃 250,000 
 保護者駐車場 5

台分 
720,000 

 保育業務システ

ム・ホームページ 
620,000 

 わんぱくランチ

保守契約 
32,000 

 通信機器更新契

約 
150,000 

 レンタルモッ

プ・マット 
75,000 

 消防設備保守

契約 
95,000 

 システム警備

料 
310,000 

未定 携帯電話交換 9
台 

24,000/年
（台） 

未定 園内・外改善費 2,000,000 
 
⑪利用者意向把握 
■外部評価機関による利用者アン

ケートを実施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要

望を申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法

として、以下の事を実践する。 
・定期的な保護者へのアンケー
ト及びご意見箱の活用 
・利用者アンケート結果につい
て改善策を保護者に周知する。 

 
⑫苦情解決制度 

 
 
 
⑩ について、施設保全に関して、

毎年行っている整備や保守点

検等予定通り行い、防犯カメ

ラの増設も問題なく終了し

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ について、アンケートによる

利用者調査を予定通り行っ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫ について、定期的に園だより

などに案内を載せ、理解して

頂けるよう努めた。 
 
 

 
 
 
⑩ 評価 5 
特に問題なく整備や保守点検も例

年通り行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ 評価 5 
第三者評価、アンケートを実施し、
利用者満足度についても前年度同
様、保護者満足度の高水準を保て
ることができた。 
 
 
 
 
 
 
⑫ 評価 5 
大きな苦情や事故はなく過ごすこ

とができた。 
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■苦情解決対応マニュアルを整備、
運用する。 

■利用者から苦情を受けないよう
な取り組みを実施する。 

■地域から苦情を受けないような
取り組みを実施する。 

■園独自の苦情解決制度に関する
取り組みとして、以下の事を実践
する。 
・地域に向けて、適宜文書にて挨
拶をする。 
・保護者に向けて、積極的に保育
参観や保育参加等の行事に参加
を促し、保育内容への理解を得
る。 
・苦情解決制度の周知に努め、苦
情解決第三者委員を行事にお招
きし、保護者への周知に努める 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マ

ニュアルを整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童

相談所と連携を図る。 
 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との

連携を図る。 
■子ども家庭部子育て支援課子ど

も保健・発達支援係と細目に連携
を図る。 

■地域内の小児科、整形外科、眼科、
耳鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医
療機関との連携を図る。特に保育
実施時間内に受診可能な医療機
関を 1 つ以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等
との連携を図る。 

□地域内の認可外保育施設との連
携を図る。 
・感染症の情報は、園医、保健所、
国立市と情報交換を行う。 

 
 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職

員採用業務、労務管理業務を本部
事務局に委託する。 

■法人内の他園との交流、連携を図
る。 
・国立北地域 4 園で綿密に情報
交換を行い園運営に努めてい
く。 
・国立北地域 4 園で、子ども、保
育士が日常的な交流を図る。 
・保健・調理も担当者同士で情報
交換を図る。情報誌の作成にも
取り組む。 
・休日保育、空き時間保育の事業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬ について、虐待防止・早期発見

に努めた。今年度は虐待等と

なる事案は無し。 
 
 
 
⑭ について、行政や他園との情

報共有をメールやデータで情
報の共有ができ、国立市内の
保育園との交流を深めること
ができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮ 法人内の施設との連携は計画

通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬ 評価 5 
・国立市の担当課や子ども支援セン

ターと綿密に連絡を取り合い、家庭

にあったサポートができた。 
 
 
⑭ 評価 5 
随時自治体や園医と連携し行っ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮ 評価 5 
・国立４園で連携することができ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

きたひだまり保育園



に希望職員が従事していく。 
  

 

4．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生

じた場合の理由 
①全体的な計画について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指

し策定する。 
■全体的な計画の見直しをおこな

う。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  

① について、計画通り実施した。 
 
 
 
 
 
 
② について、保育業務システムを通

して主任保育士が中心となり、
職員間で各年次の指導案につい
て共有することができた。 

 
 
 
 
 
③ について、指導計画等、指導職管

理のもと計画通り実施すること
ができた。 

 
 

評価 5 4 3 2 1 
① 評価 5 
問題なく実施。 
 
 
 
 
② 評価 5 
問題なく実施。 
 
 
 
 
 
 
③ 評価 5 
問題なく実施。 
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■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
・国立保育園、北保育園、国立ひ
まわり保育園と日々の交流をす
る。保護者にブログ・掲示にて情
報を発信する。 
 

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 
・園外保育マニュアル 
・台風対策マニュアル 
・大雨対策マニュアル 
・乳児保健マニュアル 
・防災管理マニュアル 
・感染症マニュアル 
・保健業務マニュアル 
・国立保育会離乳食マニュアル 
・給食衛生管理マニュアル 
・食物アレルギー対応マニュアル 
・個人情報マニュアル 
・虐待対応マニュアル 
・苦情処理対応マニュアル 
・事故防止マニュアル 
・防犯マニュアル 

⑦園独自の保育内容を実施する。 
■定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
□定期的な学習指導を実施する。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育内容を実施する 
・近隣自治会、国立保育園、北保
育園、国立ひまわり保育園との合
同開催のなつまつり実施 
・プラチナジムとの交流を行う。 
・専任講師による指導の実施 

 
⑧通常日の保育時程は以下のとおり
とする。 
  0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 
7 7:15 保育開始 

順次登園 
8 8:30 からクラス別保育 
9 あそび あそび あそび 集まり 

 
 
 
 
④ について、指導計画等、指導職管

理のもと計画通り実施すること
ができた。 

 
 
 
 
 
 
⑤ について、月に 1 回、カリキュラ

ム会議をおこない各年齢の保育
内容について職員間で共有する
ことができた。 

 
 
 
 
 
 
⑥ について、 
毎月月末に各種マニュアルチェック

を実施し、見直しをすることができ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ について、 
外部講師からの学びを活かし、リー

ダー会議やフロアー会議等で自主的

に人的環境、物的環境について話し

合う姿がみられた。園庭や室内にお

いて「遊び込める空間」が子どもの発

達に応じて変化が見られた。 
 
 
 
 
⑧ について、突発な職員の休み等が入

り、多少前後する日もあったが、予
定通り実施できた。 

 
 
 
 

 
 
 
 
④ 評価 5 
問題なく実施。 
 
 
 
 
 
 
⑤ 評価 5 
園長が園独自の考えを主任、指

導職に伝え、会議等を軸に実施

した。 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 評価 3 
チェック後の報告と管理がで
きていない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 評価 5 
体育指導はコロナ禍以降の姿

に戻り、予定通り活動できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 評価 5 
特に問題なし。 
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睡眠 おやつ おやつ あそび 
10 離乳食 

授乳 
あそび あそび あそび 

活動 
11 睡眠 

あそび 
食事 食事 11:30 

食事 
12  

午睡 
 

随時 
目覚め 

 
午睡 

 
随時 
目覚め 

13 午睡 

14 離乳食 
授乳 

 

15 あそび 
睡眠 

順次 
降園 

おやつ 

16 あそび 
順次降園 

あそび 
順次 

降園 17 

18 18:15～19:15  
延長保育 

19 19:15 保育終了 
 
⑨保護者との情報交換 
日々の情報や緊急ではない情報 
□全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
■0 歳、1 歳、2 歳児のみ毎日連絡帳

を交換している。 
■クラス全般の保育内容についてク

ラス掲示板に掲示している。 
■ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園

だよりに掲示している。 
個別緊急時の情報 
■個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し

ている。 
■必要に応じてホームページに掲示

している。 
■電話を活用している。 
■園独自の取り組みとして、保護者

との情報交換において以下の事を
実践する。 
・一斉メールを用いて月次の通信
訓練の実施 

 
⑩保育サービス推進事業について以

下の保育サービス推進事業を実施
する。 

■産休明け保育 
□0 歳児の延長保育 
□2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
□しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
□年末年始保育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ について、 
各保育室前に日々の保育の子どもた

ちの様子を写真で掲載したり、日々

のブログも滞りなく更新し、保護者

に子どもたちが日々成長している姿

を職員と共有することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ について、 
小中高生の育児体験はコロナ禍が明け
て、例年通り行うことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ 評価 4 
・連絡帳を通じて、園児の発達

や体調管理の情報交換が細目に

できた。 

・ホームページのブログを通じ

て情報を伝えることができた。 

・一切メール送信システムを活

用し、緊急事態宣言中にも保護

者に情報を提供することができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 評価 5 
・感染症拡大に留意し、慎重に
行うことができた。 
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■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任保育士会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
⑪ について、参加することで、自園

に情報を還元することが出来た 

 
 
 
 
 
 
 
⑪ 評価 5 
ZOOM を使用するなど、予定
通り参加できた 
理由 
 
 

 
 
5．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこ

とをおこなう。 
■給食担当者の日々の健康管理をお

こなう。 
■保育実施日は原則として給食を実

施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施す

る。 
■献立は法人共通献立を使用する。 
■食材の調達は法人共通仕入れ先か

ら調達する。 
■調理方法について、手順書や調理

マニュアル、衛生管理マニュアル
に従っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者
間で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方
法を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業
務において以下の事を実践する。 
・サンプル展示と説明 
・ホームページの積極的活用 
・感染症対策をおこなったうえ

で、調理担当者も子ども達と共
に食事をする機会を設ける 

・掲示板を利用した子育て関連の
情報発信をしている 

・離乳食会議を月に 2 回実施 
 
②給食業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 
・衛生管理マニュアル 
・栄養士業務マニュアル 
・食物アレルギーマニュアル 

① について全て計画通り実施し
た。食事に関する事故等もなく、
提供することができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② について、 
給食担当者、園長、指導職の三者で
情報共有し職員間で共通理解を深
めることができた。 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価 5 
特に問題なし。 
・掲示板を利用し、子どもも保護

者も食に興味を持てるような工

夫ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5 
調理指導職が軸になり問題なく
行えた。 
 
 
 

きたひだまり保育園



・離乳食マニュアル 
 
③食育業務実施にあたり、以下のこ

とをおこなう。 
■年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業

務において以下の事を実践する。 
・食材に直接触れることで食を営

む力を育む 
・保育者と共に普段の食事から食

育であるという共通認識を持
ち、献立に込められた想いなど
を子どもたちに伝えていく 

 
 

③ について全て計画通り実施し

た。食育会議を定期的に行い、保

育士職員と情報共有し連携して

いくことができた。 
 

 
③ 評価 5 
食育会議を定期的に行い、多職種
で情報共有し連携していくこと
ができた。 
 

 
 
6．保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこ

とをおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、マニュアルを整備し、運用
する。 

■保護者からの在園児の成長、発達、
健康に関する相談を受け、適宜助
言をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業
務において以下の事を実践する。 
・情報誌の作成と配布 
・ホームページの活用 
・保育所体験における保護者への

保健指導 
・職員への保健衛生指導 
・掲示板を利用した子育て関連の

情報発信 
・年齢に応じた、衛生指導を実施

する。 
 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理す

る。 
■園独自の取り組みとして、園内事

故防止において以下の事を実践す
る。 
・乳児体動モニターの導入 
・安全チェック表の導入 
・緊急事故対応研修の実施  

 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職

員の健康管理をおこなう。 
■事業所内健康診断を実施する。 

① について、年間保健計画、在園
時の記録や健康管理をしっか
り行うことができた。また、前
年度に比べ、事故数を減少する
ことができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② について、 
園内の安全管理について管理職、
看護師にて共通認識をはかり、全
体周知に努めた。 
 
 
 
 
 
③ について、 
職員の健康診断の結果や面談など
の結果をもとに、看護師と情報共
有を行った。 
調理室の職員や０歳児担任、指導
職者、看護師はノロウィルス検査

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価 5 
・掲示板を利用した子育て関連の

情報発信を積極的にできた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5 
職員間で事故を未然に防ぐ共通
意識をつけた。 
 
 
 
 
 
 
③ 評価 5 
特に問題なし。 
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■職員検便を実施する。 
・全職員が休憩を取得できるよう
改革に努める。体を休め、心身と
もリフレッシュした状態で子ども
に向き合えるように取り組んでい
く。 

 

を行い円滑に業務が遂行出来るよ
う徹底をした。 
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令和 7 年度 きたひだまり保育園一時預かり事業 

 

 

事業報告書 
 
［事業の目的］ 
家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳児又は幼児について、主とし

て月曜日から金曜日の昼間において、一時的に預かり、必要な保護を行う。 

 

［施設事業の運営］ 
１１．．  入所児童定員数 1 日 7 名  

児童の定数を 7名とし、国立市内、市外の児童の受け入れを以下の通りに実施した。 

＜令和 8年 1月～令和 8年 3月の利用数＞ 

・国立市内 1日利用   計 174 名      ・市外 1日利用  計 11 名 

・国立市内半日利用   計 41 名      ・市外半日利用  計 8 名 

 

 

２２．．  開園日     月曜日から金曜日、但し土、日、祝日と 12 月 29 日から 

1 月 3 日は休園   

・予定通り受け入れを実施した。保育日数については以下の通り。 

 4 月 0 日間、 5 月 0 日間、 6 月 0 日間、 7 月 0 日間、8月 0 日間、 

 9 月 0 日間、 10 月 0 日間、 11 月 0 日間、 12 月 0 日間、  

 1 月 9 日間、 2 月 18 日間、 3 月 21 日間      合計 48 日間 

 

                                    

３３．．  保育時間    午前 8時 30 分から午後 5時 00 分  

・予定通り保育を実施した。 

 

 

４４．．  受け入れ年齢  満 1 歳以上の未就学児 

・予定通り満 1歳児以上の未就学児童を受け入れ保育を実施した。 

 

 

５５．．  料金 

  国立市民    0 歳児   4 時間以内 午前 2,440 円  1 日 4,540 円 

          1 歳児   4 時間以内 午前 1,940 円  1 日 3,540 円 

きたひだまり保育園一時預かり

          2 歳児以上 4 時間以内 午前 1,440 円  1 日 2,540 円 

＊おやつ・食事代 340 円を含む 

 

 

国立市外    0 歳児   4 時間以内 午前 4,600 円  1 日 8,860 円 

          1 歳児   4 時間以内 午前 4,100 円  1 日 7,860 円 

          2 歳児以上 4 時間以内 午前 3,600 円  1 日 6,860 円 

＊おやつ・食事代 340 円を含む 

・予定通り上記料金にて保育を実施した。 

 

 

６６．．  利用前面接   面接は電話予約で日時を決め、利用前に面接を行う。 

必要に応じ、看護師及び栄養士による面接を行う場合もある。 

・予定通り上記料金にて保育を実施した。 

 

 

７７．．  予約方法    ID とパスワードを用いて予約システムを利用する。 

          キャンセル時も同様とする。また、利用者の利便性を考慮し 

電話対応も行なう。 

・予定通り実施した。 

 

８８．．  職員 

専任常勤保育士 1 名(有資格者)、専任非常勤保育士 1 名(有資格者)、通常保

育との兼任保育士 11 名が、最低基準第 33 条第 2 項に基づき、受け入れ人数に

応じて対応する。 

・専任常勤保育士 1名、専任非常勤保育士 1名が対応した。専任保育士が不在の場合、

または受け入れ人数に応じて、通常保育との兼任保育士で対応した。 

 

９９．．  虐待などへの対応 

担当の保育士は常時、保護者との信頼関係を保つよう努力する。これにより保

護者は小さなことでも保育士に相談し、虐待予防につながると同時に虐待の疑

いがある場合も話し合いの場が作れることがある。虐待の疑いのある子どもの

早期発見に努め、子どもやその家庭などに対する適切な対応を行う。虐待の疑い

のある子どもを発見した場合は、一時預かり事業担当職員のみならず、園全体で

情報を共有すると共に、必要に応じ関係機関（国立市役所、国立市子ども家庭支

援センター、国立市保健センター、立川児童相談所等）との連携を図り対応する。 

・問題なし。 

 

１１００．．  食事・栄養管理 

乳幼児期の食事は、その生命を保持し発育を保証する栄養源であるばかりで
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なく、その人間の一生の食生活のあり方にも大きな影響を与えるため、栄養管理

を充実させる。衛生管理については多摩立川保健所の指導に基づき徹底を図る。

また、新鮮で安全な食材を基本とした食事を提供するとともに、アレルギー食に

ついても極力対応する。 

・アレルギー児に対し、個々の状態に応じたアレルギー食の提供を実施した。 

 

 

１１１１．．  安全管理対策 

担当保育士は、乳幼児の生命を危険から守ることを第一の目的とする。そのた

め、玄関の施錠状況などを保護者に知らせ、理解を求める。保育室内においては、

転倒の可能性のある什器備品等については、転倒防止措置を講ずる。また、併設

園（国立保育園）のスケジュールに準じて、防災訓練、防犯訓練等も実施する。

なお、いっとき避難場所は国立市立国立第四小学校とする。 

・予定通り実施した。 

 

 

１１２２．．  職員研修 

一時預かり事業に携わる可能性のある保育士には、必要な能力を身につけさ

せるための研修を実施する。 

・研修に専任常勤保育士や専任非常勤保育士が参加するよう努めた。 

 

 

１１３３．．  保護者との連携 

連絡ノートを用い、保育時間中の様子やひとりひとりの健康状態等を保護者に 

知らせるとともに、一時預かり事業であっても、子どもを中心にした保護者との

コミュニケーションが積極的に図れるよう努める。 

・予定通り実施した。 

 

 

１１４４．．  家庭的保育事業者との連携 

連携先事業者が休暇取得等により事業を実施できない場合は、事前申し出によ 

り受け入れを行なう。 

・問題なしにて実施もなし。 

 

 

１１５５．．  要望・苦情・トラブル対応 

併設園と同様に対応する。苦情受付担当者は主任、苦情解決責任者は園長、苦

情解決第三者委員を設置する。 

・問題なく予定通り実施した。 
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１１６６．．  個人情報保護 

個人情報保護法および当法人の個人情報管理規程に基づき取り扱う。 

・個人情報管理規程通り取り扱いをした。 

 

 

１１７７．．  第三者評価 

併設園が東京都福祉サービス第三者評価を受審した場合、結果を分析し保育の 

質の向上に努める。 

・令和 8年度より対象。 

 

 

[施設事業管理] 

１１８８．．  事務関係 

現金出納事務については、法人の経理規程に基づき出納職員がおこなう。会

計事務、管理事務については、日常最低限の業務以外は法人本部事務局に移管

する。 

予約については、インターネットを利用しオンライン予約を主とするが、併

せて電話での対応も行う。キャンセルについても同様とする。 

日々の保育状況については業務日誌を用い、園長が業務の確認を行う。 

・出納事務について、法人の規程通りに実施した。 

 

 

１１９９．．  設備・備品関係 

園児の処遇で安全上・保育上必要と認められる設備・備品は予算と合わせて

検討し、設置または購入する。 

・必要に応じて備品等を購入し環境を整えた。 

 

 

２２００．．  財政運営 

財政運営は予算に基づき、効率的かつ健全な運営に努める。毎年 4月 1日か

ら 3月 31 日を会計年度と定める。 

・財政運営は予算に基づき効率的かつ健全な運営に努めた。 

 

 

以上 
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令和 7 年度 事業計画・事業実績評価報告 
  
１．令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 

安心安全の環境の中、子どもたち一人一人が自らをかけがえのない存在として実感し、自分ら

しく過ごせる保育園を目指します。 
 

２．施設の概要と職員体制 

施設名 国立ひまわり保育園 施設住所 国立市北 3-7-14 

開設年月日 令和元年 8月 1日 運営形態 
□公設民営認可・■民設民営認可・□小規模保育

所 
土地建物所有権 □土地 ■建物 土地建物賃借料 土地 3,825,051 円/年 建物     円/年 
敷地面積 1500.02 ㎡ 建物延床面積 1098.61 ㎡ 

開園日 

月から土曜日とする。但し祝日および国民

の休日と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休園と

する。 
開園時間 

午前 7 時 15 分から午後 7 時 15 分とす

る。但し保育標準時間認定の場合は午後

6 時 15 分から 7 時 30 分まで、保育短時

間認定の場合は午前 7 時 15 分から 8 時

30 分までと午後 4 時 30 分から 7 時 15 分

までを延長保育時間とし、詳細は別に定

める。 
保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内しょ
うがい
児 

内アレ
ルギー
児 

内アナ
フィラ
キシー
児 

 一時 病後児 

定員 6 20 20 25 30 30 131       

入所 9 21 20 22 19 27 118 7 8 0    

保育室面積(㎡)  48.16 70.74 50.83 51.65 72.95 72.23 366.56       

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 青野 千晴 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士 白神 久美 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士 新田 紘人 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 長沼 奈々 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士  

 

□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者 吉田 由紀子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者 
(副主任栄養士) 

福司 博美 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

嘱託医（園医） 西田 厚子 住所 国立市中 1-20-4                電話 042-572-0517 

職
員
数 

 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 
保育職 14 3 1 3 10 

看護職 1     

給食職 3 1   1 

用務職  1   2 

事務職     1 

苦情解決第三者委員 坪坂 聖子  齋藤 裕子   
今年度変更事項 

・職員異動に伴い、副主任管理栄養士 菅野智美が上井草保育園に、保育士 山川光流が西国分寺保育園に異動転

国立ひまわり保育園

出、主任管理栄養士 福司博美が南大泉保育園より異動転入に変更となる。 
・副主任保育士として長沼奈々が昇格、副主任保育士 1 名に変更となる。 

３．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ場」と 
いう保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々に保

育理念の理解が進むよう取り組む。 
■保育園の全ての業務は保育理念から

展開されていることを踏まえ、各種
手順書、各種マニュアル、各種計画等
は保育理念に基づき策定するよう取
り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

  
保育所保育指針に基づきなが

ら、「かけがえのない命をはぐく

む場」という法人の基本理念のも

と、「子どもの自主性を引き出す

保育」「子どもと相談する保育」

の保育実践に取り組む。2020 年

に改訂された「保育所における自 
己評価ガイドライン」に沿って日

頃から日常的な職員の対話を通

して保育活動や各種行事の振り

返りを行い、職員間で共有する機

会を多く持ち、共通理解を深め、

保育の質の確保・向上に努めてい

く。 
 
②保育目標は全園共通で以下と定めて

いる。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 

■児童、保護者、職員、地域の方々に保
育目標に基づく保育をおこなってい
ることの理解が進むよう取り組 

む。 
■保育内容の全ては保育目標から展開 
されていることを踏まえ、全体的な計
画、各種指導計画等は保育目標に基づ
き策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

子どもの育ちを職員間で振り返

りながら「子どもの自主性を引き

出す保育」を実践するために指示

語、命令語、禁止語、否定語を使

わない保育、「子どもに相談する

保育」をキーワードとして人的環

境、物的環境を整え職員間で共有

する。 
養護と教育を一体的に行う中

で、「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい 10 の姿」を目の前の子

どもの姿、成長発達と照らし合わ

せながら、取り組んでいく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①②共に、当初の計画通り、法人理
念および保育理念に基づき、子ども
の最善の利益を第一に考えた保育
運営に努めた。 
子ども主体の保育を継続し、一人ひ
とりの思いや育ちを丁寧に捉えな
がら、安心して過ごせる環境づくり
を進めた。また、職員間で子どもの
姿や関わりを共有し、理念に沿った
保育実践につなげた。 
保育の取り組みや子どもの育ちを、
ドキュメンテーションやおたより、
保育参観等を通して保護者へ分か
りやすく発信した。 
小集団活動や時間差での活動を取
り入れ、子どもが自ら遊びを選び、
じっくり遊び込める環境づくりを
進めるとともに、異年齢交流を通し
て子ども同士の育ち合いを大切に
した。 
また、国立市の幼保小連携におい
て、授業参観や交流研修、一年生と
の交流等を通して関係機関との連
携を深め、円滑な接続につなげるこ
とができた。さらに、北地域 4 園で
の交流活動やドッジボール交流を
実施し、子ども同士の交流を深め
た。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

評価 5 4 3 2 1 
 
理由 
保育理念に基づき、子ども主体

の保育を継続的に実践し、職員

間で共通理解を深めながら保

育の質向上に取り組むことが

できたため。 
①評価 5 

園長より当園の取り組みや子ど

もの育ちについて発信し、保育の

状況や課題を振り返りながら、職

員の意見を反映し、保護者・職員

双方の理解を深めつつ、子ども主

体の保育を推進することができ

たため。 

②評価 5 

子どもの発達や姿に応じた環境

構成や保育内容を工夫し、主体性

を引き出す保育を進めるととも

に、職員間で共通理解を深めるこ

とができたため。 

さらに、保護者と職員で子どもの

育ちを共有し、保育改革への理解

につなげることができたほか、北

地域 4 園での年長児交流を通し

て育ち合いの機会を持つことが

できたため。 
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幼保小連携に取り組み、小学校へ

のスムーズな接続として、小学校

と情報共有しながら小学校との

円滑な連携を図る。 
③年間の園内会議日程は以下のとおり
とする。 

月 日 時 会議名 
4 1 13:30 職員会議 
4 22 13:30 職員会議 
5 20 13:30 職員会議 
6 24 13:30 職員会議 
7 23 13:30 職員会議 
8 26 13:30 職員会議 
9 26 13:30 職員会議 
10 21 13:30 職員会議 
11 26 13:30 職員会議 
12 23 13:30 職員会議 
1 27 13:30 職員会議 
2 17 13:30 職員会議 
3 17 13:30 職員会議 
※ケース会議等は随時実施 

 
④年間の園内行事日程は以下のとおり
とする。 

月 日 時 行事名 
4 1 10 入園式 
4 17 10 全園児健康診断 
4 30 10 こいのぼりのお話 
5 23 16 災害時引き渡し訓練 
5 13 9 4,5 歳児春の徒歩遠足 
6 8 9 前期保護者懇談会 
6 6 10 全園児歯科健診 
6 17 10 3,4,5 歳児交通安全教室

7 7 10 七夕のお話 
7 28  10 ひまわりデー 
9 6 9 3,4,5 歳児ふれあいデー 
9 19 10 4,5 歳児防犯教室 
10 9 10 全園児健康診断 
10 27 9 3,4,5 歳児秋のバス遠足

11 27 10 歯科講話 
11 1 9 0,1,2 歳児ふれあいデー 
11 21 10 勤労感謝の日のお話 
12 13 9 3,4,5 歳児お楽しみ会

12 19 10 クリスマス会 
12 25 10 もちつき 
1 9 10 新年あそびの会 
2 3 10 節分・豆まき 
2 7 9 後期保護者懇談会 
3 3 10 ひなまつり会 
3 18 10 5 歳児お別れ会 
3 14 10 卒園式 
※毎月 1 回 
 避難訓練(火災・地震)消火訓練 
 身体測定 0 歳児健診 
※個別誕生会・保育参加 
※保育参観月間 年 2 回 
※不審者侵入避難訓練 年 2 回 
※専任講師による指導行事 
3,4,5 歳児体育指導(4 月～週 1 回) 
5 歳児かがくタイム（月 1 回） 

 
⑤年間の園内研修としての取組（法人

 

③計画通り職員会議、ケース会

議、リーダー会議等を実施し、保

育内容や園運営について共有を行

った。 

また、クラス内で短時間の振り返

りを行い、子どもの姿や関わりに

ついて共有しながら、職員間で共

通理解を持って保育を進めるよう

取り組んだ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
④園内で子どもにとっての行事の
在り方を話し合い、内容の見直しを
行いながら、保育所保育指針に沿っ
て各年齢の発達や子どもの育ちに
応じた行事を計画・実施することが
できた。 
また、保護者参加行事についても子
どもと相談しながら取り組み、子ど
もの活動や育ちを保護者と共有で
きるよう実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤山下先生、井上さく子先生による
保育研修やキャリアアップ研修を
通して、気になる子どもの支援や子

 
 
 
③評価 4 

日常的な共有や振り返りを継続

して行うことができた一方で、十

分な時間確保や保育実践の共有

については継続した課題が見ら

れるため。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④評価 5  
クラス間で連携を図りながら異

年齢児活動を多く取り入れ、各ク

ラスの活動を見学・交流する中

で、子ども同士の関わりや遊びへ

の見通し、他学年への憧れを育

み、学年を超えたつながりを持っ

て取り組むことができたため。 
また、異年齢児活動を通して他学

年の子どもの様子を職員間で共

有することができ、園全体の子ど

もの発達理解を深めることにつ

ながったため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 評価 4 
職員育成や保育実践の共有を進

めることができた一方で、保育の
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研修を除く）等は以下のとおりとす
る。  
月 日 参加者 研修名 
4 1 全職員 法人理念・保育方

針・保育につい

て・人権・虐待・

ハラスメント・個

人情報 
 適宜 全職員 嘔吐処理・午睡チ

ェック 
6  全職員 救命救急・AED 
 適宜  外部研修参加職

員による園内研

修 
 随時  職員ワーク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥安全管理対策   
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニュア

ルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置を講

ずる。 
■園内においてすべての児童、職員を

対象とした不審者対策訓練を定期的
に実施する。 

 
災害対策 
■園舎内において災害時対応マニュア

ル、防災マニュアルを整備、運用す
る。 

■園内において、すべての児童、職員を
対象とした避難訓練、消火訓練をお
こなう。 

■地域において、児童、職員を対象とし
た訓練を実施する。 

■発災時を想定し、児童、職員が最低 3
日間園舎内に滞在できるような飲料
水、食料、資材等を準備する。 

■園独自の安全管理対策に関する取り
組みとして、以下の事を実践する。 

危険箇所の確認、周知。 
毎月、園内の安全点検をおこない

職員間で共有し事故防止に努めて

いく。 
3 歳児から 5 歳児は、職員と 
一緒に園内の安全点検をし、 
児童自らの安全意識を高めてい

く。 
広域避難場所までの避難経路確認

と周知徹底 
国立市役所による無線訓練実施。 
 

ども主体の保育実践について園全
体で学びを深め、保育の質の向上を
図ることができた。 
また、嘔吐処理や救命救急について
は、専門業者や近隣消防署による講
習を受け、実践的に学ぶ機会を設け
ることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥計画通り実施した。 
5 月の災害時園児引き渡し訓練で
は、保護者の協力のもと実施し、園
内備蓄の非常食を展示することで、
災害対策や園の取り組みへの理解
を深める機会とした。 
また、東京都の補助金を活用して太
陽光発電・蓄電池設備を設置し、災
害時の電力確保体制を整備するこ
とができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質の均一化や育成体制の整理に

ついては引き続き課題があるた

め。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥評価 5 
計画通り実施することができた

ため。特に避難訓練・消火訓練に

ついては、様々な時間帯を想定し

て毎月実施し、職員・子どもとも

に防災意識を高めることにつな

がったため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

職員ワークは、保育所保育指針に沿

って各年齢の発達について全職員

で共通理解を深め、日頃の保育に活

かしていく。また、子どもの自主性

を育む保育、指示語、命令語、禁止

語、否定語を使用しない保育につい

て園の方向性を確認し合うワーク

を取り入れる。職員からワーク内容

を提案できるようにし、職員ワーク

の充実を図る。 
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東京都の補助金を活用して太陽光

発電を設置し、災害時にも園児、職

員の安全確保、ライフラインが止

まっても最低限、一部電源機器は

対応できるようにして備えてい

く。 
 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、運

用する。 
■プライバシーポリシーを公表する。 
■個人情報保護について定期的に職員

研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する取り

組みとして、以下の事を実践する。 
個人情報の取り扱いについて説

明し保護者から書面で個人情報

の承諾の有無を受ける。 
園だよりや懇談会等で園長より

個人情報の取り扱いについて保

護者へ発信する。 
職員の取り組みは、個人情報マニ

ュアルを定期的に確認し取り扱

いについて職員間で共有し危機

管理を高めていく。 
 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワーハ

ラスメント防止マニュアルを整備、
運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワーハ
ラスメント防止のために定期的に職
員研修をおこなう。 

■園独自のハラスメント防止措置に関
する取り組みとして、以下の事を実
践する。 

ハラスメント防止マニュアルを

活用する。定期的にマニュアルチ

ェックを実施し職員の意識を高

める。職員会議で園長より働きや

すい環境について発信し職員間

の共通理解を深めていく。 
管理職・指導職・リーダー層のハ

ラスメント防止研修への参加。 
 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用す

る。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極的

に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に職員

を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関する取

り組みとして、以下の事を実践する。 
各職員の研修の必要性等を踏ま

え体系的・計画的な研修機会を確

保する。 
各職員はキャリアパス、自己評価

等に基づく課題等を踏まえ、園内

外研修に計画的に参加する。処遇

改善Ⅱに伴い保育士等キャリア

アップ研修に参加し、専門性を高

 
 
 
 
 
⑦個人情報保護マニュアルに基づ
き適切な管理を行うとともに、保護
者への説明や職員間での確認を通
して、個人情報保護に対する意識共
有に努めた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ハラスメントについて共通理解

を持って適切に運用するととも

に、相談しやすい職場環境づくり

や職員間のコミュニケーションを

大切にしながら運営を行った。 

また、必要に応じて個別相談を実

施し、職員が安心して働ける環境

整備に努めた。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑨キャリアアップ研修や外部研修
へ参加し、職員の専門性向上に努め
た。 
また、キャリアパスを通して職員の
目標や計画を共有し、支援や学びの
機会を提供することができた。 
さらに、休憩時間や事務時間の確保
が安定し、働きやすい職場環境づく
りを進めたことで、保育に注力でき
る環境整備と職員一人ひとりの資
質向上につなげた。 
一方で、保育内容と業務負担のバラ
ンスについては、引き続き整理が必
要な状況である。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
⑦評価 5  
職員会議や個別ケースの共有を

通して、個人情報保護について適

切な管理・運用を行うことができ

たため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧評価 5 
会議等を通してハラスメント防

止の取り組みについて職員間で

周知徹底を図ることができたた

め。 
また、職員の様々な事情に配慮し

ながら丁寧に対応し、安心して働

ける環境づくりに取り組むこと

ができたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価 4 
職員育成や働きやすい環境づ

くりを進めることができた一

方で、業務整理や体制面につい

ては継続した課題があるため。 
また、子どもと接しない時間と

してノンコンタクトタイム（休

憩時間を除く）を、職員間で協

力しながら意識的に確保する

取り組みを進めることができ

たため。 
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め、必要な知識及び技能を習得し

一人一人のスキルアップに繋げ

ていく。 
メンター制度にて新入職員のサ

ポートを実施する。 
各部署で日常業務の見直し、業務

改善・業務削減を行っていく。 
 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用す

る。 
■業務開始前および業務終了後の園舎

内の安全確認チェックを実施する。 
■施設保全に関して、以下の補修、修

繕、交換を実施する。 
時期 内容 概算金額 
4 月 自家用電気工作物

法定点検 
年間合計 
198,000 
毎月 
16,500 

6,8,10,12, 
2 月  

自家用電気工作物

巡視点検 
5,11 月 消防設備点検 99,000 
7 月 オーニング修理 800,000 
9 月まで 太陽光発電設置（補

助金活用） 
19,800,00
0 

年 1 回 定期建物検査 80,000 
年 2 回  グリストラップ清掃 64,900 
年 1 回  園舎内エアコン清掃  296,230 
毎月 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾘﾓｰﾄｼｽﾃﾑ点検  年間合計 

184,800 
毎月 
15,400 

年４回 エレベーター点検 
（専門技術員点検） 

 
■什器備品類に関して、以下の補修、修

繕、交換、リース契約更新、新規購入
を実施する。 
時期 内容 概算金額 
４月 わんぱくランチ年間保守

契約料 

 
32,000 

５月 緊急地震速報機保守費用 66,000 
7 月 AED 機器交換 400,000 
年 4 回 学校 110 番保守点検費用  35,640 

 
⑪利用者意向把握 
□外部評価機関による福祉サービス第

三者評価を実施する。 
■評価機関による利用者アンケートを

実施する。  
■利用者が園に対し容易に意見要望を

申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法とし

て、以下の事を実践する。 
玄関にはご意見ボックスの設置、

ふれあいデーやお楽しみ会後は

保護者へアンケートを実施し保

護者の意見を聞く機会を設ける。 
 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、運

用する。 
■利用者から苦情を受けないような取

り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような取り

組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する取り

 
 
 
 
 
 
⑩各種設備点検や安全点検を実施

し、施設の安全管理に努めた。 

また、事業計画に基づき東京都の

補助金を活用して、太陽光発電・

蓄電池設備を設置することができ

た。 

一方で、オーニング修理について

は、定員割れによる運営費収入減

額の影響もあり、不要不急の修繕

として実施を見送った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪当初の計画通り、令和 7 年度は利

用者アンケートを実施し、「大変満

足」を含む満足度 98.3％という結果

から、一定の評価を得ることができ

た。 

また、大きな行事後には保護者アン

ケートを実施し、意見を聞く機会を

設けた。 

さらに、保育参加・保育参観・ドキ

ュメンテーション等を通して、保護

者と子どもの育ちを共有する機会

を継続して設けた。 

 
⑫令和 7 年度は、苦情解決制度を利
用した件数はなかった。 
苦情解決制度や第三者委員につい
ては、新入園児保護者へ面接時に園
長より説明を行うとともに、在園児
保護者へも園だより等を通して周
知を図った。 
また、制度利用に至る前に相談しや
すい雰囲気づくりに努め、必要に応
じて相談や個人面談として対応す

 
 
 
 
 
 
 
 
⑩評価 4 

施設設備の維持管理を適切に行

うとともに、防災面の整備を進め

ることができたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価 5 
園運営の意図について一定の理

解を得ることができ、保護者のニ

ーズにもおおむね対応すること

ができたと評価したため。 
また、保護者からの評価や意見を

貴重なものとして受け止め、さら

なる見直しや改善に取り組む必

要があると捉えている。 
 
 
 
 
⑫評価 5 
苦情解決制度について定期的に

発信し、保護者への周知に取り組

むことができたため。 
また、制度利用に至る前に、園や

職員へ相談しやすい雰囲気づく

りに努め、保護者の不安や相談へ

速やかに対応することができた
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４．保育内容および保育計画、指導計画 

組みとして、以下の事を実践する。 
新入園児には園長より面接時に

苦情解決制度や第三者委員につ

いて説明し、4 月の年度初めには

全世帯に苦情解決制度や第三者

委員について書面配布し、保護者

へ発信する。ふれあいデー前に

は、近隣へふれあいデーの取り組

みを理解していただけるよう文

書を配布する。 
 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マニ

ュアルを整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童相談 

所と連携を図る。 

関係機関との連携が必要な案件

があるため、情報共有を密に行い

ながら適切な対応ができるよう

にしていく。職員間では、情報共

有し受け入れ時の視診をしっか

り行い、虐待防止、早期発見に努

めていく。 
私たち職員も不適切な保育を行

なっていないか、虐待に繋がるよ

うな言動を無意識にしていない

か、年度初めの職員会議で園長よ

り発信し全職員で確認し合う。ま

た、定期的にチェックリストを行

い虐待防止に努めていく。 

  

 
 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との連

携を図る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、耳

鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医療機関
との連携を図る。特に保育実施時間
内に受診可能な医療機関を 1 つ以上
確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等との
連携を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連携を
図る。 

 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職員採

用業務、労務管理業務を本部事務局
に委託する。 

■法人内の他園との交流、連携を図る。 

 

国立北地域 4 園で密に連携を取り、

運営していく。 
指導職や看護師、栄養士等は、定期

的に連絡会を行い情報交換や情報共

有する。 
4 園が近隣であるという資源を活用

し園児、職員が日常的に交流を図る。 
休日保育事業に希望職員が従事して

いく。 
 

ることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬当初の計画通り、関係機関と連携

を図りながら、要支援家庭への対応

や見守りを行った。 

また、職員間で不適切保育防止につ

いて共有を行い、子どもの権利擁護

に努めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭予定通り外部機関との連携を図

り、幼保小連携事業や地域交流を継

続して実施した。 

また、関係機関と情報共有を行いな

がら、必要に応じて連携を図った。 

小学校との連携では、国立第四小学

校の授業参観や教員による交流研

修、一年生と園児の交流を実施し、

子どもたちの小学校への期待感や

安心感につなげることができた。 

 
 
⑮園児同士の交流を実施し、特に年
長児交流では就学への安心感につ
なげることができた。 
また、職員にとっても 4 園それぞれ
の子どもの育ちへの理解を深める
機会となった。 
さらに、4 園の指導職・看護師・栄
養士等が情報交換や情報共有を行
うことができた。 

ため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬評価 5  
関係機関と連携しながら、適切な

対応や見守りを行うことができ

たため。 
また、虐待や不適切保育について

も、職員間で会議等を通して理解

を深め、早期発見や防止に取り組

むことができたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭評価 5  
関係機関との連携を継続し、子

どもの育ちを支える体制づく

りにつなげることができたた

め。 
 
 
 
 
 
 
 
⑮評価 5  
法人本部と連携を図りながら運

営を行うことができたため。 
また、国立北地域 4 園において、

子ども同士の交流や職員間での

状況共有を密に行い、連携を深め

ることができたため。 
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今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①全体的な計画について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標、保育方針の実

現を目指し策定する。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□一時保育 
□病後児保育  
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
各行事の前後に計画と振り返り

を行い改善点など職員間で共有

し次につなげていく。 
月 1 回のリーダー会議やフロア

会議などで各年齢の発達や育ち、

保育内容について職員間で共有

する。 
国立北地域 4 園の職員交流を図

る。 
専任講師による体育指導、かがく

あそびを実施する。 
 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 

業務継続計画 
安全計画 
消防計画 
年齢別保育マニュアル 
園外保育マニュアル 
防災管理マニュアル 
保健マニュアル 
給食衛生管理マニュアル 
感染症マニュアル 
食物アレルギー対応マニュアル 
安全管理マニュアル 

 
 
 
 
 
 
 
 
①～⑥策定した計画に基づき、子ど
もの姿や発達を踏まえながら柔軟
に保育を実施した。 
また、子ども主体の保育を継続して
進める中で、職員間の連携を密に
し、一人ひとりの子どもの姿に応じ
た関わりを園全体で共有・意識しな
がら保育を行った。 
その中で、保育内容の見直しや振り
返りを行い、計画の改善につなげる
ことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
適宜計画を振り返り柔軟に保育

計画に取り組み、保育実践に繋げ

ることができたため。 
 
①～⑥評価 5 
保育計画については、子どもの姿
に応じて保育内容や環境を見直
しながら計画に反映させること
ができたため。 
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虐待対応マニュアル 
 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
■定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育内容を実施する 
 

人的環境、物的環境を整え、子

どもの自主性を引き出す保育を

実践し、子どもに相談する保育

では、幼児組を中心に子どもた

ちとのワークを大切な時間と考

え、積極的に行っていく。 

保育所保育指針の資質・能力の

三つの柱をふまえて幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿につ

いて職員ワークを実施し多職種

で理解を深めていく。また、生

活や遊びの中からたくさんの学

びが幼児教育の根底にあること

を職員間で共通理解し、各年齢

の発達をふまえて子どもの最善

の利益を考慮する保育をおこな

っていく。 
 
⑧通常日の保育時程は以下のとおり
とする。 

  0

歳 

1

歳 

2

歳 

3

歳 

4

歳 

5

歳 

7:15 保

育

開

始 

保

育

開

始 

保

育

開

始 

保

育

開

始 

保

育

開

始 

保

育

開

始 
8       
9 睡

眠 
牛

乳 
牛

乳 
   

10 離

乳

食 

     

11 食

事 
食

事 
食

事 
食

事 
食

事 
食

事 
12 睡

眠 
睡

眠 
睡

眠 
   

13    睡

眠 
睡

眠 
睡

眠 
14 離

乳

食 

     

15  お

や

つ 

お

や

つ 

お

や

つ 

お

や

つ 

お

や

つ 
16       
17 降

園 
降

園 
降

園 
降

園 
降

園 
降

園 
18:15 保

育

終

了 

延

長

開

始 

延

長

開

始 

延

長

開

始 

延

長

開

始 

延

長

開

始 
19:15  保

育

終

了 

保

育

終

了 

保

育

終

了 

保

育

終

了 

保

育

終

了 
 

 
 
⑦子ども主体の保育を継続し、人

的環境・物的環境の見直しを行い

ながら、一人ひとりの子どもの姿

に応じた保育を進めた。 

さらに、小集団活動や時間差での

活動を継続して取り入れ、子ども

が自ら遊びを選び、じっくり取り

組める環境づくりを進めた。 

その結果、幼児クラスでは「友

達」から「仲間」「集団」へと関

係性を広げながら、活動や行事に

主体的に取り組む姿が見られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧子どもの生活リズムや発達に応

じて、柔軟に保育を行った。 

また、保育時程を基本としながら

も、子どもの遊びや生活の流れを

大切にし、安心して過ごせる環境

づくりに努めた。 

さらに、子どもの状況に応じてク

ラス間で連携を図りながら、落ち

着いて過ごせるよう対応した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
⑦評価 5 
子どもの姿に応じて環境や保育
内容を見直しながら、主体性を大
切にした保育を継続して実施す
ることができたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧評価 5  
保育時程を目安としながら、一人ひ
とりの生活リズムや育ちに応じて
柔軟に保育を実施することができ
たため。 
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⑨保護者との情報交換 
日々の情報や緊急ではない情報 
■全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
□0 歳、1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交

換している。 
■クラス全般の保育内容についてク

ラス掲示板に掲示している。 
■ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園

だよりに掲示している。 
普段の保育活動は 0 歳児から 2
歳児は各保育室の前にドキュメ

ンテーション(写真)を掲示し、3
歳児から 5 歳児は玄関内やクラ

ス前にドキュメンテーション(写
真)を掲示し、子どもたちの様子

を保護者と共有できるようにす

る。 0 歳児から 2 歳児の連絡帳

はデータ入力し、3 歳児から 5 歳

児は連絡ノートを用意し、情報

共有する。 
 
個別緊急時の情報 
□個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し

ている。 
■必要に応じてホームページに掲示

している。 
□電話を活用している。 
■園独自の取り組みとして、保護者

との情報交換において以下の事を
実践する。 

欠席や遅刻など普段の情報は電

話以外にシステムで受付ける。年

間通して面談を受け入れ園側か

らも随時、面談依頼し園児の情報

交換を円滑に行う。毎月 1 日に緊

急時の一斉メールとしてテスト

メールを実施する。また、保護者

への周知事項については随時、緊

急メールを発信し、迅速に情報共

有できるようにする。 
 
 
⑩保育サービス推進事業について以

下の保育サービス推進事業を実施
する。 

■産休明け保育 
■0 歳児の延長保育 
□2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
■しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 

⑨日々の連絡帳や送迎時のやり取

りを通して、子どもの様子や育ちを

丁寧に伝えるよう努めた。 

また、ドキュメンテーションやクラ

スだより、園だより、保育参加・保

育参観等を通して、保育内容や子ど

もの育ちを保護者と共有した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩産休明け保育、延長保育、障が

い児保育、アレルギー対応、育児

困難家庭支援等について、関係機

関と連携を図りながら実施した。 

また、地域の保育ニーズに応じ、

年度途中に 0 歳児 3 名、1 歳児 2

名の定員弾力化を行い、受入れを

実施した。 

小中高生の保育所体験や実習生受

入れ等についても継続して実施

し、地域とのつながりづくりに努

めた。また今年度途中からは出産

を迎える親の体験学習も取り組む

ことができた。 

 

 

 
⑨評価 5  
日々の情報共有や保育内容の可
視化を継続し、保護者との信頼関
係づくりにつなげることができ
たため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩評価 5 
地域の保育ニーズに対応しながら、

各種保育サービスを継続して実施

することができたため。 
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□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
■出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事 

項について園内において実施す
る。 

 

 
 
 
 
⑪主任会議、給食担当者会議、保

健担当者会議等へ参加し、法人内

での情報共有を行った。 

また、北地域 4 園を中心に情報交

換や連携を行い、保育内容や運営

について共有を図った。 

各担当者については、会議内容を

園内で共有し、共通理解につなげ

た。 

 

 
 
 
 
 
 
⑪評価 5  
各担当者が各会議に参加し、法人内
の各園の情報を持ち帰り自園の取
り組みに適切に反映させることが
できたため。 

 

５．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■給食担当者の日々の健康管理をお

こなう。 
■保育実施日は原則として給食を実

施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施する。 
■献立は法人共通献立を使用する。 
■食材の調達は法人共通仕入れ先か

ら調達する。 
■調理方法について、手順書や調理マ

ニュアル、衛生管理マニュアルに従
っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者間
で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方法
を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業務
において以下の事を実践する。 

・調理担当・離乳食担当・アレル

ギー担当に責任者を設ける。 
・アレルギーチェック表作成 
・離乳食会議（保護者、保育士、

調理間の情報の共有） 
・調理及び調乳担当者は必要な

時期にノロウイルス検査を受

検実施 
 
②給食業務実施にあたり、以下の手順

書やマニュアルを用いておこなう。 
・保育園給食の衛生管理 
・国立保育会アレルギー対応マ

ニュアル 
・離乳食のすすめ 
・１日の流れ・早番・普通番・土

曜勤務のマニュアル 
・調理室入室マニュアル 
・下処理マニュアル 

 
 
 
 
 
 
 
①全て計画通りに実施することが

できた。 

衛生管理マニュアル、アレルギー

対応マニュアルに基づき、安全に

給食提供を行った。 

給食担当者の健康管理や衛生管理

についても継続して実施し、誤食

事故なく給食提供を行うことがで

きた。 

また、保育現場と給食室で子ども

の喫食状況や発達状況を共有しな

がら、調理方法や配慮事項につい

て確認を行った。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②法人の衛生管理マニュアル、ア

レルギー対応マニュアル等に基づ

き、給食業務を実施した。 

また、給食室内だけでなく保育現

場とも情報共有を行いながら、安

全管理や衛生管理について確認を

行った。 

 

 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
マニュアルに沿って徹底した衛生
管理に努め、事故なく安全においし
い給食提供することができたため。 
 
① 評価 5  
衛生管理を徹底しながら、安全に

給食提供を継続することができ

たため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5  
マニュアルに基づいた安全管理や
情報共有を継続して行うことがで
きたため。 
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・戸締りチェックマニュアル 
・清掃マニュアル 
・災害時・防犯対応マニュア   
 ル 
・役割分担マニュアル 
 （献立担当・離乳食担当・ 

アレルギー担当） 
 
③食育業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業務
において以下の事を実践する。 

 
 

・お弁当デー 
・ひまわり食堂 
・食具の持ち方・置き方 
・食材に触れる食育活動 
・食事・おやつ作り 
・野菜の栽培 
・三色食品群の話 
・その時期の子どもたちの発達や

相談で取り入れていく。 
・給食の喫食状況を調理担当者が

保育現場に行き確認、食育活動の

一環として実際に子どもたちと

の交流を持ち、献立や食育活動に

反映させていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
③計画から子どもと相談をして進

め、食材に触れる活動、調理活動

等を各年齢に応じて実施した。 

また、子どもの発達や興味関心に

応じて内容を工夫し、食への興味

や食べる意欲につながるよう取り

組んだ。 

保育士と調理職員が連携しなが

ら、日常的な食育活動を継続して

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 評価 5  

子どもの姿や発達に応じながら、継

続して食育活動に取り組むことが

できたため。 

 

６．保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児に保健指導をおこなう。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、以下のマニュアルを整備
し、運用する。 

 
 
 
 
 
 
 
①年間保健計画に基づき、健康診

断、身体測定、保健指導等を計画

通り実施した。 

また、園児の体調変化について保

護者と連携を図りながら、早期対

応に努めた。 

手洗い指導や衛生指導について

は、年齢や発達に応じて実施し

た。 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
職員、保護者と緊密な連携のもと、
計画通りに保健業務を実施するこ
とが出来たため。 
 
①  評価 5  
保護者や関係機関と連携しなが
ら、適切に保健業務を実施するこ
とができたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・手洗いスタンプやブラックラ

イトを使用するなど、子どもた

ちの発達に合わせた指導内容

をクラス担任と相談し、実施す

る。 
・紙芝居や、絵本などを取り入れ、

衛生面の大切さや、手洗いやう

がいの動作が身に付けられる

ようにする。 
・各年齢に合わせ、からだの 

大切さ、命の大切さについて理

解できるよう実施する。 
・年長児を中心にプライベー 

トゾーン指導等性被害を防ぐ

ための取り組みを行う。 
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・国立保育会食物アレルギー対

応マニュアル 
・保健業務マニュアル 
・保育園看護師の業務マニュア

ル 
・乳児保育保健マニュアル 
・感染症対策マニュアル 

 
■保護者からの在園児の成長、発達、

健康に関する相談を受け、適宜助言
をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業務
において以下の事を実践する。 

・傷口の処置として患部を水道

水にて洗ったのち、ワセリンを

使用し保護する。 
・AED の使用方法や緊急時の対

応について、研修を行う際に外

部講師を招き、より実践的な知

識を得る。（感染症対策を講じ

た上で実施。） 
・アレルギー児の対応について

職員間で共通認識、理解を持

ち、安全な保育生活が送れるよ

う対応する。 
・クラス内や、共有スペースの環

境整備が行えるよう、適宜声を

かけ、感染症対策に取り組む。 
・職員への保健衛生指導。 

 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理する。 
■園独自の取り組みとして、園内事故

防止において以下の事を実践する。 
・定期的な園舎内外の見回り。 
・園庭遊具の点検（全職員にて当

番制を用いる） 
・事故発生時を想定した対処法の

研修 
・感染症予防研修 
・AEDの使用方法について園内研

修を実施する 
・法人内外の関連研修に参加し、

職員と情報を共有する。 
・安全管理票をもとに園内の安全

管理をおこなう。 
・0 歳児室にベビーセンサー(乳幼

児体動モニター)を導入し SIDS
のチェックを徹底する。 

 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職

員の健康管理をおこなう。 
・健康診断の結果をもとに園長や看

護師は職員との健康相談の時間を

設ける。 
・職員の休憩時間を確保し、心身共に

健康な状態で業務に従事できるよ

うにする。 
・衛生委員会を設置し、月 1 回衛生

委員会を開催する。 
・専門家の意見を取り入れながら職

員の心身の健康を保持できるよう

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ヒヤリハットや事故事例につい

て職員間で共有し、その都度環境

や対応方法の見直しを行った。 

また、園舎内外の安全点検や遊具

点検を継続して実施し、事故防止

に努めた。 

SIDS 対策についても、マニュアル

に基づき適切に実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③当初の計画通り実施することが

出来た。 

また、職員の体調やメンタル面に

ついても必要に応じて相談を行い

健康管理に努めた。 

休憩時間や事務時間の確保につい

ても継続して取り組み、心身が安

定した状況の中で働きやすい環境

づくりを進めた。 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5 
事故について、その都度個別でケー
ス会議を実施し、事故分析、原因解
明をし、職員、クラスと情報共有を
しながら、園内事故防止に取り組む
ことができたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 評価 5 
日頃から、園長や看護師が職員の体
調について相談に応じ、職員の健康
管理を適切におこなうことができ
たため。 
職員間で工夫しながら休憩時間を
確保し、休憩中の職員間の交流や睡
眠など心身ともに健やかな状況を
担保できたため。 
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にする。 

 
■年度内１回、健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 
■特定職員のノロウィルス検査を実

施する。 
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令和 7 年度 事業計画・事業実績評価報告 
 

１．令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 
・全職員が子どもたちの人権を守る。 

（子どもを大切にする。子どもの思いを受け止める。子どもの「やってみたい」を大切にする。） 
・職員間で子どもたちの安全面の保障を整備していく。 

 
２．施設の概要と職員体制 

施設名 西国分寺保育園 施設住所 国分寺市西恋ヶ窪 2-18-1 

開設年月日 平成 20年４月１日 運営形態 
□公設民営認可・■民設民営認可・□小規模保育

所 
土地建物所有権 □土地 ■建物 土地建物賃借料 土地 1,302,000 円/年 建物     円/年 
敷地面積 1281.50 ㎡ 建物延床面積 940.23 ㎡ 

開園日 

月から土曜日とする。但し祝日および国民

の休日と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休園

とする。 
開園時間 

午前[ 7]時から午後[ 8]時とする。但し

午前[  ]時から[  ]時までと午後[ 6]時
から[ 8]時までは延長保育時間とし、詳

細は別に定める。 
保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内しょ
うがい
児 

内アレ
ルギー
児 

内アナ
フィラ
キシー
児 

 一時 病後児 

定員 9 20 24 24 24 24 125      4 

入所 9 20 24 24 22 24 123 11 6 0    

保育室面積(㎡)  45.79 67.87 51.04 42.18 52.30 51.48 310.66      26.40 

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 奥野 かよ 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長 田原 佳江 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士 佐藤 由依 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 中山 美香 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 穐山 翔太 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者 
(副主任看護師) 久保田和美 

□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者 
(副主任栄養士) 

小町 真里 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

嘱託医 
（園医） 

久保嶋 慎二 住所 国分寺市泉町 2-9-3 ﾊｰﾄﾌﾙﾋﾞﾙ西晴 3Ｆ  電話 042-300-1801 

産業医 
（園医） 山田 博規 

住所 東京都世田谷区代田６丁目１８番２４号 株式会社オフィス OHCR 

電話 080-5460－8947 

職
員
数 

 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 
保育職 19 3 1 6 16 

看護職 １ 2    

給食職 3 1   1 

用務職     1 

事務職     1 

苦情解決第三者委員 髙浪 辰男 吉村 ひろ美   
今年度変更事項 

・前年度と同様に一時保育事業は休止とする。 
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３．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ場」と

いう保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々に保

育理念の理解が進むよう取り組む。 
■保育園の全ての業務は保育理念から

展開されていることを踏まえ、各種
手順書、各種マニュアル、各種計画等
は保育理念に基づき策定するよう取
り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

経年による劣化箇所の修繕
や設備の更新をおこない、保
育園を利用する子ども、保護
者、職員にとっての安心・安
全を保障する。また、過ごし
やすい快適な環境を整える
ことで、保育の充実を図り、
職員の意欲や向上心に繋げ
ていく。 

 
②保育目標は全園共通で以下と定めて

いる。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 

■児童、保護者、職員、地域の方々に保
育目標に基づく保育をおこなってい
ることの理解が進むよう取り組む。 

■保育内容の全ては保育目標から展開
されていることを踏まえ、全体的な計
画、各種指導計画等は保育目標に基づ
き策定する。 
■園独自の保育目標に関する取り組み

として、以下の事を実践する。 
令和 7 年度、当園のあるべき

姿を実現するために「自主性

を引き出す保育」や「子ども

と相談する保育」について、

日々の保育の積み重ねのなか

で、実践や学び、子どもの育

ちを職員間で共有できるよう

な園内研修やワークを行な

い、丁寧に情報共有をしなが

ら、保育の質や職員間の連携

力の向上を目指していく。さ

らに、井上さく子先生、山下

洋子先生に来訪いただく機会

を設け、環境構成や配慮が必

要な児童への関わりについ

て、園全体、ならびに個々 
の学びが取れるような取り組

みをおこない実践に繋げてい

く。 

 

① について当初の計画通り、保育 
活動や各種行事の振り返りを行
い、保育理念に基づいて行われて
いるか職員間で共有することがで
きた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② について当初の計画通り、日々 
の保育の中で指示語、命令語、禁止
語、否定語を使わない保育を展開
し、子どもと相談する保育、子ども
の自主性を尊重した保育を実践す
ることができた。また、業務中で職
員が困ったことや周知が必要なこ
とは、随時、話し合いをおこない、
職員全体で確認した。 
外部講師を招き井上さく子先生、
山下洋子先生の園内研修を通して
全職員が、環境構成や配慮が必要
な児童への関わりについて、園全
体、ならびに個々の学びが取れる
ような取り組みをおこない実践に
繋げることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
① 評価 5 
職員には、日々の保育活動や昼礼、

職員会議等で法人の方向性や園独

自の方向性を確認し、進めること

ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5 
「子どもと相談する保育」をキー

ワードとして、園長から職員会議

等で職員へ発信し情報共有した。

保護者へは園だよりや保護者懇談

会資料において園長より保護者へ

丁寧に発信し、子どもの自主性を

引き出す保育について理解を得る

ことができた。 
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③年間の園内会議日程は以下のとおり
とする。 
月 日 時 会議名 
4 1 13:30 職員会議 
4 23 13:30 職員会議 
5 27 13:30 職員会議 
6 25 13:30 職員会議 
7 25 13:30 職員会議 
8 27 13:30 職員会議 
9 25 13:30 職員会議 
10 22 13:30 職員会議 
11 26 13:30 職員会議 
12 18 13:30 職員会議 
1 28 13:30 職員会議 
2 25 13:30 職員会議 
3 19 13:30 職員会議 
※ケース会議等は随時実施 

 
④年間の園内行事日程は以下のとおり
とする。 

月 日 時 行事名 
4 1 10 第 18 回入園式 
5 17  前期懇談会 

(全体会/クラス別) 
5 23  春の遠足（4・5 歳児） 
7 7  園内七夕 
9 5 16 災害時園児引き渡し

訓練 
10 11 9 運動会（3・4・5 歳児） 
10 29  秋の遠足（3 歳児） 
10 30  秋の遠足（4・5 歳児） 
11 8  すまいるデー 

(0・1・2 歳児) 
12 13 9 発表会(3・4・5 歳児) 
12 19  鏡餅づくり(5 歳児) 
12 25  クリスマス会 
1 31  後期懇談会(クラス別) 
2 3  園内節分 
3 3  園内ひなまつり 
3 5  空組おわかれ会 
3 6  卒園遠足 
3 14 10 第 18 回卒園式 
3 18  クラス移動日 

 
※毎月 1 回 
 避難訓練(火災・地震)消火訓練 
 身体測定 0 歳児健診 
※不審者侵入避難訓練 年 2 回 
※専任講師による指導行事 
 幼児体育指導(週 1 回) 
  5 歳児かがくタイム(年 9 回) 
 
⑤年間の園内研修としての取組（法人

研修を除く）等は以下のとおりとす
る。  
月 日 参加者 研修名 
4 23 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ① 
5 27 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ② 
6 25 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ③ 
7 25 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ④ 
8 27 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ⑤ 

③ について当初の計画通り、議
題に沿って時間内に適切に実施
し、協議事項や連絡事項等、職員間
で共有することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ について、事前打ち合わせを 
丁寧におこない、職員間で声を掛
け合い安全に楽しく進めることが
できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ について、職員会議後に毎回テ 
ーマを決めてグループワークを実
施し意見交換しながら職員間で共
通理解をもつことができた。心肺
蘇生法の研修では、消防署が来訪
し、全職員対象に学ぶことができ
た。 
 
 

③評価５ 
毎月の職員会議では各自、園のパ
ソコンを持参して参加し、協議内
容や報告事項についてパソコン内
にデータ化したものを事前確認し
て参加することで、報告事項や協
議事項の時間短縮になり、業務削
減やペーパーレスに繋がった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④評価５ 
クラスやフロア毎に工夫して行事

をおこなうことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
➄評価５ 
グループワークを通して園の方向

性を確認することができた。また、 
看護師主導の中、嘔吐処理法の研

修を定期的に設定し実施できた。 
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9 25 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ⑥ 
10 22 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ⑦ 
11 26 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ⑧ 
12 18 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ⑨ 
1 28 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ⑩ 
2 25 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ⑪ 
3 19 職員全般 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ⑫ 
年２回 職員全般 応急処置法研修 

年２回 職員全般 嘔吐処理研修 
 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニュア

ルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置を講

ずる。 
■園内においてすべての児童、職員を

対象とした不審者対策訓練を定期的
に実施する。 

災害対策 
■園舎内において災害時対応マニュア

ル、防災マニュアルを整備、運用す
る。 

■園内において、すべての児童、職員を
対象とした避難訓練、消火訓練をお
こなう。 

■地域において、児童、職員を対象とし
た訓練を実施する。 

■発災時を想定し、児童、職員が最低 3
日間園舎内に滞在できるような飲料
水、食料、資材等を準備する。 

■園独自の安全管理対策に関する取り
組みとして、以下の事を実践する。 

各クラスの担当者は児童と共
に一時避難場所である国分寺
第九小学校へ行き避難経路の
確認をする。 
毎月、園内の安全点検をおこ
ない職員間で共有し事故防止
に努めていく。  
3 歳、4 歳、5 歳児童は職員と
一緒に園内の安全点検をし、
児童自らの安全意識を高めて
いく。 

■指定月に１回、衛生委員会を開催し、
園内の安全管理について確認する。 

 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、運

用する。 
■プライバシーポリシーを公表する。 
■個人情報保護について定期的に職員

研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する取り

組みとして、以下の事を実践する。 
新入園児面接で個人情報の取
り扱いについて説明し保護者
から書面で個人情報の承諾の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ について予定通り、不審者対
策訓練を実施した。 
9 月の災害時引き渡し訓練では、保
護者に協力していただき、当日は、
園内で保管している備蓄飲料や食
材、防災備品など展示し、保護者に
も災害に対しての危機管理をもっ
ていただいた。 
衛生委員会は予定通り実施でき

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ について当初の計画通り、新
入園児には面接時に保護者へ「個
人情報の取り扱いについて」園長
より説明し、同意書を記載してい
ただいた。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑥評価５ 
職員間で避難経路の確認を周知す

ることができた。 
毎月実施した、衛生委員会では産

業医より園内の安全管理や職員の

メンタルヘルスについて学ぶこと

ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦評価５ 
個人情報の取り扱いについて職員

全体で周知できた。 
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有無を受ける。 
年度当初の保護者会にて園長
より個人情報の取り扱いにつ
いて保護者へ説明する。 
職員の取り組みは、個人情報
マニュアルを定期的に確認し
取り扱いについて職員間で共
有し危機管理を高めていく。 

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワーハ

ラスメント防止マニュアルを整備、
運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワーハ
ラスメント防止のために定期的に職
員研修をおこなう。 

■園独自のハラスメント防止措置に関
する取り組みとして、以下の事を実
践する。 

ハラスメント防止マニュアル
を活用する。定期的にマニュ
アルチェックを実施し職員の
意識を高める。職員会議で園
長より働きやすい環境につい
て発信し職員間の共通理解を
深めていく。 

 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用す

る。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極的

に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に職員

を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関する取

り組みとして、以下の事を実践する。 
施設長は各職員の研修の必要
性等を踏まえ体系的・計画的
な研修機会を確保する。 
各職員は自己評価に基づく課
題等を踏まえ、園内外の研修
に計画的に参加する。処遇改
善Ⅱに伴い保育士等キャリア
アップ研修に参加し、専門性
を高め、必要な知識及び技能
を習得し一人一人のスキルア
ップに繋げていく。 
園外研修に参加した職員は研
修内容について園内研修をお
こない職員間で共有する。 
また、法人統一のキャリアパ
ス評価シートを使用し、管理
職、指導職が職員との面談を
定期的に行い、目指す姿や達
成目標などを確認し合い、自
己評価、他者評価をとおして
自身の資質向上に繋げてい
く。 
メンター制度を導入し新入職
員のサポートを実施する。 
定期的に日常業務の見直しを

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ について職員会議等において
園長より、風通しの良い職場環境
づくりの大切さについて継続的に
発信し、職員間で共通理解を深め
られるよう努めた。 
また、法人主催の管理職対象「ハラ
スメント研修」を受講し、園長・副
園長がハラスメントに関する正し
い理解や、未然防止、適切な対応方
法について理解を深めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ について、行政主催の研修に
参加し、個々のスキルアップに繋
げた。また、キャリアアップ研修等
を計画的に実施することができ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧評価 5 
管理職、指導職は職員間との対話

を大切にする中で職場環境を整備

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価 5 
外部研修へ参加することで、法人
外の保育士と交流し意見交換を行
う機会にもなり、自身の学びや保
育のスキルアップに繋げることが
できた。 
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おこない、業務削減に繋げて
いく。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用す

る。 
■業務開始前および業務終了後の園舎

内の安全確認チェックを実施する。 
■施設保全に関して、以下の補修、修

繕、交換、設置工事を実施する。 
時
期 

内容 概算金額 

未
定 

1 階フロア 
クロス張替 

2,099,350
円 

4 月 PAS 交換工事 780,000 円 
5 月 鉄 棒 , 水 道

回りｸｯｼｮﾝｺ
ｰﾃｨﾝｸﾞ 

1,350,000
円 

未
定 

太陽光発電 ,
蓄電の設備
設置工事 

14,472,000 
円 

■什器備品類に関して、以下の補修、修
繕、交換、リース契約更新、新規購入
を実施する。 
時期 内容 概算金額 
10 月 緊急地震速報機保守費用 66,000 

3 月 節水装置定期メンテナンス 32,400 
年 2 回 消防設備点検 88,000 
年 4 回 グリストラップ 112,200 
毎月 保育業務ｼｽﾃﾑ利用料 69,300 
毎月 サブスク 55,000 
年間 布団乾燥 530,000 

 
⑪利用者意向把握 
□外部評価機関による福祉サービス第

三者評価を実施する。 
■評価機関による利用者アンケートを

実施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要望を

申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法とし

て、以下の事を実践する。 
玄関にはご意見ボックスの設
置、運動会や発表会後は保護
者へアンケートを実施し保護
者の意見を聞く機会を設け
る。 

 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、運

用する。 
■利用者から苦情を受けないような取

り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような取り

組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する取り

組みとして、以下の事を実践する。 
新入園児面接時や年度当初の
園便りで保護者へ苦情解決制
度や第三者委員について説明
し、入園式では、保護者へ第三
者委員を紹介する。運動会前
には、近隣へ運動会の取り組

 
 
 
⑩ について当初の計画通り、必
要な備品は適宜購入することがで
きた。職員間では日々の安全点検
をおこない、安全面に留意できた。 
システム関係は定期的に業者点検

をおこない安全に運用できた。 
太陽光発電蓄電設備設置工事につ
いては、事業者からの見解を踏ま
え、計画していた施設の構造面や
運用面を総合的に検討した結果、
当園への導入は適当でないと判断
し、実施を見送ることとした。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ について当初の計画通り、評
価機関による利用者アンケートを
実施した。利用者アンケートの集
計結果表は全世帯の保護者へ配布
し確認できるようにした。大きな
行事の後には、保護者へアンケー
トを実施し保護者の意見を聞く機
会を設けた。 
 
 
 
 
 
 
 
⑫ について苦情解決制度や第三
者委員について新入園児には、面
接時に管理職や指導職から丁寧に
発信し、在園児の保護者には園だ
よりで発信し保護者へ周知した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
⑩評価 4 
職員からの要請を受けて必要なも

のを的確に購入した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価５ 
利用者アンケートの大変満足を含

む満足度が 92.5%の結果であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫評価５ 
保護者からの苦情は迅速に対応

し、当該保護者の理解を得るよう

心がけた。 
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４．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①全体的な計画について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標、保育方針の実

現を目指し策定する。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
■アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
■アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

①  について当初の計画通り、指導
職が担当者へ丁寧に指導し、確
認しながら策定することができ
た。 

 
 
② について当初の計画通り、保育
業務システムを通して職員間で共
有し、指導計画の内容を理解しなが
ら保育を進めることができた。 
 
 
 
 
③ について当初の計画通り、各年
齢に合わせ発達を踏まえた計画が
策定できた。 
 
 
 
 
 
 
④ について当初の計画通り、主

評価 5 4 3 2 1 
①評価５ 
保育指針に基づき策定し、また保 
育理念、保育目標、保育方針の実 
現を目指し策定できた。 
 
② 評価５ 
永田理事による法人保育検査では
主任保育士が受けた助言内容を職
員間で共有し、職員一人ひとりが保
育業務支援システムを円滑に活用
できるよう、丁寧な指導を行った。 
 
③評価５ 
各担任は、目の前の子どもの発達や
育ちを理解しながら保育を進める
ことができた。 
 
 
 
 
 
 
④評価５ 

みを理解して頂けるよう文書
と共に近隣挨拶に回る。 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マニ

ュアルを整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童相談

所と連携を図る。 
 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との連

携を図る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、耳

鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医療機関
との連携を図る。特に保育実施時間
内に受診可能な医療機関を 1 つ以上
確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等との
連携を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連携を
図る。 

 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職員採

用業務、労務管理業務を本部事務局
に委託する。 

■法人内の他園との交流、連携を図る。 
 

 
 
 
⑬ について当初の計画通り、全
職員が虐待防止・早期発見に努め
た。要支援家庭の児童を受け入れ
ているため、子ども家庭支援セン
ターなど関係機関と園長が定期的
に情報共有し、的確に運用するこ
とができた。  
 
⑭ について当初の計画通り、毎
月実施した０歳児健診では、園医
と園児の健康面や感染症対策など
情報共有し連携をもつことができ
た。年長児は就学に向けて小学校
へ訪問し小学 1 年生との交流を持
つ中で小学校への期待を持てるよ
う、小学校と連携し情報共有する
ことができた。 
 
 
⑮ について当初の計画通り、各
業務について事業部と連携を取っ
て進めることができた。 
 
 

 
 
 
⑬評価 5 
「保育所における人権擁護の為の

セルフチェックリスト」を使用し

虐待防止について職員間で共有し

学び合う機会をもつことができ

た。 
 
⑭評価５ 
各担当者が関係機関との情報共有

を行い、連携を深め運営ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮評価５ 
情報共有しスムーズに連携ができ

た。 
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以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
各行事の前後に計画と振り返
りを行い改善点など職員間で
共有し次につなげていく。 
月に 1 回、カリキュラム会議
をおこない各年齢の保育内容
について職員間で共有する。 
また、就学に向けて近隣の小
学校と連携し、交流の機会を
設ける。また年長児は、学研の
かがくタイムの取り組みを行
う。  

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 

0 才児保育マニュアル 
1 才児保育マニュアル 
2 才児保育マニュアル 
幼児（3・4・5 才児）保育マニ
ュアル 
避難経路マニュアル 
保健マニュアル 
アレルギーマニュアル 
安全管理マニュアル 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
■定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育内容を実施する。 
人的環境、物的環境を整え、子
どもの自主性を引き出す保育
を実践し、じっくりと遊び込
める環境を整える。コーナー
の充実を図り、生活や遊びの
中からたくさんの学びを深め
る。保育所保育指針の資質・能
力の三つの柱をふまえて幼児
期の終わりまでに育ってほし
い 10 の姿について職員グル
ープワークを実施し多職種で
理解を深めていく。生活や遊
びの中からたくさんの学びが
幼児教育の根底にあることを
職員間で共通理解する。また、
配慮が必要な児童や加配児の
関わり方について、地域関係
機関との連携を図るととも
に、市の巡回相談を受け日々
の保育に活かしていく。 

 

任、副主任の指導の下、適切に策定
できた。 
 
 
 
 
 
 
➄ について当初の計画通り実施 
した。職員間で計画内容を共有し、
月１回のカリキュラム会議を実施
した。また、子どもの自主性を引き
出す保育をテーマに人的環境や物
的環境に着目し、写真を添付し「見
える化」した資料を基に、職員間で
課題を共有し、意見交換をしなが
ら、指導計画や保育実践の振り返り
をおこなった。就学に向けては近隣
の小学校の校庭に遊びに行ったり、
校内を見学したりと、交流の場を設
けた。 
 
 
 
⑥  について、当初の計画通り実 
施した。毎月、月末に各種マニュア
ルチェックを実施し、見直しを行っ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦  について、概ね計画通り実施 
した。子どもの自主性を引き出す保
育の取り組みでは、人的環境、物的
環境を見直し、園庭や室内において
遊び込めるコーナーや空間をつく
り、職員間でワークを実施し、共通
理解を深めた。また、保育士間で、
園内装飾・園庭・植物の 3 つのグル
ープに分かれてプロジェクトチー
ムを編成し、子どもたちがより豊か
に遊び込める環境構成に力を入れ
て取り組みをおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各担任は指導職の助言を受けて的
確に策定できた。 
 
 
 
 
 
 
⑤ 評価５ 
各担任は指導職の助言を受けて的
確に策定できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 評価５ 
常勤、非常勤職員全員がマニュアル
チェックを行なうことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 評価５ 
外部講師による体育指導を実施し
ており、遊びの中にも取り入れるこ
とで、運動遊びの充実を図ることが
できた。また、5 歳児クラスでは、
外部講師による「かがくタイム」を
取り入れ、子どもたちがさまざまな
事象に興味や関心を持ちながら学
ぶ機会となった。実際に見たり触れ
たりする体験を通して、「なぜだろ
う」「やってみたい」という気持ちが
育まれ、興味関心の広がりにつなが
っていた。 
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⑧通常日の保育時程は以下のとおり
とする。 

  0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

7 保

育

開

始 

保

育

開

始 

保

育

開

始 

保

育

開

始 

保

育

開

始 

保

育

開

始 
8       
9 睡

眠 
牛

乳 
牛

乳 
   

10 離

乳

食 

     

11 食

事 
食

事 
食

事 
食

事 
食

事 
食

事 
12 睡

眠 
睡

眠 
睡

眠 
   

13    睡

眠 
睡

眠 
睡

眠 
14 離

乳

食 

     

15  お

や

つ 

お

や

つ 

お

や

つ 

お

や

つ 

お

や

つ 
16       
17 降

園 
降

園 
降

園 
降

園 
降

園 
降

園 
18 保

育

終

了 

延

長

開

始 

延

長

開

始 

延

長

開

始 

延

長

開

始 

延

長

開

始 
19  保

育

終

了 

    

20   保

育

終

了 

保

育

終

了 

保

育

終

了 

保

育

終

了 
 
⑨保護者との情報交換 
日々の情報や緊急ではない情報 
■全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
□0 歳、1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交

換している。 
■クラス全般の保育内容についてク

ラス掲示板に掲示している。 
■ホームページに掲示している。 
■月次で配信・発行するクラスだよ

りや園だよりに掲示している。 
保護者と共有できるように

普段の活動は各保育室の前

に写真を掲示し子どもたち

の様子を知らせる。 
0 歳児～2 歳児はキッズレポ

の連絡帳機能、3 歳児～5 歳

児は連絡ノートを用意し情

報を共有する。 
個別緊急時の情報 
□個別メール送信システムを活用し

 
⑧ について当初の計画通り、発達
や成長を踏まえ、一人一人の保育時
間に合わせ、生活リズムを整えなが
ら、安定した園生活を送ることがで
きた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ について当初の計画通り、0～2
歳児の連絡帳のデータ入力は、スム
ーズに運用できた。各保育室の前に
は、日々の保育の子どもたちの様子
をドキュメンテーションでの掲載
やブログを更新し、保護者に子ども
たちが日々成長している姿を保護
者と職員が共有することができた。 
欠席や遅刻など普段の情報は、電話
以外にメールでの受付も保護者に
定着した。 
連絡なしで登園していない児童に
は園から保護者へ連絡し安全面を
強化した。 
年間通して面談を受け入れ園側か
らも配慮や支援が必要な児童につ
いて保護者へ面談依頼し、園児の情
報交換を円滑におこなうことがで
きた。 
 
 
 

 
⑧評価５ 
子ども一人一人の保育時間に合わ
せ、職員間で連携を取りながら、丁
寧に対応ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価５ 
毎月 1 日に緊急時の一斉メールと
してテストメールで返信の無い保
護者には丁寧に確認し、周知できる
よう心掛けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西国分寺保育園

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し

ている。 
■必要に応じてホームページに掲示

している。 
□電話を活用している。 
■園独自の取り組みとして、保護者

との情報交換において以下の事を
実践する。 

欠席や遅刻など普段の情報は
電話以外にメールで受け付け
る。申し込み制にて通年で保
護者面談を実施する。保護者
と情報交換を行う。希望者だ
けでなく、随時、必要に応じて
園からも保護者に面談を依頼
し情報交換を円滑に行い、育
児支援や関係構築に努めてい
く。毎月 1 日に緊急時の一斉
メールとしてテストメールを
実施する。 

 
⑩保育サービス推進事業について以

下の保育サービス推進事業を実施
する。 

■産休明け保育 
□0 歳児の延長保育 
■2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
■病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
■しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
□副施設長会議に参加する。 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事 

項について園内において実施す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ について当初の計画通り、加配
児童の対応は職員会議や昼礼で加
配児童の様子を確認し合い、クラス
だけでなく園全体で関わることが
できた。また、アレルギー児の対応
では、毎日の昼礼でアレルギー児の
食事とおやつの献立を確認し、職員
周知を徹底し、誤食を防ぐことがで
きた。 
病後児保育の運営は計画通り実施
できた。降園時間の変更があったと
きには、保護者の意向に合わせ寄り
添った対応をおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ について当初の計画通り、担当
者がそれぞれの会議に参加し、法人
統一の情報を共有することができ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 評価５  
加配児童やアレルギー児対応の支
援について共通理解をもって園全
体で取り組むことができた。 
病後児保育の新規登録者には看護
師から保護者へ丁寧な聞き取りを
おこない、保護者が安心して預けら
れるよう受け入れをおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ 評価５ 
各担当者が、各会議の報告を的確に
おこない、園長、職員と法人の方向
性を確認し合うことができた。 

５．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
西国分寺保育園



①給食業務実施にあたり、以下のこと
をおこなう。 

■給食担当者の日々の健康管理をお
こなう。 

■保育実施日は原則として給食を実
施する。 

■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施する。 
■献立は法人共通献立を使用する。 
■食材の調達は法人共通仕入れ先か

ら調達する。 
■調理方法について、手順書や調理マ

ニュアル、衛生管理マニュアルに従
っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者間
で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方法
を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業務
において以下の事を実践する。 

・調理担当・離乳食担当・アレ
ルギー担当に責任者を設け
る。 
・アレルギーチェック表作成 
・離乳食会議（保護者、保育
士、調理間の情報の共有） 

 
②給食業務実施にあたり、以下の手順

書やマニュアルを用いておこなう。 
・保育園給食の衛生管理 
・国立保育会アレルギー対応

マニュアル 
・離乳食のすすめ 
・１日の流れ・早番・遅番・土

曜勤務のマニュアル 
・調理室入室マニュアル 
・下処理マニュアル 
・戸締りチェックマニュアル 
・清掃マニュアル 
・災害時・防犯対応マニュア  
 ル 
・役割分担マニュアル 
 （献立担当・離乳食担当・ 

アレルギー担当） 
③食育業務実施にあたり、以下のこと
をおこなう。 
■年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業務

において以下の事を実践する。 
・食事における子どものチェ 

ックポイント 
・お弁当デー  
・野菜の収穫を楽しむ 
・食材に触れる食育活動 
（野菜の下処理や皮むき、米

とぎなど） 
・バイキング形式の給食 
・取り分けおやつ 
 

 

①について当初の計画通り、調理
員一同日々の健康管理を行い、法
人統一の調理マニュアル・衛生管
理マニュアルに従い、誤食事故な
く給食提供をおこなうことができ
た。 
また、昼礼時には翌日の昼食とお

やつのメニュー確認をおこない、

職員全体で共有し事故防止に努め

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② について当初の計画通り、マ

ニュアルの見直しを行い、常に情

報共有し実施することで、職員間

のスキルアップに繋げることがで

きた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ について当初の計画通り、担

任と相談し食育活動をとおして食

に興味を持ち、各年齢に合わせて、

安全に楽しく食育業務をクラス毎

におこなうことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
① 評価５ 
全職員で安心、安全な給食の提供
をおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価５ 
マニュアルを用いて異動職員や新
入職員の指導を行い、業務の習得
ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 評価５ 
子どもたちの成長や発達に見合っ
た取り組みをおこなった。 
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６．保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、マニュアルを整備し、運用
する。 

■保護者からの在園児の成長、発達、
健康に関する相談を受け、適宜助言
をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業務
において以下の事を実践する。 

・とびひ対策として、承諾を
得た園児に虫よけおよび刺
された場合に虫さされ用の
薬を使用する。 

・皮膚の乾燥や傷口の応急処
置としてワセリンを使用す
る。 

・嘔吐物処理の方法や感染症
について園内研修をおこな
い、実践的な知識を得る。 

 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理する。 
■園独自の取り組みとして、園内事故

防止において以下の事を実践する。 
・事故発生時を想定した対処

法の研修の実施 
・感染症予防研修 
・AED 園内研修 
・法人内外の関連研修に参加

し、職員と情報を共有する。 
・0 歳児室と病後児室にベビ

ーセンサー(乳幼児体動モ
ニタ)を導入し SIDS のチェ
ックを徹底する。 

 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職

員の健康管理をおこなう。 
・産業医による衛生委員会を月

に 1 回開催し、必要に応じて産

業医と職員との面談を実施し、

職場環境について、健康管理に

ついての意見交流や相談の機

会を設ける。 
・全職員対象にメンタルヘルス

チェックを実施し、施設長は、

検査結果を集団的に分析し職

場環境の改善に努める。 
・健康診断の結果、および、メン

① について当初の計画通り、在 
園児の突発的な体調の変化には迅
速かつ適切な対応をおこなうこと
ができた。また、受診の付き添いや
お迎えの依頼を行い、保護者が安心
できるよう情報・状況の共有をおこ
なった。 
年間を通して感染症予防対策とし
て園内の清掃や職員の健康管理を
はじめ、園児への手洗い、うがい
の励行や体調管理を行い、全職員
が危機管理をもって対応した。ま
た、自治体及び法人からの発信は
園長より昼礼で報告し、職員周知
を図り、全職員で感染対策に努め
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② について当初の計画通り、在 
園児の突発的な体調の変化には迅
速かつ適切な対応をおこなうこと
ができた。また、クラスより事故報
告書を活用し、園内の安全管理につ
いて、管理職、指導職、看護師を中
心に職員と共通認識と理解を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ について当初の計画通り、職員
の健康診断結果をもとに、職員から
相談があった際には、園長または看
護師より必要に応じた助言を受け
られるよう促した。0 歳児クラス担
当職員・看護師・調理室職員につい
てはノロウイルス検査を実施し、安
全かつ円滑に業務を遂行できるよ
う対応を行った。また、今年度もス
トレスチェックを実施した。衛生委
員会については毎月予定通り開催
し、継続的に職場環境や健康管理に
ついて確認・共有を行った。希望す
る職員については、産業医との面談
を実施した。 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価５ 
各クラスと協力し合い、保健業務
を実施することができた。感染症
流行時には全職員で園内の消毒の
徹底と換気を行い、感染が広がら
ないよう感染対策に努めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価５ 
職員、クラスと情報共有をしなが
ら、園内事故防止に取り組むこと
ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 評価 5 
日頃から、園長や看護師が職員の
体調について相談に応じ、職員の
健康管理を適切におこなうことが
できた。 
業務を見直し、職員間で工夫しな
がら休憩時間を確保できるように
なってきたが、今後も職員が意識
して休憩を確保していく。 
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タルヘルスチェックの結果を

もとに、園長や看護師は職員か

ら気軽に相談できる環境を整

え、健康相談の時間を設ける。 
・職員の休憩時間を確保し、休憩

の改善を実施する。 
 
■事業所内健康診断を実施する。  
■職員検便を実施する。 
■特定職員のノロウィルス検査を実

施する。 
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令和 7 年度 事業計画・事業実績評価報告 
 
1. 令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
 
① 子どもが自分の身を自分で守れ

るようになる安全な保育園を実
現すること。 

 
 
② 全職員による組織体制、課題解

決システムを確立すること。 
 
 
③ 情報共有システムの確立を、職

員自らが行うこと。 
 

「子どもが自分の身を自分で守れ
るようになる安全な保育園」「全職
員による組織体制・課題解決システ
ム」「職員自らによる情報共有シス
テムの確立」を掲げ、日々の保育と
行事運営、会議・情報共有を通じて
取組を進めた。年度後半の在園児数
増加、行事の予定実施、利用者満足
度の改善から、園運営は安定して推
移した。 

評価 4 
園児数・行事・満足度の面では順

調である。一方、安全管理・情報

共有は継続的に磨き込むべき性

質の取組であり、次年度も引き

続き実践を積み重ねる必要があ

る。 

 

2. 施設の概要と職員体制 

施設名 富士本保育園 施設住所 国分寺市富士本 2-30-4 

開設年月日 平成 24 年 4 月 1 日 運営形態 
□公設民営認可・■民設民営認可・□小規模

保育所 

土地建物所有権 ■土地 ■建物 
土地建物賃借

料 

土地     円/年 建物     

円/年 
敷地面積 1481.84 ㎡ 建物延床面積 1073.41 ㎡ 

開園日 
月から土曜日とする。但し祝日及び国民の休

日、12 月 29 日から 1 月 3 日は休園とする。 
開園時

間 

午前 7 時から午後 8 時とする。但し

午後 6 時から午後 8 時までは延長保

育時間とし、詳細は別に定める。 

保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 
3
歳 

4
歳 

5
歳 

計 
内しょ
うがい
児 

内アレ
ルギー
児 

内アナ
フィラ
キシー
児 

 一時 
病後

児 

定員 12 28 28 28 28 28 152       

入所 12 28 28 28 28 28 152 2 8 0    

保育室面積 68.52 ㎡ 93.56 ㎡ 
34.65 ㎡ 

65.83 ㎡ 191.90 ㎡        

担
当
職
務
⎛
職
員
名 

施 設 長 滝口幸一 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

副施設長 坂田恵美子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

主任保育士 青木萌 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

主任保育士 奥山恵 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

副主任保育

士 安永南 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

看護職責任者 清水信子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

給食職責任者 矢澤糸乃 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 ■食品衛生推進者■食品発注担当者 
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嘱託医（園医） 久保嶋慎二 
住所 国分寺市泉町 2-9-3 ハートフル西晴 3F 

電話 042-300-1801 

 

職
員
数 

 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 
保育職 16 8  1 14 

看護職   1   

給食職 3  1  4 

用務職      

事務職     1 

苦情解決第三者委員 吉村ひろ美 髙波辰男    

今年度変更事項 

異動        奥山恵主任（上井草保育園より異動） 
          井上寿馬副主任（上井草保育園に異動） 
          綱川理恵（北保育園より異動） 
育児休業より復帰  安島歩  
新規入職      山本大成（新卒・保育） 

 

3. 保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ場」

という保育理念について 
 
■児童、保護者、職員、地域の方々に

保育理念の理解が進むよう取り組
む。 

 
■保育園の全ての業務は保育理念か

ら展開されていることを踏まえ、
各種手順書、各種マニュアル、各種
計画等は保育理念に基づき適宜増
補・改定するよう取り組む。 

 
■園独自の保育理念に関する取り組

みとして、以下の事を実践する。 
保育者が目の前の子どもの姿

に寄り添う保育を通じて、子

どもたちにレジリエンス（困

難にぶつかっても、しなやか

に回復し、乗り越える力）が

育まれ、卒園するまでに好き

なこと、やりたいこと、嫌い

なこと、やりたくないことな

ど、自分の考えを主張し、行

動できる子どもに育ってもら

いたい。 
 
 
②保育目標は全園共通で以下と定め

ている。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 

 
①保育理念を全ての保育・園運営の
基盤として位置づけ、日々の保育、
行事、保護者対応、職員間の共有に
おいて理念に基づく判断を行うよ
う努めた。子ども一人ひとりの命と
育ちを尊重し、安心して生活できる
環境づくりを進めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②「心身ともに健康な子ども」「誰
とでも仲良くできる子ども」「自分
で考え行動できる子ども」という保
育目標を踏まえ、人的環境・物的環
境の整備を行った。乳児は安心感と
自己決定を大切にし、幼児は集団で

評価   4  
評価：4 
概ね計画どおり実施した。保護者・

職員・地域に対して、園の考え方が

伝わるよう日常の発信と丁寧な対

応を継続した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価：4 
概ね計画どおり実施した。運動会、

遠足等の行事も予定どおり実施で

き、子どもの主体性や友だちとの関

わりを育む機会となった。 
 

富士本保育園
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(自主性) 
 
■児童、保護者、職員、地域の方々に

保育目標に基づく保育をおこなっ
ていることの理解が進むよう取り
組む。 

 
■保育内容の全ては保育目標から展

開されていることを踏まえ、全体
的な計画、各種指導計画等は保育
目標に基づき策定する。 

 
■園独自の保育目標に関する取り組

みとして、以下の事を実践する。 
 
子どもたちが安心して活動でき

るよう、人的環境・物的環境を整備

する。具体には 
・ 物的環境として、安全第一とす

る。 
・ 園の人的環境として、保育者は

目の前の子ども個人の発達・気

持ちに寄り添った保育を行う。 
・ 乳児については特に集団・一斉

主義ではなく、可能な限り子ど

もの自主性・自己決定を尊重し

て保育メニューを提供する。 
・ 幼児期については、集団で得ら

れる達成感について配慮しつ

つも、個の育ちに合わせた保育

を提供する。 
・ 保育者は研修を通じて子ども

の発達状況に理解を深めると

ともに、保育技術の研鑽に励

む。 
・ 保護者は子どもの人的環境の

重要な要素なので、安心して預

けられるよう、保育者は子ども

の発達に関する知見を磨き、確

固たる信頼関係を構築する。 
・  
 
③年間の園内会議日程は以下のとお

りとする。 
月 日 時 会議名 
4 1 1３:30 全体職員会議 
4 22 1３:30 全体職員会議 
5 27 1３:30 全体職員会議 
6 24 1３:30 全体職員会議 
7 29 1３:30 全体職員会議 
8 26 1３:30 全体職員会議 
9 24 1３:30 全体職員会議 

10 21 1３:30 全体職員会議 
11 25 1３:30 全体職員会議 
12 16 1３:30 全体職員会議 
1 20 1３:30 全体職員会議 

の達成感と個の育ちの双方を意識
した保育を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③職員会議、乳幼児会議、給食・保
健等に関する会議を通じて、園運
営・保育内容・安全管理等について
情報共有を行った。必要に応じて打
合せや確認の場を設け、職員間の共
通理解を図った。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 ４ 
概ね計画どおり実施した。今後も会

議内容が日々の保育実践と改善に

つながるよう、議題整理と共有方法

を工夫する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富士本保育園



4 
 

2 18 1３:30 全体職員会議 
3 11 1３:30 全体職員会議 

※仮日程です。 
 
④年間の園内行事日程は以下のとお

りとする。 
 

月 日 時 行事名 
4 1 9 入園式 

5 17 9 前期保護者懇談会 

8 29 
 

16 全園児引渡し

訓練 

10 17 10 運動会リハー

サル 

10 25 10 運動会 

11 12・
13 

9 秋の遠足（3,4,5
歳児） 

12 4  9 発表会リハーサル 

12 13  9 発表会 

12 24 10 クリスマス会 

12 25 10 もちつき 

2 3 10 豆まき 

2 14 9 後期保護者懇談会 

2 19 9 卒園遠足 

3 3 10 ひなまつり 

3  随
時 

新入園児面接 

3 12 10 お別れ会 

3 21 9 卒園式 

※運動会の日程については、国分寺
市体育施設利用申し込みの結果待ち
です。3 月末頃判明する予定です。 
 
⑤年間の園内研修、モデル園として

の取組（法人研修を除く）等は以下
のとおりとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥安全管理対策不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニュ

アルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置を

講ずる。 
 
 
 
 
 
 
■園内においてすべての児童、職員

 
 
 
 
④年間行事計画に基づき、運動会、
遠足等の各種行事を予定どおり実
施した。子どもの発達や興味に応じ
て、無理なく参加できるよう配慮し
ながら進めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤園内研修や外部研修の機会を活
用し、保育の質向上、子どもの発達
理解、安全管理等について学びを深
めた。研修内容は職員間で共有し、
日々の保育に反映するよう努めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥不審者対応、避難訓練、消火訓練

等を通じて、園児・職員の安全確保

に努めた。災害時対応や園舎内の安

全確認について、日常的な確認と職

員間共有を行った。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
評価 4 
計画どおり実施した。行事を通じ

て、子どもの成長を保護者と共有す

る機会を確保できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。今後も研

修成果を園全体の実践に結びつけ

る取り組みを継続する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。引き続

き、訓練内容の実効性を高め、緊急

時に全職員が適切に行動できる体

制づくりを進める。 
 
 
 
 
 
 
 

・施錠の徹底と QR コードによ

る電子錠での入退園。不審な車

両や人物に対する積極的な声が

けを行う。 

・ 月定例の職員会議について

は、事例検討をメインとし

た園内研修を実施する。 
・ 嘔吐処理指導は看護師を中

心に期ごとにおこなう。 
・ AEDと心肺蘇生法の研修は

例年通り戸倉消防署の指導

の下、6 月中に実施する。 
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を対象とした不審者対策訓練を定
期的に実施する。 

 
災害対策 
■園舎内において災害時対応マニュ

アル、防災マニュアルを整備、運用
する。 

■園内において、すべての児童、職員
を対象とした避難訓練、消火訓練
をおこなう。 

■地域において、児童、職員を対象と
した訓練を実施する。 

 
■発災時を想定し、児童、職員が最低

3 日間園舎内に滞在できるような
飲料水、食料、資材等を準備する。 

■園独自の安全管理対策に関する取
り組みとして、以下の事を実践す
る。 

・事故についてリスクマネジ
メント委員会を組織し、原
因究明・再発防止策を策定
する。 

・園内の死角や建物の破損状
況の確認と修理。 

・通報訓練を定期的に実施し 
 緊急時に対応できるように 

する。 
 
⑦個人情報管理 
 
■個人情報保護マニュアルを整備、

運用する。 
■プライバシーポリシーを公表す

る。 
■個人情報保護について定期的に職

員研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する取

り組みとして、以下の事を実践す
る。 
・書類の施錠保管の徹底 
・PC は事務所内キャビネット、

１F 相談室、2F 倉庫に保管
し、施錠する。 

・職員会議で、「個人情報につい 
 て」「PC 使用時の留意点」に 

 ついての研修を実施する。 
・指導職以上を対象に個人情報

についての園内研修の実施。 
 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワー

ハラスメント防止マニュアルを整
備、運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワー
ハラスメント防止のために定期的
に職員研修をおこなう。 

■園独自のハラスメント防止措置に
関する取り組みとして、以下の事
を実践する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑦個人情報保護マニュアル等に基

づき、園児・保護者・職員に関する

情報の適正管理に努めた。書類・写

真・ICT システム等の取扱いについ

て、職員間で注意喚起を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑧職員が安心して働ける職場環境

づくりを目指し、日常の声かけ、相

談しやすい雰囲気づくり、必要な情

報共有に努めた。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。今後も個

人情報の取扱いについて継続的に

確認し、事故防止を徹底する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。今後も職

員間の相互理解を深め、働きやすい

職場づくりを継続する。 
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・ハラスメントに関する園内 
研修を実施する。 

 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用す

る。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
□職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極

的に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に職

員を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 

・園長は、指導職・非常勤職員
と定期面談をおこなう。 

・キャリアアップ研修など、
計画的に実施する。 

・研修に参加した職員に職員
会議での発表の場を用意
し、園内での情報共有・研修
で得られた知見の定着を図
る。 

・指導職以上の話し合いを定
期的に実施し、保育目標達
成のための定期点検を行
う。 

・職員会議でグループワーク 
をおこなう。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用

する。 
■業務開始前および業務終了後の園

舎内の安全確認チェックを実施す
る。 

■施設保全に関して、以下の補修、修
繕、交換を実施する。 

時
期 

内容 概算金額 

7 月
頃 

LED 照 明
導入工事 

10,582,000
円 

９
月
頃 

太陽光発電
入れ替え工
事 

17,600,000
円 

 
■什器備品類に関して、以下の補修、

修繕、交換、リース契約更新、新規
購入を実施する。 
時期 内容 概算金額 
6 月
頃 

エアコン
入れ替え 

6,300,000
円 

6 月
頃 

ノート PC
購入 

2,000,000
円 

 
⑪利用者意向把握 
□外部評価機関による福祉サービス

第三者評価を受審する。 
■外部評価機関による利用者アンケ

 

 
⑨キャリアパスを通じた個人目標

管理、研修参加、職員間の情報共有

を通じて、保育の質向上と職員育成

に取り組んだ。職員満足度は 6.07

となり、前年度から改善した。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩施設保全については、LED 照明

導入工事、太陽光発電入替工事、1
階テラスゴムチップ舗装工事を実

施した。什器備品についてはノート

PC を購入した。エアコン入替は検

討の結果、来年度補助金を活用して

実施する方向とし、次期事業計画に

盛り込んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪外部評価機関による利用者アン

ケートを実施し、利用者満足度は

93.7％であった。保護者からの意

見・要望については、日常の送迎時、

 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。今後も、

職員一人ひとりが主体的に学び、園

全体の保育の質向上につながるよ

う支援する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
計画に基づき実施した。太陽光発電

入替工事の付帯工事である屋上防

水工事の会計処理について、当初は

修繕費との指摘があったが、その

後、事業内容の説明により構築物取

得費に該当するとの整理となった。

今後は修繕費か構築物取得費かに

ついて精査して予算編成を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
良好な結果であった。引き続き、保

護者が意見を伝えやすい環境を整

え、園運営の改善に生かす。 
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ートを実施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要望

を申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法と

して、以下の事を実践する。 
・ 意見箱の活用。 
・ 大きな行事ごとにアンケ

ートを配付し、改善・取り
組みにつなげている。 

・ 東京都福祉サービスの利
用者アンケートを実施
し、その結果から得られ
た課題の改善に努める。 

 
⑫苦情解決制度 
 
■苦情解決対応マニュアルを整備、

運用する。 
■利用者から苦情を受けないような

取り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような取

り組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する取

り組みとして、以下の事を実践す
る。 

・意見の内容により緊急性
があるものについては、リ
スクマネジメント委員会や
臨時職員会議を開催し、早
期に原因究明・再発防止策
を策定する。 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マ

ニュアルを整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童相

談所と連携を図る。 
 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との

連携を図る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、

耳鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医療
機関との連携を図る。特に保育実
施時間内に受診可能な医療機関を
1 つ以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等と
の連携を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連携
を図る。 

 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職員

採用業務、労務管理業務を本部事
務局に委託す法人内の他園との交
流、連携を図る。 

連絡帳、面談等を通じて把握に努め

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫苦情解決対応マニュアル等に基

づき、保護者や地域からの意見に丁

寧に対応する体制を維持した。日常

的な説明と情報共有により、苦情の

未然防止に努めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬虐待防止・早期発見に関するマニ

ュアルに基づき、子どもの様子や家

庭状況の変化に注意を払い、必要に

応じて関係機関との連携を図れる

体制を整えた。 
 
⑭医療機関、子ども家庭支援センタ

ー、小学校、地域関係機関等との連

携を意識し、必要時に相談・情報共

有できる体制を維持した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。今後も初

期対応を大切にし、信頼関係の維持

に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。引き続

き、職員間の情報共有と早期対応を

徹底する。 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。今後も地

域の関係機関と連携し、子どもと家

庭を支える体制を継続する。 

富士本保育園
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4. 保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生

じた場合の理由 
①全体的な計画について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指

し策定する。 
■全体的な計画の見直しをおこな

う。 
 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
■アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
■アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
■アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
※ ②～④についてアナフィラキシ
ー児を記載しているが、年度当初に
ついては存在しない見込みである。 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
□園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 

・各年齢保育マニュアル 
・延長保育マニュアル 
・散歩マニュアル 
・アレルギーマニュアル 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
■定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
■定期的な学習指導を実施する。 
 

①保育指針、保育理念、保育目標に基づ

き、全体的な計画を踏まえて保育を実

施した。子どもの発達や園の実情に応

じ、日々の保育内容を検討した。 
 
 
 
 
②各年齢、しょうがい児、アレルギー児

等について、年間指導計画・月間指導計

画に基づき保育を行った。 
 
 
 
 
 
③子ども一人ひとりの発達や配慮事項

に応じて、必要な個別指導計画を作成・

確認し、保育実践につなげた。 
 
 
 
 
 
 
④週間指導計画、日々の指導計画をも

とに、子どもの姿に応じて柔軟に保育

を展開した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤園の実情に応じ、保育環境、安全、行

事、食育、保健等の計画と連動させなが

ら保育を進めた。 
 
 
⑥各種手順書・マニュアルを踏まえて

保育業務を実施し、安全管理、衛生管

理、保護者対応等の標準化に努めた。 
 
 
 
 
 
⑦定期的な体育指導、学習指導等を実

施し、子どもの興味や発達に応じた活

動を取り入れた。子どもの主体性を大

切にしながら、日々の保育内容を工夫

評価 1 2 3 4 5 
評価４ 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
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■園独自の取り組みとして、以下の
保育内容を実施する 

・夏期異年齢合同保育 
・乳児クラス少人数保育 
・すくわくプログラムに対応
した「かがくタイム」 

 
⑧通常日の保育時程は以下のとおり

とする。 
  0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
⑨保護者との情報交換 
日々の情報や緊急ではない情報 
■全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
□0 歳、1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交

換している。 
■クラス全般の保育内容についてク

ラス掲示板に掲示している。 
■ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園

だよりに掲示している。 
個別緊急時の情報 
■個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■キッズレポの一斉メール送信シス

テムを活用している。 
■必要に応じてホームページに掲示

している。 
■電話を活用している。 
■園独自の取り組みとして、保護者

との情報交換において以下の事を
実践する。 

・写真について、事業者を通
じた映像情報の提供を引き
続き行う。 

・キッズレポを用いた映像情
報の提供について、業務改
善の都合上外部委託に一本
化を図る。 

・ドキュメンテーションを積
極的に実施する。 

 

した。 
 
 
 
 
 
 
⑧通常日の保育時程に基づき、生活リ

ズムを整えながら保育を実施した。子

どもの状態に応じて、活動と休息のバ

ランスに配慮した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨連絡帳、掲示、園だより・クラスだよ

り、ホームページ、キッズレポ一斉メー

ル、電話等を活用し、保護者との情報交

換を行った。日々の様子や緊急時の連

絡について、適切な方法で伝達した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
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⑩保育サービス推進事業について以
下の保育サービス推進事業を実施
する。 

■産休明け保育 
■0 歳児の延長保育 
■2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
■しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
□放送教育研究室に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事

項について、園内において実施す
る。 

⑩産休明け保育、0 歳児延長保育、2 時

間以上延長保育、しょうがい児保育、ア

レルギー児対応、育児困難家庭への支

援、外国人児童受入れ、小中高生の育児

体験受入れ、保育所体験、保育拠点活動

支援等に取り組んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪主任会議、給食担当者会議、保健担当

者会議等に参加し、法人内で共有され

た方針や決定事項を園内に周知・実施

した。 

評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
 
 

 
5. 給食・食育 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
 
■給食担当者の日々の健康管理をお

こなう。 
■保育実施日は原則として給食を実

施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施する。 
■献立は法人共通献立を使用する。 
■食材の調達は法人共通仕入れ先か

ら調達する。 
■調理方法について、手順書や調理マ

ニュアル、衛生管理マニュアルに従
っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者間
で情報交換をおこなう。 

 
■児童の喫食状況に応じて、調理方法

を工夫する。 
■保育職担当者や看護職担当者との

意見交換をおこなう。 
■園独自の取り組みとして、給食業務
において以下の事を実践する。 

①給食担当者の健康管理、完全給
食、離乳食、アレルギー食、延長保
育に応じた給食、法人共通献立・共
通仕入れ先の活用、衛生管理等に
基づき給食を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。保育職・
看護職との連携を図り、子どもの
喫食状況に応じた対応に努めた。 
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・障がい児食事対応 
・季節や伝統行事に合わせた

行事食 
・園庭菜園で採取した野菜の

食育利用・給食提供 
 
②給食業務実施にあたり、以下の手順

書やマニュアルを用いておこなう。 
 

・衛生管理マニュアル 
 
③食育業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業務

において以下の事を実践する。 
・野菜の栽培 
・0 歳児から 5 歳児までの発 
 達にあったつながりある食 

育 
・旬の食材に触れる食育 
・感染症対策に配慮した食育 

 

 
 
 
 
 
 
 
②調理手順書、調理マニュアル、衛
生管理マニュアル等に基づき、安
全で衛生的な給食提供に努めた。 
 
 
③年間食育計画に基づき、日々の
給食や園庭菜園等の体験を通し
て、食への関心を育む取り組みを
行った。 

 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。今後も
子どもの「食べたい」「育てたい」
「知りたい」という気持ちを大切
に食育を進める。 

 
6. 保健 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、マニュアルを整備し、運用
する。 

■保護者からの在園児の成長、発達、
健康に関する相談を受け、適宜助言
をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業務
において以下の事を実践する。 

・定期的な保育室巡回と、保
育士との情報共有 

・嘔吐処理の指導（職員） 
・エピペン取扱いとアレルギ

ーの園内研修 
・心肺蘇生、AED の研修 
・必要に応じた動画資料の作

成。 
 
 
 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理する。 
■園独自の取り組みとして、園内事故

防止において以下の事を実践する。 
・安全管理チェック表の活用 
・ベビーセンサーを使用し、 

①年間保健計画に基づき、在園児の
成長記録、保健指導、健康管理、け
がや急病時の対応、保護者からの相
談対応等を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②SIDS 予防、ヒヤリハットの把
握・共有、園内環境の確認等を通じ
て事故防止に努めた。 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。引き続

き、重大事故防止の観点から日常

的な点検と職員間共有を徹底す

る。 
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 SIDS チェックをおこなう。 
・保育室、園庭において子ど

もが遊び込める環境を作
り、事故防止に努める。 

 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職

員の健康管理をおこなう。 
■事業所内健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 
■園独自の取り組みとして、職員の健 
 康管理において以下のことを実践
す 
 る。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
③保健担当者を中心に職員の健康
管理に努め、事業所内健康診断、検
便等を実施した。 

 
 
 
 
 
評価 4 
概ね計画どおり実施した。職員が

健康に勤務できる環境づくりを継

続する。 
 

 

・衛生委員会の運営。 

・職員の休憩時間を確保し、リフレッ

シュや職員同士がコミュニケーショ

ンを取れる時間を作る。 

・日常業務を見直し、職員が健康 

的に働けるようにしていく。 

富士本保育園



令和７年度 事業計画・事業実績評価報告 
 
１． 令和７年度に実現したい保育園のあるべき姿 
 令和 7 年度は、昨年度掲げた 3 か年計画の 2 年目となります。『子どもたちが、あそびたい玩具、あそび

たい友達、あそびたい場所を自分で決定できるような環境を整える』この目標に向かって、令和７年度の取

り組みとして、①園舎内外の環境を見直す。②次の指導職を育てていく。③保育士をプラスで確保し、子ど

もたちの『やりたい』を実現できるようにする。 

 

２．施設の概要と職員体制 

施設名 
練馬区立 

光が丘保育園 
施設住所 

東京都練馬区光が丘 1 丁目 3 番 

むつみ台団地 3 号棟 104 

開設年月日 昭和 48 年 4 月 28 日 運営形態 
■公設民営認可・□民設民営認可・□小規模保育

所 
土地建物所有権 □土地 □建物 土地建物賃借料 土地     円/年 建物     円/年 
敷地面積 1,231,28 ㎡ 建物延床面積 612 ㎡ 

開園日 

月から土曜日とする。但し祝日および国

民の休日と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休

園とする。 
開園時間 

午前 7 時から午後 20 時 30 分とする。但

し午前 7 時から 7 時 30 分までと午後 18
時 30 分から 20 時 30 分までは延長保育

時間とし、詳細は別に定める。 
保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内しょ
うがい
児 

内アレ
ルギー
児 

内アナ
フィラ
キシー
児 

 一時 病後

児 
定員 8 16 16 20 22 23 105       

入所 5 16 16 20 20 17 94 1 6 0    

保育室面積 60 52 28.2 28.2 28.2 106.6 303.2       

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 平間正人 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長 落合誠一郎 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主 任 佐藤 愛 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主  任 田島由里子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任事務員 長田健太 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任栄養士 田代由季菜 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

看護職責任者 梶原和江 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

嘱託医（園医） 本橋 隆 住所 練馬区田柄 2-30-14 ミュールブラン 1Ｆ  電話 03-3938-3501 

  正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 
保育職 22 名 2 名 0 名 3 名 10 名 

看護職 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

給食職 3 名 1 名 0 名 3 名 0 名 

用務職 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 

事務職 0 名 0 名 0 名 0 名 1 名 

苦情解決第三者委員 小沼美津子 栗生良子    
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今年度変更事項 

・職員異動に伴い、保育士 新井友希恵が石神井公園こぐま保育園に異動転出、保育士 ターディー凜が石神井

公園こぐま保育園より移動転入に変更となる。 
・副主任栄養士として田代由季菜、副主任用務員として長田健太が昇格となる。 

 

３．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ

場」という保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々

に保育理念の理解が進むよう取
り組む。 

■保育園の全ての業務は保育理念
から展開されていることを踏ま
え、各種手順書、各種マニュアル、
各種計画等は保育理念に基づき
策定するよう取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り
組みとして、以下の事を実践す
る。 

・食育や保育の中から命とい
う言葉の意味を伝えられるよ
うな取り組みをおこなう。例
えば植物や昆虫を育てたり、 
魚の解体ショーを通じて、実
際様々な命に触れていく。ま
た、引き続き指示語・命令語・
禁止語・否定語を使わない保
育を実践する。 
 

 
②保育目標は全園共通で以下と定

めている。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 

■児童、保護者、職員、地域の方々
に保育目標に基づく保育をおこ
なっていることの理解の促進に
取り組む。 

■保育内容の全ては保育目標から
展開されていることを踏まえ、保
育課程、各種指導計画等は保育目
標に基づき策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り
組みとして、以下の事を実践す
る。 

 
 
 
①・全体保護者会の資料や各クラス
の保護者会、園だより、「ひかりが
おかほっこりだより」等を通して、
保育理念について保護者へ発信し、
理解を図るよう努めた。 
・職員に対しては、年度当初の職員
会議で、園長が保育理念に基づいた
本年度の保育・運営等に関する重点
施策を示した。また、毎月の職員会
議やリーダー会議（食育・全クラス
会議）等においても理解を深め、共
有を図った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②・日々の保育において、指示語・
命令語・禁止語・否定語を用いない
関わりを基本とし、子どもの主体性
を大切にしながら、「子どもに相談
する保育」を意識した実践を進め
た。 
・「子どもの発達」をキーワードに、
全職員が一人ひとりの発達理解に
努め、それぞれの発達段階に応じた
丁寧な関わりを行った。 
・各クラスの「子どものエピソー
ド」を集約・共有することで、子ど
もの変化や育ちを全職員で把握し、
自主的に関われる保育環境づくり
につなげた。また、「ひかりがおか
ほっこりだより」を毎月発行し、子
どもの具体的な姿を保護者と共有
した。 
・日々の保護者とのコミュニケー
ションを大切にし、園と家庭双方に
おける子どもの様子を共有するこ
とで、連携を深めることができた。 
 
 
 
 
 
 

評価 5 ４ 3 2 1 
理由 
①評価：5 
・新入園児対象のオンデマンドに

よる入園説明会や、対面でのクラス

別保護者会・全体保護者会におい

て、保護者へ保育理念について直接

伝えることができたため。 
・職員に対しては、保育理念や園で

の取り組みについて、職員会議やリ

ーダー会議等を通して理解を深め

共有し、実践につなげることができ

たため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②評価：5 
・すべて計画どおり実施すること

ができたため。 
・人的環境では、「子どもと対話し

相談する保育」や、否定語・禁止語・

命令語・指示語を使わない保育を実

践し、物的環境では、子どもが自己

選択・自己決定できるよう、園庭や

室内に「遊び込める空間づくり」や

「子どもたちが興味・関心を持てる

仕掛け」を意識した環境構成を進め

ることができたため。 
・本年度は、昨年度からの継続とし

て、子どもの発達を考慮した保育室

内のレイアウトや、子どもの好奇心

を育む遊具等の充実を重点的に進

め、子どもの自主性や創造性をより

一層育むことができたため。 
・「子どもに相談する保育」の推進

として、「各クラスで栽培する夏野

菜の種類」「お店屋さんごっこの内

容」「夏の風物詩としての『流しそう

めん（もどき）』『足湯（もどき）』」

「お化け屋敷の内容」「運動会の種

目」「お楽しみ会の出し物」「おおき

くなったね会での発表や演技」等に

光が丘保育園



・練馬区の保育を継承しつつ
法人の保育目標である３つの
目標を実現できるよう取り組
む。 
・一人ひとりの子どもの欲求
を十分に満たし、情緒の安定
を図る。 
・相手の気持ちに気付けるよ
う子どもたち同士で話し合え
る場を持てるようにする。 
・一人ひとりの子どもを丁寧
に見守ることで安心感をも
ち、自分の意思や欲求を伝え
ることができるようにする。 
・個々の発達を理解し、その
子に合わせて関わりをもつ。 

 
 
③年間の園内会議日程は以下のと

おりとする。 
月 日 時 会議名 
4 1 13：30 職員会議 
4 19 13：30 職員会議 
5 29 13：30 職員会議 
6 26 13：30 職員会議 
7 31 13：30 職員会議 
8 28 13：30 職員会議 
9 24 13：30 職員会議 
10 29 13：30 職員会議 
11 27 13：30 職員会議 
12 25 13：30 職員会議 
1 29 13：30 職員会議 
2 26 13：30 職員会議 
3 27 13：30 職員会議 
月 1 回 13：30 食育・全ク

ラス会議 
・残業削減として、職員会議は
昼の設定とする。 
・会議前日までに資料を配付
し、報告事項の内容は把握した
うえで参加する。 
・検討事項は、事務所会議、食
育・全クラス会議とする。 
・各会議時間は 30 分以内を厳
守する。（事務所会議、食育・全
クラス会議は 1 時間以内） 

 
④年間の園内行事日程は以下のと

おりとする。 
月 日 時 行事名 
4 1 10:00 入園進級祝

い会 
4 19 9:30 0～5 歳児

クラス別保
護者会・保
護者全体会 

4 24 9:30 ひかりまつ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③・年間を通して、すべての会議を
対面で行うことができた。 
4 月 1 日（月）と 19 日（金）の職
員会議は、新年度の方針・体制、職
員としての心構え、新入園児・アレ
ルギー児の情報共有等を含め、1 時
間程度実施した。5 月からの職員会
議は、13 時 30 分から 14 時までの
30 分間で終了するよう工夫した。
職員会議後には、都・区等の研修に
参加した職員による研修報告の時
間を 30 分程度設け、研修内容の共
有化を図った。 
・毎月 1～2 回事務所会議（園長・
副園長・主任・副主任〈用務職〉・看
護師で構成）を開催し、重要事項や
課題への対応の在り方や方向性に
ついて協議した内容を、職員会議や
リーダー会議（食育・全クラス会議）
等で発信し、共通理解のもと組織的
に取り組めるようにした。 
・議題の精選や事前資料の配付、担
当者と管理職・指導職との事前打ち
合わせを行うことで、会議時間の短
縮を図ることができた。 
 
 
 
 
④・子どもたちが楽しめる活動や

行事について、創意工夫を図りな

がら実施することができた。 
・各月の季節行事や 6 月のお店屋

さんごっこによる異年齢交流、11
月の「落ち葉大作戦」、10 月の

「運動会」、2 月の「おおきくなっ

たね会」は、2・3・4・5 歳児合同

で実施した。（0・1 歳児について

は、後期保護者会において子ども

の成長を感じ取れる内容とした。） 
・9 月の「4・5 歳児バス遠足（足

ついて、子どもの思いや気持ちに寄

り添いながら、子どものアイディア

を取り入れた実践を行うことで、人

間関係の深まりとともに創造性を

育むことができたため。 
・保護者に対しては、その日の子ど

もの姿やエピソードを発達の観点

から具体的に伝えることで、安心感

につなげるとともに、家庭での子育

てにも結び付けられるよう働きか

けることができたため。 

 

 

 

 

 

 

 

③評価：5 
・職員全体で会議の在り方の改善

を図りながら、柔軟に対応すること

ができたため。 
・短時間かつ対面で効率的に会議

を進め、協議事項や連絡事項等を職

員間で共有することができたため。 
・会議内容について、各クラス・部

署へ円滑に伝達することができ、共

通理解のもと組織的な運営につな

げることができたため。 
・各会議の資料については、会議の

2 日前までに配付するようにし、検

討課題を事前に共有することで、効

率的かつ充実した会議運営を行う

ことができたため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④評価：5 
・すべての活動について、前年度と

同じ内容を踏襲するだけではなく、

創意工夫を意識しながら、ねらいに

沿って職員間で話し合い、子どもの

発達に応じた活動として実施する

ことができたため。 
・地域交流の活性化を図るため、昨

年度より近隣児童館（光が丘児童

館）の協力を得て、館内へのポスタ

ー掲示やパンフレット設置を行う

ことができ、その効果もあり、昨年

度より地域交流行事や催し物への
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5 2 
 

10:00 こどもの日
祝い会 

5 16 13:30 0～2 歳児
健康診断 

6 
 

9 
 

13:30 
 

0・3～5 歳
児健康診断 

6 13 10:00 歯科健診 
6 18 10:00 プール開き 
6 27 10:00 お店屋さん

ごっこ 
7 7 10:00 七夕  
8 25 10:00 プールじま

い週間 
9 12 10:00 いっしょに

あそぼう会
(敬老行事) 

10 4 9:00 運動会 
10 6 10:00 お月見 
10 6 13:30 0～2 歳児

健康診断 
10 
 

30 
 

9:00 
 

秋 の 遠 足
(4・5 歳児) 

11 6 9:30 お散歩遠足
(3 歳児) 

11 10 13:30 0・3～5 歳
児健康診断 

11 13 10:00 歯科健診 
12 13 10:15 2～5 歳児

クラス後期
保護者会 

12 19 10:00 お楽しみ会 
1 9 10:00 新年祝い会 
1 15 9:00 思い出遠足

(5 歳児) 
1 22 10:00 

 
 

13:45 

歯科保健指
導(4・5 歳
児) 
おおきくな
ったね会・
保護者会(0
歳児) 

1 23 13:45 おおきくな
ったね会・
保護者会(1
歳児) 

2 3 10:00 豆まき 
2 14 10:00 おおきくな

ったね会(2
～5 歳児) 

3 3 10:00 ひなまつり 
3 13 10:00 お別れ会 
3 28 13:00 卒園お祝い

会 
 
⑤年間の園内研修、モデル園として

の取組（法人研修を除く）等は以
下のとおりとする。 
月 日 参加者 研修名 
4  全職員 ①練馬区立

立区立ギャラクシティ）」、1 月の

「5 歳児思い出遠足（国立科学博

物館）」では、公共交通機関を利用

しながら活動の幅を広げて実施す

ることができた。 
・地域とのふれあい交流やふれあ

い給食についても参加者を得るこ

とができた。特に、4 月の「ひか

りまつり（金子慎平パントマイム

ショー）」には、地域の子どもと保

護者、近隣の小規模保育園（ふる

ーる保育園赤塚駅前・キッズラン

ド田柄第二保育園）の子どもと職

員を合わせて 28 名の参加があっ

た。9 月の「いっしょにあそぼう

会・ふれあい給食（敬老の日にち

なんで）」には、5 歳児の祖父母

14 名の参加があった。2 月の「鰤

の解体ショー」では、地域から 3
家族 6 名の参加があった。 
・年間 6 回実施した「園庭開放」

では、各回 10～20 名程度の親子

の参加があった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤・4 月に各クラス・各部署で「練
馬区立保育園保育水準」の読み合わ
せを行うとともに、「防犯マニュア
ル」「災害対策マニュアル」に基づ
き、安全対策について確認を行っ

参加者が増加しているため。 
・「園庭開放」への参加者数も増加

傾向にあるため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤評価：5 
・概ね計画どおり実施することが

できたため。 

 

 

 

光が丘保育園



保育園の保
育水準読み
合わせ 
②アレルギ
ー児の対応
（エピペン
使用含む） 
③防災机上
訓練 
④職員マナ
ーについて 

5  全職員 ヒヤリハッ
ト活用 

6  全職員 心肺蘇生法 
7  全職員 

 
人権研修 

9  全職員 情報セキュ
リティ研修 
 

11  全職員 嘔吐処理 
2  管理職 ハラスメン

ト研修 
3  全職員 ハラスメン

ト研修 
 
 
 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニ

ュアルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置
を講ずる。 
■園内においてすべての児童、職員

を対象とした不審者対策訓練を
定期的に実施する。 

■光が丘警察署との連携の基で不
審者対策講習を受ける。 

災害対策 
■園舎内において災害時対応マニ

ュアル、防災マニュアルを整備、
運用する。 

■園内において、すべての児童、職
員を対象とした避難訓練、消火訓
練をおこなう。 

■地域において、児童、職員を対象
とした訓練を実施する。 

■発災時を想定し、児童、職員が最
低 3 日間園舎内に滞在できるよ
うな飲料水、食料、資材等を準備
する。 

■園独自の安全管理対策に関する
取り組みとして、以下の事を実践
する。 

た。 
・6 月には、看護師を講師として「応
急救命講習（心肺蘇生法）」の研修
会を実施した。また、日本赤十字社
「幼児安全法支援員養成講習」を通
して、「プール指導における安全対
策」や「救急救命法」に関するオン
ライン研修を実施した。 
・8 月（年度当初は 7 月予定）には、
「保育所における人権擁護のため
のセルフチェックリスト」を活用
し、個人での振り返り後、各クラス・
部署で話し合いを行い、その内容を
もとに全職員で日常の人権感覚に
ついて振り返り、人権意識の向上を
図った。 
・9 月には、「練馬区保育課情報セキ
ュリティ研修資料」および「個人情
報保護自己チェックリスト」をもと
に、情報セキュリティ研修を実施し
た。 
・11 月には、「嘔吐処理」について、
看護師を講師として研修を実施し
た。 
・2 月・3 月の「ハラスメント研修」
についても、計画どおり実施した。 
 
⑥・12 月に、練馬区光が丘警察署生
活安全課の署員を講師として、3・
4・5 歳児を対象とした不審者対応
指導を実施するとともに、職員に対
して園全体での不審者対応体制に
ついての研修を行った。 
・9 月に予定していた、練馬区光が
丘消防署職員を講師とした防災訓
練については、消防署の人員派遣の
都合により実施できなかった。 
・5 月には、台風による大雨・水害
を想定し、UR むつみ台団地 3 号棟
2・3 階への避難訓練を実施した。
水害時には高所へ避難するという
意識づけを図った。 
・11 月には、練馬区防災課と連携
し、3・4・5 歳児を対象に「起震車
体験」を実施した。地震による揺れ
を体感することで、自分の身を守る
意識を高めることができた。 
・11 月には、大地震発生を想定し、
第二次避難場所である練馬区立光
が丘第八小学校まで全員で避難す
る訓練を実施した。 
・「情報伝達訓練」（6 月・2 月実施
の練馬区一斉災害訓練）について
も、予定どおり実施することができ
た。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥評価：5 
・概ね計画どおり実施することが

できたため。 
・年度当初に予定していた、練馬区

光が丘警察署生活安全課の警察官

を招いての実地訓練を伴う防犯訓

練（不審者対応訓練）を実施し、保

育園における防犯体制の強化を図

ることができたため。 
・5 月の散歩時における防犯訓練

（不審者対応訓練）では、事務所職

員が不審者役を担当し、より臨場感

を持たせた訓練を実施することが

できたため。 
・正面玄関前の小門を終日施錠す

ることや、保護者が園舎内へ入る際

には必ず名札を着用することを徹

底するなど、防犯体制の強化を図る

ことができたため。 
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・練馬区教育委員会が計画す
る防災訓練を実施する。 
・練馬区こども家庭部が計画
する情報伝達訓練を実施す
る。 
・練馬区または光が丘消防署
にて応急救命講習を受ける。
（指導職員） 
・起震車による職員及び園児
への教育活動を実施する。 
・避難訓練に水害時を想定し
たケースを取り入れる。 
・第二次避難場所である練馬
区立光が丘第八小学校まで避
難する訓練を年 1 回おこな
う。〔11 月（地震を想定）〕 
・避難訓練を保育士主体で取
り組めるよう計画を立案す
る。 

 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、

運用する。 
■プライバシーポリシーを公表す

る。 
■個人情報保護について定期的に

職員研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 

・練馬区が作成する情報セキ
ュリティ教本を利用し、読み
合わせをおこない個人情報管
理への意識を高める。 
・個人情報に関するものは、
すべて施錠できるキャビネッ
トに入れている。 
・園にて使用する個人情報が
記された書類は、持ち帰らず
シュレッダーにかけている。 
・どこで誰が聞いているかわ
からないので、園舎内外での
会話には気を付ける。 

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワー

ハラスメント防止マニュアルを
整備、運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワー
ハラスメント防止のために定期
的に職員研修をおこなう。 

■園独自のハラスメント防止措置
に関する取り組みとして、以下の
事を実践する。 

・職員と園長が話をする機会
を定期的に設け、コミュニケ
ーションを取る。 
 

 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦・9 月に、練馬区の「情報セキュ
リティ研修資料」をもとに、個人情
報管理に関する研修を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧・練馬区および法人本部によるハ
ラスメント研修会に管理職が参加
した。 
・職員から、各種ハラスメントに関
する相談・報告等はなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨・キャリアパスに基づく自己評

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦評価：5 
・すべて計画どおり実施すること

ができたため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧評価：5 
・すべて計画どおり実施すること

ができたため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨評価：5 
・概ね計画どおり実施することが

光が丘保育園



する。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極

的に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に

職員を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関す

る取り組みとして、以下の事を実
践する。 

・キャリアップ研修や外部の
研修に参加し、職員の育成を
おこない、保育の一定水準を
確保する。 
・練馬区主催の研修は、計画
的に一人２回は参加できる配
置をおこない職員の質の向上
を図る。 
・職員一人ひとりの経験や立
場に応じて、研修計画を立て
職員の力量を高める。 
・井上さく子先生の研修に参
加し、物的・人的環境を学び 
自園で取り入れる。 
・研修の報告を、各月の職員
会議の中でおこない、職員間
で共有する。また、研修で得
た資料も共有できる環境にし
ていく。 
・組織の構築をおこない、職
員指導を明確化する。（OJT、
メンタ制度） 
・グループワークをおこない
共通の方向性をもてるように
する。 
・職員同士が気づいたことを
助言できる関係性を築けるよ
うにする。 
・職員の手引きに記載されて
いるキャリアパス制度を使用
し、園長と職員が年に数回面
談をおこない、職員の目標に
対する評価をおこなってい
く。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用

する。 
■業務開始前および業務終了後の

園舎内の安全確認チェックを実
施する。 

■施設保全に関して、以下の補修、
修繕、交換を実施する。 

 ※練馬区に修繕の必要な箇所を
その都度報告し、修繕を実施。 
時期 内容 概算金額 
 扇風機  
 換気扇  
 園舎フェンス  
 防動物対策  
   

価・他者評価を実施し、保育士・職
員自身のステップアップの道筋を
明確にすることで、保育の質の向上
につなげた。自己申告書に基づく自
己評価を実施するとともに、年間 2
回以上、園長との個人面談を行い、
保育士・職員としての資質向上につ
ながる助言を受けられるようにし
た。課題や相談事項がある際には、
随時主任とも話し合う機会を設け、
保育や保育環境の改善につなげら
れるよう努めた。 
・キャリアアップ研修については、
本人の希望を踏まえながら、職員一
人ひとりの経験年数や立場に応じ
て実施することができた。「保育士
等キャリアアップ研修」や「法人主
催のリーダー層研修」等に、年間を
通して計画的に参加することがで
きた。 
・練馬区保育課主催の「練馬区保育
所等職員研修」や、練馬区委託園園
長会等の研修については、オンライ
ンを活用して参加した。対面研修に
ついては、会場で直接参加した。 
・職員のスキルアップのため、「救
急救命講習」等への参加も行った。 
・必要に応じて職員との個人面談
を行い、コミュニケーションの充実
を図るとともに、保育や運営におい
て改善が必要な内容については速
やかに対応できるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩・必要な備品・消耗品については、
計画的に購入することができた。 
・毎月、専門業者による園庭遊具の
点検を実施し、木製遊具について補
修が必要な箇所は速やかに修繕を
行った。 
・毎月、砂場の砂の補充を行った。 
・10 月には、各保育室・事務室の扇
風機およびカバーを新しいものに
交換した。 
・3 月には、古いパソコン 7 台を廃
棄し、新しいパソコン 7 台を購入し
た。 
・園舎内外の安全点検を定期的に
実施し、補修・修繕・交換が必要な
箇所については、練馬区保育課と連

できたため。 
・職員会議の後半に、その月に参加

した研修内容について報告する機

会を設け、職員間で共有すること

で、共通の学びの場とすることがで

きたため。 
・研修で得た資料についてはファ

イル化し、必要な際にいつでも閲覧

できるよう整備しているため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩評価：4 
・概ね計画どおり実施することが

できたため。 
・練馬区保育計画調整課運営支援

担当係および保育課児童施設係と

連携を図りながら、より良い保育環

境を整備することができているた

め。 
・職員から要望のあった備品・消耗

品については、必要性を踏まえなが

ら無駄のない購入を行うことがで

きたため。 
・園庭への「築山」の設置について

は、予算の都合により実施すること

ができなかったため。 
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■什器備品類に関して、以下の補
修、修繕、交換、リース契約更新、
新規購入を実施する。 
時期 内容 概算金額 
5 築山  
4 ICT、インフラ

環境 
 

   
 
⑪利用者意向把握 
■外部評価機関による福祉サービ

ス第三者評価を実施する。 
■外部評価機関による利用者アン

ケートを実施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要

望を申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法

として、以下の事を実践する。 
・年1回の運営委員会の実施。 
・保護者へのアンケートの実
施。（主な行事に関して） 
・園舎内にご意見 BOK の設
置 
・保育者面談の実施 

 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、

運用する。 
■利用者から苦情を受けないよう

な取り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような

取り組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 

・練馬区の「保健福祉サービ
ス苦情調整委員制度」を利用
する。 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マ

ニュアルを整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童

相談所と連携を図る。 
 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との

連携を図る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、

耳鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医
療機関との連携を図る。特に保育
実施時間内に受診可能な医療機
関を 1 つ以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等
との連携を図る。 

■近隣保育園との交流を図る。 
■地域内の認可外保育施設との連

携を図る。 
 
 
 

携しながら迅速に対応した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪・年間を通して、各行事や催し物
についてアンケートを実施した。保
護者からの意見・感想については、
保育・運営等の改善や次年度の年間
計画作成に活かせるよう努めた。 
・11 月には、運営委員会を書面開催
し、利用者の意向把握と対応に努め
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫・近隣住民や第三者委員を通して

の意見・要望等はなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬・配慮を要する家庭については、
子ども家庭支援センターや児童相
談所との連携を図り、適切な対応が
取れるようにすることで、保護者支
援につなげた。 
 
⑭・地域の受診可能な各科医院・病
院を一覧化し、迅速かつ的確に対応
できる体制を整えている。 
・近隣小学校との直接交流による
連携活動については、感染症予防対
策を講じながら、2 月に小学校を会
場として、小学校 1 年生と 5 歳児と
の交流を実施した。5 歳児が小学校
生活への期待を持てる機会となっ
た。 
・近隣小学校の運動会や学童クラ
ブの祭りに、職員が参加・参観した。 
・毎月、「学校だより」「園だより」
の交換を継続して行っている。 
・4 月の「ひかりまつり（金子慎平
パントマイムショー）」と、11 月の

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪評価：5 
・すべて計画どおり実施すること

ができたため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫評価：5 
・すべて計画どおり実施すること

ができたため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬評価：5 
・概ね計画どおり実施することが

できたため。 

 

 

 

⑭評価：5 
・概ね計画どおり実施することが

できたため。 
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⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職

員採用業務、労務管理業務を本部
事務局および専門業者に委託す
る。 

■法人内の他園との交流、連携を図 
る。 

 

ふれあい環境学習（スケルトン車見
学とごみの分別）には、近隣の小規
模認可保育園 2 園を招待した。 
 
⑮・会計業務や職員採用業務等につ

いては、法人本部との連携のもとで

実施することができた。 
・昨年度後半に導入した勤怠シス

テムおよび労務管理システムにつ

いて、円滑な運用が図られつつあ

る。 
 
 

 

 

 

 

⑮評価：4 
・労務管理について、システム上の

課題に対して法人本部と連携を図

りながら、改善・対応を進めること

ができているため。 

 

 

 

４．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①保育の内容に関する全体的な計画
について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指

し策定する。 
■保育の内容に関する全体的な計画

の見直しをおこなう。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  

 
 
 
 

①・保育所保育指針、練馬区の保育

水準、法人の保育理念に基づき、適

切に策定した。 

 

②・年間指導計画および月間指導
計画については、計画どおり策定
した。 
・保育業務システム（キッズレポ）
を通して職員間で共有し、指導計
画の内容を理解しながら保育を進
めることができた。 
 
 
③・個別指導計画については、各年

齢の発達に応じて適切に策定し

た。 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
①評価： 5 
・昨年度の振り返りを行い、本年度
の計画書を作成することができた
ため。 
 
②評価：5 
・毎月、主任が確認を行い、施設

長が最終承認することで、適切に

確認を行うことができたため。 
・子どもの姿、興味関心を計画に

反映、柔軟に修正しながら、日々

の保育につなげていくことができ

たため。 
③評価：5  
ひとりひとりの育ち、家庭との連

携を踏まえながら、職員間で共有

して策定できたため。 
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■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
□しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
・アナフィラキシー児対応につ
き「アレルギー児対応の保育方
針」を策定する。 
・月に１回「子どものエピソー
ド」を作成し、子どもの発見や
気づきを大切にしていく。 
・ヒヤリハットを集計し、園全
体で危険な個所を周知する。 
・異年齢で関われるような保育
活動を担当制で計画を立てて
いる。。 

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 

・練馬区立保育園の保育水準
を維持するために以下の事項
を実践する。 
・光が丘保育園引継ぎ手順書 
・練馬区園外保育マニュアル 
・練馬区乳児保健マニュアル 
・練馬区保育所給食の衛生管  
理 
・法人で作成した『国立保育
会の保育内容』を参考に保育
をおこなう。 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
■定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
□定期的な学習指導を実施する。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育内容を実施する 

 
 
 
 
④・週間指導計画および日々の指
導計画について、適切に策定した。 
 
 
 
 
 
 
 
⑤・年度当初に、アナフィラキシー
児対応についての全体会を実施
し、共通理解を図ることができた。 
・年度後半には、子どものつぶやき
やひらめきのエピソードをもとに
した「ひかりがおかほっこりだよ
り」を発行し、保護者の子ども理解
の一助とした。 
・子どもたちがワクワク感を持ち
ながら創造的な遊びに取り組める
よう、園庭や室内環境の工夫を行
った。 
 
 
 
 
⑥・各種マニュアルに基づき、適切
に業務を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦・体育指導については年間を通

して実施することができた。 
・常に、子どもが遊びに充実して取

り組めるよう、保育士・職員がアイ

ディアを出し合い、共通理解をも

って取り組んだ。 
・季節行事や日常の保育の中で、異

年齢交流を取り入れるようにし

た。 
・リズム活動については、十分に取

り組むことができなかった。 
 
 
 
 
 

 
 
 
④評価： 5 
クラス内で年次、月次の計画に沿っ
て計画の策定、実践、振り返りがで
きたため。 
 
 
 
 
 
⑤評価：4 
・保育水準だけでなく、各種マニ

ュアルや自己評価チェックリスト

等を活用することで、保育士とし

ての振り返りを行うことができた

ため。 
・職員が一体となって保育環境の

改善に取り組むことができたた

め。 
 
 
 
 
 
 
 
⑥評価：4 
・概ね計画どおり実施することが

できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦評価：5 
・概ね計画どおり実施することが

できたため。 
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・異年齢保育の実践として仲
良し活動をおこなう。 
・定期的に“リズム”を実施す
る。 
・環境学習を実施する。 
・園庭や園舎など様々な場所
に仕掛けをおこない、子ども
たちの創造的な遊びを促せる
ようにする。また、そこには、
保育士だけではなく、栄養士
や看護師も関われるようにす
る。 
・子どもたちが好きな場所で
遊べるような環境（物的・人
的）を整える。 

 
⑧通常日の保育時程は以下のとおり

とする。 
  0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

7 順次登園（延長保育 7：00～7：30） 
 朝保育（7：30～） 
8 クラス保育開始 

（乳児 8:00 幼児 8:30） 
9 遊び 

睡眠 
おやつ 朝の会 

遊び・活動 
10 離乳

食 
遊び 

11 睡眠 
遊び 

食事 11:30～食事 
12 午睡 
13 午睡 

 
14:30 目覚め 

14 離乳

食 
目 覚 め

（随時） 
15 遊び 

睡眠 
順次 
降園 

おやつ 
16 遊び 

夕保育 
順次降園 

17 
18 
19 18:30～20:30 

延長保育 20 
 
⑨保護者との情報交換 
・日々の情報や緊急ではない情報 
■全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
□0 歳、1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交

換している。 
■クラス全般の保育内容についてク

ラス掲示板に掲示している。 
■ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園

だよりに掲示している。 
■園独自の取り組みとして、以下の

情報交換を実施する。 
・幼児クラスのその日の保育を掲

示して、活動内容を伝える。 
・共育ての取り組みの推進のため

に、日々の保護者との子どもの姿

を基にしたコミュニケーションの

充実を図り、共通理解のもと、子ど

もの育ちを見守る。特に、お迎えの

ときに、保育士からその日の子ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧・保育時程に基づいた保育を提
供した。 
・子どもの発達や成長を踏まえ、一
人ひとりの保育時間に合わせなが
ら生活リズムを整え、安定した園
生活が送れるよう働きかけること
ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨・園だより、「ひかりがおかほっ
こりだより」、練馬区からの通知等
をシステム配信することで、保護
者がいつでもどこでも閲覧できる
ようにした。 
・玄関において、行事や催し物での
子どもたちの様子をドキュメンテ
ーション（スライドショー）で閲覧
できるようにしたほか、各保育室
前に活動の様子を写真掲示し、子
どもたちの成長を保護者へ具体的
に伝えた。 
・定期的にホームページを更新し、
保育内容や保育園の活動につい
て、保護者や地域へ発信した。 
・連絡なく登園していない園児に
ついては、園から保護者へ連絡を
行い、安全確認に努めた。 
・年間を通して、個人面談や保育参
観の機会を設けることができた。 
・健康面については、感染症発生時
に必要な情報について、掲示や連

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧評価：5 
・概ね計画どおり実施することが

できたため。 
・子ども一人ひとりの状態を的確

に把握し、職員間で連携を図りな

がら丁寧に対応することができた

ため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価：5 
・連絡帳（キッズレポ）や送迎時

に子どものエピソードを伝えるこ

とで、子どもの成長を保護者と共

有することができたため。 
・画像を活用することで、保護者

の子ども理解や保育園での活動へ

の理解促進につなげることができ

たため。 
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ものエピゾードを発達に結び付け

て具体的に伝え、保護者に安心感

得られるように働きかけ、家庭で

の子育てに役立てるようにする。 
・随時保護者との面談をおこな

い、情報を共有している。 
 

 
個別緊急時の情報 
□個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し

ている。 
■必要に応じてホームページに掲示

している。 
■電話を活用している。 
■園独自の取り組みとして、保護者

との情報交換において以下の事を
実践する。 
・年に 2 回は光が丘保育園連絡
メールシステム（キッズレポ）、
伝言ダイヤル 171、web 伝言板
を活用する訓練を練馬区とお
こなう。 

 
⑩保育サービス推進事業について以
下の保育サービス推進事業を実施す
る。 
□産休明け保育 
■0 歳児の延長保育 
■2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
■しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
■年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
  
・練馬区こども家庭部こども施策
企画課主催の「練馬こどもカフェ」
に協力する。 

 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事

項について、園内において実施す
る。 

絡メール（キッズレポ）等を通して
随時保護者へ発信し、注意喚起を
行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩・延長保育については働き方改
革に伴う在宅勤務の増加等によ
り、前年度同様利用が少なく、利用
者数は依然と比較して減少傾向に
ある。 
・育児困難家庭については、子ども
家庭支援センターや児童相談所と
連携し、情報交換を行いながら適
切に対応することができた。 
・外国籍児 8 名を受け入れた。 
・各種担当者会議については、適切
に参加することができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪・業務削減については、会議の持
ち方や休憩時間の確保等において
改善を図ることができつつある。 
・ICT 化については、練馬区保育計
画調整課と連携を図りながら進め
ることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩評価：5 
・子ども家庭支援センターと連携

し、園児の変化や気になる様子が

見られた際には速やかに情報共有

を行うとともに、練馬区保育計画

調整課との連携のもとで適切に対

応することができたため。 
・本園における年末保育の利用者

は 0 名であったため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価：5 
・保育計画調整課との連携のもとで
ICT 化を進めることができ、保護者
の負担軽減と職員の業務効率化に
つなげることができたため。 
・業務削減について、全職員の意識
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・全年齢クラスにおける連絡帳の
電子化により、保護者との連絡が
円滑に取れるようになってきてい
る。 
・サブスク「手ぶら登園」（専門業
者による紙おむつ・おしりふき・食
事用エプロンの月額定額サービ
ス）の導入により、保護者の負担軽
減と職員の業務効率化を図ること
ができた。 
・一人一台のパソコン整備につい
ては、実現することができなかっ
た。 

向上を図ることができているため。 
・職員体制が厳しい時期もあった
が、職員間の協力体制のもとで対応
することができたため。 
・サブスクの導入により、保護者お
よび職員双方の負担軽減につなげ
ることができたため。 

 

５．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■給食担当者の日々の健康管理をお

こなう。 
■保育実施日は原則として給食を実

施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施する。 
□献立は法人共通献立を使用する。 
□食材の調達は法人共通仕入れ先か

ら調達する。 
■調理方法について、手順書や調理マ

ニュアル、衛生管理マニュアルに従
っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者間
で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方法
を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業務
において以下の事を実践する。 

・練馬区の統一献立に基づき給
食業務を実施する。 
・練馬区内の業者から食材を調
達する。 
・日々の安全な食事の提供に向
けて衛生管理マニュアルをしっ
かりと活用する。 

 
 
 
 
 
②給食業務実施にあたり、以下の手順

書やマニュアルを用いておこなう。 
・練馬区の保育所給食の衛生管理の
マニュル 
・練馬区の離乳のてびき 
・食物アレルギーマニュアル 
・栄養士業務マニュアル 

 
 
 
 
①・調理員一人ひとりが日々の健康
管理を行い、練馬区の調理マニュア
ルおよび衛生管理マニュアルに基
づき、安全に給食を提供することが
できた。 
・常勤栄養士 4 名、非常勤栄養士 1
名、非常勤調理師 2 名が、その日の
調理内容や役割分担を確認しなが
ら、効率的に調理作業を進めた。 
・アレルギー対応については、指差
し・声出し確認を徹底し、調理から
職員、対象園児への提供まで確実に
行うことができた。 
・アレルギー食の提供事故は 0 件
であった。 
・アレルギー対応については、全職
員で共通理解を図りながら進めた。 
・「新食物アレルギー対応マニュア
ル」をもとに、年度当初に園内研修
を実施し、実際のシミュレーション
を通して全職員で確認・実践を行っ
た。 
・食物アレルギー対応児一人ひと
りの特徴について共通理解を図り、
給食・おやつの提供方法について確
認を行った。 
・食物アレルギー対応児の保護者
とは、定期的（月 1 回を基本）また
は随時面談（保護者・担任・栄養士）
を行い、安全な給食提供につなげ
た。 
 
②・練馬区保育所等職員研修や保育
士等キャリアアップ研修における
「食育」および「食物アレルギー対
応」の研修に、保育士・栄養士が参
加した。 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
評価：5 
①・概ね計画どおり実施することが
できたため。 
・給食業務については、各種マニュ
アルに基づき、安全かつ円滑に遂行
することができたため。 
・食物アレルギー対応については、
全教職員が共通理解を持ち、マニュ
アルに沿って対応することで、安全
に提供することができたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価：5 
・すべて計画どおり実施すること
ができたため。 
・「新食物アレルギー対応マニュア
ル」について、全職員で共通理解を
図り、実践につなげることができた
ため。 

光が丘保育園

 
③食育業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業務

において以下の事を実践する。 
・毎月１回食育会議を開催し、よ
り子どもの喫食状況の確認やア
レルギー児等の情報交換をする。 
・野菜の栽培、食育指導、調理保
育等、練馬区立保育園の食育到達
目標「食べることが楽しいと思え
る子どもに」に到達すべく子ども
たちの食べる力を豊かに育むた
めの食育活動を実施していく。調
理保育においては、各種感染症の
状況により判断をする。 
・季節や行事にあったお楽しみ
給食やお弁当デーを実施する 
・食育として年長児が配膳にト
レーを使う。 
・魚の解体ショーをおこない、命
の大切さを伝えるとともに、魚に
興味がもてるようにする。 

 

 

③・園庭菜園での夏野菜の栽培を食

育活動につなげた。園児が収穫した

野菜を、調理室と連携して調理し、

体験を通した食育を実施した。 
・旬の食材に触れる食育活動とし

て、そら豆やトウモロコシの皮むき

を実施した。 
・栄養士の指導のもと、箸の使い方

や包丁・ピーラーの使い方について

も取り組んだ。 
・「魚の種類」や「野菜の種類」等

を廊下の壁面に大きく掲示し、園児

が魚や野菜への関心を持てるよう

工夫した。 

 
③評価：5 
・概ね計画どおり実施することが
できたため。 
・2 月には「鰤の解体ショー」を実
施し、食育活動につなげることがで
きたため。（本年度で 4 回目） 
・調理室と各クラスが連携し、各ク
ラスで園庭栽培した野菜を給食の
食材として活用することができた
ため。 
・季節や行事に応じて献立を工夫
することで、園児が季節の特徴や行
事の意味について理解を深められ
るようにしたため。 
・毎月発行する「栄養だより」にお
いて、栄養に関する内容や調理レシ
ピ等を掲載し、家庭での食育に関す
る啓発につなげることができたた
め。 

 
 
 

 

６．保健 

今年度計画 今年度実績 
計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 

①保健業務実施にあたり、以下のこ
とをおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、マニュアルを整備し、運
用する。 

■保護者からの在園児の成長、発
達、健康に関する相談を受け、適
宜助言をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業
務において以下の事を実践する。 

 
 
 
①・練馬区保育課からの通知内容に
ついて全職員で共有し、安全面や衛
生面に配慮しながら保育・運営を進
めた。また、必要に応じて保護者へ
も情報発信を行った。 
・練馬区のサーベイランスを活用
し、感染症等の発生状況を把握しな
がら予防に努めた。また、キッズレ
ポを活用して感染症発生状況を速
やかに保護者へ配信し、注意喚起に
つなげた。 
・全園児を対象とした定期健康診
断および歯科健診を年 2 回実施す
ることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 

理由 
①評価：5 
・すべて計画どおり実施すること
ができたため。 
・練馬区保育課の感染症対応マニ
ュアル等を活用しながら、適切に対
応することができたため。 
・練馬区保育課や法人本部からの
感染症予防に関する通知を活用し、
職員間で共有することができたた
め。 
・練馬区保育課保育所保健係およ
び園医との連携を密にすることで、
子どもの健康管理につなげること
ができたため。 
・全園児を対象とした定期健康診
断および歯科健診を年 2 回実施す
ることができたため。 
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・練馬区のサーベイランスを
活用し感染症等の発生状況を
把握し、予防に努める。 
・練馬区の感染症マニュアル
や保険業務マニュアル等を活
用する。 
・練馬区保健連絡会で得た知
識や感染・事故情報を職員に
伝え 
保育園の衛生管理や安全対策
に活かしている。 
・区内の看護師同士の交流を
図る中で学んだ知識を健康教
育に活かしている。 
・感染症が発生したときに
は、保育園の連絡帳システム
と掲示板を活用し、情報を保
護者に迅速に伝え、感染症拡
大防止に努めている。 
・ストレスチェックをおこな
い 
職員の健康状態の管理をおこ
なうとともに、衛生委員会で
の面談をおこなっている。 
・月１回衛生委員会を開催し
ている。 

 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理す

る。 
■園独自の取り組みとして、園内事

故防止において以下の事を実践す
る。 

・事故防止に向け、ヒヤリハ
ットの定着と内容の共通理解
をはかり事故防止につなげ
る。 
・園庭遊具、園庭の安全点検
を毎週おこなう。 
・園内、園庭等に誤嚥・誤飲
につながる物を発見し、事故
予防につなげる取り組みをお
こなう。 
 
・SIDS の予防のため、午睡チ
ェックの徹底と０歳児全員と
０歳児以外のクラスで寝方に
配慮を要する園児に乳幼児体
動モニターを活用する。 

 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職

員の健康管理をおこなう。 
■事業所内健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②・ヒヤリハットの定着が図られて
おり、提出された内容については全
職員で共有し、事故防止につなげ
た。 
・園内や園庭等で誤嚥・誤飲につな
がる物を発見した際には、速やかに
事務所内へ掲示し、全職員へ周知す
ることで事故防止に努めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③・職員の定期健康診断について
は、年度当初（4 月）に各職員と看
護師で日程調整を行い、計画的に実
施することができた。 
・職員の体調に応じて受診を勧め、
健康管理および感染症予防につな
げた。 
・職員一人ひとりが健康管理や感
染症予防への意識を持ち、実践でき
るよう努めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価：5 
・すべて計画どおり実施すること
ができたため。 
・園児および職員が安全に生活で
きるよう、職員間で情報共有を行い
ながら、園内外における事故防止に
取り組むことができたため。 
・職員の安全管理に対する意識向
上が図られ、日々の実践につなげる
ことができているため。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③評価：5 

・概ね計画どおり実施することが

できたため。 
・日頃から、園長や看護師が職員

の体調に関する相談に応じ、適切

な健康管理につなげることで、職

員が安心して意欲的に職務遂行で

きる職場づくりを進めることがで

きたため。 
・全職員がストレスチェックを実
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・衛生委員会を月１回開催
し、必要に応じて産業医と職
員との面談を実施し、職場環
境や健康管理についての意見
交流や相談の機会を設けてい
る。 
 衛生委員会の最初の１５分
間は、産業医から職員向けの
健康に関することや職場環境
等について、資料を基にミニ
講話をおこなっている。 
・全職員対象にストレスチェ
ックを実施し、各職員の結果
を保育園全体として産業医が
総合的に分析した結果を基
に、職場環境の改善につなげ
ている。 
・休憩時間を取得できるよ 
う、園全体でのローテーショ 
ンを考える。また、定額残業 
制度を活用する。 
・「手ぶら登園（専門業者によ

る紙おむつ・おしりふき・
エプロンの月額定額サービ
ス）」の導入による保護者の
負担と職員の業務の負担軽
減を図っている。 

 

・産業医を交えた衛生委員会を月 1
回開催し、必要に応じて面談を行う
ことで、職員の心身の健康維持につ
なげた。また、資料を活用した健康
に関するミニ講話も継続して実施
した。 
・休憩時間（1 時間）の確保につい
ては、勤務ローテーションを工夫し
ながら概ね実施することができた。 
・全クラスにおける連絡帳・おたよ
りの ICT 化や、サブスク「手ぶら登
園」の導入により、保護者の負担軽
減と職員の業務効率化につなげる
ことができた。 

施し、その結果を産業医と共有す

ることで、職員の心身の健康状態

の把握と健康管理につなげること

ができたため。また、職員自身の

健康維持・向上への意識を高める

ことができたため。 
・産業医が定期健康診断結果を分

析し、各職員へ助言を行うこと

で、健康維持に役立てることがで

きたため。 
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令和 7 年度 事業計画・事業実績評価報告 
 

１．令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 

園テーマ「子どもの自主性・大人の自主性」  

子ども：自ら感じ、考え、自己決定できるこどもになる。 

職員：それぞれの職員が経験の中から自分の役割を見つけ、園運営にその力を発揮する。 

・子どもの育ちを支えるために職員の資質向上は欠かせず、全職員が研修に参加し、資質向上に努める。 

 

2．施設の概要と職員体制 

施設名 南大泉保育園 施設住所 練馬区南大泉５－２６－７ 

開設年月日 昭和 48 年 1 月 1 日 運営形態 
■公設民営認可・□民設民営認可・□小規模

保育所 
土地建物所有権 □土地 □建物 土地建物賃借料 土地円   /年 建物    円/年 
敷地面積 2001.10 ㎡ 建物延床面積 661.83 ㎡ 

開園日 
月曜日から日曜日とする。但し、12 月 29 日か

ら 1 月 3 日は休園とする。 開園時間 

午前 7 時 00 分から午後 8 時 30 分と

する。但し午前 7 時から午前 7 時

30 分と午後 6 時 30 分から午後 8 時

30 分までは延長保育時間とし、詳細

は別に定める。休日保育は 7:30-
18:30。 

保育料  

定員数、入

所数、面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内し
ょう
がい
児 

内ア
レル
ギー
児 

内ア
ナフ
ィラ
キシ
ー児 

 一

時 病後児 

定員 10 18 24 25 25 25 126       

入所 4 18 24 25 25 25 120 3 5 1    

保育室面積 54.1 60 52.2 54.1 54.1 69.6 404.69       

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 加藤由美子 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

副施設長 福田由紀子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

副施設長 中島千恵美 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

主任保育士 大神田育子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

副主任保育士 古里麻里 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

看護職 瀧本美紀 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

   

嘱託医（園医） 渡辺久幸 
住所 練馬区東大泉 1-26-16 ｵｶﾞﾜﾋﾞﾙ 1F  

電話  03-5947-3577 

職
員
数 

 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 

保育職 18 2 1  
保育士 9 

保育補助 16 

看護職 1     

給食職 4    3 

用務職   1  4 
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事務職     1 

苦情解決第三者委員 田村美津子 荒井明子     
今年度変更事項   

千葉みどり副園長が宮前おおぞら保育園、志村梨奈保育士が天沼保育園、椿保育士が氷川台第二保育園へ異動する。

中島千恵美副園長、渡邉理恵保育士が宮前おおぞら保育園から、吉川杏実保育士が上井草保育園から着任。 

 

  

3．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ場」

という保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々に保

育理念の理解が進むよう取り組む。 
■保育園の全ての業務は保育理念から

展開されていることを踏まえ、各種
手順書、各種マニュアル、各種計画
等は保育理念に基づき策定するよう
取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②保育目標は全園共通で以下と定めて

いる。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 
 

■児童、保護者、職員、地域の方々に保
育目標に基づく保育をおこなってい
ることの理解が進むよう取り組む。 

■保育内容の全ては保育目標から展開
されていることを踏まえ、保育課程、
各種指導計画等は保育目標に基づき
策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

■休日保育実施 ■延長保育 7:00～7:30、18:30～20:30 
①運動遊び、リズムの実施を継続

し、子どもの体づくりを積極的
におこなう。 

②二大行事である一つの運動会は
「親子で楽しむ」をテーマに保
護者参加を増やして、子ども・
保護者・職員で取り組む。もう
一つの「大きくなったね会」は
子どもたちと相談しながら、子
ども主体で進めていく。 

①研修を通して学んだことを実践
したり「かけがえのない命をはぐ
くむ場」とはどういうことか、を原
点に返って常勤、非常勤にも考え
てもらい、書面に残し全員で共有
した。 
 
・否定の言葉は使わないように、と
いうのは各自意識しているようで
子どもの話しや気持ちを一旦受け
止め対応していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②保育目標、全体の保育計画をも

とにカリキュラムを各クラス作成

し保育にあたっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・運動会の実施の仕方を変えたこ

とで幼児組が一緒に同じ空間で体

験できたことは、保護者にも子ど

も達にも職員にも良い連帯感が持

て他の行事もより協力的になっ

た。 
 
・大きくなったね会は、子どもたち

と担任とで発表する内容を決めて

準備していく。 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価５ 
・職員全員での共通理解の振り

返りができ、次のステップに進

めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・子どもたちの成長を感じられ

る会になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「子どもの自主性、大人の自主

性」をテーマに全職員で対話を持

ち、運営をしていく。 
・一人一人の子どもの人権を守

り、自ら感じ、考え決断すること

ができる子どもに保育していく。 
 

南大泉保育園



以上の、①②を実践していくため
に、職員間では日々の保育での
学びや子ども達の育ち、時には
悩みなどを研修やグループワー
クなどを通して共有し、互いの
資質向上につなげていく。 

また、井上さく子先生の研修を引
き続き実施し、「子どもの自主性
を引きだす保育」について、学
びの場を持っていく。 

 
 
③年間の園内会議日程は以下のとおり

とする。 
月 日 曜日 時 会議名 
4 23 水 13:30 全体職員会議  
5 23 金 13:30 全体職員会議 
6 24 火 13:30 全体職員会議 
7 23 水 13:30 全体職員会議 
8 26 火 13:30 全体職員会議 
9 25 木 13:30 全体職員会議 
10 28 火 13:30 全体職員会議 
11 27 木 13:30 全体職員会議 
12 16 火 13:30 全体職員会議 
1 27 火 13:30 全体職員会議 
2 25 水 13:30 全体職員会議 
3 13 金 13:30 全体職員会議 
     

幼児会議 第 1、第 3 木曜日 14 時 
乳児会議 第 2、第 4 木曜日 13:30 
調理会議、アレルギー会議・月 1 回 
0 歳児会議・毎月 1 回 
土曜日・休日体制会議 毎週金曜日
13:30～ 朝礼・昼礼  
④年間の園内行事日程は以下のとおり

とする。 
月 日 時 行事名 
    
4 4 金 入園進級祝い会 
4 19 土 幼児保護者懇談会 
5 2 金 こどもの日祝い会 
5 20 火 5 歳児遠足 
5 23 金 4 歳児遠足 
5 31 土 乳児保護者懇談会 
6 24 火 プール開き 
7 7 月 七夕まつり 
8 29 木 プールじまい 

9 月予定 教育委員会一斉防
災訓練 

10 25 土 運動会 
11 11 火 4 歳児秋の遠足 
11 13 木 3 歳児秋の遠足 
12 16 火 年末お楽しみ会 
1 8 木 新年お楽しみ会 
2 3 火 節分 
2 14 土 大きくなったね会 
2 28 土 新入園児面接 
3 3 火 ひなまつり 
3 13 金 卒園を祝う会 
3 23 月 クラス移動 
3 27 金 ぞう組お別れ会  

 
 
 
 
・研修を通してグループワークを

行ない互いの保育観など共有し

た。 
 
 
 
 
 
 
 
③計画の会議は実施できた。必要

に応じて会議を行なう。各行事、ク

ラスでのミーティングも自主的に

おこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④夏の間のプール、水遊び、散歩

(外遊び)は暑すぎて(暑さ指数計)
を確認すると実行するのが困難だ

ったが、その分室内遊びの工夫を

して過ごすことができた。 
運動会は、小学校の体育館で全員

で運動会を楽しむことが出来た。

親子で楽しむ運動会がコンセプ

ト。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 評価５ 
全体会議は予定通りおこなえた。

他の会議も時間調整しておこな

った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 暑さ指数計に左右される夏だ

ったが、室内で過ごす保育を

それぞれ工夫することで、保

育力も上がった。 
 
 

・一つの行事を固定観念にとらわ

れずに実行できた。 
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【後期クラス別保護者会】 
 0 歳児 1/20(火) 1 歳児１/22(木) 
 2 歳児 2/26(月) 3 歳児 2/14(土) 
 4 歳児 2/14（土）5 歳児 12/12(金)  
他、春の定期健康診断、春の歯科健診 
秋の健康診断、秋の歯科健診日程未定 
 
⑤年間の園内研修、モデル園としての

取組（法人研修を除く）等は以下の
とおりとする。 
月 日 参加者 研修名 
4 
 
 
 
 
5 
 
6 
 
 
6 
 
 
 
 
 
 
 
1 

17 
 
 
中旬 
 
22 
未定 
 
 
未定 
 
 
 
 
 
 
 
 
28 

全職員 
 
 

全職員 
 

全職員 
全職員 
 
 
全職員 
 
 
 
 
 
 
 
 
全職員 

・理念/方針/
虐待人権な
ど 
嘔吐処理 
 
井上さく子
先生研修 
 
消防署によ
る心肺蘇生 
 
消防署によ
る消火訓練 
 
・荒馬 
・リズム 
 
 
井上さく子

先生研修 
 

 
・年間を通し、引き継ぎ項目の「荒馬」

「リズム」の研修を外部の講師を設
定し受講する。 

・各キャリアに合わせたキャリアパ 
ス研修参加 

・法人研修参加 
・園内研修 嘔吐処理、心肺蘇生、 

個人情報、ハラスメントなど） 
・不適切保育、ハラスメントについ 

ての振り返りやグループワーク 
・区内主催研修 
・その他随時予定あり 
 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニュア

ルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置を講

ずる。 
■園内においてすべての児童、職員を

対象とした不審者対策訓練を定期的
に実施する。 

 
災害対策 
■園舎内において災害時対応マニュア

ル、防災マニュアルを整備、運用す
る。 

■園内において、すべての児童、職員
を対象とした避難訓練、消火訓練を

 
 
 
 
 
⑤危機管理能力を高めるための研

修を園内で行ったり消防署の協力

を得ながら各自のスキルアップが

できた。 
・保育資質の向上のため、井上さく

子先生の研修をはじめ各分野の研

修に参加してきた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥防犯、災害時のマニュアルを見

直し、災害時に参集できる人数を

確認した。石神井警察署の協力の

もと、不審者訓練を行い、対応法な

ど学んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
⑤ 評価５ 

命に関わる訓練は毎年実施し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 評価５ 

・計画通り実施できた。繰り

返し行うことで職員それぞれ

の意識を向上させている。 
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おこなう。 
■地域において、児童、職員を対象と

した訓練を実施する。 
■発災時を想定し、児童、職員が最低 3

日間園舎内に滞在できるような飲料
水、食料、資材等を準備する。 

■園独自の安全管理対策に関する取り
組みとして、以下の事を実践する。 
・防犯マニュアル、災害時マニュ
アルの見直し 
・園舎、保育室の安全チェックリ

ストの徹底 
・大泉第六小学校との連携、経路

の確認、非常食、備品の追加。 
・隣接地域集会所との避難訓練。 
事故防止について 
・ヒヤリハットの活用 

 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、運

用する。 
■プライバシーポリシーを公表する。 
■個人情報保護について定期的に職員

研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する取り
組みとして、以下の事を実践する。 
・練馬区主催の個人情報保護の講
習を受ける。 
・守秘義務についての園内研修を
園長がおこなう。子どもの書類は、
全て施錠されているキャビネット
などで保管する。 
・保護者への他児の情報に関する
漏洩がないようにチェックリスト
を作成するなどして、指導にあた
る。 
・練馬区個人情報マニュアルの見
直しと園内研修の実施。 
以上、常勤、非常勤職員ともに周
知、参加をする。 

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワーハ

ラスメント防止マニュアルを整備、
運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワーハ
ラスメント防止のために定期的に職
員研修をおこなう。 

■園独自のハラスメント防止措置に関
する取り組みとして、以下の事を実
践する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦練馬区主催の外部研修「情報セ

キュリティ研修」をもとに園内で

も研修を行い、各自の意識を高め

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧管理職の研修に参加し伝え方や

ハラスメントについて話し合いを

重ね取り組んできた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 評価５ 
・計画通り実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 評価４ 
・今後も取り組み、意識づくりを

行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・管理職はハラスメント研修に
参加、職員間のコミュニケーショ
ンの構築 
・ハラスメント防止のための職
員間の声の掛け合いができる環
境を構築していき、互いが働きや
すい場となるようにしていく 
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⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用す

る。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極的

に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に職

員を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関する取

り組みとして、以下の事を実践する。 
・職務内容に応じた専門性の向上を
図るため、研修機会の充実を処遇改
善のキャリアアップ研修を用いて
全職員が参加し保育の水準を確保
する。 
・外部研修、法人研修への積極的な
参加を促す。園長、副園長、主任に
よる個人面談実施。 
・キャリアパスの導入。 

⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用す

る。 
■業務開始前および業務終了後の園舎

内の安全確認チェックを実施する。 
■施設保全に関して、以下の補修、修

繕、交換を実施する。 
 ・練馬区運営管理係を通し、修繕を

進める。 
■什器備品類に関して、以下の補修、

修理、交換、リース契約更新、新規購
入を実施する。 

 
 
 
 
その他 
グリストラップ掃除、建築、防災点検

は練馬区でおこなう。 
⑪利用者意向把握 
■外部評価機関による福祉サービス第

三者評価を実施する。 
■外部評価機関による利用者アンケー

トを実施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要望を

申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法とし

て、以下の事を実践する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑨自主性を引き出す保育とはどう

いう保育なのかということを話し

合いを全員で行う。各自の思いや

保育観を認めながらも子どもを真

ん中にしていこうということは繰

り返し、様々な場面で話題にして

きた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩リースをしていた事務所のパソ

コンの性能が低下してきたので７

台購入。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪第三者評価は今年度は実施がな

い。が個人面談や連絡帳について

の話し合い、運営委員会は書面開

催、運動会などの行事の感想は、保

護者へのアンケートを実施。次年

度の行事につなげている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑨ 評価５ 
・一緒に働く中で考え方を知るこ

とができ、柔軟な思考力に変化し

ていった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 評価５ 
・中古品だが、性能はリースのも

のよりよく、使用していてストレ

スにならない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ 評価５ 
・実施できた 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・修繕、補修については練馬区と
連携の上進めていく。、 

・練馬区の実施計画にあわせて
第三者評価、運営委員会の実施
をおこない、保護者の意向を反
映させていく。 
・大きな行事ごとにアンケート
で改善・取り組みにつなげてい
く。 
・ご意見ご要望ボックスの設置
といただいたものは、全職員で
共有し、速やかに保護者に返す。 
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⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、運

用する。 
■利用者から苦情を受けないような取

り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような取り

組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する取り

組みとして、以下の事を実践する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マニ

ュアルを整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童相談

所と連携を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との連

携を図る。 
 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、耳

鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医療機
関との連携を図る。特に保育実施時
間内に受診可能な医療機関を 1 つ以
上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等との
連携を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連携を
図る。 

 
 
 
 
 
 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職員

採用業務、労務管理業務を本部事務
局に委託す法人内の他園との交流、
連携を図る。 

 

⑫大きな苦情はないが、近所の敷

地前に送迎の車を駐車してしまっ

たことでの指摘があった。そのこ

とを保護者にも伝え、なぜ園の周

りに駐車をしないでとお願いして

いるのかということを話し合い、

理解していただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬ 
子ども支援センター、児相と連携

し、子どもや保護者の様子を共有

し見守ることができた。 
 
・園医との関係もスムーズで受診

の際や健診などにも快く対応して

いただいている。 
 
 
 
 
 
⑭地域との交流もしっかり引き継

いでいる。 
 
・隣接の地域集会所でお年寄りと

の交流、地域の未就学児親子の交

流など計画的に実施している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮計画通り実施 
 
 
 
 

⑫ 評価５ 
・苦情や困りごとには速やかに対

応し、解決することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬ 評価５ 
・実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭ 評価５ 
・毎年近隣との交流は大事に実施

し翌年に引きついでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮ 評価５ 
・実施している。 

・隣接地域包括支援センターでの
お年寄りとの交流に 5 歳児が参加
する。 
・近隣公立保育園、認証保育所と
の交流をおこなう。 

・該当児身体的管理、保護者のサポー
ト、各関係機関との連携を密にしてい
く。 
・区主催の研修に参加し、日頃の様子な
どから早期発見に努める。 
・年度初めの職員会議で園長より発信
し、早期発見など全職員で確認し合う。
また、定期的にチェックリストを行う。 
 

・ご意見は、速やかに周知、改善、
対応策を考え、掲示し、苦情になる
前に対応する。 
・苦情解決制度と第三者委員につ
いては、入園時、保護者懇談会など
で、年度を通し随時保護者には知
らせていく。 
・第三者委員の方を行事などにご
招待し、保護者が制度について理
解できるような機会を設けてい
く。 
・プール活動、園行事の際は、近隣
へ挨拶とポスティングをおこな
う。 
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4．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた場合の理由 
①保育課程について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指し

策定する。 
■保育課程の策定と職員間での共有を

徹底する。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以下

の年次および預かり形態の別で策定
する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 ■休日保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年次

および預かり形態の別で策定する。 
■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で策
定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、以下の保

育関連の計画を策定する。 
・練馬区のマニュアルを順守する。 
・各行事の前後に計画と振り返りを
行い改善点など職員間で共有し次
につなげていく。 
・月 1 回のリーダー会議やフロア会
議などで各年齢の発達や育ち、保育
内容について職員間で共有する。 
・専門資格取得の保育士による独自
の運動遊びを実施し、子どもの体力
づくりに努める。 

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手順

書やマニュアルを用いておこなう。 
・各年齢保育マニュアル 
・延長保育マニュアル 
・休日保育マニュアル 

①②③④⑤⑥について適切に策定
し実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
適切に実施 
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・散歩マニュアル 
・アレルギーマニュアル 
・保健マニュアル 
・給食衛生管理マニュアル 
など 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
■定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
□定期的な学習指導を実施する。 
■園独自の取り組みとして、以下の保

育内容を実施する 
 

・休日保育をおこなう。 
・延長保育をおこなう。 
・リズム運動、荒馬をおこなう。 
① 遊び 

・タイヤや牛乳ケース、お風呂

マット、板など身近なものを使

い、既成概念にとらわれず、

色々な遊びが展開していく中

で、豊かな想像力を育む。 
・季節に合わせた、制作物に取
り組み、それぞれの年齢に合わ
せたものを作品として作り、掲
示する。 
 
② リズム 
・ピアノに合わせて裸足で行
い、這う、走る、止まる、跳ね
るなどの動きをし、発達に必要
な動きを促し身体づくりをお
こなう。縦割り保育の「３きょ
うだい」で取り組むことも多
く、楽しみながらたくさんの刺
激を受ける。 
③ 幼児運動指導員の資格を取

得した保育士 2 名を中心に
子どもの体幹を育てていく
運動活動を定期的に取り入
れていく。 

 
⑧通常日の保育時程は以下のとおりと

する。 
  0 歳 1

歳 

2

歳 

3

歳 

4

歳 

5 歳 

7:00 
 
7:30 
8:30 

保育開始 順次登園 
朝延長開始 
朝延長終了 

・人数によって時間帯合同 
8:30 遊び睡眠 遊び 
9:30 外気浴 朝の集まり 

牛乳 
朝の集まり 
課題活動 
遊び 10 離乳食 

活動 
活動遊び 
11:30
給食 11 食事 

12 睡眠 睡眠 食事 
13 睡眠 
14 離乳食    
15 おやつ・

遊び 
目覚め・おやつ 
帰りの集まり 
遊び 

 
 
 
 
 
 
⑦リズム運動を行っている。 
４月に全職員で研修を実施。講師
による指導を受ける。子どもたち
と同じ内容。 
・「荒馬」地方のお祭りとのことで
年長組が行うと伝統になってい
る。運動会で披露するので、保護者
も子どもたちも楽しみにしてい
る。笛、太鼓は保育者の役割。意識
して練習に取り組んでいる。 
・園庭の可動遊具の点検整備。環
境を整え、子どもたちの探求心を
はぐくんでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧いずれも適切に実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・評価５ 
・引き続き行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧評価５ 
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16- 遊び・順次降園 
18:30 延長保育 

20:30 保育終了 20:30 

  
 
⑨保護者との情報交換 
日々の情報や緊急ではない情報 
■全年齢において連絡帳を交換してい

る。 
■全クラス連絡帳対応。 
■クラス全般の保育内容についてクラ

ス掲示板に掲示している。 
■ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園だ

よりに掲示している。 
 
個別緊急時の情報 
■個別メール送信システムを活用して

いる。 
■電話を活用している。 
 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用して

いる。 
■必要に応じてホームページに掲示し
ている。 
■電話を活用している。 
■園独自の取り組みとして、保護者と

の情報交換において以下の事を実践
する。 
一斉メールを用いて月次の通
信訓練の実施をする。 

 
⑩保育サービス推進事業について以下
の保育サービス推進事業を実施する。 
□産休明け保育 
■0 歳児の延長保育 
■2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
■休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
□しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
 
 
 
 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■施設長会議に参加する。 

 
 
 
 
 
 
⑨各種のおたよりは計画的に行え
た。 
・週案を掲示し、毎日の生活がよ
り保護者に伝えられるようにし
た。 
 
 
 
 
 
・練馬区でのアナウンスで実施し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩いずれも適正に実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪担当者がそれぞれの会議に参加
し、職員会議などで共有した。 

 
 
 
 
 
 
⑨評価５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩評価５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価５ 
参加、共有を滞りなく実施できた。 

・園庭開放、「一緒に遊ぼう」の

地域支援などをおこなう。 
・近隣小学校、隣接集会所との連

携を引き続きおこなっていく。 
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■副施設長会議に参加する。 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事項

について、園内において実施する。 
□放送教育プロジェクトにモデル園と
して参加する 
 
⑫その他 
■休日保育、延長保育の実施にあたり、
保育の方法、流れ、保護者の動き、職員
間の動きなど見直しをして整えてい
く。 
■5 歳児にダウン症児が 1 名、ラッセ
ルシルバー症候群の児が 1 名の在園。4
歳児に多動の加配児が 1 名、職員間で
障害について共有し、研修をなど受講
し、安全に保育ができるようにしてい
く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫延長利用児は、落ち着きを見せ
てきた。突然入る利用者には、適切
に対応することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫いずれの保育も適正に実施でき

た。 

 

5．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこ

とをおこなう。 
■給食担当者の日々の健康管理を

おこなう。 
■保育実施日は原則として給食を

実施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施す

る。 
■献立は法人共通献立を使用する。 
■食材の調達は法人共通仕入れ先

から調達する。 
■調理方法について、手順書や調理

マニュアル、衛生管理マニュアル
に従っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者
間で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方
法を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者と
の意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業

務において以下の事を実践する。 
・練馬区立公立保育園のルール
に基づき、食材業者とも継続し
て取り引きし、安定的に給食の
提供ができる環境を整える。ま
た、延長保育、休日保育の実施
にともなっての食材の調達もお
こなう。 
・練馬区の統一献立、レシピ、
衛生管理を徹底していく。 
・定期的な衛生管理基準の確認
を職員間でおこなう。 

① 夕食、休日保育時も含め、適正
に見直し、実施。 
 
 

・練馬区との連携、法人との連携も
スムーズにできていて、良好な給食
の提供ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
 
① 評価５ 
・全てにおいて適正に実施できた 
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・障がい児食事対応 
・季節や伝統行事に合わせた行

事食 
・アレルギー個別対応。 
・毎月、地域支援の一環でふれ

合い給食の提供をおこなう。 
 
②給食業務実施にあたり、以下の手
順書やマニュアルを用いておこな
う。 
練馬区衛生管理マニュアル 
練馬区アレルギーマニュアル 
レシピ 

③食育業務実施にあたり、以下のこ
とをおこなう。 
年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業

務において以下の事を実践する。 
・夏野菜の栽培 
・調理保育 
 幼児クラスの親子調理保育の

実施。 
・5 歳児のみ区所有の畑を借り、
畑の管理や作物を育てることを
する。 

 

 
 
 
 
 
 
② 年一度マニュアルを全員で確

認している。 
 
 
 
 
 
③ 練馬区所有の畑を年長組で管

理し、畝づくり、苗、草むしり
など計画的に行った。 

 
 
 
 
 
 
② 評価５ 
・適正に実施できた。 
 
 
 
 
 
③ 幼児クラス中心に植物を育て

食育にもつなげることができ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6．保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこ

とをおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応する

ため、マニュアルを整備し、運用する。 
■保護者からの在園児の成長、発達、健

康に関する相談を受け、適宜助言をお

こなう。 
■園独自の取り組みとして、保健業務に

おいて以下の事を実践する。 
・毎月のほけん指導 
・手洗い指導 
・定期的な巡回と保育士との情
報共有 

・嘔吐処理の指導（職員） 
・アレルギーの園内研修 
・救命講習の実施 
・紙芝居や、絵本などを取り入
れ、衛生面の大切さや、手洗
いやうがいの動作が身に付け
られるようにする。 

・各年齢に合わせ、からだの大
切さ、命の大切さについて理
解できるよう実施する。 

 
 
 
 
 

① クラスの担任とも連絡を取り
合いながら、保健指導、身体計
測、保健指導など計画的にでき
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価５ 

計画内容を実施することがで
きた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 歳児に卵アレルギーでアナフ

ィラキシーの子どもの入所が

決まった。献立に卵は出ない

が、万が一の時のために、ア

ナフィラキシーの対応など、

看護師中心に園内研修をおこ

なう。 
南大泉保育園



 
 
 
 
 
 
 
 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理する。 
■園独自の取り組みとして、園内事故防

止において以下の事を実践する。 
 
 
 
 
・ 
 
 
 
 
 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として

職員の健康管理をおこなう。 
■事業所内健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 
■特定職員のノロウイルス検査を

実施する。 
■全職員が休憩 1 時間を継続し、さ
らに保障していけるよう体制を整
える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
② 園内の事故はほんのちょっと

の事故ではあるが、顔から上は
受診対象であるので大事をと
っての受診は多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 声を掛け合いながら健診や細

菌検査を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
② 評価４ 
・保健関係の計画は順調だったが 
受診が多かった 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 評価５ 
・実施できた。 

 
 

0 歳児 5 分毎、1 歳児・2 歳児 10
分、幼児クラス 15 分ごとの睡眠

チェックを徹底する。 
・安全チェックリストの活用 
・設備チェックリスト 
・ヒヤリハットの提出を促し、適

宜開 

南大泉保育園

令和７年度 事業計画・事業実績評価報告 
 

１．令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 
・子どもが安心て自主的に物事に取り組めるよう物的環境を充実させ、職員は子どもの思いに寄り添いな
がら保育園運営に主体的に取り組む。 

・職員は研修に積極的に参加したり、会議等でコミュニケーションを図ったりしながら「よりよい保育」「よ
りよい食育」に取り組んでいく。 

・保護者と子どもの育ちを共有しながら保育に取り組んでいく。 
 

２．施設の概要と職員体制 

施設名 
練馬区立 

氷川台第二保育園 
施設住所 東京都練馬区氷川台２－１６－１４ 

開設年月日 昭和 55 年 10 月 1 日 運営形態 ■公設民営認可・□民設民営認可・□小規模保育所 
土地建物所有権 □土地 □建物 土地建物賃借料 土地・建物  
敷地面積 2397 ㎡ 建物延床面積 775 ㎡ 

開園日 

月から土曜日とする。但し祝日および国

民の休日と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休

園とする。 
開園時間 

午前 7 時 00 分～午後８時 30 分 
内 延長保育時間 

午前 7 時 00 分～午前 7 時 30 分 
午後６時 30 分～午後８時 30 分 

保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内しょ
うがい
児 

内アレ
ルギー
児 

内アナ
フィラ
キシー
児 

 一時 病後児 

定員 12 20 24 25 2５ 25 131       

入所 ７ 20 23 24 25 24 121 3 5 ０    

保育室面積 45.88 53.78 36.63 45.19 123.85 305.33       

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 松﨑郁子 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長 韓 成喜 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 石田智春 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 千住純菜 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 原島ちひろ 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者 安藤明美 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者 佐藤 栞 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

嘱託医（園医） 藤田ひろこ 
住所 〒179-0083 練馬区平和台４丁目 12-6  ℡03-5945-9855 

                       （090-8178-6199） 

職
員
数 

 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 
保育職 22 1   17（内有資格 7） 

看護職 1     

給食職 ４    3 

用務職 1    1 

事務職 １     

苦情解決第三者委員 三好 自利子 藤井 順子 

今年度変更事項  石田千春副主任保育士産休に入る。千住純菜保育士、原島ちひろ保育士を副主任とする。 

氷川台第二保育園



         歯科医が 氷川台歯科クリニック小嶋剛医師からかとう歯科 齊藤さやか医師に変更 

・安藤明美看護師が６月末で退職、６月より谷口真奈美看護師が入職。 ・12 月佐藤栞栄養士が上井草保育園

に異動。菅野智美栄養士、榎本亜希栄養士両名が上井草保育園より異動となる。 

 

３．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ場」という保

育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々に保育理念

の理解が進むよう取り組む。 
■保育園の全ての業務は保育理念から展開さ

れていることを踏まえ、各種手順書、各種マ
ニュアル、各種計画等は保育理念に基づき策
定するよう取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り組みとして、
以下の事を実践する。 

 

②保育目標は練馬区立氷川台第二保育園の内
容を引き継ぐ。 
1.よく食べ、よく眠り、よく遊ぶ 
2.自分でやりたいことをみつけじっくりあそ
ぶ 
3.自分の気持ちが伝えられ 
 相手の気持ちがわかる 

 
■児童、保護者、職員、地域の方々に保育目標
に基づく保育をおこなっていることの理解が
進むよう取り組む。 
 
■保育内容の全ては保育目標から展開されて

いることを踏まえ、保育課程、各種指導計画
等は保育目標に基づき策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り組みとして、
以下の事を実践する。 

 
・「指示語・否定語・禁止語・命令語を使

わない保育」「子どもに相談する保育」
の実践に取り組み、「子どもの自主性を
引き出す保育」を目指していく。 

・園庭プロジェクトを作り、園庭遊びの
充実を図っていく。 

・畑プロジェクトを中心に野菜の栽培に
取り組み食に対する関心をはぐくむ。 

・異年齢保育「なかよしデー」を実施し
ていく。 

・定期的にグループワークを行い、物的
環境・人的環境の充実を図る。 

・行事への取り組みや、日常の保育にお
いて、ドキュメンテーション化し、保
護者と共有していく。 

・専任講師による体育指導、リズム遊び
を実施する。 

・模擬指導検査を実施 

 
 
 
 

・保護者会、個人面談や成長の記録（の
びのびポイント）を通して保護者とと
もに子育てに取り組む。 

①氷川台第二保育園の保  

 育目標に向けて取り組

む。 
・保護者会、個人面談、の

びのびポイントは予定

通り行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
② 
・子どもの自主性を引き

出す保育の実践に取り

組むため、幼児会や、乳

児会で意見交換を行う

だけでなく、新たにカリ

キュラム会議を取り入

れ子どもの発達に目を

向けた保育を強化して

いった。 
・園庭プロジェクト：「泥

んこ遊び」「落ち葉大作

戦」「園庭アート」 
 畑プロジェクト：ハー

ブ、練馬大根、チューリ

ップの栽培 
 異年齢保育:年間で活動

計画を立て、毎月実施し

交流を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
・8 月に調理室より出火の際、

初期消火に意識がとられ、園

児の避難誘導、消防および上

階の地区区民館への通報を怠

るという事案が発生したう

え、12 月にも職員によるボヤ

が発生し、最も重要な「かけ

がえのない命を育む場」と言

う理念の認識が低かった。 
・保護者から保育士による虐待

が疑われるとの意見が区に寄

せられた。 
 以上 2 点により、自己評価を

2 としました。 
 
②評価５ 
 予定通り実施できたため。 
 

氷川台第二保育園

③年間の園内会議日程は以下のとおりとする。 
 

＊随時ケース会議を開き、グループワークを行
う。 

＊リーダー会議（毎月第１水曜日） 
 幼児会議（毎月第２火曜日） 
 乳児会議（毎月第 2 木曜日） 
＊運動会、大きくなったよ会、卒園を祝う会等

各プロジェクト会議を必要に応じて開催す
る。 

 
④年間の園内行事日程は以下のとおりとする。 

月 日 時 行事名 
4 ４ 10 時 00 分～ 入園・進級祝い会 

５ 10 時 00 分～ 入園説明会 
28 10 時 00 分～ 子どもの日祝い会 

５ 10 10 時 00 分～ 保護者会 
6  17 10 時 00 分～ プール開き 
7   7 10 時 00 分～ 七夕 
8 26 10 時 00 分～ 夏祭り 
9 11 10 時 00 分～ プールじまい 

12 15 時 00 分～ 敬老のつどい 
20 10 時 00 分～ 冬のお楽しみ会 

10 18 9 時 00 分～ 運動会 
12 23 10 時 00 分～ 冬のお楽しみ会 
１ 8 10 時 00 分～ 新年お祝い会 
２ 3 10 時 00 分～ 豆まき会 
２ 15 9 時 30 分～ 大きくなったよ会 
3 
 

3 10 時 00 分 ひな祭り会 
14 10 時 00 分～ 卒園お祝い会 

18 10 時 00 分～ 卒園おめでとう会 
（在園児） 

＊毎月行事 
 第 1 月曜日 お話の会 
 中旬：避難訓練 
    身体計測 
    0 歳児健診 
 なかよしデー 
 誕生を祝う会：一人ひとりの誕生日に実施 

保育参観・参加週間：6 月上旬～ 
保育参観・面談：随時実施 

＊専任講師による指導行事 
・体育指導（月 2 回） 
・リズム指導（年 4 回） 
＊保健指導、保健指導 
＊5 歳児思い出遠足：2 月 
＊防犯訓練（年４回） 
＊環境学習：年 1 回 
＊全園児健康診断（春、秋） 

4 １ 13 時 45 分 職員会議 
4 22 13 時 45 分 職員会議 
5 27 13 時 45 分 職員会議 
6 24 13 時 45 分 職員会議 
7 29 13 時 45 分 職員会議 
8 26 13 時 45 分 職員会議 
9 26 13 時 45 分 職員会議 
10 28 13 時 45 分 職員会議 
11 25 13 時 45 分 職員会議 
12 23 13 時 45 分 職員会議 
1 27 13 時 45 分 職員会議 
2 26 13 時 45 分 職員会議 
3 18 13 時 45 分 職員会議 

 
 
③会議は予定通り実施し

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④園内行事も担当者を中

心に予定通り実施する

ことができた。終了時に

は、考察・評価を行い次

年度へ活かしていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③評価５ 
 予定通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④評価５ 
 予定通り実施できたため。 
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＊全園児歯科健診（春、秋） 
＊個人面談 5 歳児６/2~ 
      4 歳児 6//30～ 
      3 歳児 7/7～ 
      2 歳児 9/1～ 
      1 歳児 9/8～ 
      0 歳児 9/16～ 
＊保護者会：5/10(全クラス) 

12/13(5 歳) 2/28(4 歳～0 歳) 
 
⑤年間の園内研修、モデル園としての取組（法

人研修を除く）等は以下のとおりとする。 
月 日 参加者 研修名 
4 
 

２ 
 
 

2 週 
 
 

0 歳担当 
 

保健・衛生 
・母乳取り扱いについ

て 
保健・衛生 
・SIDS 予防 
・嘔吐物処理おむつ交

換指導 
・エピペン使用研修 
・配慮の必要な園児へ

の対応周知 

5 27 全職員 虐待防止・人権 

6 未定 
11 

全職員 ・救命救急講習 
・プール衛生管理指導 

12 上旬 全職員 ・感染症予防（嘔吐処理） 

随時 全職員 ・キャリアアップ研修 
・練馬区主催研修 
・法人主催研修 
・子どもの自主性を引

き出す保育研修 
・リズム研修 

 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニュアルを整

備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置を講ずる。 
■園内においてすべての児童、職員を対象とし

た不審者対策訓練を定期的に実施する。 
 
災害対策 
■園舎内において災害時対応マニュアル、防災

マニュアルを整備、運用する。 
■園内において、すべての児童、職員を対象と

した避難訓練、消火訓練をおこなう。 
■地域において、児童、職員を対象とした訓練

を実施する。 
■発災時を想定し、児童、職員が最低 3 日間園

舎内に滞在できるような飲料水、食料、資材
等を準備する。 

■園独自の安全管理対策に関する取り組みと
して、以下の事を実践する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤・計画した園内研修のほ

かに、「子どもの発達と

メディアとの接し方」 
 「保護者と共有・連携す

る」「不適切保育・虐待」

などの園内研修を実施 
 した。 
・キャリアアップ研修は

計画的に受講していっ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 
・不審者対応として、保護

者証携帯の強化、登降園

時の安全見守り、練馬警

察署による不審者侵入

防止訓練を実施 
 
 
 
・毎月避難訓練を実施し

ているにもかかわらず、

調理室の出火の際、適切

な避難誘導、対応を行う

ことができなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤評価５ 
 予定通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥評価 2 
 調理室での出火、職員によるボ

ヤ騒ぎなど防災につての認識、対

応が不十分だったため。 
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⑦個人情報管理 

■個人情報保護マニュアルを整備、運用する。 
■プライバシーポリシーを公表する。 
■個人情報保護について定期的に職員研修を

おこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する取り組みと

して、以下の事を実践する。 
・練馬区の個人情報保護について、研修

を実施し全職員で周知していく。 
・情報セキュリティー研修を実施する。 

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワーハラスメン

ト防止マニュアルを整備、運用する。 
■セクシャルハラスメント、パワーハラスメン

ト防止のために定期的に職員研修をおこな
う。 

■園独自のハラスメント防止措置に関する取
り組みとして、以下の事を実践する。 

 
・職員心得の配布とポスターの掲示等

による啓発活動 
・ハラスメント防止研修への参加 
・公益通報窓口の周知 
 

 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用する。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 
■メンター制度を導入。 
■個別参加研修計画を策定し、積極的に参加さ

せる。 
■法人主催研修に職員を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関する取り組み

として、以下の事を実践する。 
・全職員キャリアパスを実施しし、資質

向上に努める。 
・文章記載、保育書類の記載について、

随時全体及び個別に指導をしていく。 
・法人主催の研修をはじめ、経験年数や

担当クラスに応じたキャリアアップ研
修に積極的に参加する。 

・グループワークを定期的に行い保育へ
の理解を深めていく。 

・クラスの打ち合わせ時間を確保し、職
員間のコミュニケーションの強化を図
る 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用する。 
■業務開始前および業務終了後の園舎内の安

全確認チェックを実施する。 
■什器備品類に関して、以下の補修、修繕、交
換、リース契約更新、新規購入を実施する。 

・BCP（事業継続計画）の周知 
・訓練時における園児への具体的な指

導をする。（第 2 避難所、第 3 避難所
への避難を想定した訓練を実施） 

・年４回防犯訓練のうち、1 回は警察署
職員による防犯訓練を実施予定 

・職員による通報訓練を実施 
・水害訓練を実施 

 
⑦個人情報に関する研修

を全職員対象に実施し

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 
・法人主催ハラスメント

研修に参加した。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑨ 
・キャリアパスにて、自己

課題による目標設定、達

成度の確認、面談を定期

的に行い資質向上に取

り組んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
⑩予定通り実施した。 
 
 
 

⑦評価５ 
全職員で実施できたため。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧評価５ 
 予定通り実施できたた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価５ 
 予定通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩評価５ 
 予定通り実施できたため。 
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時期 内容 概算金額 
4 月 わんぱくランチリース契約更新 92,400 
 園庭壁の安全カバー設置 731,500 
 エアコン解体洗浄 231,000 
 砂場キッチンセット 441,100 
3 月 3 歳マット 363,750 
   

 
⑪利用者意向把握 
□外部評価機関による福祉サービス第三者評

価を実施する。 
■評価機関による利用者アンケートを実施す

る。 
■利用者が園に対し容易に意見要望を申し出

る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法として、以下

の事を実践する。 
 
・玄関に意見箱を設置し、利用者の意見は

随時受け付け、その都度対応していく。 
・行事後は、保護者へのアンケートを実施

し意見を聴く機会を設ける。 
・運営員会を開き、利用者との意見交換の

場を持つ。 
 

 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、運用する。 
■利用者から苦情を受けないような取り組み

を実施する。 
■地域から苦情を受けないような取り組みを

実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する取り組みと

して、以下の事を実践する。 
 
・新入児説明会、及び保護者会で苦情受

付の仕組みを保護者に周知する。 
・玄関に意見箱を設置し、寄せられた意

見は改善を検討し、その取り組みを
保護者に伝える。 

・苦情受付第三者員の連絡先を掲示し、
保護者参加の行事にご参加いただい
た際はご紹介し、周知していく。 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マニュアルを

整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童相談所と連

携を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ 
・意見箱に寄せられた意

見は１件（２歳児の連絡

帳に喫食状況を記載し

てほしい）対応した。 
・書面開催の運営委員会

に寄せられた意見に回

答した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫ 
・苦情解決制度について、

玄関での掲示だけでな

く、入園説明会、保護者

会の場で説明をし、運動

会の際は苦情受付第三

者委員の方を紹介した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬ 
・令和７年 10 月１日より 
 職員による虐待通報が

義務化されたことを周

知した。 
・保護者の虐待が疑われ

る内容の通報について

内容を検証し、再発防止

に向けた取り組みを周

知した。 
・要支援家庭が１世帯あ

り、子ども家庭支援セン

ター、児童相談所、療育

機関、仲町小学校と連携

して対応していった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価５ 
 ご要望に速やかに対応したた

め。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫評価５ 
 予定通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬評価５ 
 予定通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・虐待防止マニュアルを使用して、園内研

修を行う。 
・育児支援の必要な家庭に関して、子ども

家庭支援センター、児童相談所、保健セ

ンターと定期的に連絡を取り支援にあ

たる。 
・必要に応じて記録を取り、保護者面談を

実施する。 
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⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との連携を図

る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、耳鼻咽喉

科、皮膚科、歯科等の医療機関との連携を図
る。特に保育実施時間内に受診可能な医療機
関を 1 つ以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等との連携を
図る。 

□地域内の認可外保育施設との連携を図る。 
 
・感染症の情報は、園医、練馬区及び保健

所と情報交換をしていく。 
・家庭的保育者とは連携を図り、給食提供

や、健診等でサポートをしていく。 
・地区区民館と連携を取り、子育て家庭へ

の「成長の記録」を定期的に実施する。 
・近隣の中学校、練馬区立仲町小学校との

交流を積極的に図っていく。 
・地区区民館主催の行事に園児や職員が

参加し交流を持つ。 
 

 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職員採用業務、

労務管理業務を本部事務局に委託する。 
■法人内の他園との交流、連携を図る。 

 
 
 

・施設長会議、主任会議、保健担当者会議、
給食担当者会議、事務員会議等での、情
報交換。 

・施設訪問研修 
・職員派遣 

 
⑭ 
・近隣の仲町小学校の公

開行事を職員が見学し

た。（運動会、展覧会） 
園児と小学生の交流と

して、町探検や年長児に

よる小学校訪問を行っ

た。 
・学童クラブの職員によ

る見学の受け入れを行

った。 
・インフルエンザ感染が

拡大し 11/19 保健所へ

連絡した。 
・家庭的保育利用者への

給食搬入、地区区民館と

の連携も例年通り実施

した。 
 
 
 
 
 
⑮ 
・会計業務、給与支払い、

職員採用業務、労務管理

を本部担当者と協力し

ながら進めていった。 
・各会議に担当者が出席

し、情報交換を行った。 
 
 

 
⑭評価５ 

地域と連携し、取り組み、実施

できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮評価５ 
 計画通り実施できたため。 
 
 
 
 
 

４．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①全体的な計画について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指

し策定する。 
■全体的な計画の見直しをおこな

う。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
■アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
・指導計画は年齢ごとに立案し定

期的に考察・評価を行っていく。 
・練馬区アレルギー対応マニュア

ルに準じる。 
・アレルギー児、アナフィラキシー

児は、保護者、看護師、栄養士、
園長で面談を実施し対応を確認
していく。 

 

① 
それぞれ計画を作成し、実践し考察・  
 評価を行っていった。 
 
 
 
 
 
② 
・計画通り実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
・全体的な計画、年間指導計画を

はじめとした各計画を立案し、
保育を実施することが出来た。 

・個別計画が必要な園児に対し
ても、計画を立て保育や給食を
提供することが出来た。 

・特に、月案についてクラス内だ
けの周知でなく、カリキュラム
会議を開催し、他のクラスでも 
周知することが出来るように
したことは評価したい。 

・計画の立案や、保育の考察・評
価の内容についてまだ十分に
理解できていない職員も見ら
れるため、評価を 4 とした。 
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③個別指導計画は月単位で以下の年
次および預かり形態の別で策定す
る。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
 
・地区区民館と連携を図りながら、

地域交流活動を実施する。 
・地域の子育て家庭を対象に地域

交流、ふれあい給食を実施する。 
 
 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 
・年齢別保育関連マニュアル 
・乳児保育マニュアル 
・園外保育マニュアル 
・散歩マニュアル 
・プール遊びマニュアル 
・防災マニュアル 
・アレルギー対応マニュアル 
・保健マニュアル 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
■定期的なリズム指導を実施する。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育内容を実施する 
・幼児クラスはリズムを保育に取

り入れ、年に 4 回講師の指導を
実施する。 

・月 1 回ボランティアお話の会に
よる素話を聞き、子どものイメ
ージを広げていく。 

・専任講師による体育指導を行
い、体を動かす楽しさを体験し
ていく。 

・なかよしデーで異年齢児の交流
を持つ。 

 
⑧通常日の保育時程は以下のとおり

とする。  
  0 歳 1

歳 

2 歳 3

歳 

4

歳 

5

歳 

7：00 朝延長 保育開始 視診 等 
9：00 室内遊び 

おむつ交換 
室内遊び 
おむつ交換 

室内遊び 
園庭遊び 

③ 
・配慮の必要な園児は、個別指導計画を

策定し、フロア会議で周知し、全職員
で把握しながら保育に取り組んだ。 

 
 
 
 
 
④ 
・各指導計画を策定し保育に取り組んで

いった。 
 
 
 
 
 
 
⑤ 
・地区区民館の行事「成長の記録」園で 
 の取り組み「地域交流」「ふれあい給

食」は計画通り実施した。 
 
 
 
 
 
 
⑥ 
・練馬区保健業務マニュアルが改定され

周知していった。 
・散歩中での虐待が疑われた案件を受け

て、散歩マニュアルを見直した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 
・園独自の保育として、「リズム」「お話  
 の会」「体育指導」「なかよしデー」を 
 実施した。 
・なかよしデーは計画を立て毎月開催 

し、異年齢での交流を深めていった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧年間を通し、個々のリズムに合わせて
変更をしながらも行程通りにできた。 
 
 
 
 
 

③評価５ 
 計画通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
④評価５ 
 計画通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤評価５ 
 計画通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥評価 3 
散歩中の職員の対応について虐
待を疑われたことがあり、改めて
対応の見直しをおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦評価５ 
 計画通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧評価５ 
 計画通り実施できたため。 
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睡眠  
9：15 
9：45 

おやつ 
離乳食 

おやつ 
遊び・ 

活動 
 
 
着替え 

水分補給 
課題を持った

活動、遊び 
 
着替え 

10：45 室内遊び 
園庭遊び 
散歩 
着替え 

11：10 食事 食事 昼食 
11：30 
 

睡眠 
 
 
 
 
目覚め 
検温 
おむつ交換 

12：00 午睡 
13：00 午睡 

14：00 目覚め 
おむつ交換

離乳食 

15：00 目覚め 
おむつ交換

おやつ 

目覚め 
おむつ交換 
おやつ 

目覚め 
おやつ 
降園準備 
遊び 

16：00 順次降園 
18：30  延長保育開始 
19：30  夕２延長保育開始 
20：30  保育終了 

 
⑨保護者との情報交換 
日々の情報や緊急ではない情報 
■全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
□0 歳、1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交

換している。 

 
■クラス全般の保育内容についてク

ラス掲示板に掲示している。 
□ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園

だよりに掲示している。 
 
個別緊急時の情報 
■個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し

ている。 
□必要に応じてホームページに掲示

している。 
□電話を活用している。 
□園独自の取り組みとして、保護者と

の情報交換において以下の事を実
践する。 

 

・全園児連絡帳にて家庭との情報

交換を密にし、保育に活かした

り、育児支援を行ったりしてい

く。 
・幼児クラスは「ひびだより」に

て日中の活動を伝えていく。 
・写真を掲載したドキュメンテー

ションで子どもの活動の様子を

伝えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ 
・連絡帳、ドキュメンテーション（幼児）

をとおして園での様子を発信してい
った。 

・園だよりの裏面を見直し、月のねらい
について活動の様子を記載していっ
た。 

・練馬区の連絡メールが、区の物から法
人のキッズレポの緊急時連絡メール
に変更され、それを使用して年 2 回練
馬区情報伝達訓練を実施し、順調に運
用できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価５ 
 計画通り実施できたため。 
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・緊急時のメールは「キッズレポ」
伝言ダイヤルより配信する。 

 
 
⑩保育サービス推進事業について以

下の保育サービス推進事業を実施
する。 

■産休明け保育 
□0 歳児の延長保育 
■１時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
□しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
■末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事

項について、園内において実施す
る。 

 
 
 
⑩ 
・計画の内容通り実施した。 
 障害児保育  ５名 
 アレルギー対応 ３名 

（魚、小麦、大豆、牛乳） 
 育児困難家庭受け入れ ３世帯 
 年末保育実施（延べ 12 名利用） 
 園庭開放実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ 
・各会議に担当者が出席し情報共有を図
る。 
 
 
 

 
 
 
 
 
⑩評価 5 
 毎月、保護者とのアレルギー確
認、各関係機関と連携をしながら
育児困難家庭への援助など、細や
かに対応できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価 5 
 各会議に出席し、情報共有など
に努めることができたため。 
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５．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこ

とをおこなう。 
■給食担当者の日々の健康管理をお

こなう。 
■保育実施日は原則として給食を実

施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施す

る。 
□献立は法人共通献立を使用する。 
□食材の調達は法人共通仕入れ先か

ら調達する。 
■調理方法について、手順書や調理

マニュアル、衛生管理マニュアル
に従っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者
間で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方
法を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業
務において以下の事を実践する。 
 
・練馬区の献立にて食事、おやつ

を提供する。 
・練馬区の衛生管理マニュアルを

使用し、手順書等も練馬区のも
のを使用して提供する。 

・夕２の延長保育に夕食を提供す
る。 

・給食、午後のおやつはデジタル
フォトにて掲示。 

・「栄養士だより」を発行 
・幼児誕生児には、誕生日プレー

トを提供する。 
・ふれあい給食の実施 
・家庭的保育施設への給食提供 
・離乳食の進め方は、保護者、保

育士、栄養士と情報を共有しな
がら進めていく。 

 
 
②給食業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 
・練馬区衛生管理マニュアルを使

用する。 
・練馬区の献立、レシピを使用し

て調理を実施する。 
 

③食育業務実施にあたり、以下のこ
とをおこなう。 
■年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業

務において以下の事を実践する。 
・畑にて季節野菜の栽培をする。 
・調理保育を行う。 
・幼児クラスの担任と相談しなが

① 
計画通り実施した。 
・アレルギー対応 ３名 

（魚、小麦、大豆、牛乳） 
・延長保育にて、補食、夕食提供 
（夕１ 3 名、夕２ 1 名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 
・献立、衛生管理マニュアルは練馬区

の物を使用 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 
・計画通り実施した。 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
・毎日予定通り給食を提供し、食育
活動を宇も予定通り行うことが出
来た。 
 しかしながら、調理中に出火す
るという事案が発生したため、評
価を３とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価 3 
 区の手順通りにマニュアルを使

用し、調理を実施したものの、出火

事案出てしまい、徹底できていな

かったため。 
 
 
 
 
③評価 5 
 
計画通りに実施できたため。 
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ら、栄養指導に取り組む。 
・地区区民館が開催する「成長の

記録」に参加し、地域の子育て
家庭の栄養相談にのる。 

・子どもに人気のあるメニューの
レシピを保護者に提供する。 

 

 

５．保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、マニュアルを整備し、運用
する。 

■保護者からの在園児の成長、発達、
健康に関する相談を受け、適宜助言
をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業務
において以下の事を実践する。 

 
・年齢に応じた、衛生指導を実

施する。 
・保健だよりを毎月発行し、保

護者への情報提供を図る。 
・毎月の身体計測、健診等はキ

ッズレポに記録し、保護者に
情報提供する。 

・感染症発症時には、保護者へ
の情報提供を行い感染拡大予
防に努める。 

・救急救命講習の実施をする。 
・嘔吐処理研修の実施をする。 
・感染症予防に向けての研修を

実施する。 
・エピペンの使用について研修

を実施する。 
・地区区民館が開催する「成長

の記録」に参加し、地域の子
育て家庭の保健相談を受け
る。 

 
 

②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理する。 
■園独自の取り組みとして、園内事故

防止において以下の事を実践する。 
 
・園内外の危険個所確認およびハ

ザードマップ作成と活用をす
る。 

・事故報告書の活用をする。 
・SIDS 予防に向けて、あおむけ寝

を徹底し、午睡チェックを行っ
ていく。 

・週 1 回遊具点検を実施 
 

 
 

① 
・計画通りに実施した。 
・インフルエンザが流行し、保健所

に連絡を入れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 
・計画通りに実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
 
①評価 5 
インフルエンザが流行したものの

速やかな対応や、保護者との共有

などに努めたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価５ 
 計画通り実施できたため。 
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③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職

員の健康管理をおこなう。 
■事業所内健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 
・計画通りに実施した。 

③評価５ 
 計画通り実施できたため。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・職員の健康状態を把握し、適

宜対応していく。 
・業務削減に取り組み、ノンコ

ンタクトタイムの充実に努

め、休憩時間を確保する。 
・毎月衛生委員会を開催する。 
・11 月～3 月の期間調理業務

従事者はノロ検査を実施す

る。 
・ストレスチェックの実施 
・インフルエンザの予防接種

について補助金を出す。 
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令和 7 年度 事業計画・事業実績評価報告 
 
 
1 令和７年度に実現したい保育園のあるべき姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 施設の概要と職員体制 

施設名 下石神井第三保育園 施設住所 東京都練馬区下石神井 6-8-15 

開設年月日 昭和 54 年 5 月 1 日 運営形態 ■公設民営認可・□民設民営認可・□小規模保育所 

土地建物所有権 □土地 □建物 土地建物賃借料 土地 0 円/年 建物 ０円/年 

敷地面積 2688 ㎡ 建物延床面積 769 ㎡ 

開園日 
月から土曜日とする。但し祝日および国民の休日

と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休園とする。 開園時間 

7 時 30 分から 19 時 30 分とする。 
但し 7 時から 7 時 30 分及び 18 時 30
分から 20 時 30 分までは延長保育時

間とし、自治体の規程により運営。 

保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内し
ょう
がい
児 

内ア
レル
ギー
児 

内ア
ナフ
ィラ
キシ
ー児 

一

時 

病

後

児 
定員 13 22 22 25 25 25 132      

入所 13 22 22 25 24 24 125 2 13 0   

保育室面積 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定      

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 菊地志江 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長 小野清人 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主 任 保 育 士 藤田佐織 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 田辺宏美 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 金原美和 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

① 引き継いだ保育内容を維持しながら、法人保育理念の浸透を目指す。 
「子どもの自主性を育む保育」および「子どもと相談する保育」とはどのような保育なのか、考え実践
する 1 年とする。 

② 子どもも大人もお互いを認め合い、笑顔で自己発揮できる職場環境を作り、子どもの願いを叶える保育

園を目指す。 
③ 昨年度から引き続き人権に配慮した保育を行う。 

「保育・教育における子ども憲章」を心に刻み保育をおこなう。 
 
「保育・教育における子ども憲章」一部抜粋 
子どもたちは「ちいさい」かもしれませんが、一人の人格を持った人間です。 
～子どもの育ちを支えるために～ 

 わたしたち子どもは、あそびの中で人やもの、自然と関わり、その体験をもとにして周りと繋がりながら 
自分の人生を自分でいきてゆきます。 
大人のみなさんは、人生のはじめの時期にいるわたしをまもってください。 

下石神井第三保育園

副主任保育士 豊川舞雪 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

事務員  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者 菅原伸子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生管理者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者 菅野香 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

嘱託医（園医） 小西佐知子 住所 練馬区上石神井 3-6-34 サン・クリニック 電話 03-5910-3888 

職
員
数 

 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 ﾊﾟｰﾄ非常勤 
保育職 23 名 5 名 0 名 2 名 10 名 

看護職 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 

給食職 3 名 1 名 0 名 0 名 1 名 

用務職 0 名 0 名 1 名 0 名 2 名 

事務職 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 

苦情解決第三者委員 地域の主任児童委員 村上ちほさん 阿部綾子さん 

今年度変更事項 

天沼保育園から副園長として小野清人さんが異動 
上井草保育園から保育士 2 名が異動 
保育職内 1 名 産休・育休取得 
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3 保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
1「かけがえのない命を育む場」という

保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々に

保育理念の理解が進むよう取り組
む。 

■保育園の全ての業務は保育理念か
ら展開されていることを踏まえ、各
種手順書、各種マニュアル、各種計
画等は保育理念に基づき策定する
よう取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り組
みとして、以下の事を実践する。 

練馬区の方針に従い運営す
る。「児童憲章・児童福祉法・
子どもの権利条約に基づき入
所する子どもの最善の利益と
その福祉の積極的な増進を考
慮して保育します。」 
引き継いだ保育内容を維持し
ながら、法人保育理念の浸透
を目指す。 
今年度は、子どもも大人もお
互いを認め合い、笑顔で自己
発揮できる職場環境を作るこ
と、昨年度から引き続き人権
に配慮した保育を行うこと、
この 2 点について重点的に取
り組んでいきます。 

②保育目標は全園共通で以下と 
定めている。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 

■児童、保護者、職員、地域の方々に
保育目標に基づく保育をおこなっ
ていることの理解が進むよう取り
組む。 

■保育内容の全ては保育目標から展
開されていることを踏まえ、保育課
程、各種指導計画等は保育目標に基
づき策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り組
みとして、以下の事を実践する。 

下石神井第三保育園の保育目
標に基づき保育実践をする。 
健康で生き生きと遊ぶ子ども 
〇よく遊び、よく食べ、よく眠

るこども 
〇のびのびと自分を表現でき

る子ども 
〇自分で考え、行動できる 

子ども 
〇思いやりのある子ども 

運営 2 年目となり、引き継いだ
保育内容を大切にしながら、法人
が目指している「子どもと相談す
る保育」を目指して取り組み始め
た 1 年となった。より子ども一人
一人を理解すること、一人一人が
何を思い、何を求めているかを捉
え、環境に反映することで、子ど
もたちが好きなことを十分楽し
むことができるような保育を心
掛けた 1 年となった。 
 人権については、保育を取り巻
く環境が変化しつつあり、「通報
義務」という点を常に頭に入れ、
職員自身が意識できるよう定期
的な発信をするとともに、セルフ
チェックを実施した。 
 保護者会の場で、目指している
保育の方向性と大切にしている
こと等をクラス毎に話す機会を
作り、保護者理解が深まるように
努めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 
理由 
 大きな問題なく、安定的な運営が

できたといえるため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価 5 
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③年間の園内会議日程は以下のとお
りとする。 

月 日 時 会議名 
4 24 13：30 職員会議 
5 27 13：30 職員会議 
6 25 13：30 職員会議 
7 24 13：30 職員会議 
8 26 13：30 職員会議 
9 25 13：30 職員会議 
10 28 13：30 職員会議 
11 25 13：30 職員会議 
12 23 13：30 職員会議 
1 27 13：30 職員会議 
2 25 13：30 職員会議 
3 25 13：30 職員会議 
月 1 回 
月 1 回 
月 1 回 
不定期 
不定期 

13：45 
13：45 
13：45 
13：45 
13：45 

食育会議 
乳児会議 
幼児会議 
運動会プロ 
他プロジェク

ト会議 
 
④年間の園内行事日程は以下のとお

りとする。 
月 日 時 行事名 
4 2 

10 
 

17 

9：30 
10：00 

 
13：45 

入園説明会 
入園進級祝い

会 
前期健康診断 

5 1 
 
 

10：00 
 

13：30 

子ども日祝い

会 
クラス毎の 
保護者会 

6 11 
23 

午前 
午前 

前期歯科健診 
プール開き 

7 7 
10 

10：00 
10：00 

七夕 
水害訓練 

8    
9 4 

12 
17 
18 

16：00 
午前 
未定 

13：45 

引き渡し訓練 
プールじまい 
お月見 
後期健康診断 

10 25 9：00 運動会 
11 12 

26 
 

午前 
午前 
未定 

後期歯科健診 
5 歳歯科講話 
5歳思い出遠足 

12 17 午前 
 

年末お楽しみ

会 
1 

 
8 

30 
31 

午前 
13：30 
午前 

新年子ども会 
0 歳保護者会 
5歳大きくなっ

た会・保護者会 
2 3 

6 
7 
 

13 
14 
14 

午前 
13：30 
午前 

 
9：30 
午前 

9：30 

豆まき 
1 歳保護者会 
4歳大きくなっ

た会・保護者会 
2 歳保護者会 
3歳大きくなっ

た会・保護者会 

会議は予定通りに実施。 
クラス会議を毎月 1 回実施し、ク
ラス間のコミュニケーションの
活性化を図るとともに、同じ方向
性をもって保育をすすめられる
ようにするため、取り組みを開始
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行事は計画通りに実施 
行事の見直しをおこなった。 
一斉活動から参加型への転換 
＜例＞ 
こども日祝い会  
好きなブースでの体験を楽しめ
るように企画。祝い会当日のみで
なく、こども日に向けて、興味関
心を広げる取り組みを事前から
実施。年齢問わず、好きな体験に
積極的に取り組む姿が見られた。 
運動会 
子どもと相談しながら、競技等を
決定。親子競技を取り入れること
で親子で楽しむ運動会にもなっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④評価 5 
 子どもたちが主体的に関わり、活

き活きと過ごすことにつながった

ため。 
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3 3 
13 
31 

午前 
9：30 

16：00 

ひな祭り会食 
卒園祝い会 
お別れ会 

⑤年間の園内研修、モデル園としての
取組（法人研修を除く）等は以下の
とおりとする。 
月 日 参加者 研修名 
未
定 

 
 

全職員 ①「安全な園庭

遊び」をテーマ

にグループワ

ーク 
②「人権配慮」

をテーマにグ

ループワーク 
③「子どもの自

主性を育む保

育」テーマにグ

ループワーク

（実践例をも

とに） 
④アレルギー

児の対応（エピ

ペン使用含む） 
⑤嘔吐処理法 
⑥心肺蘇生法 
⑦人権・個人情

報取り扱い研

修 
 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニュ

アルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置を

講ずる。 
■園内においてすべての児童、職員を

対象とした不審者対策訓練を定期
的に実施する。 

災害対策 
■園舎内において災害時対応マニュ

アル、防災マニュアルを整備、運用
する。 

■園内において、すべての児童、職員
を対象とした避難訓練、消火訓練を
おこなう。 

■地域において、児童、職員を対象と
した訓練を実施する。 

■発災時を想定し、児童、職員が最低
3 日間園舎内に滞在できるような飲
料水、食料、資材等を準備する。 

■園独自の安全管理対策に関する取
り組みとして、以下の事を実践す
る。 

ヒヤリハットの活用 
安全点検ﾁｪｯｸｼｰﾄの活用。 
園庭整備実施 

 
 
 
 
研修について 
キャリアアップ研修等外部研修
の参加に努めた。 
園内研修 
 小グループでの研修実施 
井上さく子先生の研修を開始 
 クラス別に保育環境（人的・物
的）について、クラス内で話し合
う機会となり、助言をいただくこ
とで、子どもにとっての魅力的な
環境作りの第一歩が始まった。 
保育室の環境  
室内のレイアウトを変えて、子ど
もの発達・興味・関心に応じた室
内環境を整えることで、遊びに集
中する姿が増える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
練馬区立園で、送迎時間帯の不審
者侵入事例を受け、練馬区の「不
審者侵入時の危機管理マニュア
ル」が改定され、送迎時の玄関対
応として、送迎時間帯に職員 1 名
が必ず玄関に立つようにしてい
る。他、玄関の人の出入りや子ど
もの動きにはかなり敏感に反応
するようになっている。 
 
様々な想定での訓練を実施し、年
1 回併設施設である下石神井地
区区民館と合同で訓練を実施し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
ヒヤリハットの報告は、事故後の
報告が多くなっているので、付箋
を活用し、すぐに報告できるよう
な取り組みを開始した。 
 

 
 
 
 
⑤評価 5 
多くの研修に参加し学びを得たた

め 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥評価 4 
不審者対応を見直すきっかけとな

り、意識が高まったため。 
ヒヤリハットの提出件数が伸びな

いため。 
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⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、運

用する。 
■プライバシーポリシーを公表する。 
■個人情報保護について定期的に職

員研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する取

り組みとして、以下の事を実践す
る。 

情報管理の徹底 
練馬区情報セキュリティ研修
教材を活用した個人研修実施 

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワーハ

ラスメント防止マニュアルを整備、
運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワーハ
ラスメント防止のために定期的に
職員研修をおこなう。 

■園独自のハラスメント防止措置に
関する取り組みとして、以下の事を
実践する。 

管理職、指導職は、職員とのコ
ミュニケーション時の傾聴姿
勢を徹底する。 
園長は、園内のラウンドをお
こない職場環境の把握に努
め、ハラスメントの防止に努
める。 

 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用す

る。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極的

に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に職

員を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関する

取り組みとして、以下の事を実践す
る。 

キャリアパスに基づき、個人
目標の設定、上司面談を実施
し、人材育成を目指す。 
園内研修の充実・グループワ
ーク形式で考えながらスキル
アップを目指す。 
練馬区開催研修「ねりまな」へ
の参加 
キャリアアップ研修に計画的
に参加する。 
メンター制度を取り入れ、新
入職員のサポートをしてい
く。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
□施設点検マニュアルを整備、運用す

る。 
■業務開始前および業務終了後の園

個人情報の取り扱いについては、
定期的に職員に発信をし、適正に
取り扱うよう指導するとともに、
管理の仕方にも徹底を図るよう
にしている。また、個人が特定さ
れるものは全て個人情報である
ことを伝え、意識を高め取り扱う
よう指導している。 
練馬区の情報セキュリティ研修
の教材を活用し、全職員研修を実
施した。 
 
 
ハラスメントに関しては、かなり
意識して職員とコミュニケーシ
ョンをとるように努めた。 
普段からの人間関係の構築が、重
要と考え意識している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キャリアパスに基づき人材育成
を目指したが、思うように面談の
時間をとることができず、思うよ
うな成果につながらなかった。た
だし、コミュニケーションをとる
ことはかなり意識していたので、
面談という形式はとれなかった
が、育成にはつながっていると感
じている。 
キャリアアップ研修等の外部の
研修参加の機会は多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価 4 
キャリアパス制度を活用しきれて

いない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩評価 5 
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舎内の安全確認チェックを実施す
る。 

□施設保全に関して、以下の補修、修
繕、交換を実施する。 

■練馬区の修繕計画に沿って実施す
る。 
時期 内容 概算金額 
   
   
   

■什器備品類に関して、以下の補修、
修繕、交換、リース契約更新、新規
購入を実施する。 
時期 内容 概算金額 
4 月 パソコン等 30 万 
4 月 複合機リース 月

20,020 
随時 玩具類 50 万 
 キッズレポ 月

44,000 
 マルタカ 月 

24,200 
 無線 LAN 使

用 PC 等のセ
キュリティ
強化 

160 万
程度 

 
⑪利用者意向把握 
■外部評価機関による福祉サービス

第三者評価を実施する。 
□外部評価機関による利用者アンケ

ートを実施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要望

を申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法と

して、以下の事を実践する。 
保護者から話を聞く時間を設
ける。(個人面談) 
運営委員会の開催 

 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、運

用する。 
■利用者から苦情を受けないような

取り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような取

り組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する取

り組みとして、以下の事を実践す
る。 

ご意見ボックスを設置し、保
護者からの意見、意向を掌握
するとともに、改善策を考え、
園運営の安定を図ることとす
る。 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マニ

ュアルを整備し、運用する。 

 
 
 
 
練馬区に提出した修繕要望は、練
馬区の予算の都合でほぼ実施で
きず。 
都度発生する不具合等への対応
は概ね実行。 
 玄関扉の不具合 
 給食室エアコンの不具合 
 スチームコンベクションの 

入れ替え 
プール周りの柵設置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第三者評価を実施 
 保護者満足度は 82.2% 
 どちらともいえないと回答が、 

13.7%なので、この数値が今後 
の満足度に反映されるよう取 
り組んでいきたい。 

運営委員会の意見は 2 件と少な
く好意的な意見が寄せられた。 
 
 
 
 
 
大きな苦情は寄せられなかった。 
日々のなかで、直接保護者からお
話をいただいたり、連絡帳でお知
らせいただいたりしており、その
都度、面談等をおこない説明と改
善についてお伝えするようにし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
虐待通報義務を受け、職員への自
己振り返りの意識を高めるよう
指示。定期的に発信を繰り返す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価 4 
第三者評価の結果、満足度が 80％
台にとどまったため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫評価 5 
大きな難題に発展することなく、区

の助言を受けながら適切に対応で

きたと評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬評価 4 
現状に満足せず、気を引き締め対応

していく必要があるため。 

下石神井第三保育園

■子ども家庭支援センターや児童相
談所と連携を図る。 

 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との連

携を図る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、

耳鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医療
機関との連携を図る。特に保育実施
時間内に受診可能な医療機関を 1
つ以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等と
の連携を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連携
を図る。 

 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職員

採用業務、労務管理業務を本部事務
局に委託する。 

■法人内の他園との交流、連携を図
る。 
■園独自の取り組みとして、以下の事

を実践する。 

 
⑯業務削減への取り組み 

 
 

石神井町保育園との交流 
小規模園（ベネッセ上石神井）
との連携 

引き継いだ様々な業務内容に
無駄があるため、必要業務と
不要業務の分類をしながら、
改善を進めていく。 
紙ベースの書類の適切な運用
見直し。 
 

 
 
 
近隣小学校 2 校と 5 歳児の交流
実施。 
職場体験受け入れ 
近隣小学校 2 校の町探検授業の
受け入れを実施 
地域の小規模保育園が環境学習
への取り組みに参加 
 
 
 
 
 
 
会計処理業務の一部を園でおこ
なうようになる。 
 
 
石神井公園こぐま保育園の、調理
業務の支援実施。 
 
 
 
 
 
 
 
委託 2 年目ということもあり、保
育の安定を第一に目指している
こともあり、業務の整理がすすん
でいない。 

 
 
 
⑭評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価 4 
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4 保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①全体的な計画について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指

し策定する。 
■全体的な計画の見直しをおこな

う。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
□園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
 

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 

保育所保育指針 
練馬区立園の保育水準 
練馬区のマニュアル各種 
職員のてびき 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
□定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
□定期的な学習指導を実施する。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育内容を実施する 
リズム運動の実施。 
荒馬 

引き継いだ目標はあるが、法人理念・目
標も目指すべき方向として記載。 
 
 
 
 
 
法人の保育検査で指導計画の立て方に
ついて助言をうけ、「養護」と「教育」を
意識して立案できるよう指導を開始。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「練馬区立園の保育水準」の活用 
場面に応じ、必要な内容を職員に周知
し、保育の振り返りにつなげるようにし
た。 
 
 
 
 
リズム運動は講師を招き、職員も学びな
がら、取り組みをおこなった。子どもた
ちは、楽しみにしている様子が伺える。 
より、日常の保育の中での実践につなげ
ていきたい。 
 
 
 

評価 5 
①評価 5 
 
 
 
 
 
②～⑤評価 4 
職員によるバラつきがあり、今後
子どもの姿を捉えての計画立案
を目指したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥評価 4 
まじめな職員が多く、配付した資
料への周知度は高い。受け身でな
く、自ら活用し学びや振り返りに
つながるとよい。 
 
 
 
⑦評価 4 
リズム運動の取り組みを定着さ
せたいため。 
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⑧通常日の保育時程は以下のとおり
とする。 
  0 歳 1歳 2歳 幼児 

7:00 順次登園（延長保育・朝保育） 
8:30 クラス保育開始 
9:30 遊び 

睡眠 
おやつ 朝の会 

遊び 
活動 10:00 離乳食 遊び 

11:00 睡眠 
遊び 

食事 11:30～ 
食事 12:00 午睡 

13:00 午睡 
 
 
目覚め 

14:00 
14:30 
15:00 

離乳食  
目 覚 め

（随時） 
15:30 遊び 

睡眠 
順次 
降園 

おやつ 
16:00 遊び 

夕保育 
順次降園 

17:00 
18:30 
20:30 18:30～20:30 

延長保育  
 
⑨保護者との情報交換 
■全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
□0 歳、1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交

換している。 
■クラス全般の保育内容についてク

ラス掲示板に掲示している。 
□ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園

だよりに掲示している。 
■園独自の取り組みとして、以下の

情報交換を実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個別緊急時の情報 
■個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し

ている。 
□必要に応じてホームページに掲示

している。 
■電話を活用している。 
 
■園独自の取り組みとして、保護者

との情報交換において以下の事を
実践する。 

練馬区の閉園・休日連絡体制
の活用。 

時程通りの保育を実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日々送迎時のやり取り、連絡帳のやり取
り、ドキュメンテーションの掲示、保護
者面談・保育参加等をとおし、保護者と
の関係もより深まっていることを感じ
る 1 年であった。子どもたちの表情が活
き活きとしてきたことも、要因の一つ。
保護者からご意見をいただき、対話を重
ねることも大切にしてきた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毎月 1 日のテストメール配信実施。 
練馬区として年に 2 回の情報伝達訓練
の実施。 
必要に応じてメール配信の活用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価 5 
大きな問題なく運営できたため 
保護者会で、目指す保育について
伝え、一定程度の理解が得られた
と感じる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月のねらいと日々の活動内容
について掲示。 
幼児クラスの日々だよりを連
絡帳に記載し活動内容を知らせ
る。 
ドキュメンテーションの掲示。 
園発行の各種おたよりをキッ
ズレポに掲載し知らせる。 
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⑩保育サービス推進事業について以
下の保育サービス推進事業を実施す
る。 
■産休明け保育 
■0 歳児の延長保育 
□1 時間以上延長保育 
■2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
□しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事

項について、園内において実施す
る。 

□園独自の取り組みとして、以下の
プロジェクトを実施する 

 
 

安全な園庭・子どもの遊びが充
実する園庭作りを目指すプロ
ジェクト 

全て問題なく実施 
3 歳児クラスから入園する家庭への相談
支援を充実させた。 
今年度は、0 歳児の延長保育の利用があ
り、柔軟に対応できた。 
障がい児への対応として、園としての見
守りをおこなった。クールダウンスペー
スとして、事務所奥の会議室スペースを
活用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
園庭での自由な活動から、充実した遊び
に発展させる取り組みを実施。 

園庭に咲く花等への関心が膨らむ 
虫探し、栽培した朝顔を使っての色水
遊び、園庭の木々のセミの抜け殻探し
等園庭での活動が充実。 
夏の暑さを吹き飛ばす活動「ウォータ
ーランド」開催 

 水への親しみを広げようと始めた取
り組み。フィンガーーペインティング
用の絵の具を使ってダイナミックな
遊びに発展 

毎週１回、園庭チェックを実施し、安全 
な環境維持への取り組みを実施。 
 
 
 
 
 
 

⑩評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価 4 
一部の職員発信から始まること
が多い。全職員が自由な発想で提
案して園庭遊びの充実を目指し
たい。。 
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5 給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■給食担当者の日々の健康管理をお

こなう。 
■保育実施日は原則として給食を実

施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施する。 
□献立は法人共通献立を使用する。 
□食材の調達は法人共通仕入れ先か

ら調達する。 
■調理方法について、手順書や調理マ

ニュアル、衛生管理マニュアルに従
っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者間
で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方法
を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業務
において以下の事を実践する。 

練馬区共通の献立を使用す
る。 
ふれあい給食の実施 
練馬区の連絡会に参加し、業
務の向上を図る。 

 
②給食業務実施にあたり、以下の手順

書やマニュアルを用いておこなう。 
保育所給食の衛生管理マニュアル 

離乳のてびき 

食物アレルギーガイドライン 

栄養士業務マニュアル 

 
③食育業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業務

において以下の事を実践する。 
食育指導、調理保育等の実践 
食育会議を毎月開催し、より
子どもに寄り添った活動とな
るようにする。 
離乳食会議をおこない、個々
にそった丁寧な対応を促進さ
せる。 

 
 

調理員の意識が高く、練馬区の引き
継ぎ通りマニュアルを遵守し給食
業務にあたっている。 
充実した食育活動。 
子どもに応じた配慮（形態・量等） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アレルギー対応 
練馬区のガイドラインの基づき実
施。アレルギー対応委員会で、アレ
ルギー対応等の話し合いを行い、全
職員に周知している。毎月、該当児
の保護者と献立表の確認（アレルギ
ー面談）をおこなう。献立の確認を、
昼礼時におこない、全職員で共有す
る。給食室での食事の受け渡し時、
配膳時は、アレルギー献立表を読み
上げ確認をおこない、給食の提供を
おこなう。 
衛生・安全対応 
事故に至らないよう確認の徹底を
図るとともに、最善の注意を払う。
「練馬区立保育園の保育園給食の
衛生管理」を基に、衛生管理の徹底
を図っている。 
 
 
 
 
 
 

評価 5 
①評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価 5 
 
 
 
 
 
 
③評価 5 
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6 保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、マニュアルを整備し、運用
する。 

■保護者からの在園児の成長、発達、
健康に関する相談を受け、適宜助言
をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業務
において以下の事を実践する。 

手洗い指導、感染予防指導、ト
イレの使い方指導等健康維持
に必要な指導をおこなう。 
プライベートパーツ、羞恥に
配慮した指導をおこなう。 
練馬区の保健連絡会に出席
し、保健業務の向上を図る。 

 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理する。 
■園独自の取り組みとして、園内事故

防止において以下の事を実践する。 
園庭遊具、園庭の安全点検を
月単位でおこなう。 
園内、園庭等の危険箇所に把
握し、事故予防につなげる。 

 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職

員の健康管理をおこなう。 
■事業所内健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 
■園独自の取り組みとして、職員の健

康管理において以下の事を実践す
る。 

 
 
 

休憩時間を確保し、心身共に
健康な状態で業務に従事でき
るようにする。 
衛生委員会を設置し、職員の
心身の健康維持に努める。 
健康診断結果を確認し、健康
管理につなげていく。 

看護師が園内、各クラス、園庭を常
に巡回するとともに、保育にも参加
しながら、子どもの把握に努めてい
るため、迅速に怪我や病気への対応
ができる。 
保護者からの相談にも対応でき、適
切な助言をおこなうことができて
いる。保護者との信頼も厚く、怪我
対応においては、トラブルへの発展
回避につながっている。 
 
練馬区の「感染症対策マニュアル」
や「感染対策ガイドライン」を基に
対応している。 
特に、換気には十分気を配り、排煙
窓を開け常に空気が循環するよう
気をつけている。また、感染が拡大
しないよう看護師を中心に嘔吐処
理等の手順について確認し、迅速な
対応を心掛けている。保護者にも注
意喚起を促し、協力体制を築くよう
にし、早め早めの対応をおこなうこ
とで感染拡大防止に努めている。感
染状況により職員にはマスク着用
を促し、感染源にならないよう取り
組んだ。 
 
 
 
 
 
 
毎月、衛生委員会を開催し、職員の
健康管理と健全な職場環境の維持
につなげている。 
 
職員は概ね休憩がとれている。 

評価 5 
①評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価 4 
SIDS 予防に関して、あお向け寝の
徹底をもっと意識する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
③評価 5 
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令和７年度 事業計画・事業実績評価報告 

 
 
１． 令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 

① 小規模保育園ならではの良さを引き出し、子どもが安心、安全に心身共に健やかに育つよう五感、ニ覚
を刺激する経験ができる保育をする。 

② 保護者との信頼関係を構築し、安心していただけるようにする。 
③ 職員の働きやすさ、ワクワクするような保育が展開できるよう保育士を増員し、健康的に働ける環境を

作る。 
④ 保育士増員により、室内では経験できない体験ができる園外への活動機会を増やす。 
⑤ 運営としては、赤字解消。人手不足による職員残業時間を令和 6 年度より減らす。 
⑥ 非常勤調理員を雇用することで、調理員法人内派遣を減らし、派遣費の減額をする。 
⑦ 園児の定員変更を 1 歳、2 歳 19 名とし、安定的な運営をする。 

 
実績 

① について 

園庭が無いため、基本的に同じ公園に散歩に行くことで園児が遊びながら危険ところなど体験から学

べるようにした。また、自然体験として年間を通して様々な発見ができるようにしてきた。 

② について 

2 月に希望者に誰でも個人面談を行い、概ねの方が園長との面談を希望して 1 年の振り返りを保護者

と共有した。また、2 歳児くらすでは、3歳以降の保育園や幼稚園等の相談に随時応じた。 

③ について 

当番のための非常勤保育士がおらず、職員が残業で対応しておりかなり疲労していたのが現状。1歳

児加算として、保育士の募集はしているものの応募がない状態。引き続き募集し、1歳児加算申請を

して補助金内で対応できるようにしていきたい。 

④ について 

雇上げ強化補助金で 2名の保育補助職員を採用した。 

うち名には、子育て支援員取得の促しをしており、用務的な仕事以外にも保育業務を担っていただ

けるようにしている。 

⑤ について 

公定価格の改正により単価が上がった。 

⑥ について 

調理員派遣費の減額につながる。 

また調理担当者が保育士との連携が密になり、食に繋がる改善に繋がった。 

⑦ について 

定員を 1歳児 2歳児合算としてが、転園児がおらず、合算による効果がわからないが、概ね定員に充

ちていた。 
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２． 施設の概要と職員体制 

施設名 石神井公園こぐま保育園 施設住所 練馬区石神井町 3-30-18 

開設年月日 平成 27 年 4 月 1 日 運営形態 □公設民営認可・□民設民営認可・■小規模保育所 
土地建物所有権 □土地 □建物 土地建物賃借料 土地     円/年 建物 5.961.600 円/年 
敷地面積 214.32 ㎡ 建物延床面積 686.04 ㎡ 

開園日 

月から土曜日とする。但し祝日および国民の

休日と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休園とす

る。 
開園時間 

午前 7 時 30 分から午後 18 時 30 分とする。

但し短時間保育認定の場合午前 7 時 30 分 
から 8 時 30 分までと午後 16 時 30 分から

18 時 30 分までは延長保育時間とし、詳細

は別に定める。 
保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 内しょう
がい児 

内アレル
ギー児 

内アナフ
ィラキシ
ー児  一時 病後児 

定員 0 １９    19  0   ０  

入所 0   １９    19  ０    ０  

保育室面積 ０ 65.16         ０  

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 大川和泉 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者 

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

副施設長  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士 大場朋子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

嘱託医（園医） 吉川秀樹 
住所 練馬区石神井町 6-15-8 2F  よしかわこどもクリニック 

電話 03-597373 

職
員
数 

 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤 
保育職 ４名 1 名 1 名 ０名 １名 

看護職      

給食職     １名 

用務職      

事務職      

苦情解決第三者委員 松淵昂 稲垣幸子    

今年度変更事項 

・令和７年 4 月 1 日定員変更 1 歳児９名 2 歳児 10 名を 1 歳児・2 歳児合算 19 名 
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３．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ

場」という保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々

に保育理念の理解が進むよう取
り組む。 

■保育園の全ての業務は保育理念
から展開されていることを踏ま
え、各種手順書、各種マニュアル、
各種計画等は保育理念に基づき
策定するよう取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り
組みとして、以下の事を実践す
る。 

・小規模保育園ならではの、
家庭的な雰囲気の中、将来
に向けて人と人のつながり
の基礎が育まれるようにす
る。 

・子どもの自己肯定感が育ま
れるよう、一人一人の生活
及び遊びの中で乳児期に基
礎となる育ちが培われるよ
う丁寧な保育を行う。 

 
②保育目標は全園共通で以下と定

めている。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 

■児童、保護者、職員、地域の方々
に保育目標に基づく保育をおこ
なっていることの理解が進むよ
う取り組む。 

■保育内容の全ては保育目標から
展開されていることを踏まえ、保
育課程、各種指導計画等は保育目
標に基づき策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り
組みとして、以下の事を実践す
る。 
・「子どもに相談する保育」「指

示語、命令語、禁止語、否定
語を使わない保育」の実践に
取り組み、方針である「子ど
もの自主性を引き出す保育」
を目指していく。 

・一人一人を大切に思い、細や
かに子どもの気持ちに寄り
添う保育をおこなう。 

・園の取り組みが、保護者に理
解してもらえるように努め
る。 

・定期的に人的環境、物的環境

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
 

予定通り実施できた。 
・保護者には入園説明で個別に保

育理念園の目指す保育を伝える。 
・職員には、毎月の職員ワークと

して、一人一人の生活及び遊びの

中で乳児期に基礎となる育ちが培

われるよう丁寧な保育につながる

内容の学びをおこない共有した。 

予定通り実施できた。 
・日々の食事・睡眠・排泄を中心

に子どもへ丁寧な言葉をかけで

接し、個々の子どもに合わせ寄り

添う保育を職員周知しおこなっ

た。 

・安定的に園運営ができ

た。 
・園で大切にしてきてい

ることを保護者に伝え、

日々のエピソードを園だ

よりで発信。保護者とと

もに子どもの発達に基づ

いた保育の理解に努め

た。 
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についてのグループワーク
を行い、子ども自身が遊びこ
める場を整えていく。 

・職員同士の連携を密にし、グ
ループワークを行ないなが
ら、子どもの気づき・職員の
悩みを共有していく。 

・子どもの発達に応じた保育環
境を整え、日々の保育の中
で、保育所保育指針に沿った
「10 の姿」を意識しながら、
子どもが自主的に活動でき
る保育を行う。 

 
③年間の園内会議日程は以下のと

おりとする。 
 毎月 1 回 月末に行なう。 

月 日 時 会議名 
4 1 13：30 職員会議 
4 23 13：30 職員会議 
5 23 13：30 職員会議 
6 20 13：30 職員会議 
7 23 13：30 職員会議 
8 20 13：30 職員会議 
9 19 13：30 職員会議 
10 22 13：30 職員会議 
11 20 13：30 職員会議 
12 18 13：30 職員会議 
1 21 13：30 職員会議 
2 19 13：30 職員会議 
3 18 13：30 職員会議 

※ 職員会議日の 16：30 より 
ワーク活動をおこなう。 
 

④年間の園内行事日程は以下のと
おりとする。年間行事予定表参照 
月 日 時 行事名 
4 1 10：00 入園式 

6 
2 
～ 
19 

 個人面談 
期間 

7 7 １日 七夕の日 
9 27 10：00 プレイデー 

12 25 １日 クリスマス

の日 
2 3 １日 節分の日 

2 
2 
～ 
16 

 個人面談 
期間 

3 3 １日 ひなまつり

の日 

3 7 10：00 大きくなったね

会 

※避難訓練 毎月 1 回 
（9 月引き渡し訓練） 
※防犯訓練 年 1 回 
※全園児健康診断 春・秋 年 2 回 
※身体測定 毎月 1 回 
※誕生会については、子どもの誕生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予定通り実施できた。 
・職員会議は、月 1 回実施した。

職員ワークの時間に参加できる

よう職員会議の日の 18 時 30 分

から 1 時間を設定し多くの職員

が参加できるようにした。 
年度後半には、時短職員も参加で

きるよう１３：３０－１４：３０

で開催するようにした。 

予定通り実施できた。 
・行事については、職員と話し合

い、見せる行事から体験すること

を目的とした。また、6 月の保護

者との面談では保護者の子育て

方針及び 3 歳以降の方向性を確

認する。随時の保護者参観は、年

度後半には参加者が増えた。 
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日を誕生会とし、保護者の保育参
加と共にお祝いしていく。 

 
⑤年間の園内研修等は以下のとお

りとする。 
・処遇改善Ⅱに基づいた職員育成
計画の保育士キャリアアップ研
修に計画的に受講。1 人一回受
講。 
月 日 参加者 内容 

4 1 

全職員 法人の理念、 
方針 
・子どもの発
達 
・保育のあり
方 
・ 
人権 
・虐待 
・ハラスメン
ト 
・個人情報保
護 

5 
全職員 ・嘔吐処理 

・感染症予防
研修 

6 全職員 ・救命救護研
修 

適宜 
全職員 外部研修に参

加後、内容に
より園内研修
を実施 

 ・法人研修参加 
・その他随時予定あり 
・他園で実施された「自主性を引

き出す保育」の研修で、行われ
ワークやエピソードを題材に
園内研修を実施する。 

 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニ

ュアルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置

を講ずる。 
■園内においてすべての児童、職員

を対象とした不審者対策訓練を
定期的に実施する。 

災害対策 
■園舎内において災害時対応マニ

ュアル、防災マニュアルを整備、
運用する。 

■園内において、すべての児童、職
員を対象とした避難訓練、消火訓
練をおこなう。 

□地域において、児童、職員を対象
とした訓練を実施する。 

■発災時を想定し、児童、職員が最
低3日間園舎内に滞在できるよう
な飲料水、食料、資材等を準備す

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予定通り実施できた。 
・キャリアアップ研修は、職員 3
名が全項目終了し、2 名も 3 回の

研修を終了した。法人研修（井上

さく子先生）は園長と職員 1 名

とで参加することで、研修の内容

を共有し、園内に持ち寄り参考に

した。 
山下洋子先生の研修も年に 1 回

実施することができ気になる児

の対応について学ぶ機会となっ

た。 

予定通り実施できた。 
・石神井公園こぐま保育園安全計

画を作成し、年度初めに職員には

説明、周知した。また、保護者に

は 6 月の園長との面談で、個々

に安全計画の説明をした。 
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る。 
■園独自の安全管理対策に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 
・マジカルテンキーによる玄関

施錠管理 
・防犯カメラ設置 
・石神井消防署で応急救命講習

を受ける。 
・災害備蓄用品チェックリスト

を作成し点検を行う。 
・広域避難場所までの避難経路

の確認を行う。 
 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、

運用する。 
■プライバシーポリシーを公表す

る。 
■個人情報保護について定期的に

職員研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 
・個人情報の取り扱いについて

面接時に保護者に説明をし、
書面で個人情報の承諾を受
ける。 

・職員会議でマニュアル確認を
行い、職員と共有・周知徹底
し危機管理を高めていく。 

・個人情報書類及びデータ管理
は、施錠できるキャビネット
で保管する。 

・保管期日を遵守し適切に破棄
する。 

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワー

ハラスメント防止マニュアルを
整備、運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワー
ハラスメント防止のために定期
的に職員研修をおこなう。 

■園独自のハラスメント防止措置
に関する取り組みとして、以下の
事を実践する。 

・管理職はハラスメントの研
修に参加する。 

・職員面談を定期的に行い、
いつでも相談できる環境を
整えていく。 

・職員とコミュニケーション
をとり、働きやすい環境を
整えていく。 

 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用

する。 
■職員の自己申告制度を活用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予定通り実施できた。 

予定通り実施できた。 
・職員と面談以外にも話す機会を

設け小さな困りごとや提案に耳

を傾けるようにした。 
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■職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極

的に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に

職員を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関す
る取り組みとして、以下の事を実践
する。 

・キャリアパスの運用開始。 
・指導職より保育や保育書類

について、随時職員に指導
をしていく。 

・法人研修・外部研修に参加
しやすい環境を整え、案内
を職員に発信する。 

・保育士等キャリアアップ研
修に積極的に参加させ、職
員のスキルアップを図れる
ようにしていく。 

・日々の保育に関する疑問及
び改善事項等を職員全体で
話しあい、保育の質の向上
に繋げる。 

・保育中や職員間で、目配り・
気配り・心配りが育つよう
な環境づくり。 

・職員がどんなことでも話が
できる環境づくりをしてい
く。 

・定期的に日常業務の見直し
をおこない、業務改善を行
っていく。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用

する。 
■業務開始前および業務終了後の

園舎内の安全確認チェックを実
施する。 

■施設保全に関して、以下の補修、
修繕、交換を実施する。 
時期 内容 概算金額 
未定 調理室水道

の交換 
100,000 

■什器備品類に関して、以下の補
修、修繕、交換、リース契約更新、
新規購入を実施する。 
時期 内容 概算金額 
   

 
⑪利用者意向把握 
□外部評価機関による福祉サービ

ス第三者評価を実施する。 
□外部評価機関による利用者アンケ

ートを実施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要

望を申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法

として、以下の事を実践する。 
・玄関に意見箱の設置をする。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

予定通り実施できた。 
・意見はなかったが、日々の送迎

時に園長、職員は保護者を会話す

る中で意見が言いやすい環境を

意識した。 

予定通り実施できた。 
キャリアパスを通して職員の目

指す目標を明確し園長と共有し

た。 

おおむね予定通り実施できた。 
・調理器具の劣化したものを購入

した。 
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・個人面談を行い、保護者から
話しを聞く機会をつくる。 

・保育参観・参加の随時受け入
れを積極的に行う。 

・いつでも相談できる環境を整
えていく。 

 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、

運用する。 
■利用者から苦情を受けないよう

な取り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような

取り組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 

・新入園児面接時に、第三者
委員の方の利用方法の説明
を行う。 

・苦情解決制度の周知に努め、
苦情解決第三者委員を行事
に招き、保護者へ紹介する
機会をつくる。 

・保護者が相談・話しやすい
環境になるよう、１日の登
降園時の際に保護者とのコ
ュニケーションを大切に
し、信頼関係を築く。 

・意見があった際には速やか
に対処し対応職員周知す
る。 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マ

ニュアルを整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童

相談所と連携を図る。 
・虐待防止等に関する内容を、

年度最初の職員会議で園長
より話し、職員の行動・言動
の中にも虐待になってしま
うことがあることを伝え、書
面でも配布し確認・周知をし
ていく。 

 
 
 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との

連携を図る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、

耳鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医
療機関との連携を図る。特に保育
実施時間内に受診可能な医療機
関を 1 つ以上確保する。 

□地域内の小学校や学童クラブ等
との連携を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連
携を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予定通り実施できた。 
・苦情はなかった。 
・入園式、プレイデー、大きくな

ったね会には、苦情解決第三者委

員の方１名に参加いただき、保護

者の方との交流を図った。 

予定通り実施できた。 
・入園時の説明会で伝える。 
・子ども家庭支援センターと年２

回連携をとっている。 
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⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職

員採用業務、労務管理業務を本部
事務局に委託する。 

■法人内の他園との交流、連携を図
る。 
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４．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①保育課程について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指

し策定する。 
■全体保育計画の見直しをおこな

う。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

□0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  
□しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

□0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  
□しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

□0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  
□しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
・異年齢保育 
・一時預かり保育 
・近隣の連携保育園との交流 

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 

・1.2.歳児保育ﾏﾆｭｱﾙを使用 
・乳児保育マニュアル 
・給食衛生管理マニュアル 
・保健業務マニュアル 
・感染症対策マニュアル 
・園外保育マニュアル 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
□定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
□定期的な学習指導を実施する。 

 
 
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②予定通り実施できた。 
・年間指導計画、月間指導計画に

養護と教育の欄を設け明確にし

た。 

① 予定通り実施できた。 
 

③予定通り実施できた。 
・アレルギー対象児はいなかっ

た。 

⑤予定通り実施できた。 
・異年齢保育は、子どもの状況に

合わせ実施。 

⑥予定通り実施できた。 

・指導計画に、養護と教

育の記載が明確にされて

おらず。次年度の課題と

なる。 
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■園独自の取り組みとして、以下の
保育内容を実施する 
・石神井さくら保育園との交流 
・石神井つつじ保育園との交流 
・月極め一時保育（欠員がある

場合） 
 
⑧通常日の保育時程は以下のとおり

とする。 
  0

歳 

1

歳 

2

歳 

3

歳 

4

歳 

5

歳 

7：30  ○ ○    
8  ○ ○    
8：30  ○ ○    
9  ○ ○    
10  ○ ○    
11  ○ ○    
12  ○ ○    
13  ○ ○    
14  ○ ○    
15  ○ ○    
16：30  ○ ○    
17  ○ ○    
18：30  ○ ○    

 
＊1・2 歳児 
 7：30 保育開始 
     順次登園 
     視診・挨拶 
     自由あそび 
 

9：30 水分補給 （牛乳） 
     あそび・活動 
     着替え 
 
 11：15 給食 
     午睡準備  
     午睡 
 
 14：30 目覚め  

おやつ 
     降園準備 
     自由あそび 
 
 16：30 順次降園 
     延長保育時間 

(短時間認定の方) 
 18：30 保育終了 
 
⑨保護者との情報交換 
日々の情報や緊急ではない情報 
■全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
□1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交換して

いる。 
□クラス全般の保育内容についてク

ラス掲示板に掲示している。 
■ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦予定通り実施できた。 
・近隣保育園との連携は、園庭利

用の回数を増やした。 
・行事では、スケルトン車見学、

消防車見学、餅つきに参加するな

ど積極的に交流を図った。 

⑧予定通り実施できた。 
・年度後半には、日中の活動時間

を考慮して、水分補給の時間を１

５分早め 9:45‐11:30 までとし

た。 

⑨予定通り実施できた。 
・2 歳児クラスの保護者とは、3
歳以降の幼稚園からの情報や保

育園の情報を伝える。 
・2 月の個人面談では、2 歳児保

護者からは、4 月以降の保育園に

関しての相談が多かった。 

石神井公園こぐま保育園



だよりに掲示している。 
個別緊急時の情報 
□個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し

ている。 
■必要に応じてホームページに掲示

している。 
□電話を活用している。 
■園独自の取り組みとして、保護者と

の情報交換において以下の事を実
践する。 
・緊急テストメールを毎月 1 日

９：00 に保護者・職員へ発
信し実施する。 

・保護者からの欠席・遅刻など
の情報を電話及びキッズレ
ポで受け付ける。 

 
⑩保育サービス推進事業について以

下の保育サービス推進事業を実施
する。 

■産休明け保育 
□0 歳児の延長保育 
□2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
□しょうがい児保育(特児) 
□しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
□保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
＊月極め一時保育規定 別紙参照 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事

項について、園内において実施す
る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩予定通り実施できた。 
・アレルギー児、月極め一時保育、

外国人の受け入れ対象者はいな

かった。 

⑩予定通り実施できた。 
・主任会議、給食担当者会議、保

健担当者会議は、職員配置の都合

で、参加できない日が多くあっ

た。 
・井上さく子先生の研修は園長と

職員でともに参加することで情

報共有した。 
・山下洋子先生の研修では、気に

なる児の対応を確認、職員の意欲

にも繋がった。 
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５．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた場

合の理由 
①給食業務実施にあたり、

以下のことをおこなう。 
■給食担当者の日々の健康

管理をおこなう。 
■保育実施日は原則として

給食を実施する。 
■給食内容は完全給食とす

る。 
□離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施す

る。 
□延長保育に応じた給食を

実施する。 
■献立は法人共通献立を使

用する。 
■食材の調達は法人共通仕

入れ先から調達する。 
■調理方法について、手順

書や調理マニュアル、衛
生管理マニュアルに従っ
ておこなう。 

■調理方法について、他園
の担当者間で情報交換を
おこなう。 

■児童の喫食状況に応じ
て、調理方法を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担
当者との意見交換をおこ
なう。 

■園独自の取り組みとし
て、給食業務において以下
の事を実践する。 

・法人統一献立の実
施。 
・法人内保育園との

連携のもと集団給
食を実施。 

・食事、おやつの形
状を、玄関モニタ
ーにて保護者に閲
覧する。 

・法人内派遣栄養士
による栄養管理及
び発注業務をす
る。 

 
②給食業務実施にあたり、

以下の手順書やマニュア
ルを用いておこなう。 

・衛生管理マニュアル 
・食物アレルギーマ
ニュアル 

 
③食育業務実施にあたり、

以下のことをおこなう。 
■年間食育計画を策定す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 

 
 

予定通り実施できた。 
・アレルギー食の提供対象者はい

なかった。 
・下石神井第三保育園、国立ひま

わり保育園と連携し、集団給食を

実施。 
・栄養士が、調理後に園児の食べ

具合等を確認し、食への意欲へと

繋げた。 
・非常勤調理員と発注の微調整や

など密に行った。 
・子どもの椅子や机の高さを調節

子どもの発達に基づいた環境を

意識し行った。 
・食事の配膳を 1 歳児は個々の

トレーに全メニューを同時に提

供できるようにし、食べたいもの

から食べられるようにしたこと

で食に対する意欲に繋げた。 

・派遣の栄養士や非常勤

調理員との連携が密にな

り配膳方法や、食に悩み

等の改善に繋がった。 
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る。 
■園独自の取り組みとし

て、食育業務において以
下の事を実践する。 

・子どもの発達に合
わせての食事を提
供する。 

・食事をする環境を
発達に合わせて整
える。 

 
 
 

６．保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた場

合の理由 
① 保健業務実施に当たり、

以下の事を行う。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこ

なう。 
■在園児の健康管理をおこ

なう。 
■在園児のケガや急な疾病

に対応するため、マニュ
アルを整備し、運用する。 

■保護者からの在園児の成
長、発達、健康に関する
相談を受け、適宜助言を
おこなう。 

■園独自の取り組みとし
て、保健業務において以
下の事を実践する。 
・保健担当者会議に園
長出席。 

法人内の情報を把
握し、職員周知を図
る。 

・練馬区情報を、職員
周知する。 

・必要に応じて法人内
看護師の派遣を依
頼する。 

 
②園内事故防止に取り組

む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを

管理する。 
■園独自の取り組みとし

て、園内事故防止におい
て以下の事を実践する。 
・事故や怪我の確認を防

犯カメラから分析し、
事故防止及び職員周
知を図る。 

・子どもの発達に合わせ
て環境を変更する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

評価 5 4 3 2 1 
理

由 
 
 

予定通り実施できた。 
・年間保健計画に基づいて作成し

た。 
・応急救護研修は、6 月に石神井

消防署にて職員 5 名が受講。 
・ブレスチェックは、職員 1 名

が担当することを徹底した。 
・ヒヤリハットや防犯カメラを活

用し、怪我に繋がる場面の把握に

努めた。 

予定通り実施できた。 
・散歩時の抜け出し事故があり、

練馬区及び東京都に報告する事

例があった。 
・園外保育マニュアルをもとに再

確認し、事故時の連絡、報告につ

いても再度周知した。 

・園児の公園からの抜け

出し事故が起きた。 
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・全園児、基本のあおむ
け寝を徹底していく。 

・園内の危険個所を把握
し、事故防止につなげ
る。 

・玩具の消毒する時に、
破損及び危険がない
か点検していく。 

 
 
 
 
 
 
③職員の健康管理 
□保健担当者が衛生推進者

として職員の健康管理を
おこなう。 

■事業所内健康診断を実施
する。 

■職員細菌検査を実施す
る。 

  
・全職員にメンタルヘル

スチェックを実施す
る。 

・全職員の休憩時間が確
保できるよう取り組
みをおこなう。 

・心身ともに良好な状態
で業務が進むよう、全
職員で連携を図る環
境をつくる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

予定通り実施できた。 
・休憩時間を意識的に取得するた

めお互いに声をかけ合い実施し

た。職員会議時以外は全員取得出

来ている。 
・園長と職員との面談で個々の想

いを聴き、それぞれがやりたいこ

とや改善策等を聴き意欲へと繋

げた。 
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令和 7 年度 事業計画・事業実績評価報告 

 
1． 令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．施設の概要と職員体制 

施設名 宮前おおぞら保育園 施設住所 杉並区宮前 2-24-22 

開設年月日 平成 29 年 4 月 1 日 運営形態 
□公設民営認可・■民設民営認可・□小規模保

育所

土地建物所有権 □土地 ■建物 
土地建物賃借

料 
土地 360 万 円/年 建物    円/年 

敷地面積 1007.58 ㎡ 建物延床面積 933・76 ㎡ 

開園日 
月から土曜日とする。但し祝日および国民の休

日と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休園とする。 開園時間 

午前[7]時 30 分から午後[7]時 30 分とす

る。但し午後[6 時 30 分から午後[7]時
30 分までは延長保育時間とし、詳細は

別に定める。

保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内しょ
うがい
児 

内アレ
ルギー
児 

内アナ
フィラ
キシー
児

一時 病後児 

定員 10 20 20 20 20 20 110 

入所 10 21 21 21 20 20 113 ５ １

保育室面積 53.29 ㎡ 71.09 ㎡ 43.42 ㎡ 132.90 ㎡ 167.8 ㎡

担
当
職
務
と
職
員
名

施 設 長 越後智江美 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者 

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

副施設長 千葉みどり 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者 

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

主任保育士 福本ゆか 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者 

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

副主任保育士 森下達也 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者 

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

副主任保育士  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者 

□苦情受付担当者□衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

看護職責任者 二木典子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者 

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

給食職責任者 三浦さと子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者 

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者■食品発注担当者 

 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者 

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者□食品発注担当者 

嘱託医（園医） 森谷泰和 
住所 杉並区松庵 1-8-6 

電話 03-3334-7285 

 

子どもを最優先に考え、法人の保育理念を共有する職員として、同じ目標に向かって力を合わせ、子ど

もを第一に考え職員同士のコミュニケーションを深め連携をとり、子どもの成長を支えながら保育を行っ

ていく。 

子ども一人一人の個性や発達段階に合わせた関わりを大切にし、安心して生活できる環境を整えていく。 

子どもの目線で対話をし、遊びの様子を見守りながら、登園、降園時に子どもの様子をエピソードとして

保護者に伝え、保護者からの子育ての相談など共有して、信頼関係を築けるようにしていく。日々の遊び
から子どもたちの笑顔や学びを作り出すために、職員は工夫をしながら保育スキルを磨くことに努力をし、
質の向上に努めていく。 

宮前おおぞら保育園
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職
員
数

正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常勤

保育職 18 1 7 

看護職 １ １ 

給食職 5 1 1 

用務職 2 2 

事務職 1 1 

苦情解決第三

者委員 
松淵昂 橋本雅子 

今年度変更事項  

退職者：（森欄・塚原真奈美・原田由利奈）・（4/1 日より南大泉へ異動）中島千江美副園長・渡邉理恵 ・

（上井草保育園へ異動）石井卓也主任 南大泉保育園より異動➡千葉みどり副園長 ・入職者➡竹山真美・

花井千晴・志村桃佳・永井彩、美濃部奈津（調理員）・鬼塚奈美（産休）・本間知佳（8 月より産休）

 

 

 

 

3．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由
①「かけがえのない命をはぐくむ場」

という保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々に

保育理念の理解が進むよう取り組
む。 

■保育園の全ての業務は保育理念から
展開されていることを踏まえ、各種
手順書、各種マニュアル、各種計画
等は保育理念に基づき策定するよう
取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

・子どもの人権を念頭におい
て職員ともに子どもの自主
性を育み、子どもと相談す
る保育に取り組む。 

・幼児クラスは年間を通して
の異年齢保育の計画を作成
し活動を行っていく。 

 
②保育目標は全園共通で以下と定めて

いる。 
1.心身ともに健康な子ども 

(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 

(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 

(自主性) 
■児童、保護者、職員、地域の方々に

保育目標に基づく保育をおこなって
いることの理解が進むよう取り組
む。 

■保育内容の全ては保育目標から展開
されていることを踏まえ、全体的な
計画、各種指導計画等は保育目標に
基づき策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り組み
として、以下の事を実践する。 

①幼児クラスは、年齢別の主
活動を行いながら、異年齢グ

➀について
・法人の保育理念をはじめに職員
で理解を深め、職員とご家庭と連
携をして育てていきましょうと発
信をしながら運営を行った。 
 
・保育理念をはじめ、保育目標を
念頭に置き計画を作成することを
各職員で意識できるよう指導職の
助言を行うことができた。 
 
・日頃の保育を振り替えられるよ
うに、「人権擁護のためのセルフチ
ェックリスト」の活用を行い、職
員の気づきに繋げられるようにし
た。 
・異年齢活動は計画に沿って実施
できた。 
 
 
②について 
・理念を達成するため、保育目標
に基づき職員は日々の保育計画を
作成し、保育に取り組んでいった。
 
 
・入園希望の見学者の方や在宅で

子育て中の（地域交流で）、方に、
その都度説明を行い、また、在
園児の保護者の方には、前期・
後期保護者懇談会にて、説明を
行い、理解に繋げてもらえるよ
うにした。 

 
 
・年長児が主体となり、「夏まつり」

を開催し、下級クラスの子どもた

ち、地域のお子さんにも参加して

いただき、ゲーム遊び、お店屋さ

評価 5 4 3 2 1
理由
➀ 評価 5 

・子どもの人権を念頭に、不適切

保育、虐待行為に十分注意して保

育運営を行った。 

・行事、日々の活動について、幼

児クラスは子どもが主体となっ

て組めるよう、『子どもと相談す

る』保育を大事にしながら行っ

た。 

・異年齢交流はランチルームでの

食事をはじめ、グループごとの活

動遊びや、乳児クラスとの交流を

行い。子どもたちが関わりを楽し

む様子が見られた。 

 

②評価 4 

・日常の保育活動において、3つ

の保育目標を配慮しながら行っ

た。 

 

・天気の良い日は、戸外に出て、

園庭、屋上、近隣の公園に出かけ

遊びながら、秋の遠足に向けて体

力作りに繋げる事ができた。 

 

 

 

 

・在園児の保護者には園だより、

前期保護者懇談会・後期保護者懇

談会にて説明を行った。 

 

 

宮前おおぞら保育園
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ループでの保育をおこない、
成長の違う者同士の関わりを
学び生活する。 
②子どもの自主性を引き出す
保育を実践するために、指示
語・禁止語・命令語・否定語
を使わない保育を実践し、人
的環境（子どもと相談する保
育の実施）、物的環境を整え取
り組んでいく。 
③子どもへの保育士の関わり
方について会議で話し合い、
共有し、年齢にあった保育室
内環境を整えていく。 
④園内共有スペース園庭のプ
ロジェクトチームを作り、子
ども達が興味関心を持って楽
しめる環境づくりを計画して
いく。 
➄心を大切にする保育の取り
組みを実践していく。NHK 放
送教育、すくわく等の取り組
みを実践する中で、幼児期の 
終わりまでに育ってほしい
10 の姿に対し働きかけ保育
をおこなっていく。就学に向
けて「言葉」「表現」「思いや
り」「探求心」など子の心を育
んでいく。 
以上の①から⑤をおこなって
いくために、月 1 回職員間で
グループワークをおこない、
職員のスキルアップと保育内
容統一を目指す。また、前・
後期保護者懇談会、園だより、
クラスだよりでそれぞれの取
り組みについて保護者に説
明、報告し、保護者にも取り
組みの意図を理解していただ
き、協力をいただけるよう働
き掛けていく。

■遠足でバスを導入の際には、安全性
を踏まえて行う。 

 
③年間の園内会議日程は以下のとおり

とする。 
月 日 時 会議名

4 24 14:00 全体職員会議

5 23 14:00 全体職員会議

6 26 14:00 全体職員会議

7 22 14:00 全体職員会議

8 27 14:00 全体職員会議

9 26 14:00 全体職員会議

10 22 14:00 全体職員会議

11 26 14:00 全体職員会議

12 24 14:00 全体職員会議

1 21 14:00 全体職員会議

2 27 14:00 全体職員会議

3 17 14:00 全体職員会議

・リーダー会（乳児・幼児）隔週水曜日 
幹部会適宜・ヒヤリハット会議  
月 1 回

んごっこをして楽しんだ。 

子どもたちが取り組んでいる夏ま

つりの様子を数名の年長児の保護

者の方が希望して参観した。保護

者の方は楽しめたとのことであっ

た。 

 

・保育活動の子どもたちの様子を 

ドキメンテーションを重要視する 

ことで、保護者の方に保育の内容、

様子の理解が深められるように、 

各クラス前や 1階エントランスに 

掲示し環境を整えた。 

 

・講師の井上さく子先生を招いて

の「子どもの自主性を引き出す保

育」の研修を前期・後期と 2 回実

施した。 

 

 

・職員ワークについて 

毎月 1回 30分程で実施した。 

1 つの内容を 2 日程に分け、全員

が参加し取り組むことが出来るよ

うにした。 

その内容に対して、3 つのグルー

プに分け、意見を出し合う場とし

た。 

グループ内で出た意見を、日々の

保育に取り入れていけるように、

記録を全職員が把握できるように

した。 

 

・5 歳児クラスの卒園遠足は、バ

スをチャーターして、引率する職

員で安全に配慮、注意しながら、

計画をしていた池袋水族館に出か

けた。 

 

 

③について 

・日程の変更を必要に応じてしな

がらも会議を実施できた。 

 

・リーダー会議やフロアー会議も

議題となるものを事前に出して、

計画通りに話し合いを持つことが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・降園時に保護者の方が立ち止ま

ってドキメンテーションを確認

する様子が多く見られた。 

 

 

 

 

・職員は保育の環境、子どもへの

対応で困りごとを、積極的に講師
に質問して、アドバイスをいた
だき、理解に繋げることができて
いた。 

 

 

ワーク実施後に、職員から保育に

取り入れたとの声が聞こえたた

め、保育の幅が広がったと感じた

ため。また、グループワークの際

に発言をあまりしない職員もい

たため、もっと話しやすい場を作

る必要があると感じた。 

 

 

 

 

・遠足に向け下見をしっかり行

い、当日は計画通り見学をするこ

とができ、水族館の見学では、子

どもたちはとても興味津々で、ゆ

っくりと見ることができ、楽しい

時間を過ごすことができた。 

 

 

③ 評価 5 

・職員会議では限られた時間内で

進められるように、職員で協力し

て行うことができた。 

・各会議では、参加した職員は、

自分の意見を伝え、決定したこと

については、全職員協力体制で取

り組むという方向性が根づいて

きた。 
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④年間の園内行事日程は以下のとおり

とする。 
月 日 時 行事名 
4 5 10:00 入園式 
4 19 9：00 前期保護者懇談会 
4 24 15:15 4 月生まれ誕生会  
5 2 10:00 子どもの日の集い 
5 28 15:15 5 月生まれ誕生会  
6 6  10:00 交通安全教室（幼児） 
6 25 15:15 6 月生まれ誕生会  
6 16 10:00 プール開き 
7  4 10:00 七夕集会 
7 24 15:15 7 月生まれ誕生会  
7 25 10:00 なつまつり（お店

屋さんごっこ） 
8 25 15:15 8 月生まれ誕生会  
８ 30 9：00 第 5 回同窓会 
9 5 16:00 全園児引き渡し訓練 
9 25 15:15 9 月生まれ誕生会  

10 11 9：00 運動会 

10 23 9：00 3 歳児遠足 
10 30 15:15 10 月生まれ誕生会  
11 6 9：00 4・5 歳児遠足 
11 21 10:00 勤労感謝の日の集い  
11 21 15:15 11 月生まれ誕生会  
12 6 9：00 発表会 
12 18 15:15 12 月生まれ誕生会  
12 25 10:00 クリスマス会 
1 9 10:00 正月遊び 
1 23 15:15 1 月生まれ誕生会 

2 3 10:00 節分の豆まき 
2 7 9：00 後期保護者懇談会 
2 19 15:15 2 月生まれ誕生会  
2 20 9：00 お別れ遠足 
2 3 10:00 ひなまつり会 
3 11 15:15 3 月生まれ誕生会  
3 13 10:00 お別れ会会食 

3 21 10:00 第 9 回卒園式 
 
⑤年間の園内研修、モデル園としての

取組（法人研修を除く）等は以下の
とおりとする。 
月 日 参加者 研修名 
4 
 
 
 
 

各月 
 

６ 
7 
 
 

未定 

1 
 
 
7 
 
 

 
 

 
 
 

 

全職員 
 
 
 
 

担当職

員 
 
全職員 
 
 
全職員 
 

理念/方針/虐
待人権など 
アレルギー・ 
エピペン対
応 
 
放送教育に
ついて 
消防署によ
る心肺蘇生 
 
嘔吐処理 
 

 
・各キャリアに合わせたキャリアアッ 
 プ研修参加・園内研修 
・個人情報、ハラスメント、 

④について 

・行事の中の、水遊び・プール遊

びについては毎年暑さが厳しく猛

暑が続いていることから、早めに

6 月から実施した。屋上に組み立

て式のプールに回数多く入る事は

できなかったが、水遊びについて

は幼児クラスで工夫をして行い子

どもたちは楽しむことができてい

た。 

 

・近隣の小学校の体育館を借りて 

乳児・幼児クラス入替え制で実施

した。競技が終了した後も観覧で

きるスペースを設け、より多くの

保護者方に見ていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➄ について 

・感染症対策、アレルギー・エピ

ペン対応、消防署による心肺蘇

生、嘔吐処理の園内研修を計画

通りに実施した。 

 

・保育士として必要とされるキャ

リアアップ研修に参加できるよう

計画を立てて進めた。 

 

・職員の学びが得られるよう、園

長が研修内容を選出して保育士に

参加をしていただいた。 

 

 

 

 

 

④ 評価 5 

・水遊びは早めの時期から開始し 

プール遊びについても、同様に暑 

さ指数の基準で実施することを 4 

月の懇談会で発信をし、実施した 

こともで、特に保護者からの問い 

合わせはなく終了した。 

 

 

 

 

・地域の方々も親子で参加をして

いただいた。 

・子どもたちは、自分たちの演技、

競技を楽しみながら最後までや

り遂げ、自信を持って披露する姿

が見られた。保護者からのアンケ

ートでは子どもの成長が見られ、

頑張ってやっている姿に感動し

たとの感想が多かった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
➄ 評価 5 

・エピペン研修、消防署による心

肺蘇生・AED 演習・嘔吐処理・虐

待等）職員全体で参加し、周知に

繋げた。 

・区内主催の研修には、希望する

職員を初め園長から職員を推薦

し参加をした。 

・キャリアアップ研修を受けた職

員は、沢山の学び気づきを得るこ

とができていた。 

・自ら選んだ研修ではなくても、

参加したことで、新たに気づきが

得られることができていた。 
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・区内主催研修 
・その他随時予定ありの研修 
・全職員による子どもの自主性を引き

出す保育では、人的・物的環境の充
実を図る。グループワーク実施する。 
グループワークの実施は予め、前年
度のうちに年間の計画を立て実施し
ていく。 
月 日 時 会議名 
5 23 14:40 グループワーク① 
6 26 14:40 グループワーク② 
7 22 14:40 グループワーク③ 
9 26 14:40 グループワーク④ 
10 22 14:40 グループワーク⑤ 
11 26 14:40 グループワーク⑥ 
12 24 14:40 グループワーク⑦ 
1 21 14:40 グループワーク⑧ 
2 27 14:40 グループワーク⑨ 
3 17 14:40 グループワーク⑩ 

・放送教育について 
月 1 回 10 分程度の鑑賞と 20 分程度
のディスカッションや感想などのや
りとりをおこなう。 

・参加職員は終了後の振り返りに参加
し、学びと遊びから子どもへのアプ
ローチについて考える場を作る。 

・すくわく活動について 
 幼児対象として月 1 回の取り組みを

実施する。子どもの探求心に触れら
れるような取り組みから、体験・経
験した内容を子どもたちでディスカ
ッション、感想の共有をおこなって
いく。 

 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニュア

ルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置を講

ずる。 
■園内においてすべての児童、職員を

対象とした不審者対策訓練を定期的
に実施する。 

■警察署監修の基、不審者訓練の実施
をする。 

 
災害対策 
■園舎内において災害時対応マニュア

ル、防災マニュアルを整備、運用す
る。 

■園内において、すべての児童、職員
を対象とした避難訓練、消火訓練を
おこなう。 

■地域において、児童、職員を対象と
した訓練を実施する。 

■発災時を想定し、児童、職員が最低
3 日間園舎内に滞在できるような飲
料水、食料、資材等を準備する。 

■園独自の安全管理対策に関する取り
組みとして、以下の事を実践する。 

①不適切保育・子どもの関わり方 

②室内・戸外遊び案 

③保育の対応方法について 

④保育の中のリスク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・すくわく活動は、子ども達が興

味を示している題材を用いて実施

した。 

 

 

 

 

 

⑥ について 

・不審者訓練は、年 2 回行う中で、

1 回を警察署監修の基、実施をし

た。 

・災害時のマニュアル等について

は、新入園児の説明会、4 月の前

期保護者会にて丁寧に説明をし、

理解とご協力をしていただくよう

にした。 

・毎月 1 階の避難訓練（火災・地

震）を計画通りに実施した。全職

員で消火器を使用できるように、

訓練用の消火器（水）を用いて実

施した。 

・保護者が参加する引き渡し訓練

では、地震を想定した（震度 5）、

引き渡し訓練を実施した。 

アクションカードを利用して、職

員間で、どのように行動するかを

実践した。 

・災害時に園舎に留まる事ができ

ない状況の際に、近隣の小学校ま

で実際に避難を実施した。 

 

職員から、どのような内容のワー

クを行いたいかの希望をとった

こともあり、保育するにあたって

必要なワーク内容になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 評価 5 
・警察署監修のもと、職員は緊張
しながらもそれぞれの役割を確
実にすることに徹底し、園舎の中
に不審者を入れないように危機
感を持ちながら対応の訓練を行
い終了後に総評をしていただいた
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・実際に近隣の小学校まで避難を

してみると、乳児クラスの移動に

時間がかかる。職員の補助が必要

等の振り返りができた。次回は改

善策を取り入れていく。 
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・園舎、避難経路、保育室の安
全チェックリストの強化 

・荻窪小学校との連携、経路の
確認、非常食、備品の追加。 

・地域防災訓練の参加

 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、運

用する。 
■プライバシーポリシーを公表する。 
■個人情報保護について定期的に職員

研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する取り

組みとして、以下の事を実践する。 
 

・個人情報保護について、守秘
義務についての園内研修を園
長がおこなう。子どもの書類
は、全て施錠されているキャビ
ネットなどで保管する。 
・保護者への他児の情報に関す
る漏洩がないようにチェック
リストを作成するなどして、指
導にあたる。 
・マニュアルの読み合わせと周
知を行なう。

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワーハ

ラスメント防止マニュアルを整備、
運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワーハ
ラスメント防止のために定期的に職
員研修をおこなう。 

■園独自のハラスメント防止措置に関
する取り組みとして、以下の事を実
践する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用す

る。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極的

に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に職

員を積極的に参加させる。 
■キャリアパス各職務の評価シートを

用いて各々の持っているスキルを適
切に理解し、必要な能力を身に付け
られるようにする。 

 

 

 

 

 

⑦について 

・書類・ノートパソコン等はマニ

ュアルに沿って、鍵の掛かる棚に

整理、収納すること、鍵閉め当番

になった職員は、台数を確認する

ことを徹底した。 

 

・送迎時、保護者と口頭での伝言 

等をする際に、他児の情報漏れに 

ならないよう配慮し、他の保護者 

が密集していないことを確認し 

状況に応じて、保育室に入ってい 

ただき、話をしていくことを、 

職員は気を付けるようにしていっ 

た。 

 

 

 

 

⑧について 

・管理職はハラスメントの研修を

定期的に受けて、防止に繋がるよ

うに努めている。 

・職員間では、子どもの人権を考

え、同じ保育の目標に向かってコ

ミュニケーションを取り良い関係

づくりに努められるよう、時に面

談をし、相手の気持ちを受けとめ

ながら、お互いの思いに気づける

よう面談をしながら、気持ちを出

せるようにしていった。 

 

 

 

 

 

 

⑨について 

・キャリアパスにて、個人が年間

目標を立て、目標が達成できるよ

うに途中経過を確認しながら、進

めていった。 

・キャリアパス各職務の評価を説

明しながら、各々のスキルを向上

できるよう消極的な職員にはアド

バイスを行い、指導職にはフォロ

ーできるようにしていった。 

・評価シート活用して、各職員と

評価を共有し、次年度に繋げられ

るようにしていった。 

 
 
 

⑦ 評価 5 

・個人情報管理については入園説

明会にて、重要事項説明として保

護者に説明を行い、同意書をいた

だいて整理している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 評価 5 

・職員同士仕事が忙しい中でも、

クラスから離れて休憩ができる

よう指導職以上でフォローし、ま

た、全職員で気持ち良く笑顔で働

くことができるように、コミュニ

ケーションを取っていくことを、

心がけていった。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ 評価 4 

・キャリアパス各職員自身の評価

が高く、自身の目標達成をする為

に努力、行動を起こしていない状

況が見られた。 

・人権擁護のためのセルフチェッ

クは年 2回予定していたが、1回

のみの実施であった。 

 

 
 
 
 

・ハラスメントに関する園内研

修と職員間のコミュニケー

ションの構築 
・ハラスメント防止のための職

員間の声の掛け合いができ

る環境を構築していき、互い

が働きやすい場となるよう

にしていく

宮前おおぞら保育園
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・職務内容に応じた専門性の向上

を図るため、研修機会の充実を
処遇改善Ⅱのキャリアアップ研
修を用いて全職員が参加し保育
の水準を確保する。 

・外部研修、法人研修への積極的
な参加を促す。園長、副園長、
主任による個人面談実施。 

・メンター制度導入で新卒職員の
サポートをおこなう。 

・職員のスキルアップと保育内容
統一を目指すために、月 1 回、
職員間でグループワークをおこ
なう。 

・人権擁護のためのセルフチェッ
クリストを年 3 回実施する。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用す

る。 
■業務開始前および業務終了後の園舎

内の安全確認チェックを実施する。 
 
■施設保全に関して、以下の補修、修

繕、交換を実施する。 
時期 内容 概算金額 
年度内 修繕必要に応

じて 
未定 

現在の希望は上記の通りだが、予算 
と合わせてできるところから始める。 
 
■什器備品類に関して、以下の補修、

修理、交換、リース契約更新、新規
購入を実施する。 

 
食器、備蓄品 300,000 円 
スチコン部品交換 44,000 円 

 
その他（年間） 
保育業務支援システム 633,600,円 
電気保安管理 198,000 円 
グリストラップ年間 5 回 173,250 円 
千代田防災 55,000 円 
建設設備定期報告書年 1 回 49,500 円 
地震速報保守契約 66,000 円 
綜合警備保障 145,200 円 
東京ガス TES メンテナンス 54,780 円 
産業医報酬 660,000 円 
マルタカ園外整備 660,000 円  
ノートパソコン 2 台 226,600 円 
体育指導 987,840 円 
エアコン分解洗浄作業 437,800 円 
職員紹介料費（3 名分） 3,600,000 円 

その他、適宜対応する。 
 
⑪利用者意向把握 
□外部評価機関による福祉サービス第

三者評価を実施する。 
■外部評価機関による利用者アンケー

トを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩について 

・施設点検は日々の点検。毎週月

曜の安全確認を定期的に実施し

た。 

・サブスク業者による月 1 回の園

庭、園外整備、遊具の安全チェッ

クを実施した。 

・排煙窓の開閉のワイヤーが劣化

にて擦り切れ、手動の操作レバー

故障が見つかり、全体排煙窓の点

検を業者に依頼し、修理を行った。 

 

 

 

 

・調理用の器具、備蓄品は、賞味

期限の為、計画通りに必要とする

個数を購入し入替え備蓄品の整理

を行った。 

 

・予定通り計画的に委託業者を利

用していった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪について 

・福祉サービス第三者利用者アン

ケート実施した。 

 

 

・クラスに対する意見・要望が特

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩評価 5 
・年数劣化に伴い不具合や修理が

必要な個所が見られ、迅速に対応

し、安全対策に努めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑪ 評価 4 

・評価利用者アンケートの結果利

用者満足度が 77.1％と前年度よ

り低い結果となった。 

・接遇が良くない職員が見られる

との意見があったので、次年度は

改善をしていく。 

 

宮前おおぞら保育園
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■利用者が園に対し容易に意見要望を
申し出る環境を整える。 

■園独自の利用者意向把握の方法とし
て、以下の事を実践する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、運

用する。 
■利用者から苦情を受けないような取

り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような取り

組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する取り

組みとして、以下の事を実践する。 
 

・いただいたご意見は、速やかに
周知、改善、対応策を考え、掲
示し、苦情になる前に対応す
る。 

・苦情解決制度と第三者委員につ
いては、入園時、保護者懇談会
などで、年度を通し随時保護者
には知らせていく。 

・第三者委員の方を行事などにご
招待し、保護者が制度について
理解できるような機会を設け
ていく。 

・プール活動、工事等の際には、
近隣へ挨拶とポスティングを
行う。  

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マニ

ュアルを整備し運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童相談

所と連携を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との連

携を図る。 

定の護者からあったが、園長、副

園長で面談を行い、職員とも共有

し、様子を見守っていった際に、

特にこだわった様子が見られなか

った。 

 

・お迎え時に保護者に声をかけた

りしながら、園での子どもの様子

を共有し、保護者からも話しやす

い雰囲気を作れるよう配慮し、保

護者の困りごと、相談等について

話を聞くようにした。 

 

・運動会、発表会、保育士体験等 

の行事を終えた際には、保護者か 

らのアンケートをいただき、全職 

員で内容を共有し周知した。 

 

 

・職員からも取り組みについて、 

反省、改善等を提出し、次年度の 

改善に繋げていった。 

 

⑫について 

・近隣の方からの保育園に対して

の苦情には速やかに対策を行っ

た。また、大きな行事の際や、子

どもの騒音が気になる際には事前

に内容を記載した、お知らせのポ

スティングを行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬虐待に繋がる案件はなかった。 

・日頃から子どもに対する保護者

の言葉がけ、子どもの様子に注意

をはらい気になることは、全職員

で共有し、虐待に発展するような

ことが無いように見守っていっ

た。 

 

⑭について 

・入園の際に病児保育についてご

案内し、園内にも掲示をし、保護

者の方が情報をいつでも目に触れ

 
保護者からのお伺いや、意見に対

しては、状況を確認し、職員で話

し合いを持ち、子どもの最善の利

益を考え、速やかに対応していっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 評価 5 

・保護者から第三者委員に、相談 

問い合わせ等の件は無かった。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑬ 評価 5 

・在園児が虐待に繋がるようなこ

とはなかった。 

 

 

 

 

⑭ 評価 5 

・子どもの体調が悪くても仕事を

休めない保護者は、病児保育を利

用したという連絡をいただいて

いる。 

・区主催の研修に参加し、日頃の

様子などから早期発見に努める。 
・子ども家庭支援センターとの連

絡は密にとりながら、職員ともに 
情報を共有し、見守っていく。 

・一年を通し、保護者の子育て
に対する意向を聞く機会を
設ける。 

・大きな行事ごとにアンケート
で改善・取り組みに繋げてい
く。 

・ご意見ご要望ボックスの設置
といただいたものは、全職員
で共有し、速やかに保護者に
返す。 

・保育士体験に参加をしていた
だき、より保育の内容を理解
していただく。 

宮前おおぞら保育園
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■地域内の小児科、整形外科、眼科、
耳鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医療
機関との連携を図る。特に保育実施
時間内に受診可能な医療機関を 1 つ
以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等との
連携を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連携を
図る。 

 
 
 
 
 
 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職員

採用業務、本部に委託し法人内の他
園との交流、連携を図る。 

■労務管理業務を ATP に委託。 
■南大泉保育園・光が丘保育園（年末

休日保育）法人内園として良好な運
営のために、休日保育勤務に協力体
制を整えていく。 

 

られるようにしている。 

・近隣の小学校との連携を図り、 

小学校の行事を観覧したり、5年 

生との交流をもち、学校紹介、ゲ 

ーム遊びをして、小学校への期待 

を持つことができた。 

 

・中核園の保育士交流は、職員の

希望で参加できるようにしていっ

た。参加した職員は、同年齢クラ

ス担任の他の職員とのコミュニケ

ーションが取れたことで、参考に

なった事や、保育に意欲が出たと

のことで、良い研修となったとの

感想が聞かれた。 

 

⑮について 

・事業部の各担当と連絡・連携を

とりながら、スムーズに実務を実

施することができた。 

 

・休日保育勤務に、希望する調理 

員、保育士が積極的に希望し勤務 

をした。 

 

・園児の怪我などの受診の際に、

地域内の病院のリストを作成し、

いつでも目に触れることができ、

慌てずにすぐに連絡ができるよ

うに、連携を図っている。 

 

 

・近隣の保育園の 5歳児クラスと

交流の計画をし、貴園に出向いて

一緒にゲームをして楽しむこと

ができた。 

 

 

 

 

 

⑮ 評価 5 

・傷病職員がいたことで、職員配

置に余裕がなくなり、他園からの

派遣を要請することになった。 

他の園の協力を初め、自園の職員

の協力で、無事に安全に期間を乗

り越えることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・中核園活動計画において隣接

保育園等との職員研修や児童

の交流を計画して行う。 

宮前おおぞら保育園
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4．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①全体的な計画について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指

し策定する。 
■全体的な計画の策定と職員間での

共有を徹底する。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
□しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
□しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 ■アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
・地域支援に力を入れること
で行事の取り組みが強化され
保育実践の充実 

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 

（例 0歳児保育マニュアル） 
・各年齢保育マニュアル 
・延長保育マニュアル 
・散歩マニュアル 
・不審者マニュアル 
・アレルギーマニュアル 
・保健マニュアル 
・給食衛生管理マニュアル 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
■定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
□定期的な学習指導を実施する。 
■園独自の取り組みとして、以下の

➀について 
・計画通りに実施した。 
 
・入園の際に保護者に説明をして、配
付をしている。各クラスに目につく所
に掲示をしている。 
 
②について 
・計画通りに実施した。 
計画作成後の評価・反省について指導
職はじめ、園長が確認を行った。また、
記載の内容について修正が必要な職
員には、個別的に指導職による指導を
行った。 
 
 
③について 
・手厚い保育が必要な配慮児の様子に
ついて、保護者との定期的面談を実施
した。毎月の職員会議等にて、全職員
で共有し、巡回相談にて、専門の意見、
アドバイスを聞き参考にしていった。 
 
・発達の支援の専門的研修に職員が積
極的に参加し気づきを得る事ができ
た。 
 
④について 
・概ね計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
➄について 
・在宅で子育てをしている近隣の地域

の方に保育所体験に多くの方に参
加をしていただくために、行事の取
り組み内容を丁寧に行い、地域のお
子さんも保護者の方も参加をして
楽しめるように、持ち帰られる作品
等を数名の年長児と保育士と一緒
に完成させたり、一緒に遊んだりと
充実できるように配慮して行った。 

 
⑥について 
・概ねマニュアル通りに実施できた。 
 
・散歩の際には現地に到着時の連絡、
帰園の際の連絡、点呼を確認し記載す
る職員をあらかじめ決めていて、職員
同士の声がけを行い子どもの安全に
注意し実施した。 
 
 
⑦について 
・幼児クラス（３・４・５歳児）は毎
週火曜日に体育指導を実施した。 

評価 5 4 3 2 1 

 

理由 

➀ 評価 5 

 

 

② 評価 4 

月間指導計画の記入について

法人監査で修正があったが、す

ぐに対応をして、職員に周知し

て、翌月に修正をした計画の作

成をしていった。 

 

 

③ 評価 5 

・保護者との面談では、ご家庭

での様子等について確認し、園

での様子を伝え、子どもの成長

を共有しながら、保護者の困り

ごと、就学に向けての思いをヒ

ヤリングしながら、全体でも見

守っていくようにした。 

 

④ 評価 4 

・指導計画について、 

1歳児以上になると教育が 5領

域からなるので、月齢の段階で

計画を見落としている状況が

あったので、全職員に修正を周

知して、対応していった。 

 

➄ 評価 5 

・園の見学時に丁寧な説明と行

事等のイベントの内容の紹介、

参加へのご案内をし、予定を配

布したり、ホームページをご案

内したりと積極的に活動を行

った。 

・在宅で子育てをしている 

地域の方が集合する図書館、保

健センタ、児童館などに地域支

援の情報誌の郵送を毎月行っ

た。 

⑥ 評価 5 

・散歩では、特に飛び出し、置

き去りに十分注意して実施し

た。 

 

⑦ 評価 5 

・幼児クラスの子どもたちは体

育指導を楽しみながら参加し

ている。 

宮前おおぞら保育園
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保育内容を実施する 
・隣接、区立宮前保育園との
交流保育を提案し、実施する。 

 
⑧通常日の保育時程は以下のとおり

とする。 
  0 歳 1

歳 

2

歳 

3

歳 

4

歳 

5

歳 

7:30 保育開始 順次登園 
人数によって時間帯合同 

8:30 遊び睡

眠 
遊び 

9:30 外気浴 朝 の

集 ま

り 
牛乳 

朝の集まり 
課題活動 
遊び 

10:00 離乳食 
・活動 

活動 
遊び 
11:30
給食 

11:00 食事 

12:00 睡眠 睡眠 食事 
13:00 睡眠 
14:00 離乳食 
15:00 お や

つ・遊

び 

目覚め・おやつ 
帰りの集まり 
遊び 

16:00 遊び・順次降園 
17:00 
18:30 延長保育 

19:30 保育終了 19:30 
 標準時間認定児延長 18:30-19:30 
 短時間認定児延長 7:30-9:00 
         17:00-19:30 
 
⑨保護者との情報交換 
日々の情報や緊急ではない情報 
■全年齢において乳児クラスは連絡

帳（キッズレポ）、幼児クラスはノ
ートで交換している。 

■0 歳、1 歳、2 歳児のみ連絡帳（キ
ッツレポ）を交換している。全ク
ラス連絡帳対応。 

■クラス全般の保育内容についてク
ラス掲示板に掲示している。 

■ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園

だよりに掲示している。 
個別緊急時の情報 
■個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し 
ている。 
■必要に応じてホームページに掲示 
■電話を活用している。 
 
 
 
 
 
 

 
・5 歳児クラスは毎月 1 回「かがくタ
イム」を実施した。 
 
・5 歳児クラスは毎月 1 回「まなびタ
イム」を実施した。 
 
⑧について 
・計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨につい 
・計画通り実施した。 
・乳児クラスの連絡帳はキッズレポ使 
用している。 
・キッズレポにて、保護者からの児童 
の出欠を確認している。また、保護者 
からの伝言内容も確認をしている。幼 
児は出席、また、連絡ノートを使用し 
ている。 
 
・全体緊急時の連絡はキッズレポのメ 
ールを活用している。各クラス別での 
メール配信も活用している。 

 
・各おたよりについては、毎月決めら 
れた日にホームページに掲載をし、掲 
載したことを保護者に分かるよう、目 
につく場所にお知らせボードにて掲 
示をしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・できなかった事ができるよう

になり、自信に繋がっている。 

・「かがくタイム」の時間は、

驚き、発見・気づきなどがあり、

行った内容を楽しみながら、遊

びが学びとなっている。 

・就学に向け無理なく、正しい

文字の書き方を覚えながら、各

自の名前を書けるようになり、

ゲームの中で数に触れ、集中し

ながらも、楽しんで参加できて

いる様子が見られた。 

 

⑧ 評価 5 

・保護者の方が、突発に残業等 

でお迎えが遅くなるとの連絡 

を受けた際には、子どもが安心 

して過ごせる様に配慮をし保 

育を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 評価 5 

・園長、副園長で乳児クラスの 

連絡帳の内容を確認して、ご家 

庭での子どもの様子を理解し、 

保護とのコミュニケーション 

のツールとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

・保護者からの欠席理由がキッ 

ズレポに伝言で入らない場合 

は園から電話連絡を入れ、確認 

をすることを実施した。 

（保護の方にも事前に伝えて

いった） 

 

・子どもの体調や健康状況、怪

我をして受診が必要な場合な

ど個別に保護者に電話連絡で

の対応を行った。 

宮前おおぞら保育園
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■園独自の取り組みとして、保護者

との情報交換において以下の事を
実践する。 

 
⑩保育サービス推進事業について以

下の保育サービス推進事業を実施
する。 

■産休明け保育 
■0 歳児の延長保育 
■2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
□しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
■出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
 
 
 
 
 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■施設長会議に参加する。 
□副施設長会議に参加する。 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
■保育内容統一化研究室に参加す

る。 
■法人内プロジェクトで決定した事

項について、園内において実施す
る。 

■放送教育プロジェクトにモデル園
として参加する。 

 
⑫その他 
 

 
 
・杉並区からの緊急メールは、指導職
以上登録をし、緊急時に対応できるよ
うにしている。 
 
 
・保護者からの希望が多く、昨年に続
き「保育士体験」を実施した。 
・参加希望の保護者が多かった。子ど
もたちは、自分の父・母ではなくても、
一緒に遊んで楽しむ様子が見られた。 
保護者側も積極的に、絵本を読んであ
げたり、踊ったりとして楽しく過ごし
ていた。幼児クラスでは、体育指導の
補助をして手伝っていただいたが、役
に立ったことが嬉しかったとの言葉
をいただいた。 
 
 
⑩について 
・出産を迎える親の体験学習には、出
産を控える時期から、出産を終えたあ
とも、全てに参加希望してくださった
方がいた為、子育てに大変役にたった
との高評価をいただくことが出来た。 
また、他の親子共に交流が出来たの
で、安心した雰囲気で開催する事が出
来たと思う。 
・小中高生の体験は、在園児にきょう
だいがいるいないにかかわらず、興味
を持っている人が多いと感じた。一緒
に遊ぶことへの積極性や小さい子へ
の声掛けなど、楽しんでいた様子が感
想文からも伺えた。 
 
 
 
 
 
 
⑪について 
・5歳児を中心に放送教育を行ってい
るが、園児の様子やクラスの中での課
題を含めて、内容をその都度決定し、
進めていった。園児の感想や内容を振
り返りながら、実際の生活の中でどの
様に反映してきたか、夏の実践報告会
で報告することができた。 
後半に4歳児も一緒に鑑賞する機会を
設け、興味を引き出す事が出来た。 
 

 

 

 

 

 

 

・参加していただいた保護者の 

方には楽しかった。保育士が子 

どもの安全に注意しながら、色 

んな事をしてくれている。保育 

士の仕事の大変さが理解でき 

た。ご家庭とは違って、頑張っ 

ている子どもの様子が見るこ 

とができた等の感謝の感想を 

たくさんいただいた。 

 

 

⑩ 評価 5  

・保育所体験への参加から入園

希望になった親子もいて、地域

に貢献しつつ、保育所への興味

関心を持っていただく事がで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 評価 5 

動画の種類が豊富な為、園児の

様子や興味関心に合わせた内

容で取り組む事が出来ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保護者との連絡帳の交換 
乳児クラスはキッズレポシス
テムにて、幼児クラスはノー
トにて交換をしている。 

・杉並区と法人用の一斉メール
を 
用いて月次の通信訓練の実施
をする。また、区内の避難訓
練、J アラード訓練に参加し
ている。 

地域支援上記 3 点に取り組み

地域と在園児との交流を深め

ると共に、保護者支援に努め

る。また、未来の保育園で働

く方の支援に繋げる。 

宮前おおぞら保育園
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4．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■給食担当者の日々の健康管理をお

こなう。 
■保育実施日は原則として給食を実

施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施する。 
■献立は法人共通献立を使用する。 
■食材の調達は法人共通仕入れ先か

ら調達する。 
■調理方法について、手順書や調理マ

ニュアル、衛生管理マニュアルに従
っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者間
で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方法
を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業務
において以下の事を実践する。 

 
・法人統一献立、レシピなど新た

な取り組みの実施と定着。 
・障がい児食事対応。 
・季節や伝統行事に合わせた 

行事食。 
・アレルギー個別対応。 
・サンプル展示（写真にて） 
・ブログでの紹介。 
・地域支援の取り組みとして、 

離乳食講習会の実施。 
・同窓会での食事提供。 

 
②給食業務実施にあたり、以下の手順

書やマニュアルを用いておこなう。 
 

・衛生管理マニュアルを使用し、
衛生管理を徹底する。 

・栄養士業務マニュアルと食物
アレルギー対応マニュアルを
使用し、安全な給食提供を実
施する。 

 
③食育業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
年間食育計画を策定する。 
 

■園独自の取り組みとして、食育業務
において以下の事を実践する。 

 
 
 
 
 

① について 
 
・調理従事者の衛生点検表を使用し、
日々の健康管理を行った。 
・衛生管理自主点検表を年２回実施
し、各自の衛生管理の徹底に努めた。 
・栄養士業務マニュアル、食物アレ
ルギー対応マニュアル、衛生管理マ
ニュアルに従って、調理業務を行っ
た。 
・給食担当者会議で他園の調理担当
者と情報交換を行った。 
・食材は法人共通仕入れ先から調達
し、食材受け入れの際は検収を行い、
安全な食材の使用に努めた。 
・離乳食は子どもの発達に合わせて、
個別に対応した。 
・子どもの喫食状況を把握するため、
給食時にラウンドを行った。また保
育士と連携を取り、食材の大きさや
調理方法を工夫した。 
・加配対象児に個別対応を行った。 
・食物アレルギーマニュアルに従い、
アレルギー食を実施し、誤食が起き
ないように安全な食事提供を行っ
た。 
・季節感や伝統行事を大切にし、毎
月１回以上行事食を行い、ブログを
アップした。 
・離乳食、幼児食の写真を毎日展示
した。 
 
 
 
 
 
 
② について 
・衛生管理マニュアルに従い、徹底

した衛生管理に努めた。 
・栄養士業務マニュアル、食物アレ

ルギー対応マニュアルに従い、安全

な給食提供に努めた。不明な点があ

った場合はその都度マニュアルで確

認を行った。 
 
③について 
・年長児を対象にビュッフェスタイ

ルの食事提供を行い、自分が食べら

れる量を盛り付けた。 
・年間食育計画以外にも日々の食育

として、幼児クラスで毎月、野菜ち

ぎりなど季節の食材に触れる食育を

行った。 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価 5 
・全て計画通りに実施し、安全
に給食の提供を行った。 
・地域支援の離乳食講習会を実
施した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

② 評価４ 

・昨年度よりは清掃回数は増え

たが、換気扇の清掃を行えた回

数が少なかった。 

 

 

 

 

 

③ 評価 5 

・ランチルームの装飾をさく子

先生からのご助言を参考に行っ

た。 
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・ランチルームでのビュッフェ
スタイルの食事（4 歳児、5
歳児） 

・夏野菜の栽培 
・調理保育 
・ランチルームの装飾変更。 
・野菜の収穫体験 
・食に関する知識の向上 

 

 

 

6．保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、マニュアルを整備し、運用
する。 

■保護者からの在園児の成長、発達、
健康に関する相談を受け、適宜助言
をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業務
において以下の事を実践する。 

 
・生活習慣や手洗の仕方、身体の

各器官の役割、プライベートゾ
ーンなどの大切さについて園
児に伝える。 

・歯・ブラッシングの仕方（衛生
士から園児に伝える） 

・定期的な巡回をし、園児の様子
を把握。保育士との情報共有を
する。 

・嘔吐処理、エピペン取扱いとア
レルギーの園内研修を職員に
する。 

・救命講習の実施（消防士） 
 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理する。 
■園独自の取り組みとして、園内事故

防止において以下の事を実践する。 
 

・0 歳児ベビーセンサを使用す
る。 

・0 歳児 5 分毎、1 歳児 10 分毎
の SIDS チェックを徹底する。 

・安全チェックリストの活用 
・設備チェックリストの活用 
・園庭の定期巡回で危険な箇所・

清掃の確認をする。 
・空調管理を定期的に行う。 

 

① について 
以下の保健業務を実施した 
 
・年間計画を策定 
・園児の成長記録 
・保健からのお話 
・園児の健康管理 
・園児のケガ、疾病の対応 
・園児の様子を保育士と共有 
・職員研修 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② について 
以下の事故防止に取り組んだ 
・SIDSnoチェックを徹底し事故を防
ぐよう取り組んだ 
・ベビーセンサーは早めの不具合を
確認できたため、修理の対応が早く
できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価４ 
・嘔吐処理 
嘔吐処理の職員研修を実施して

いるが、実際の対応がスムーズ

に実施できなかった。 
そのため、来年度はシュミレー
ションを取り入れながら、研修
回数を増やし処理に慣れていく
よう実施していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価４ 
・空調管理は業者に対応依頼し
たが日々では職員が管理してい
くことを声かけするなど徹底し
ていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮前おおぞら保育園
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③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生管理者として職

員の健康管理（メンタル面を含む）
をおこなう。 

■毎月、衛生委員会を実施し、職員の
健康や就労、園の環境などについて
産業医と連携し進めて行く。 

■事業所内健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 
■特定職員のノロウイルス検査を実

施する。 
■全職員の休憩取得の確認をし、改善

が必要な場合は検討する。 
■衛生委員会を月 1 回開催し、労働環

境を整え、職員の健康管理を行う。 
■感染症予防が徹底されているか確

認し、職員に周知していく。 
■職員の身だしなみ（髪、化粧、服装

など）や清潔が保たれているか確認
し、周知していく。 

 

③ について 
 
・職員の健康管理はできた。 
・衛生委員会で議題をあげ医師に相
談しながら実施した。 
・休暇取得はほぼできている。 
・わいせつ、虐待、暴力など巡視で
は確認していない。 
・身だしなみでは髪の毛の色、爪な
ど保たれていない。 
・感染症では嘔吐が一気に増え、保
健所に報告した。 

③ 評価４ 
 
・感染症では消毒等毎日実施し
たが防ぎきれなかった。 
保護者にも周知し協力を得る。 
・職員の爪については注意して
いるが自身が心がげなければ難
しい。 
・髪の色については時代もあり、 
考え方も違うため、園の方針を

考えていく必要があると思う。 

・クラスで嘔吐があった場合、

戸惑う職員がいる。そのため、

職員の嘔吐処理について研修内

容の見直しが必要である。 
シミュレーションを計画し、子

どもの対応がスムーズにできる

ようにしていく。 
・保健から毎月、子どもたちへ

のお話は計画を立てていたが、

その時点での突発事項もあり、

計画通りではなかったが、毎月、

伝えて行くことができた。 
 

 

宮前おおぞら保育園

令和７年度 事業計画・事業実績評価報告 

 
１．令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿  
 
 
 
 
２．施設の概要と職員体制 

施設名 上井草保育園 施設住所 東京都杉並区上井草 3-25-19 

開設年月日 平成 30 年 7 月 1 日 運営形態 □公設民営認可・■民設民営認可・□小規模保育所 
土地建物所有権 □土地 ■建物 土地建物賃借料 土地 5,400,000 円/年 建物 ０円/年 
敷地面積 1751.71 ㎡ 建物延床面積 1754.31 ㎡ 

開園日 
月から土曜日とする。但し祝日および国民の休日

と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休園とする。 開園時間 

7 時 30 分から 19 時 30 分とする。 
但し 18 時 30 分から 19 時 30 分まで

は延長保育時間とし、詳細は別に定

める。 
保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
し ょ
う が
い児 

ルア
レル
ギー
児 

アナ
フィ
ラキ
シー
児 

一

時 

病

後

児 
定員 10 38 38 38 38 38 200      

入所 9 30 36 33 33 33 174 1 7 0   

保育室面積 51.9 
A53.18 
B53.07 
C45.88 

A39.74 
B39.74 

A42.87 
B42.87 

A42.48 
B54.08 

A42.48 
B55.42 

563.71      

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 加藤幸絵 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副施設長 野村恵 

岸田幸格 

□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士 石井卓弥 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 井上寿馬 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 小林あかね 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 市川里奈 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 中村裕子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

事務員 岸田幸格 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者 田中喜美子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者 菅野智美 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

嘱託医（園医） 多村幸之進 住所 杉並区上井草 3-31-15     電話 03-5303-5701 

職
員数 

 正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 ﾊﾟｰﾄ非常勤 
保育職 30 名 0 名 0 名 0 名 ２１名 

看護職 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 

ひとりひとりの子どもが、ありのままの姿や自らの気持ちを受けとめてもらえるような、安心できる暮

らしの場として 「明日もまた行きたいな」「みんなに会えたら嬉しいな」と思える保育園をめざします。 
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給食職 5 名 1 名 0 名 0 名 １名 

用務職 １名 0 名 0 名 0 名 1 名 

事務職 1 名 0 名 0 名 １名 0 名 

苦情解決第三者委員 松淵 昂   
指導・管理職の体制を、副園長 2 名 主任 1 名 副主任 4 名に変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上井草保育園

３．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ

場」という保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々

に保育理念の理解が進むよう取
り組む。 

■保育園の全ての業務は保育理念
から展開されていることを踏ま
え、各種手順書、各種マニュアル、
各種計画等は保育理念に基づき
策定するよう取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り
組みとして、以下の事を実践す
る。 

子どもと相談、対話する保育。
指示語・命令語・禁止語・否
定語を使わない保育を行う。 
昨年度から引き続き、保育環
境アドバイザーの井上さく子
先生の研修を実施し、発達を
捉えながら、人的環境・物的
環境についての理解を深め、
自主性を引き出す保育を学
び、実践につなげていく。 

②保育目標は全園共通で以下と 
定めている。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 

■児童、保護者、職員、地域の方々
に保育目標に基づく保育をおこ
なっていることの理解が進むよ
う取り組む。 

■保育内容の全ては保育目標から
展開されていることを踏まえ、保
育課程、各種指導計画等は保育目
標に基づき策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り
組みとして、以下の事を実践す
る。 

運営会議やリーダー会議など
で、子どもの姿や課題の共有
をおこない 
子どもと相談し、対話しなが
ら保育する。子どもの発達、
養護を意識した丁寧な関わり 
職員同士、相手を尊重し対話
する。 
子どもが、自分の好きな遊び
を遊びこめる取り組め環境づ
くりをする。 
 

 
 

①  

・ひとりひとりの子どもが、ありの

ままの姿や自らの気持ちを受けと

めてもらえるような、安心できる暮

らしの場として 「明日もまた行きた

いな」「みんなに会えたら嬉しいな」

と思える保育園を目指して園運営

を行ってきた。 

 

・副主任をチームリーダーとし、全

職員をチームに割り振った。ひとつ

のチームとしての組織を構築し、意

見をすいあげ、毎週理事長、管理職、

指導職でミーティングを行い情報

や課題の共有・解決を行っていっ

た。 

 

・園外への園児3名の抜け出し事故

が発生してしまった。杉並区への報

告や保護者への説明会の場を設け

て改善に向けての取り組みを行っ

ていった。ハード面では鍵を増設

し、ソフト面では、チェックリスト

の見直し、園内研修、安全委員会の

立ち上げを行い、子どもの命を守る

という意識を最優先に行動するこ

とを再確認していった。再発防止に

向けて全職員での意識の向上を今

後も継続して図っていく。 

 

②  

・保育目標に沿って保育内容や保

育計画を立案していった。ブログや

ホワイトボードを利用して、日々の

様子を保護者や地域の方々へ知ら

せていった。 

 

・職員体制が大きく変わらなかっ

たことや井上さく子先生の研修を

うけたことで、目の前の子どもたち

の様子をよく観察し、室内環境やお

もちゃの仕掛けを工夫することが

出来た。 

 

・すくわくプログラムにも参加

し、「水」「光」をテーマにして、園

庭の水道を改修し、子どもたちの探

求心をさらに深めることができた。 

 

 

 

 

評価 5 4 3 2 1 
① 評価 2 
・園児の抜け出し事故を起こしてし

まい園児を危険にさらしてしまっ

た、また、年度途中での職員の異動

や園長の退職もあり、保護者に多大

な心配と不安を与えてしまったた

め。 
 
安全委員会の立ち上げ、保護者への

信頼を取り戻すため、各箇所（玄関・

園庭など）図った。 
 
スマホの持ち出しなど、改め保管場

所などの管理の徹底を確認。 
 
給食室業務の見直しを図り、職員の

入れ替えをし、安全面を一から見直

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5 
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③年間の園内会議日程は以下のと
おりとする。 

月 日 時 会議名 
4 １ 13：30 職員会議 
4 23 13：30 職員会議 
5 22 13：30 職員会議 
6 25 13：30 職員会議 
7 24 13：30 職員会議 
8 26 13：30 職員会議 
9 25 13：30 職員会議 
10 22 13：30 職員会議 
11 26 13：30 職員会議 
12 23 13：30 職員会議 
1 22 13：30 職員会議 
2 26 13：30 職員会議 
3 19 13：30 職員会議 
月
1
回 
月
1
回 
月
1
回 
不
定
期 
不
定
期 

14：
00 

14：
00 
13：
30 
 

上 井 草

運 営 会

議 
クラス

会議 
食育会

議 
乳児会

議 
幼児会

議 

 

   
 
④年間の園内行事日程は以下のと

おりとする。 
月 日 時 行事名 
4 未

定 
未定 春季健康診

断（1～3 歳

児） 
0 歳・1 歳保

護者会 
5 未

定 
未定 春季健康診

断（4・5 歳児） 
1 歳～5 歳保

護者会 

6 17 
未
定 

未定 井上さく子

先生研修 
耳鼻科健診 
眼科健診 

7 未
定 
 
 

10:00 
10:00 

 

プール始め 
七夕 
夏まつり 

8 29 10:00 プール終わ

り 
9 未

定 
16:00 
10:00 

引き渡し訓

練 

③ 概ね計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 概ね計画通りに実施できた。 
 
・行事のあり方については、もう一

度見直しを行い、ねらいを明確に持

って取り組むように工夫していっ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 評価 5 
・保護者参加の行事については、参

加後にアンケートを実施して、概ね

良好なご意見をいただいた。また、

改善が必要なことに対しても振り

返ることが出来た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上井草保育園

 お楽しみ会 
10 未

定 
9:00 

 
 

十五夜お月

見会 
第 7 回運動

会 
4・5 歳バス遠

足 
秋季健康診

断 
11 未

定 
未定 
 
10:00~ 
未定 
未定 

3 歳お散歩遠

足 
焼き芋集会 
エコ教室 
歯科健診 

12 16 
 
22 

9:30 井上さく子

先生研修 
お楽しみ会 

1 
 

7 
 

24 

10:00 
9:30 

新年子ども

会 
4歳大きくなっ

たね会・保護者

会 
3歳大きくなっ

たね会 
2 3 

初
旬 
 
中
旬 

10:00 
10:00 

 
 

豆まき 
3歳大きくなっ

たね会 
5 歳大きくな

ったね会・保

護者会 
012歳保護者

会 
3 3 

 
未
定 

11:30 
 

11:30 
9:30 

ひな祭り会

食 
お別れ遠足 
お別れ会食

卒園式 
 
⑤年間の園内研修、モデル園として

の取組（法人研修を除く）等は以
下のとおりとする。 
月 日 参加者 研修名 
未
定 

未
定 
 

全職員 ①エピソード

をもとにした

研修 
②アレルギー

児の対応（エピ

ペン使用含む） 
③嘔吐処理法 
④心肺蘇生法 
⑤虐待・個人情

報取り扱い研

修 
 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 概ね計画通りに実施できた。 
・水遊びやプール遊びの前に園内

研修や安全研修や SIDS のワーク

など、必要に応じて研修を行ってい

った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 概ね計画通りに実施できた。 
・今年度新たに、近隣の警察署と連

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 評価 4 
・他園の公開保育に参加することが

出来なかったため。職員の希望する

研修に参加できるようにしていき

たい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 評価 5 
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ュアルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置

を講ずる。 
■園内においてすべての児童、職員

を対象とした不審者対策訓練を
定期的に実施する。 

災害対策 
■園舎内において災害時対応マニ

ュアル、防災マニュアルを整備、
運用する。 

■園内において、すべての児童、職
員を対象とした避難訓練、消火訓
練をおこなう。 

■地域において、児童、職員を対象
とした訓練を実施する。 

■発災時を想定し、児童、職員が最
低 3 日間園舎内に滞在できるよ
うな飲料水、食料、資材等を準備
する。 

■園独自の安全管理対策に関する
取り組みとして、以下の事を実践
する。 

保育中の園内外に於けるヒヤ
リハット報告書の提出と情報
共有を随時行い、危険箇所の
把握と安全な保育につなげ
る。 
安全点検チェックシートの活
用。 
定期的な園庭整備実施する。 
子どもの抜け出し防止等、安
全の見守りの為の人員を、登
降時間に園内外の扉付近に配
置する。 

 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、

運用する。 
■プライバシーポリシーを公表す

る。 
■個人情報保護について定期的に

職員研修をおこなう。 
■園独自の個人情報管理に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 

園敷地内に於ける園児の撮影
や SNS 等へのアップロード
の禁止 
個人情報を含む園内書類や
PC、タブレット等は、鍵付き
の棚で情報管理をする 
職員個人ロッカーは記名では
なく番号管理とする 

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワー

ハラスメント防止マニュアルを
整備、運用する。 

■セクシャルハラスメント、パワー
ハラスメント防止のために定期

携をとり、不審者訓練に参加をして

もらいご指導をいただく。また、就

学前の年長児を対象に安全指導を

行ってもらった。 
 
 
・改めて避難訓練の行い方を見直

し、園内の安全点検の方法について

も多職種の職員を含めて確認をす

ることが出来た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 概ね計画通りに実施できたが、

園用の携帯の不正利用が発覚

し、携帯 2 台の紛失があった。

不審に思ったことを共有し、に

すぐに対処できるように管理

体制を見直していった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 概ね計画通りに実施できた。 

 
 
 
 
 

理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 評価 3 
・園内における個人情報を関わるも

のに対しての危機管理の意識をあ

げていく必要があるため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 評価 5 
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的に職員研修をおこなう。 
■園独自のハラスメント防止措置

に関する取り組みとして、以下の
事を実践する。 

管理職、指導職は、職員との
コミュニケーション時の傾聴
姿勢を徹底する。 
定期的な面談などをとおして
個々のヒヤリングを行い、職
場環境の把握に努め、ハラス
メントの防止に努める。 
ハラスメント研修の実施また
は外部研修等へ参加し、知識
と意識の向上を図る。 

 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用

する。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極

的に参加させる。 
■法人内外の研修に職員を積極的

に参加させる。（キャリアアップ
研修含む） 

■法人のキャリアパス制度を活用
し、園独自の職員能力向上策に関
する取り組みとして、以下の事を
実践する。 

キャリアパス制度による個人
目標の設定や自己・他所によ
る評価制度を活用しながら定
期面談を実施し、自己のスキ
ルアップやキャリア形成を目
指すとともに組織力向上につ
なげる。 
杉並区開催研修への参加 
キャリアアップ研修に計画的
に参加し、専門性を高め、ス
キルアップを目指す。 
メンター制度を活用し、新入
職員のサポートをしていく。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用

する。 
■業務開始前および業務終了後の

園舎内の安全確認チェックを実
施する。 

■施設保全に関して、以下の補修、
修繕、交換を実施する。 
時期 内容 概算金額 
4 月 自家用電

気工作物
の年次点
検 

27 万 

5 太陽光発
電工事 

3 千 113 
万 

2 月 建築設備
点検 

20 万 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
⑨ 概ね計画通りに実施できた。 
・多くの職員がキャリアアップ研

修に参加することが出来た。 
 
・全職員職員が希望の研修を自己

目標管理シートに記入してもら
い、希望を把握したうえで、研修
計画を作成し、意欲的に、向上心
をもって自己研鑽できるよう努
めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 概ね実施。 
・園舎屋上に太陽光発電システム

を設置した。 
 
・園庭の水道が詰まっていたため、

新しいものを設置することが出来

た。 
 
・防犯カメラの増設と修繕を行う

ことが出来た。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ 評価 4 
・キャリアパス制度の活用がほとん

どできなかったため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 評価 5 
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7・1 月 消防設備
点検 

15 万 

 
 
■什器備品類に関して、以下の補
修、修繕、交換、リース契約更新、
新規購入を実施する。 

時期 内容  概算金額 

4 月 パソコン 
AED 

100 万 

未定 園庭水
道設置 

500 万 

 
⑪利用者意向把握 
■外部評価機関による福祉サービ

ス第三者評価を実施する。 
□外部評価機関による利用者アン

ケートを実施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要

望を申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法

として、以下の事を実践する。 
保護者から話を聞く時間を設
ける。(個人面談の期間の設
定) 

 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、

運用する。 
■利用者から苦情を受けないよう

な取り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような

取り組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 

苦情解決第三者委員を設置
し、玄関に連絡先や担当者の
氏名を掲示し、園行事の際に
紹介などして、必要に応じて
利用しやすい環境を整える 
ご意見ボックスを設置し、保
護者からの意見、意向を把握
するとともに、改善策を考え、
園運営の安定を図ることとす
る。 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マ

ニュアルを整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童

相談所と連携を図る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

事を実践する。 
保護者からの通報システムの
導入（QR コード） 
全職員の自己評価・他者評価
システムの導入（月 1 回実施） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪  
・第三者評価機関「ほいく ORG]に
よる利用者アンケートを実施。利用

者満足度は「大変満足」28.0％、「満

足」54.7％を合わせ、82.7％の結果

となった。 
 
・全クラス希望保護者への個人面

談を実施した。 
 
 
 

 
⑫  
・園内での不適切保育の早期発見

や未然防止の為の対策としては、保

護者からフォーム入力してもらう

仕組みを引き続き継続していった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬  
・要支援家庭は保健センターと、要
保護児童は子ども家庭支援センタ
ーと、定期的に地域の関係機関と連
携を図りながら支援している。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ 評価 4 
・昨年度より利用者満足度が下がっ

たため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫ 評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬ 評価 5 
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⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との

連携を図る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、

耳鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医
療機関との連携を図る。特に保育
実施時間内に受診可能な医療機
関を 1 つ以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等
との連携を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連
携を図る。 

■園独自の取り組みとして、以下の
事を実践する。 

 
災害時等の第二次避難場所を
近隣小学校する。行事案内の
送付により情報共有をしてい
る。 
近隣小学校の体育館にて運動
会を開催 

 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職

員採用業務、労務管理業務を本部
事務局に委託する。 

■法人内の他園との交流、連携を図
る。 
 
⑯業務削減への取り組み 

 
 

職員給食を休止し、調理業務
の削減を図る。→職員給食に
ついては年度内に再開するこ
ととする。 
また、調理職員が 0 歳児の食
事介助や保育補助などにも携
わることで、調理と保育の専
門性を相互的に高められるよ
うにすることで、保育業務の
軽減にもつなげる。 
職務ごとに役割分担、業務分
担を行い、職員の連携を図る。
保育の方法や時間の有効活用
について洗い出し、安定した
休憩時間の確保や残業の削減
を目指す。 
業務の RPA 化、グーグルフォ
ーム等 ITC環境を最大限に活
用し業務の削減を図る。 

 
⑭  
・井草地域の保育園との交流を実

施し、園児の交流や研修に参加する

ことが出来た。 
 

・近隣の中学校・高校と連携をと

り、学生さんの手作りの絵本の読み

聞かせを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮ 概ね計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
⑯ 概ね計画通りに実施できた。 

 
 
⑭ 評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮ 評価 5 
 
 
 
 
 
 
⑯ 評価４ 
・園として具体的に業務削減や改善

に向けての動きが足らず、残業時間

が多くなる職員が多数いた。 
 
 
 
 
 
 

 

４．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①全体的な計画について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指

し策定する。 

① 計画通りに実施できた。 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価 5 
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■全体的な計画の見直しをおこな
う。 

②年間指導計画、月間指導計画は以
下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

■0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
小学校との連携に関わるアプ
ローチプログラムの策定 

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いておこな
う。 

保育所保育指針 
杉並区立保育園保育実践方針 
杉並区保育実践のてびき 
法人統一マニュアル 
園外保育マニュアル 
虐待対応マニュアル 
危機管理マニュアル 
緊急時の対応マニュアル 
職員のてびき 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
□定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
□定期的な学習指導を実施する。 
□園独自の取り組みとして、以下の

保育内容を実施する 
自主性を引き出す保育・子ど
もと相談する保育をおこな
う。 
職員間で共有できるような園
内研修やワークおこない、丁

 
 
② 計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
⑥ 計画通りに実施できた。 
・抜け出し事故が発生してしまったた
め、安全委員会の立ち上げやマニュアル
兼チェックリストの作成を行い、職員の
意識の向上を図っていった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 計画通りに実施できた。 
 
・井上さく子先生の研修を通して、環境
設定の重要性に着目して、手作りおもち
ゃや保育室の仕掛けを工夫していくこ
とが出来た。 
 
 
 
 
 

 
② 評価 5 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 評価 5 
 
 
 
 
 
 
⑥ 評価 3 
・抜け出し事故が発生した原因
には、マニュアルの周知徹底が出
来ていなかったこともあるため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 評価 5 
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寧に情報共有をしながら、保
育の質や職員間の連携力の向
上を目指していく。 
井上さく子先生に引き続き来
訪していただく機会を設け、
人的・物的環境の両面から学
べる取れるような取り組実践
に繋げていく。 
4・5 歳児クラスは外部講師に
よる体育指導を実施する。 

⑧通常日の保育時程は以下のとおり
とする。 
  0 歳 1歳 2歳 幼児 

7:30 順次登園（延長保育・朝保育） 
8:30 
 

クラス保育開始 
（乳児 8:00 幼児 8:30） 

9:30 遊び 
睡眠 

おやつ 朝の会 
遊び 
活動 10 離乳食 遊び 

11 睡眠 
遊び 

食事 11:30～ 
食事 12 午睡 

13 午睡 
 
15:00 
目覚め 

14 離乳食 目 覚 め

（随時） 

15:30 遊び 
睡眠 
順次 
降園 

おやつ 
16 遊び 

夕保育 
順次降園 

17 
18:30 
19:30 18:30～19:30 

延長保育  
 
⑨保護者との情報交換 
□全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
■0 歳、1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交

換している。 
■クラス全般の保育内容についてク

ラス掲示板に掲示している。 
■ホームページに掲示している。 
■月次で発行するクラスだよりや園

だよりに掲示している。 
■園独自の取り組みとして、以下の

情報交換を実施する。 
個別緊急時の情報 
■個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し

ている。 
■必要に応じてホームページに掲示

している。 
■電話を活用している。 
■園独自の取り組みとして、保護者

との情報交換において以下の事を
実践する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 概ね計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ 概ね計画通りに実施できた。 
・年度の途中から毎日のブログの更新で
はなく、幼児クラスはホワイトボードで
の発信、乳児クラスは連絡帳やドキュメ
ンテーションの発信に変更し日々の保
育内容を伝えていった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ 評価 5 
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毎日のブログ更新により、保育内
容、保育の意図などを毎日のブロ
グ更新によりエピソード形式で発
信していく。 
ドキュメンテーションの掲示。 
園発行の各種おたより、お知らせ
文書のＨＰのアップロード 
 
⑩保育サービス推進事業について以
下の保育サービス推進事業を実施す
る。 
■産休明け保育 
■0 歳児クラスの延長保育 
■1 時間以上延長保育 
□2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
□しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
□発達支援室に参加する。 
□食育推進室に参加する。 
□保育内容統一化研究室に参加す

る。 
□認定こども園化研究プロジェクト

に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事

項について、園内において実施す
る。 

■園独自の取り組みとして、以下の
プロジェクトを実施する 

 
 

「子どもが遊びこめる環境作
り」「安全で安心な環境作り（青
の約束・赤の約束を含む）」をテ
ーマに定期的に話し合いを行
う。 
園庭、ホール、廊下等も共有ス
ペースの有効な活用方法や環
境構成等について話し合いを
行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 概ね計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ 概ね計画通りに実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ 評価 4 
・すくわくプログラムを活用し
て、子どもの遊びが発展するよう
な環境を作ることの工夫が足ら
なかった。 
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５．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■給食担当者の日々の健康管理をお

こなう。 
■保育実施日は原則として給食を実

施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施する。 
■献立は法人共通献立を使用する。 
■食材の調達は法人共通仕入れ先か

ら調達する。 
■調理方法について、手順書や調理マ

ニュアル、衛生管理マニュアルに従
っておこなう。 

■調理方法について、他園の担当者間
で情報交換をおこなう。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方法
を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、給食業務
において以下の事を実践する。 

石神井公園こぐま保育園の給
食支援や職員派遣について
は、園の体制が可能な範囲で
必要に応じて検討し、対応を
する。 

 
②給食業務実施にあたり、以下の手順

書やマニュアルを用いておこなう。 
保育所給食の衛生管理マニュアル 

離乳のてびき 

食物アレルギーマニュアル 

栄養士業務マニュアル 

 
③食育業務実施にあたり、以下のこと

をおこなう。 
■年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業務

において以下の事を実践する。 
食育指導、調理保育等の実践 
食育会議を年齢毎に開催し、
より子どもに寄り添った活動
となるようにする。 
離乳食会議をおこない、個々
にそった丁寧な対応を促進さ
せる。 
調理職員も離乳食の食事介助
に携わり、より、子どもの発達
に合った献立や食事形態に配
慮できるようにする。 

 

① 計画通りに実施できた。 
・調理室内が無人の状態での火の
つけっぱなしが行われていたこと
が発覚した。火気の取り扱いのル
ール化を実施した。チェックリス
トも作成し火気の最終確認は指導
職以上で行うことになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② マニュアル通りに実施できた。 

 
 
 
 
 
 

③ 計画通りに実施できた。 
・食育活動も定期的に実施し、子ど
もたちが食への興味を広げること
が出来た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価 2 
 年度の途中で職員 2 名が異動な
なったことや大きな事故に繋がり
かねない火のつけっぱなしが判明
したことで安全性に大きく欠けて
しまったため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5 
 
 
 
 
 
 
③ 評価 5 
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６．保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこ

とをおこなう。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導をおこなう。 
■在園児の健康管理をおこなう。 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、マニュアルを整備し、運用
する。 

■保護者からの在園児の成長、発達、
健康に関する相談を受け、適宜助
言をおこなう。 

■園独自の取り組みとして、保健業
務において以下の事を実践する。 

手洗い指導、うがい指導、感染
予防指導、トイレの使い方指
導等健康維持に必要な指導を
おこなう。 
幼児クラスに、着替えやプラ
イベートパーツについての保
健指導をおこなう。 

 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理す

る。 
■園独自の取り組みとして、園内事

故防止において以下の事を実践す
る。 

園庭遊具、園庭、保育室の安全
点検を月単位でおこなう。 
園内、園庭等の危険箇所に把
握し、事故予防につなげる。 

 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職

員の健康管理をおこなう。 
■事業所内健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 
■園独自の取り組みとして、職員の

健康管理において以下の事を実践
する。 

 
 
 

休憩時間を確保し、心身共に
健康な状態で業務に従事でき
るようにする。 
年 1 回のストレスチェックを
実施し、心身の健康状況の把
握をし、必要に応じて産業医
との面談をおこなう。 
衛生委員会を設置し、月 1 回
衛生委員会を開催する。 

① 保健計画、成長記録、保健指導、
健康管理については概ね計画通
りにできた。 

 
・怪我等の受診件数が多かった為、

都度の共有、話し合い、振り返り
を行い、改善策を行ってマニュア
ル整備まで取り掛かることがで
きなかった。 

 
・救命講習、嘔吐処理研修等を非常

勤職員にも実施することができ
た。 

 
・保健指導においてはクラスの要望
を受け付けて、子どもたちに会った
内容で行うことが出来た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 計画通りに実施できた。 
・月 1 回、サブスクで業者による遊
具点検、修繕等を実施している。 
 
・ヒヤリハットを職員がいつでも閲
覧できるようにしていった。 
 
 
 
 
 
 
③  
・産業医の連携のもと、月に 1 回の
衛生委員会を開催し、健康相談を実
施、職員の健診結果によって相談や
保健指導を行っていった。 
 
・休憩取得の為、交代制で休憩を回

し、取得の意識はあるものの、業
務量などに差異があり、取得する
ことが難しい職員もいた。 

 
・ストレスチェックを実施し、職員

の健康状態についての把握に努
めた。 

 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
① 評価 4 
・怪我による受診が多かったが、看
護師だけでなく職員と連携して対
応することが出来た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 評価 5 
 

 

上井草保育園

令和 7 年度 事業計画・事業実績評価報告 
１．令和 7 年度に実現したい保育園のあるべき姿 

理事長のヒアリングにて、お伝えした内容を記載してください 
保育の質をあげていくためには保育者自身の心に余裕があることが不可欠と考え、休憩休暇の保障や業務の削減

など、労働環境を整えることに積極的に取り組んでいく 
 
2．施設の概要と職員体制 

施設名 天沼保育園 施設住所 東京都杉並区天沼 2-30-4 

開設年月日 令和 5 年 11 月 1 日 運営形態 □公設民営認可・■民設民営認可・□小規模保育所 
土 地 建 物 所 有

権 
□土地 □建物 土地建物賃借料 建物 19,800,000 円/年 土地 6,720,000 円/年 

敷地面積 1748.90 ㎡ 建物延床面積 858.85 ㎡ 

開園日 
月から土曜日とする。但し祝日および国民の休日

と 12 月 29 日から 1 月 3 日は休園とする。 開園時間 

7 時 30 分から 19 時 30 分とする。 
但し 18 時 30 分から 19 時 30 分まで

は延長保育時間とし、詳細は別に定

める。 
保育料 所在自治体の定めにより収納する。 

定員数、

入所数、

面積 

年次 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
内し
ょう
がい
児 

内ア
レル
ギー
児 

内ア
ナフ
ィラ
キシ
ー児 

 一

時 
病後

児 

定員 0 16 19 22 22 22 101       

入所 0 13 19 21 22 21 96 1 6 0    

担
当
職
務
□
職
員
名 

施 設 長 猪俣大地 
■会計責任者 ■防火管理者 ■予算管理者 ■固定資産管理者 ■苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

主任保育士 十亀香奈 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 ■出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

副主任保育士 鈴木惟久美 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

■苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

看護職責任者 落合恭子 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 ■衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

給食職責任者 宮澤はるな 
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 ■食品衛生推進者 ■食品発注担当者 

  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

  
□会計責任者 □防火管理者 □予算管理者 □固定資産管理者 □苦情解決責任者  

□苦情受付担当者 □衛生推進者 □出納職員 □食品衛生推進者 □食品発注担当者 

嘱託医（園

医） 淵之上眞澄 住所 杉並区清水 1-15-12 ローカス四面道 1 階 電話 03-5382-0876 

職
員
数 

 
正規 正規短時間 嘱託 フル非常勤 パート非常

勤 
保育職 14 名 0 名 0 名 2 名 11 名 

看護職 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 

給食職 3 名 0 名 0 名 0 名 3 名 

用務職 0 名 0 名 0 名 0 名 3 名 

事務職 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 

苦情解決第三者委員 松淵昴 田邉 敏幸 小山 美千代   
今年度変更事項 

小野副園長が異動 
小林副主任が退職 

天沼保育園



3．保育園運営に当たっての基本的な方針や目標 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①「かけがえのない命をはぐくむ

場」という保育理念について 
■児童、保護者、職員、地域の方々

に保育理念の理解が進むよう取
り組む。 

■保育園の全ての業務は保育理念
から展開されていることを踏ま
え、各種手順書、各種マニュアル、
各種計画等は保育理念に基づき
策定するよう取り組む。 

■園独自の保育理念に関する取り
組みとして、以下の事を実践す
る。 

子どもをコントロールしよう
としないという意識を全職員
で共有し、一人一人の子ども
が人権をもった存在と認識し
て関わる。 
上記の上で、子どもの遊びの
質、学びの質が高められるよ
うな人的物的環境の構成を職
員全員で考えていく。 
7 年度はすくわくプログラム
の取り組みを通じて、子ども
の遊びを深めていくための工
夫を職員全体で考えていく。 

②保育目標は全園共通で以下と 
定めている。 
1.心身ともに健康な子ども 
(健康) 
2.誰とでも仲良くできる子ども 
(人間関係、人権) 
3.自分で考え行動できる子ども 
(自主性) 

■児童、保護者、職員、地域の方々
に保育目標に基づく保育をおこ
なっていることの理解が進むよ
う取り組む。 

■保育内容の全ては保育目標から
展開されていることを踏まえ、保
育課程、各種指導計画等は保育目
標に基づき策定する。 

■園独自の保育目標に関する取り
組みとして、以下の事を実践す
る。 

各クラスで購入する玩具や用
具について、毎月のカリキュ
ラム会議で検討し、購入物が
子どもの発達に即したものに
なっているか、どういった意
図があって購入するのか、と
いうことを共有することで、
教材としての玩具への理解を
職員全体で深める。そのため
に本会議で使用できる金額と
して 500,000 円を予算に計上

①計画通りに実施。 
年間を通して保育の各場面につい
てのマナーづくりを行ってきたこ
とや、これまでとは違う外部講師を
呼んで研修を行ってきたことで、人
権への配慮や物的環境への理解は
深まってきたように感じている。室
内の環境構成は各クラスがそれぞ
れの年齢の発達に即したものを考
え、試行錯誤していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②玩具会議を定期的に行い、各クラ
スで購入する玩具を検討周知しな
がら進めていけた。また今年度から
すくわくプログラムの取り組みを
はじめ共有部分の玩具について職
員全体で話し合い、テーマに沿った
玩具を買いそろえることもできた。
どのような玩具を買うかという検
討を通して、子どもの発達、物的環
境への理解を深めることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
 ①評価 4 
常に意識し続けることが大切だと

考えているため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価 4 
常に意識し続けることが大切だと

考えているため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天沼保育園

する。 
 
③年間の園内会議日程は以下のと
おりとする。 

月 日 時 会議名 
4 16 13：45 職員会議 
5 14 13：45 職員会議 
6 18 13：45 職員会議 
7 16 13：45 職員会議 
8 28 13：45 職員会議 
9 17 13：45 職員会議 
10 15 13：45 職員会議 
11 19 13：45 職員会議 
12 17 13：45 職員会議 
1 14 13：45 職員会議 
2 19 13：45 職員会議 
3 18 13：45 職員会議 
月 1 回 
月 1 回 
月 2 回 

14：00 
14：00 
14：00 

運営会議 
食育会議 
カリキュラム会議 

 
④年間の園内行事日程は以下のと

おりとする。 
※別紙として年間行事予定表を
提出いたします。 
月 日 時 行事名 
4 1 午前 大 き くな っ

た会 
5 未

定 
午前 春季健康診断 

クラス毎の 
保護者会 

6  午前 個人面談 
7 1 

7 
未定 

10:00 
10:00 
午前 

水遊び開き 
七夕 
夏まつり 

8 31 10:00 水遊びじまい 
10 18 

下旬 

未定 

午前 
 
午前 

あそぼう会 
4・5歳バス遠足 
秋季健康診断 
3歳お散歩遠足 

11 未
定 

午前 歯科健診 

12 25 10:00 お楽しみ会 
1 9 10:00 新年子ども会 
2 3

中
旬 

10:00 
10:00 
 

節分 
後期保護者
会 

3 6 
13 
19 

午前 お別れ遠足 
卒園お祝い会 
お別れ会 

 
⑤年間の園内研修、モデル園として

の取組（法人研修を除く）等は以
下のとおりとする。 
月 日 参加者 研修名 
未
定 

 
 

全職員 ①保育実践

研究 
②アレルギ

ー児の対応

 
 ③概ね計画通りに実施。園内行事
等の関係で数日日程変更をした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④計画通りに実施。 
昨年度までのやり方にこだわるこ
となく子どもたちの姿に応じた行
事にすることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑤概ね計画通りに実施。年度後半
には応急救護訓練を頻回に行うこ
とができた。 
 
 
 
 
 

理由  ③評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④評価 5 
 
 
 
 
 
 
 

天沼保育園



（エピペン

使用含む） 
③嘔吐処理

法 
④心肺蘇生

法 
⑤虐待・個人

情報取り扱

い研修 
 
⑥安全管理対策 
不審者対策 
■園舎内における不審者対応マニ

ュアルを整備、運用する。 
■園舎内への不審者侵入防止措置

を講ずる。 
■園内においてすべての児童、職員

を対象とした不審者対策訓練を
定期的に実施する。 

災害対策 
■園舎内において災害時対応マニ

ュアル、防災マニュアルを整備、
運用する。 

■園内において、すべての児童、職
員を対象とした避難訓練、消火訓
練を行う。 

■地域において、児童、職員を対象
とした訓練を実施する。 

■発災時を想定し、児童、職員が最
低 3 日間園舎内に滞在できるよ
うな飲料水、食料、資材等を準備
する。 

■園独自の安全管理対策に関する
取り組みとして、以下の事を実践
する。 

ヒヤリハットの提出。危険箇
所の把握につなげる。 
園庭整備実施 
権田評議員のご指導の下、園
独自の BCP 及び避難マニュ
アルの作成に職員一丸となっ
て取り組む。 

 
⑦個人情報管理 
■個人情報保護マニュアルを整備、

運用する。 
■プライバシーポリシーを公表す

る。 
■個人情報保護について定期的に

職員研修を行う。 
■園独自の個人情報管理に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 

情報管理の徹底 
書類のペーパーレス化 

 
⑧ハラスメント防止措置 
■セクシャルハラスメント、パワー

ハラスメント防止マニュアルを
整備、運用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑥ヒヤリハットの提出は年間で数
枚程度だったが、事故につながりそ
うなことが起きた時には作成し、職
員会議で共有した。 
園庭整備を定期的に実施すること
ができた。 
その他訓練等については概ね計画
通り。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑦大きな問題なく実施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑧職員同士の関わりについて、匿
名のお手紙にて苦情をいただいた。
東京都及び杉並区からの調査も行
われたが、調査結果としては報告事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑥評価 3 
ヒヤリハットの提出枚数が増える

ように工夫したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑦評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑦評価 2 
調査結果なしとはいえ、苦情をいた

だいたことは重く受け止め、ハラス

メントの防止に努めていきたい。 

天沼保育園

■セクシャルハラスメント、パワー
ハラスメント防止のために定期
的に職員研修を行う。 

■園独自のハラスメント防止措置
に関する取り組みとして、以下の
事を実践する。 

管理職、指導職は、職員との
コミュニケーション時の傾聴
姿勢を徹底する。 
園長は、園内のラウンドをお
こない職場環境の把握に努
め、ハラスメントの防止に努
める。 

 
⑨職員育成 
■職員の個人目標管理制度を活用

する。 
■職員の自己申告制度を活用する。 
■職種別習熟度指標を活用する。 
■個別参加研修計画を策定し、積極

的に参加させる。 
■法人主催研修（交換研修含む）に

職員を積極的に参加させる。 
■園独自の職員能力向上策に関す

る取り組みとして、以下の事を実
践する。 

園内研修の充実・グループワ
ーク形式で考えながらスキル
アップを目指す。 
杉並区開催研修への参加 
キャリアアップ研修に計画的
に参加し、スキルアップを目
指す。 
カリキュラム会議での話し合
いを通して、玩具への理解を
深めることで個々の職員の能
力向上を図る。 
指導計画の反省に対して、指
導職から一つ一つ丁寧にコメ
ントを返し、その中で園とし
ての保育への思いを伝えてい
く。 
すくわくプログラムの取り組
みを通じて、保育の幅の広が
りを保育士に実感してもら
う。 

 
⑩施設保全・什器備品整備 
■施設点検マニュアルを整備、運用

する。 
■業務開始前および業務終了後の

園舎内の安全確認チェックを実
施する。 

■施設保全に関して、以下の補修、
修繕、交換を実施する。 
時期 内容 概算金額 
10月
頃 

砂場の補充 5 万 

   
   

項なしということになった。今回の
件ではハラスメントの被害者はい
ないということになったが、無意識
下でのハラスメントの防止は引き
続き管理職指導職が中心となって
取り組んでいきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑨カリキュラム会議や夜会議を通
して保育実践について考え、意見を
交わしあう場を設けた。また外部研
修へも積極的に参加でき、全職員が
1 つ以上の研修に行くことができ
た。今後は研修内容の共有をどうす
れば効果的に行えるか検討してい
きたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩便器からの水漏れや、水道管の破
裂など、設備の修理をいくつかおこ
なった。園舎も 3 年目を迎え、修理
が必要な箇所も増えてくると予想
されるので、施設の確認を丁寧に行
っていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑨評価 3 
現場の労働状況を悪くしない範囲

で取り組めた。令和 6 年度までは職

員面談を園長が一人で行っていた

が、キャリアパス面談が始まったこ

とで、面談者を指導職にも振り分け

ることになった。面談者が複数にな

ったことで面談内容の共有をより

密に行わなくてはならなったが、年

度後半にはその時間を十分にとる

ことができなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩評価 5 
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■什器備品類に関して、以下の補
修、修繕、交換、リース契約更新、
新規購入を実施する。 
時期 内容 概算金額 
随時 玩具類 50 万 

 
⑪利用者意向把握 
■外部評価機関による福祉サービ

ス第三者評価を実施する。 
■外部評価機関による利用者アン

ケートを実施する。 
■利用者が園に対し容易に意見要

望を申し出る環境を整える。 
■園独自の利用者意向把握の方法

として、以下の事を実践する。 
保護者から話を聞く時間を設
ける。(個人面談) 

 
⑫苦情解決制度 
■苦情解決対応マニュアルを整備、

運用する。 
■利用者から苦情を受けないよう

な取り組みを実施する。 
■地域から苦情を受けないような

取り組みを実施する。 
■園独自の苦情解決制度に関する

取り組みとして、以下の事を実践
する。 

ご意見フォームを周知し、保
護者からの意見、意向を把握
するとともに、改善策を考え、
園運営の安定を図ることとす
る。 

 
⑬虐待防止・早期発見 
■虐待防止・早期発見および対応マ

ニュアルを整備し、運用する。 
■子ども家庭支援センターや児童

相談所と連携を図る。 
 
⑭外部機関との連携 
■地域内の病児、病後児保育室との

連携を図る。 
■地域内の小児科、整形外科、眼科、

耳鼻咽喉科、皮膚科、歯科等の医
療機関との連携を図る。特に保育
実施時間内に受診可能な医療機
関を 1 つ以上確保する。 

■地域内の小学校や学童クラブ等
との連携を図る。 

■地域内の認可外保育施設との連
携を図る。 

 
⑮法人内施設との連携 
■会計業務、給与計算支払業務、職

員採用業務、労務管理業務を本部
事務局に委託する。 

■法人内の他園との交流、連携を図
る。 
 

 
 
 
 
 
 
⑪第三者評価アンケートを実施し
た。内容はおおむね満足しているご
意見が多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫ご意見ボックスではなく、保護者
からの意見を受け付けるフォーム
を公開していたが、1 年間 1 件も意
見は入らなかった。 
年間を通じて、保護者からのご意見
をいただくことはあったが、大きな
問題に発展することは起きていな
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬子ども家庭支援センター等との
連携を要する家庭はおらず、大きな
問題はなかった。 
 
 
 
⑭天沼小学校との連携は年に数回
行うことができた。地域の中核園の
取り組みで、他園との交流などがあ
ったが、日程の関係もあり、あまり
参加することができなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮計画通りに実施。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
⑪評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬評価 5 
 
 
 
 
 
⑭評価 4 
地域園との交流にあまり参加でき

なかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮評価 5 
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⑯業務削減への取り組み 

 
 

業務内容の見直しから、削減
ポイントを洗い出す。洗い出
した内容の実践。 
職員から業務削減案を募り実
践し、削減につなげる。 
適材適所の役割分担、職員連
携により、時間を有効活用す
る。 
ICT を活用し、時差なく全員
に周知できる環境を整える。 

⑯過年度に引き続き、無駄な業務を
増やさないということに注力した。
また ICT の活用により情報にアク
セスしやすくし、時間的空間的に生
じるロスを削減するよう努めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【令和 7 年度の離職者について】 
常勤保育士で１名、結婚に伴う転居
によって退職した。 

⑯評価 5 
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4．保育内容および保育計画、指導計画 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じ

た場合の理由 
①全体的な計画について 
■保育指針に基づき策定する。 
■保育理念、保育目標の実現を目指

し策定する。 
■全体的な計画の見直しを行う。 
 
②年間指導計画、月間指導計画は以

下の年次および預かり形態の別で
策定する。 

□0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
③個別指導計画は月単位で以下の年

次および預かり形態の別で策定す
る。 

□0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
□3 歳児 □4 歳児 □5 歳児  
■しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
④週間指導計画、日々の指導計画は

以下の年次および預かり形態の別
で策定する。 

□0 歳児 ■1 歳児 ■2 歳児  
■3 歳児 ■4 歳児 ■5 歳児  
□しょうがい児 □アレルギー児 
□アナフィラキシー児 □一時保育 
□病後児保育 
 
⑤園独自の保育関連計画を策定す

る。 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育関連の計画を策定する。 
小学校との連携に関わるアプ
ローチプログラムの策定 

 
⑥保育業務実施にあたり、以下の手

順書やマニュアルを用いて行う。 
保育所保育指針 
杉並区立保育園保育実践方針 
杉並区保育実践のてびき 
杉並区危機管理マニュアル 
法人統一マニュアル 
散歩マニュアル 

 
⑦園独自の保育内容を実施する。 
□定期的な体育指導を実施する。 
□定期的な音楽指導を実施する。 
□定期的な学習指導を実施する。 
 
■園独自の取り組みとして、以下の

保育内容を実施する 

①全体的な計画の見直しは行わず、昨年
度に引き続きこれに沿って各種指導計
画を立案した。 
 
 
 
 
②③④計画通りに実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤小学校との連携は計画通りに行えた。
また今年度からの取り組みとして、小学
校の教員や地域の保育士を招いての公
開保育を行った。保育園での生活を見て
もらい、昼には意見交換を行う場も設け
た。少しずつではあるが、幼保小の連携
機会が増えてきていることを感じてい
る。 
⑥日々の指導の中では保育指針を中心
に行った。しかし保育指針に比して杉並
区保育実践方針を活用する機会はいさ
さか少なかったように反省している。 
 
 
 
 
 
⑦子どもたちの声を聴きながら柔軟な
カリキュラムを各クラスで実施できた。 
 
 
 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
①評価 5 
 
 
 
②③④評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤評価 4 
昨年度より交流の機会を増やす
ことができた。幼保小連携協議会
などの機会を利用して、より密な
連携をとれるようにしていきた
い。 
 
 
⑥評価 3 
保育実践方針の活用が少なかっ
たため 
 
 
 
 
 
 
⑦評価 5 
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子どもと共に作る保育計画の
策定 

⑧通常日の保育時程は以下のとおり
とする。 
  1歳 2歳 幼児 

7:30 順次登園 
8:30 合同保育 
9:30 おやつ 朝の会 

遊び 
活動 

10 遊び 

11 食事 11:30～ 
食事 12 午睡 

13 午睡 
 
15:00 
目覚め 

14 目 覚 め

（随時） 

15:30 おやつ 
16 遊び 

夕保育 
順次降園 

17 
18:30 
19:30 延長保育 

 
⑨保護者との情報交換 
□全年齢において連絡帳を交換して

いる。 
■1 歳、2 歳児のみ連絡帳を交換して

いる。 
■幼児クラスはクラス全般の保育内

容についてクラス掲示板に掲示し
ている。 

■月次で発行するクラスだよりや園
だよりに掲示している。 

■園独自の取り組みとして、以下の
情報交換を実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
個別緊急時の情報 
■個別メール送信システムを活用し

ている。 
■電話を活用している。 
全体緊急時の情報 
■一斉メール送信システムを活用し

ている。 
■必要に応じてホームページに掲示

している。 
■電話を活用している。 
 
 
 
 
 
 
 
■園独自の取り組みとして、保護者

との情報交換において以下の事を

 
 
 
 
⑧計画通りに実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨1,2 歳児は連絡帳、3,4,5 歳児は貼り出
し日誌を毎日掲示して保護者への情報
発信を積極的に行った。またその他にも
不定期のドキュメンテーションを掲示
するクラスも多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
⑧評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保育内容についてドキュメン
テーションの掲示。 
園発行の各種おたより、お知ら
せ文書にてエピソードの掲載と
ともに保育の意図を伝える。 
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実践する。 
緊急連絡メールの活用 

 
 
⑩保育サービス推進事業について以
下の保育サービス推進事業を実施す
る。 
□産休明け保育 
□0 歳児の延長保育 
■1 時間以上延長保育 
□2 時間以上延長保育 
□3 時間以上延長保育 
□病児・病後児保育 
□休日保育 
□4 時間未満一時預かり事業 
□4 時間以上一時預かり事業 
□しょうがい児保育(特児) 
■しょうがい児保育(その他) 
■アレルギー児対応 
□夜間保育 
■育児困難家庭への支援 
■外国人児童受入れ 
□年末年始保育 
■小中高生の育児体験受入れ 
■保育所体験 
□出産を迎える親の体験学習 
■保育拠点活動支援 
 
⑪法人内プロジェクトへの参加 
■主任会議に参加する。 
■給食担当者会議に参加する。 
■保健担当者会議に参加する。 
□発達支援室に参加する。 
□食育推進室に参加する。 
□保育内容統一化研究室に参加す

る。 
□認定こども園化研究プロジェクト

に参加する。 
■法人内プロジェクトで決定した事

項について、園内において実施す
る。 

■園独自の取り組みとして、以下の
プロジェクトを実施する 

 
 

子どもの人権を尊重した保育
をするための話し合いを重ね
る。 

 
 
 
 
 
 
⑩概ね計画通りに実施。小中高生の育児
体験受け入れと保育拠点活動支援は募
集者がいなかったため未実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪計画通りに実施 
 
 

 
 
 
 
 
 
⑩評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪評価 5 
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5．給食・食育 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①給食業務実施にあたり、以下のこと

を行う。 
■給食担当者の日々の健康管理を行

う。 
■保育実施日は原則として給食を実

施する。 
■給食内容は完全給食とする。 
■離乳食を実施する。 
■アレルギー食を実施する。 
■延長保育に応じた給食を実施する。 
■献立は杉並区献立を使用する。 
■食材の調達は公立天沼保育園の契

約先と同じ業者から仕入れる。 
■調理方法について、手順書や調理マ

ニュアル、衛生管理マニュアルに従
って行う。 

■調理方法について、他園の担当者間
で情報交換を行う。 

■児童の喫食状況に応じて、調理方法
を工夫する。 

■保育職担当者や看護職担当者との
意見交換を行う。 

■園独自の取り組みとして、給食業務
において以下の事を実践する。 

食育だより発行。 
 
②給食業務実施にあたり、以下の手順

書やマニュアルを用いて行う。 
保育所給食の衛生管理マニュアル 

離乳のてびき 

食物アレルギーマニュアル 

栄養士業務マニュアル 

 
③食育業務実施にあたり、以下のこと

を行う。 
■年間食育計画を策定する。 
■園独自の取り組みとして、食育業務

において以下の事を実践する。 
食育指導、調理保育等の実践 

 
 

①計画通りに実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②計画通りに実施 
 
 
 
 
 
 
③感染症でできないこともあった
が、年間で計画を立てていた活動以
外にも、子どもの意見から始まった
活動を柔軟に取り入れることがで
きた。 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
①評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価 5 
 
 
 
 
 
 
③評価 5 
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6．保健 

今年度計画 今年度実績 計画対実績の評価と差が生じた

場合の理由 
①保健業務実施にあたり、以下のこと

を行う。 
■年間保健計画を策定する。 
■在園児の成長を記録する 
■在園児に保健指導を行う。 
■在園児の健康管理を行う。 
■在園児のケガや急な疾病に対応す

るため、マニュアルを整備し、運用
する。 

■保護者からの在園児の成長、発達、
健康に関する相談を受け、適宜助言
を行う。 

■園独自の取り組みとして、保健業務
において以下の事を実践する。 

手洗い指導、うがい指導、感染
予防指導、トイレの使い方指
導等健康維持に必要な指導を
行う。 

 
②園内事故防止に取り組む。 
■SIDS 予防を図る。 
■園全体のヒヤリハットを管理する。 
■園独自の取り組みとして、園内事故

防止において以下の事を実践する。 
園庭遊具、園庭の安全点検を
月単位で行う。 
園内、園庭等の危険箇所を把
握し、事故予防につなげる。 
6 年度にて、救急救命マニュ
アルの整備と園内研修を行っ
てきたので、7 年度では研修
の頻度を増やし、マニュアル
が全職員に浸透し、いつでも
誰でも救急救命にあたれる集
団になることを目指す。 

 
③職員の健康管理 
■保健担当者が衛生推進者として職

員の健康管理を行う。 
■事業所内健康診断を実施する。 
■職員検便を実施する。 
■園独自の取り組みとして、職員の健

康管理において以下の事を実践す
る。 

 
 
 

休憩時間を確保し、心身共に
健康な状態で業務に従事でき
るようにする。 

①計画通りに実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②計画通りに実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③概ね計画通りに実施。 

評価 5 4 3 2 1 
理由 
①評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評価 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③評価 5 
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令和 7 年度 事業部総務経理課事業計画・事業実績評価報告 
 
１．施設の概要と職員体制 

部
署
名 

事業部 
・総務経理課 
 

部長 
住所 
電話・FAX 
メールアドレス 

事業部長：常松大介 保育部長：空席 
杉並区上井草 3-25-19 
03-6913-8806 03-6913-9928 
honbu@kunitachihoikukai.jp 

総務経理課 課長：須田愼治 主任：青田恵未 担当：鄭朋子 三島雄治 中村絢子 須田康太 
 

 
２．今年度の実施事業 

令和 7 年度計画 令和 7 年度報告（実施結
果） 

結果
自己
評価 

【総務経理課所管】 
① 法人関係会議事務局業務 

・理事会 
・評議員会 

② 定款・規則規程管理業務 
③ 予算策定業務 
④ 決算業務 
⑤ 予算実績管理業務 
⑥ 資産・債権・債務管理業務 
⑦ 運営費等請求業務 
⑧ 保育園支援業務の一部 
⑨ 認可事項管理業務 
⑩ その他 
 

令和 7 年度は、本部事務局
として、理事会を 7 回、評
議員会を 3 回開催し、開催
準備、資料作成、議事録作
成、関係部署との調整等を
行った。 
 
また、定款・規則規程の管
理、予算策定、決算業務、
月次試算表による予算実績
管理、資産・債権・債務管
理、運営費等請求業務を実
施した。 
 
各保育園の運営状況を踏ま
え、園長および関係部署と
連携しながら、保育園支援
業務や認可事項に関する確
認・対応を行い、法人全体
の事務運営を支援した。 
 
 
 

４ 

 
３．今年度取り組むべき重点事業 

令和 7 年度計画 
 

令和 7 年度報告（実施結
果） 

結果
自己
評価 

1. 財務資料の精度向上 
・社会福祉法人会計の月次・年次決算資料の精度向上を図る。 
・月次決算における予算実績管理の分析を詳細化し、赤字対策
を徹底する。 
 
2. 予算策定の適正化 
・運営費請求業務や人件費について園長と連携し、より精度の
高い予算編成を実施。 
・適切な予算管理を通じ、安定した経営基盤の確立を目指す。 

 
3. 運営費請求業務の効率化 
・園長保育料や副食費などの請求業務を効率化し、本部および
保育園の業務負担を軽減。 
・請求プロセスの改善により、正確かつ迅速な処理を実現。 
 
 
4. キャッシュレス化の推進 

・法人運営に必要な会議運
営、予算・決算、請求業
務、各園支援業務につい
て、概ね計画どおり実施す
ることができた。 
 
・特に、理事会・評議員会
の事務局業務については、
年間を通じて円滑に対応す
ることができた。 
 
・今後は、月次資料や予算
実績管理資料のさらなる精
度向上を図り、経営判断に
資する資料作成を継続して
いく。 

４ 

総務経理課



・小口現金制度をなるべく廃止し、PayPay 等のキャッシュレ
ス決済を導入。 
・現金管理のリスク低減と業務の効率化を図る。 

 
5. 理事会・評議委員会の円滑な運営 
・令和 6 年度に引き続き事務局を担当し、理事会・評議委員
会を円滑に進行。 
・適切な議事運営を通じて、法人の意思決定プロセスを支援。 

 
この計画により、財務管理の強化、業務効率化、リスク低減を
進め、より安定した法人運営を目指します。 
 

 
４．事業実施体制 

令和 7 年度計画 令和 7 年度報告（実施結
果） 

結果
自己
評価 

   
 
５．事業実施に要する費用 

令和 7 年度計画 令和 7 年度報告（実施結
果） 

結果
自己
評価 

   
 

以上 

総務経理課

令和 7 年度 保育支援課事業計画・事業実績評価報告 
 
１．施設の概要と職員体制 

部
署
名 

保育支援課 
課長 
住所 
電話・FAX 

引地理子 
杉並区上井草 3-25-19 
03-6913-8806 03-6913-9928 

保育支援課 課長：引地理子（事業部会計責任者） 副課長：齋藤貴亮 主任：久岡茉莉香  
担当：赤松麻実 高野牧 藤原節子 芳野菊代  

 
２．今年度の実施事業 

令和 7 年度計画 令和 7 年度報告（実施結果） 結果自己評価 
1. 保育園支援業務 
2. 職員採用業務 
3. 保育士資格取得支援事業 
4. キャリアップ研修実施事業 
5. 人事労務給与計算業務 
6. システム管理業務 
7. 施設長会議事務局業務 
8. その他 

・令和７年度は常勤非常勤含め新入職者 105 名の
採用をおこなった。 
・令和 7年度は 2名の保育士資格取得をめざすア
カデミー生を迎え、豊岡短期大学の事務サポート
校として支援した。 
・人事労務給与計算業務を内政化し、給与賞与計
算の他、社会保険手続きのシステム化や住民税の
申告の対応もすすめた。 
・施設長会議を事務局として全 12回おこなった。 

評価 4 
概ね実施できた。 
保育士資格取得支
援事業は少人数の
ため臨機応変に対
応できたが、多人
数に対応できるよ
うフロー通りに進
める必要がある。 

 
３．今年度取り組むべき重点事業 

令和 7 年度計画 
 

令和 7 年度報告（実施結果） 結果自
己評価 

1. 保育園支援業務 
① 法人内における不適切な保育の未然防止 

令和 6年度に複数の園から複数の事案が報告
されたことから、「保育所等における虐待等
の防止及び発生時の対応等に関するガイドラ
イン」に基づいた対応を図ります。 

② 法人内におけるハラスメントの未然防止 
令和 6年度に事案が報告されたことから、発
生園の全職員からヒアリングを行う等対応を
おこなうことと、専門家による助言をもとに
解決を図ります。 

③ 利用者満足度・職員満足度の充実 
各園の利用者アンケート結果、第三者評価結
果等の客観的データに基づき、各園の運営や
保育内容の改善策を支援します。 

2. 職員採用業務 
通年で各園に必要な職員の採用をすすめま
す。必要に応じて、広告媒体や紹介会社を利
用し、保育に支障が出ないよう努めます。 
また、高等学校への求人活動をおこない、保
育補助の契約職員を採用し、保育士資格取得
支援事業を利用して資格取得いただき、常勤
保育士の確保に努めます。 

3. 保育士資格取得支援事業 
令和 7年度は、各園の保育士資格未取得職員
を募り、豊岡短期大学および委託機関による
補習授業を利用して保育士資格取得の支援を
おこないます。 

4. キャリアップ研修実施事業 
外部講師を招き、キャリアップ研修を法人主
催ですすめることにより、職員の受講を促進
し、処遇改善加算の要件を全園で満たすよう
にします。 

5. 人事労務給与計算業務 
令和 5年度より課題の多かった給与計算業
務について、法人でシステムを導入すると

1.保育園支援業務 
①法人内における不適切な保育の未然防止 
ガイドラインに沿って各園からの問題につ
いて改善を図った。年度途中に法改正があ
ったため、理解を深め適切に対応する必要
がある。 
②法人内におけるハラスメントの未然防止 
令和 7年度は、ハラスメント報告はなかっ
たが、今後も未然防止に努めていく。 
 
 
③利用者満足度・職員満足度の充実 
自己申告書の職員満度データを取りまと
め、各園の分析をおこなった。 
 
2.職員採用業務 
年度途中での採用希望の園が複数あり、紹
介会社経由で採用をすすめた。 
高等学校への求人活動は複数の入職希望が
あり、7名の常勤保育補助を採用した。 
 
 
 
3.保育士資格取得支援事業 
令和 7年度は 2名の既存職員がくにたち保
育専門アカデミーに入校し、豊岡短期大学
および委託期間による補修事業のサポート
をおこなった。 
4.キャリアアップ研修実施事業 
キャリアアップ研修を受講できていない職
員が多い園に働きかけ、受講促進をおこな
えたが、法人主催で研修をすすめるには至
らなかった。 
5.人事労務給与計算業務 
令和 7年度は新システム導入をし、再度内
政化をすすめた。各園と情報共有を強化 

 
評価 4 
 
 
 
 
評価 4 
 
 
 
 
評価 4 
 
 
 
評価 4 
 
 
 
 
 
 
 
評価 5 
 
 
 
 
評価 3 
 
 
 
 
評価 4 
 
 

保育支援課



ともに各園との情報共有を密にし、社会保
険手続きや給与算定を滞りなくすすめるよ
う努めます。 

6. システム管理業務 
法人内におけるシステム管理業務につい
て、令和 6年度からの 3年計画で引き続き
整えていく。令和 7年度は事業部の PC整理
やデータ管理体制を整えます。 

7. 施設長会議事務局業務 
   令和 6年度に引続き事務局を担い、施設長

会議を滞りなくすすめます。 

し、社会保険手続きや給与算定の精度改善
を図った。 
 
6.システム管理業務 
事業部の PC 整理をすすめることができ
た。引続きデータ管理体制を整えていく。 
 
 
7.施設長会議事務局業務 
滞りなく年間 12 回の会議事務局を担っ
た。 

 
 
 
評価 4 
 
 
 
 
評価 5 

 
４．事業実施体制 

令和 7 年度計画 令和 7 年度報告（実施結果） 結果自
己評価 

保育支援課内で担当者の進捗状況を共有し業務
を遂行してく。 
また、理事長室および総務経理課とも連携し、
業務を遂行していく。 
「3.今年度取り組むべき特徴的な事業」の事業
実施体制について、主担当は以下のとおりとし
ます。 
1.保育園支援業務 
①高野担当 
②高野担当 
③久岡主任 
2.職員採用業務 
 高野担当 
3.保育士資格取得支援事業 
 久岡主任 
4.キャリアアップ研修実施事業 
 久岡主任 
5.人事労務給与計算業務 
齋藤副課長 赤松担当 

6.システム管理業務 
齋藤副課長 赤松担当 

7.施設長会議事務局業務 
 久岡主任 

 日々課内での業務遂行状況を共有し、担
当間で業務振分けを修正しながら滞りなく
実施することができた。 
 

評価 4 

 
５．事業実施に要する費用 

令和 7 年度計画 令和 7 年度報告（実施結果） 結果自
己評価 

本部 3部門合わせて概ね 140 百万円を費やし、
各事業を実施していきます。 

費用については、本部拠点区分の決算に委
ねます。 

評価 5 

 
以上 

保育支援課

令和７年度 事業計画・事業実績評価報告 
１．施設の概要と職員体制 

部署名 理事長室 

室 長 
住 所 
電話・FAX 
メールアドレス 

操木 豊 
国立市北 3-7-14 社会福祉法人国立ひまわり保育園内 
TEL042(571)8520・ FAX042(571)8521 
kuriki@kunitachihoikukai.jp 

２．今年度の実施事業 

令和７年度計画 令和７年度実施結果 
【主な業務】 

第一に，理事長室は，理事長から示された業務を行う。 
１，職員の離職防止のための取り組み 

①退職意向の職員からのヒアリング 
②園等における職員間の問題が生じた際の各職員からのヒアリング 
③その他，必要かつ適切な作業 

２，練馬区委託園の運営支援 
①定期的な練馬区委託園の訪問，電話・メール・on line 等による連絡や情

報交換，練馬区委託園の園長との面談をさせていただく。そして，各園

の課題等を共有させていただくとともに，本部からの支援のため，毎週

火曜日の事業部管理職会議においてその情報を共有していく。 
②年間 1 から 2 回程度開催される運営委員会（保護者，練馬区，国立保育

会で構成）に参加させていただき，そこで課題として挙げられた課題を

法人内で共有する。 
第二に，昨年までの取り組み業務を継続する。 

①「小学校を知る取り組み」「小学校へ繋ぐ保育」「小学校との連携」を一

層深めていく。 
②「幼保小の架け橋プログラム」の取り組み。子供に関わる大人が立場を

越えて連携し，架け橋期（義務教育開始前後の 2 年間）にふさわしい主

体的・対話的で深い学びの実現を図り，一人一人の多様性に配慮した上

で全ての子供に学びや生活の基盤を育むことを目指す。 
２，放送教育の充実 

「小学校を知る」「小学校へ繋がる」内容が充実している nhk for School の

コンテンツを活用し成果を上げている宮前おおぞら保育園での放送教育

を，他園へ広めていく。 
３，養成校との関係強化  

①今，構築されている養成校との関係性をさらに充実させていく。 
②新たな養成校との繋がりも広げていく。 

以上の取り組みにより，すべての子供たちの笑顔のために，未来を見据え「か

けがえのない命をはぐくむ場」である社会福祉法人国立保育会のすべての園の

保育の更なる充実発展に努めていく。そして，魅力ある保育園として，子供た

ち，保護者，地域，そして職員から【選ばれる保育園】の堅持に努める。 

第一の１、園等における職員

間の問題が生じた際対応 

・一人の保育士からの自分だ

け連絡帳の記載について注

意を受けたことへの訴えが

あった。本部と連携し、園訪

問や助言を行い「より一層

「居心地がいい園」を目指し

て取り組むことができた。 

第一の２、練馬区委託園の運

営支援。 

・定期的な練馬区委託園の訪

問により、子どもたちの様

子，保育環境，保育者の子ど

もたちへのはたらきかけ等

を見せていただいた。 

・委託園監査や運営業務評価

に立ち会うことができた。 

・次年度以降の委託園運営に

ついて情報収集を継続し，運

営支援を心掛けてきている。 

第二の１，小学校との連携強

化 各園において「幼保小の

架け橋プログラム」による小

学校との連携活動が見られ，

深まりを感じる。 

第二の２，放送教育の充実  

「小学校を知る」「小学校へ

繋がる」コンテンツの視聴に

より，子どもたちの就学に向

けての不安感を取り除き，小

学校への期待感をもっても

らえるようになってきた。 

３．事業実施体制 

令和７年度計画 令和７年度実施結果 
法人本部，及び各園と連携し，常に組織を活用した業務を遂行していく。 連携・情報共有ができた。 

４．事業実施に要する費用 

令和７年度計画 令和７年度実施結果 
理事長室は 50 万円を費やし，各事業を実施していく。  節約を心掛けた。 

 

理事長室




